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助
成
研
究
企
画
　
審
査
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
助
成
審
査
委
員
長　

古
谷　

稔

　

テ
レ
ビ
報
道
な
ど
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
小
中
学
校
の
教
育
現
場
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
な
か
で
も
学
校
生
活
の
メ
イ
ン

と
な
る
教
室
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
生
徒
の
習
字
作
品
が
壁
面
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
映
像
の
中
に
、
現
代
日
本
の
書
教
育
の
実

情
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
、
寺
子
屋
と
も
呼
ば
れ
た
手
習
塾
で
は
「
読
み
」
よ
り
も
「
書
く
」
こ
と
か
ら
入
り
、
文
字
学
習
の
基
礎
が
養
わ
れ

ま
し
た
。
近
世
文
人
の
条
件
に
は
、
漢
学
・
儒
学
の
教
養
が
必
要
で
あ
り
、
医
学
は
じ
め
学
問
の
基
礎
は
漢
籍
に
依
拠
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
第
一
歩
は
四
書
（
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子
）
な
ど
の
訓
読
体
漢
文
を
声
を
出
し
て
繰
り
返
し
、
テ
キ
ス
ト
を
全
て
暗

誦
す
る
、
い
わ
ゆ
る
素
読
の
学
習
法
が
と
ら
れ
た
の
で
す
。
手
習
い
で
は
ま
ず
書
き
方
（
書
法
）
を
重
ん
じ
、
漢
文
学
習
は
素
読
に

よ
っ
て
、
事
前
に
漢
文
を
身
体
に
馴
染
ま
せ
、
学
問
の
道
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
も
瞬
く
間
に
二
十
数
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
世
界
的
に
押
し
寄
せ
ら
れ
、
他
方
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
遭
遇
す
る
昨
今
、
わ
が
国
も
そ
れ
に
直
面
し
、
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
語
は
、
外
来
語
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
現
状
は
従
来
通
り
、
漢
字
と
仮
名
の
字
体
が
文
字
文
化
の
核
を

成
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
伝
統
文
化
に
支
え
ら
れ
た
「
書
」
を
い
か
に
活
か
し
て
い
く
べ
き
か
、
大
き
な
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
、
過
去
の
書
教
育
や
現
・
学
校
教
育
で
の
課
題
、
ま
た
、
日
中
の
書
文
化
研
究
成
果
を
基
盤
に
据
え
な
が
ら
、

世
界
を
視
座
と
し
た
確
た
る
方
向
性
を
再
考
す
る
時
機
が
到
来
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
ま
た
、
各
領
域
担
当
の
先
生
方
に
よ
る
厳
格
な
審
査
が
行
わ
れ
、
か
つ
査
読
委
員
に
よ
る
丹
念
な
査
読
に
よ
り
、
成
果

論
文
上
梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。次
年
度
以
後
も
ま
た
、引
続
き
、充
実
し
た
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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査
読
審
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
読
委
員
長　

大
橋
修
一

　

本
年
も
『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団　

学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
助
成
も
第

八
回
を
数
え
、
本
年
度
は
二
年
に
わ
た
る
グ
ル
ー
プ
研
究
二
件
が
載
録
さ
れ
た
。
一
件
は
日
中
書
道
史
に
関
す
る
研
究
の
最
終
報
告

で
、
一
件
は
書
写
書
道
教
育
に
関
す
る
研
究
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
各
成
果
に
つ
い
て
の
所
感
は
以
下
の
と
お
り
。

　

①
は
、
堀
川
英
嗣
を
研
究
代
表
者
と
す
る
「
銭
痩
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
一
九
二
二
か
ら
四
九
年
を

中
心
に
―
（
下
）」
と
題
し
た
グ
ル
ー
プ
研
究
の
最
終
報
告
で
あ
る
。
多
く
の
新
資
料
に
も
と
づ
き
、
銭
痩
鉄
と
日
本
文
化
人
と
の

交
流
を
克
明
に
描
い
た
労
作
で
あ
る
。
附
録
の
「
銭
痩
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
一
覧
表
」
も
基
礎
的
資
料
と
し
て
充
実
し
て
い
る
。

②
は
、
三
浦
拓
眞
が
研
究
代
表
者
の
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察
―
中
学
校
国
語
科
書

写
と
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
―
（
上
）」
で
、
教
育
学
の
分
析
方
法
や
学
習
理
論
の
方
面
ま
で
視
野

を
広
げ
、
堅
実
な
論
考
と
な
っ
た
。
論
の
展
開
も
無
理
な
く
適
切
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
近
時
に
発
表
さ
れ
た
新
資
料
の
整
理
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
自
体
は
非
常
に
好
ま
し
い
が
、
新

資
料
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
真
正
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
確
認
し
て
か
ら
、
分
析
と
研
究
を
行
う

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
注
意
を
促
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
は
あ
る
が
、
助
成
対
象
者
に
は
、
今
後
も
着
実
に
研
究
を
進
め
て
頂
き
た
い
。
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序
　
論

　
「
銭
瘦
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
一
九
二
二
か
ら
四
九
年
を
中
心
に
―
」
と
題
し
た
、
二
年
に

亙
る
課
題
研
究
の
最
終
成
果
報
告
を
行
う
時
期
と
な
っ
た
。

　

日
中
書
道
交
流
史
の
角
度
か
ら
、
一
九
二
二
年
か
ら
四
九
年
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
と
日
本
文
化
人
の
交
流
を
め
ぐ
る
諸
相
に

つ
い
て
、『
銭
瘦
鉄
自
筆
年
譜
』
等
の
新
出
資
料
を
駆
使
し
、
三
者
の
専
門
領
域
に
沿
っ
て
研
究
を
行
っ
た
。

　

報
告
者
は
、
研
究
内
容
の
時
代
順
に
浅
野
泰
之
（
湖
北
師
範
大
学
美
術
学
部
講
師
）、
段
毅
琳
（
常
州
工
学
院
外
国
語
学
部
講

師
）、
堀
川
英
嗣
（
研
究
代
表
者
・
山
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）
で
あ
る
。

　

浅
野
は
前
回
の
中
間
報
告
（
以
下
、
前
稿
）
の
第
一
章
、
第
二
章
で
、
日
中
書
道
交
流
史
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
の
位
置
、
お
よ

び
来
日
初
期
に
参
加
し
た
日
中
共
同
開
催
の
展
覧
会
に
着
目
し
て
、
当
時
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
文
化
人
と
交
流
を
重
ね
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

堀
川
・
段
は
前
稿
第
三
章
で
、
銭
の
『
書
菀
』
雑
誌
参
画
か
ら
、
逮
捕
拘
留
、
帰
国
ま
で
の
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ

い
て
考
察
し
、
獄
中
か
ら
の
家
族
宛
書
簡
及
び
当
時
の
裁
判
記
録
等
を
用
い
、
拘
留
時
期
の
内
情
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
、

堀
川
は
前
稿
第
四
章
で
、
一
九
四
〇
年
代
に
上
海
へ
銭
を
訪
れ
た
日
本
人
、
及
び
銭
の
戦
後
の
再
来
日
に
つ
い
て
論
じ
、
日

本
軍
占
領
下
の
上
海
に
お
い
て
も
、
戦
後
の
再
来
日
に
あ
っ
て
も
一
貫
し
て
「
芸
術
を
以
て
平
和
を
求
め
」
て
い
た
こ
と
を

　
　
銭
瘦
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
一
九
二
二
か
ら
四
九
年
を
中
心
に
―
（
下
）

堀
川
英
嗣
・
浅
野
泰
之
・
段
毅
琳
・
清
原
健
・
王
亜
峰
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明
ら
か
に
し
た
。

　

今
回
は
前
稿
の
時
代
順
、
即
ち
縦
軸
か
ら
の
考
察
を
承
け
て
、
視
座
を
横
軸
に
移
し
銭
と
日
本
文
化
人
と
の
個
人
間
交
流

に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
い
く
。

　

本
研
究
で
は
一
次
資
料
と
し
て
、
前
稿
に
引
き
続
き
銭
晟
、
銭
維
多
両
氏
よ
り
家
蔵
資
料
の
提
供
を
受
け
た
他
、
飯
田
市

美
術
博
物
館
、
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
、
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
―
荒
井
寛
方
記
念
館
―
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏

雨
書
屋
、
千
葉
市
美
術
館
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
（
五
十
音
順
）
よ
り
館
蔵
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
初
出
資
料
は
ア

ス
タ
リ
ス
ク
（
＊
）
を
付
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
に
て
表
示
す
る
。
ま
た
、
中
国
語
の
引
用
部
分
は
各
章
の
担
当
執
筆
者
が
そ

れ
ぞ
れ
翻
訳
を
行
っ
た
。

　

最
終
成
果
報
告
で
は
、
第
五
章
「
橋
本
関
雪
と
の
交
流
」
を
浅
野
・
清
原
健
（
山
西
大
学
外
国
語
学
部
外
教
）（
清
原
は
「
五
、　

印
影
調
査
か
ら
見
え
た
銭
痩
鉄
の
交
流
範
囲
」
を
執
筆
）
が
、
第
六
章
「
小
杉
放
菴
・
石
井
林
響
と
の
交
流
」
を
堀
川
・
段
が
、

第
七
章
「
會
津
八
一
と
の
交
流
」
を
堀
川
・
王
亜
峰
（
山
西
大
学
外
国
語
学
部
講
師
）
が
、
第
八
章
「
実
業
家
と
の
交
流
」
を

堀
川
・
清
原
が
、
第
九
章
「
お
わ
り
に
」
を
堀
川
が
、
第
十
章
に
替
え
て
「
附
録　

銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
一
覧
表
」

を
清
原
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
担
当
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
堀
川
英
嗣
）

 　
　
　

第
五
章
　
橋
本
関
雪
と
の
交
流

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

本
章
で
は
、
銭
瘦
鉄
と
橋
本
関
雪
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
本
章
に
関
連
し
た
代
表
的
な
先
行
研
究
は
、
西

原
大
輔
『
橋
本
関
雪
―
師
と
す
る
も
の
は
支
那
の
自
然
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
〇
七
年
）、柿
木
原
く
み
「
日
本
に

お
け
る
銭
瘦
鉄
」（『
書
学
書
道
史
論
叢
』
萱
原
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
徐
泳
霞
・
張
燕
飛
「
橋
本
関
雪
的
中
国
情
縁
」（『
美
術

大
観
』
一
二
期
、
二
〇
一
五
年
）、（
米
）Aida Yuen W

ong“A Chinese Seal Carver in Japan: Q
ian Shoutie and 
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the Literati W
orld of H

ashim
oto Kansetsu”

（『
世
変
・
形
象
・
流
風
：
中
国
近
代
絵
画1796-1949

』
学
術
研
討
会
論
文

集
、
財
団
法
人
鴻
禧
芸
術
文
教
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
藤
枝
晃
「
関
雪
画
伯
の
印
癖
」（『
生
誕

一
〇
〇
年
橋
本
関
雪
展
』
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
、
一
九
八
四
年
）、
水
野
恵
『
橋
本
関
雪
印
譜
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一

年
）
は
橋
本
の
自
用
印
か
ら
二
人
の
交
流
に
言
及
し
て
い
る
。
橋
本
は
銭
と
日
本
文
化
人
の
交
流
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
人
物
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
銭
を
日
本
に
招
き
自
宅
に
住
ま
わ
せ
、
印
を
制
作
さ
せ
た
こ
と
に
止
ま
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
交
流
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

以
下
、「
橋
本
関
雪
と
の
出
会
い
か
ら
銭
瘦
鉄
来
日
時
間
の
特
定
ま
で
」、「
銭
瘦
鉄
を
招
聘
し
た
理
由
」、「
銭
瘦
鉄
と
橋
本

関
雪
の
交
流
」、「
印
影
調
査
か
ら
見
え
た
銭
瘦
鉄
の
交
流
範
囲
」
に
分
け
て
、
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
作
品
資
料
を
駆
使
し

な
が
ら
具
体
的
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

二
、
橋
本
関
雪
と
の
出
会
い
か
ら
銭
瘦
鉄
来
日
時
間
の
特
定
ま
で

　

橋
本
関
雪
（
一
八
八
三
―
一
九
四
五
）、
日
本
画
家
。
神
戸
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
成
常
、
後
に
関
一
と
改
め
る
。
父
海
関

は
旧
明
石
藩
の
儒
者
で
漢
学
、詩
文
に
長
じ
て
い
た
。
雅
号
「
関
雪
」
は
父
海
関
が
名
付
け
た
。
母
フ
ジ
も
書
画
を
嗜
ん
だ
。

祖
父
文
水
も
書
画
を
能
く
し
、
南
画
の
山
水
画
を
描
き
俳
句
も
作
っ
た
。
橋
本
は
漢
学
の
素
養
あ
ふ
れ
る
家
系
に
育
ち
、
幼

時
よ
り
漢
籍
の
教
養
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
漢
詩
に
お
い
て
は
、二
十
七
歳
（
一
九
一
〇
）『
関
雪
詩
稿
』（
自
家

版
）、
四
十
五
歳
（
一
九
二
八
）『
続
関
雪
詩
稿
並
南
船
集
』（
自
家
版
）、
五
十
六
歳
（
一
九
三
九
）『
関
雪
詩
存
』（
斎
藤
悳
太
郎

編
）
を
出
版
し
、
ま
た
『
瘦
鉄
印
存
』（
一
九
二
四
）、『
続
関
雪
詩
稿
並
南
船
集
』（
一
九
二
八
）
序
文
を
漢
文
で
記
す
等
、
漢

学
の
教
養
の
高
さ
が
窺
え
る
。
日
本
画
は
一
八
九
五
年
（
十
二
歳
）
よ
り
片
岡
公
曠
に
学
び
、一
九
〇
三
年
（
二
十
歳
）
に
竹

内
栖
鳳
の
竹
杖
会
に
入
門
す
る
。
そ
の
後
、
文
展
へ
の
入
選
、
入
賞
を
繰
り
返
し
、
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
は
、
文
展
無
鑑

査
、
文
展
の
特
選
連
続
三
年
と
、
画
壇
で
一
定
の
地
位
を
築
い
た（

1
（

。 

　

橋
本
は
訪
中
に
つ
い
て
「
私
の
支
那
旅
行
は
日
常
生
活
の
一
端
に
過
ぎ
な
い（

（
（

」 

と
述
べ
て
お
り
、
一
九
〇
五
年
（
二
十
二

歳
）、
満
州
軍
総
司
令
部
嘱
託
と
し
て
日
露
戦
争
に
参
加
し
、
満
州
入
り
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
生
涯
に
三
十
数
回
に
わ
た
り

訪
中
を
重
ね
た
。
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初
め
て
の
訪
中
か
ら
十
七
年
後
の
一
九
二
二
年
、
橋
本
（
四
十
歳
）、
銭
（
二
十
六
歳
）
の
二
人
は
上
海
で
潘
琅
圃
を
通
じ

て
面
識
を
得
、
翌
年
橋
本
に
帯
同
さ
れ
銭
は
初
め
て
訪
日
す
る
。
銭
の
来
日
に
つ
い
て
、「
銭
瘦
鉄
年
表
」
に
具
体
的
な
日
時

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
柿
木
原
く
み
（
二
〇
一
一
）
が
『
瘦
鉄
印
存
』
の
橋
本
序
文
か
ら
「
四
月
に
初
来
日

し
た
」
と
し（

（
（

 

、
西
原
大
輔
（
二
〇
〇
七
）
は
銭
が
橋
本
に
刻
し
た
印
の
側
款
か
ら
「
五
月
に
は
白
沙
村
荘
に
来
て
い
た
」
と

考
察
す
る
等（

4
（

定
論
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
銭
家
蔵
品
等
か
ら
そ
の
来
日
時
間
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
証
左
と

な
る
資
料
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

①
は
兪＊

原
の
銭
瘦
鉄
宛
餞
別
作
品
（
図
1
）
で
あ
る
。
兪
は
銭
の
師
で
あ
る
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
が
、
同
作
の
落
款
に

「
贐
瘦
鉄
東
行
時
癸
亥
花
朝
逡
五
日
」
と
あ
る
。
癸
亥
（
一
九
二
三
）
花
朝
（
旧
暦
二
月
中
旬
頃
）
の
五
日
後
、つ
ま
り
旧
暦
二

月
二
十
日
前
後
に
銭
に
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
暦
の
四
月
上
旬
に
あ
た
る
。

　

②
は
現
在
確
認
で
き
る
銭
が
日
本
で
制
作
し
た
最
初
の
作
品
「＊

仙
艶
図
」（
図
2
）
で
あ
る
。
落
款
に
「
癸
亥
三
月
木
仏
画

于
白
沙
村
荘
」
と
あ
り
、
癸
亥
三
月
に
橋
本
関
雪
の
邸
宅
・
白
沙
村
荘
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
①
よ
り
新
暦
三
月

は
来
日
前
の
た
め
、
②
の
制
作
年
は
旧
暦
三
月
（
新
暦
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
）
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
は
一
九
二
三
年
四
月
二
十
五
日
に
京
都
銀
閣
寺
前
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
銭
の
「
篆
刻
頒
布
会
」
で
あ
る
。
当
時
の
報

道（
5
（

か
ら
四
月
下
旬
に
橋
本
の
後
援
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
三
点
か
ら
、
銭
は
二
三
年
四
月
上
旬
頃
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
来
日
し
た
と
わ
か
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一

歩
進
ん
で
来
日
時
間
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

尚
、銭
瘦
鉄
が
こ
の
時
期
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
に
は
他
に
も
「＊

七
言
絶
句
詩
」（
図
3
）
が
あ
る
。
落

款
に
は
「
昭
陽
大
淵
献
之
歳
、
端
午
後
一
日
、
随
橋
公
関
雪
舟
游
保
津
川
、
口
占
録
呈
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
昭
陽
大
淵
献

（
癸
亥
・
一
九
二
三
年
）
の
端
午
一
日
後
（
六
月
十
九
日
）
に
銭
が
橋
本
と
京
都
保
津
川
で
舟
下
り
を
し
た
際
、
即
興
で
詠
ん
だ

詩
と
わ
か
る
。
同
年
六
月
、
橋
本
が
『＊

関
雪
先
生
癸
亥
画
集
』（
図
4
）
を
出
版
し
た
際
、
銭
が
そ
の
標
題
「
関
雪
先
生
癸
亥

画
集
」
を
篆
書
で
揮
毫
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
二
三
年
の
銭
の
日
本
で
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
り
、
橋
本
が

早
く
か
ら
銭
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図
1　
兪
原
の
銭
瘦
鉄
宛
餞
別
作
品
（『
語
霜
遺
墨
』

　
　
　
文
明
書
局
、
一
九
四
〇
年
）

図
2　
銭
瘦
鉄
「
仙
艶
図
」（
個
人
蔵
）

図
３　
銭
瘦
鉄
「
七
言
絶
句
詩
」（
個
人
蔵
）

図
4　
『
関
雪
先
生
癸
亥
画
集
』

　
　
　
（
高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
、
一
九
二
三
年
）
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三
、
銭
瘦
鉄
を
招
聘
し
た
理
由

　

銭
瘦
鉄
の
来
日
時
間
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
範
囲
を
絞
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
も
そ
も
橋
本
関
雪
は
な
ぜ
銭
を
日
本
に

招
聘
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
橋
本
は
明
確
な
理
由
を
述
べ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
橋
本
は
銭
を
招
聘
し
た

年
に
発
表
し
た
「
思
い
出
す
事
ど
も
」
の
中
で
「
今
夏
支
那
か
ら
篆
刻
家
を
同
道
し
た
。
主
と
し
て
昨
年
支
那
で
求
め
た
大

部
の
印
材
を
彫
ら
す
つ
も
り
で
あ
っ
た（

6
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
人
の
篆
刻
家
の
誰
か
に
印
を
刻
さ
せ
た
い
と
い
う
目
的
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
は
い
っ
て
も
、
橋
本
は
銭
の
絵
画
、
篆
刻
に
つ
い
て
、
訪
日
の
翌
年
、
即
ち
一
九
二
四
年
に
出
版
さ
れ

た
『
瘦
鉄
印
存
』
序
文
の
中
で
「
今
、
そ
の
絵
画
を
見
る
と
才
能
に
優
れ
、
美
し
く
気
品
が
あ
り
、
深
く
古
人
の
意
を
得
て

い
る
、
刻
印
も
ま
た
高
雅
で
あ
る（

7
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
二
十
七
歳
の
銭
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
、
早
く
か
ら
そ
の

才
能
を
見
出
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
橋
本
は
「
呉
昌
碩
、
王
一
亭
、
兪
語
霜
の
逝
い
た
今
日
、
近
く
上
海
画
壇
を

牛
耳
る
も
の
は
銭
瘦
鉄
だ
と
考
え
て
い
る（

（
（

」
と
い
い
、ま
た
「
支
那
に
は
、清
朝
中
期
以
後
画
家
ら
し
い
画
家
は
い
な
い
―

銭
君
は
若
い
に
似
合
わ
ず
、
仕
事
に
熱
心
で
す（

9
（

」
等
芸
術
に
対
す
る
姿
勢
も
含
め
て
一
貫
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

橋
本
は
「
支
那
へ
行
っ
て
も
あ
ま
り
人
と
の
交
渉
を
せ
ぬ
様
に
心
が
け
て
居
た（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
と
知
り
合

う
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
よ
う
だ（

（（
（

。
し
か
し
、
橋
本
の
娘
高
折
妙
子
は
「
銭
さ
ん
が
日
本
へ
来
ら
れ
た
の
は
、
父
関
雪
が
度
々

中
国
を
訪
ず
れ
て
い
る
間
に
幾
度
も
銭
さ
ん
と
逢
い
そ
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
日
本
に
来
る
こ
と
を
奨
め
、
は
る
ば
る
と
京
都

の
父
の
家
へ
伴
っ
て
き
た
の
で
あ
る（

（1
（

」
ま
た
、
橋
本
の
長
男
節
哉
は
「
に
こ
に
こ
と
し
て
人
懐
っ
こ
い（

（1
（

」、「
彼
の
作
品
の
全

て
に
現
わ
れ
る
彼
の
珍
ら
し
く
お
お
ら
か
な
人
柄
が
堪
ら
な
く
嬉
し
い
の
だ（

（1
（

」
等
、
橋
本
の
周
囲
の
人
た
ち
の
回
想
か
ら
、

篆
刻
、
絵
画
の
腕
以
外
に
も
銭
の
人
柄
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
橋
本
自
身
は
明
確
に
銭
を
招
聘
し
た
理
由
を
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
人
柄
と
才
能
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
橋
本
帰
一
が
祖
父
関
雪
に
つ
い
て
「
家
族
の
愛
情
の
薄
か
っ
た
関
雪
が
物
に
対

す
る
愛
着
心
を
大
切
に
し
た
こ
と
を
否
め
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
終
生
、常
に
身
辺
に
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い

と
気
が
済
ま
な
か
っ
た
と
い
う（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
橋
本
は
幼
く
し
て
母
に
去
ら
れ
、
祖
母
や
妹
と
も
早
く
に
死
別

し
、終
生
一
抹
の
「
寂
し
さ
」
を
抱
え
て
い
た
よ
う
だ
。「
自
分
の
心
奥
に
何
等
交
渉
も
な
い
同
胞
の
多
く
こ
そ
外
国
人
で
あ
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表
1　
銭
瘦
鉄
と
橋
本
関
雪
の
交
流
年
譜
及
び
関
連
作
品

年

関
連
事
項

関
連
作
品

一
九
二
二

•

秋
、
上
海
で
銭
瘦
鉄
と
橋
本
関
雪
は
潘
琅
圃
を
通
じ
て
面
識
を
得
る
。

一
九
二
三

•
三
月
、
橋
本
は
梅
清
・
梅

「
山
水
合
冊
」
を
購
入
。
銭
が
題
箋
「
梅
瞿
山
、

鹿
墅
山
水
逸
品
画
冊
。
白
沙
村
荘
珍
蔵
」
を
揮
毫
す
る
（
揮
毫
日
不
詳
）。

•

四
月
上
旬
頃
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
銭
は
橋
本
の
招
き
に
応
じ
、
訪
日
し

白
沙
村
荘
（
京
都
）
に
滞
在
す
る
。

•

四
月
二
十
五
日
、
橋
本
の
後
援
で
銭
の
篆
刻
頒
布
会
を
京
都
銀
閣
寺
前
で
開
催

す
る
。

•

六
月
、銭
は
橋
本
作
品
集『
関
雪
先
生
癸
亥
画
集
』の
題
字「
関
雪
先
生
癸
亥
画
集
」

を
揮
毫
す
る
。

•

十
月
、
杭
州
で
行
わ
れ
た
呉
昌
碩
八
十
賀
筵
に
、
銭
、
春
珊
、
唐
吉
生
が
橋
本

と
と
も
に
参
加
す
る
。

•

こ
の
年
、
銭
は
橋
本
の
後
援
に
よ
り
京
都
、
明
石
で
書
画
篆
刻
展
を
開
催
す
る
。

•

こ
の
年
発
行
の
中
日
美
術
協
会
会
員
名
簿
に
橋
本
、
銭
の
名
が
見
ら
れ
る
。

•

こ
の
年
、
銭
は
一
九
二
二
年
夏
に
橋
本
が
購
入
し
た
石
濤
「
杜
甫
詩
意
冊
」
の

題
箋
「
石
濤
山
水
神
品
画
冊
。
橋
氏
白
沙
村
荘
珍
蔵
」
を
揮
毫
す
る
。

三
月
「
仙
艶
図
」（
図
（
）

四
月
「
白
描
観
音
像
」

端
午
「
七
言
絶
句
詩
」（
図
（
）

冬
至
「
山
水
合
作
」

る
と
云
う
こ
と
を
表
白
し
て
置
き
た
い（

（1
（

」
と
い
う
橋
本
の
言
葉
か
ら
も
、
心
置
き
な
く
話
し
合
え
る
外
国
人
を
、
身
近
に
置

い
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
　
　
　
　

四
、
銭
瘦
鉄
と
橋
本
関
雪
の
交
流

　

続
い
て
、
時
系
列
に
基
づ
き
銭
瘦
鉄
と
橋
本
関
雪
と
の
主
な
交
流
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
（
表
1
）。　
　
　
　
　

  

　

二
人
の
交
流
は
、
一
九
二
二
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
二
十
四
年
間
に
及
び
、
そ
の
交
流
は
上
述
の
通
り
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
以
下
に
（
１
）
銭
瘦
鉄
刻
橋
本
関
雪
自
用
印
（
２
）
頒
布
会
・
個
展
の
後
援
（
３
）
詩
書
画
の
交
流
（
４
）

銭
瘦
鉄
の
題
箋
揮
毫
と
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」
の
四
つ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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一
九
二
四

•

四
月
十
四
日
、『
申
報
』（
同
年
四
月
十
六
日
）
に
銭
が
熊
野
丸
に
乗
船
し
来
日
し
、

橋
本
を
訪
問
す
る
予
定
と
の
記
事
あ
り
。

•

十
二
月
、『
瘦
鉄
印
存
』（
西
泠
印
社
）
出
版
、
橋
本
が
序
文
を
書
く
。

•

こ
の
年
、
呉
昌
碩
等
の
集
合
写
真
に
銭
、
橋
本
も
同
席
し
て
い
る
（
図＊

5
）。

大
梁
月
「
蘇
軾
詩
意
」（
図
6
）

端
午
「
秋
山
訪
碑
図
」（
図
7
）

八
月
「
白
沙
村
荘
」（
図
（
）

一
九
二
五

•

四
月
二
十
一
日
、
銭
は
上
海
文
監
師
路
の
日
本
人
倶
楽
部
に
お
い
て
個
展
を
開

催
す
る
。
橋
本
、
呉
昌
碩
等
が
題
字
を
書
く
。

•

九
月
二
十
六
日
、
橋
本
等
の
招
き
で
銭
は
日
本
丸
に
乗
船
し
日
本
へ
。

•

十
月
二
十
一
日
、
橋
本
、
横
山
大
観
、
小
室
翠
雲
等
六
氏
が
主
唱
し
て
「
銭
瘦

鉄
雅
印
会
」
を
開
催
す
る
。

•

十
二
月
、『
中
央
美
術
』
誌
上
で
橋
本
等
の
画
家
が
発
起
人
と
な
り
「
銭
瘦
鉄
氏

篆
刻
頒
布
会
」
を
開
催
す
る
。

•

こ
の
年
、
橋
本
が
訪
中
し
た
際
、
再
び
銭
を
日
本
に
招
く
。
こ
の
時
銭
の
た
め

に
画
室
を
設
け
た
こ
と
を
伝
え
る
。
銭
訪
日
。

一
九
二
六

•

三
月
、
橋
本
、
小
杉
放
菴
、
小
川
芋
銭
、
石
井
林
響
、
森
田
恒
友
、
銭
、
王
一
亭
、

劉
海
粟
が
古
画
の
研
究
と
鑑
賞
を
目
的
と
し
て
「
解
衣
社
」
を
結
成
す
る
。

•

七
月
十
一
日
、
解
衣
社
第
一
回
展
を
東
京
銀
座
松
屋
で
開
催
す
る
。

•
六
月
二
十
三
日
、
銭
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
「
現
代
の
支
那
画
（
付
、
日
本
画

家
短
評
）」
の
中
で
橋
本
を
好
き
な
画
家
の
一
人
と
し
て
挙
げ
る
。

•
七
月
、
橋
本
『
石
濤
』（
中
央
美
術
）
出
版
。
銭
の
題
字
「
石
濤
」
隷
書
あ
り
。

•

七
月
三
十
一
日
、
橋
本
、
銭
、
王
一
亭
等
が
上
海
で
解
衣
社
展
開
催
の
協
議
を

行
う
。

•

十
月
末
、
橋
本
、
銭
、
趙
古
泥
等
は
廬
山
（
江
西
省
）
に
あ
る
王
翬
と
黄
公
望

の
墓
を
尋
ね
る
。

•

十
一
月
十
七
日
、
銭
瘦
鉄
と
唐
吉
生
が
宴
会
を
開
催
し
橋
本
等
が
出
席
す
る
。

春
「
西
谿
秋
泛
図
」（
図
9
）

春
「
応
真
図
」（
図
10
）

二
月
「
花
影
鼠
趣
図
」（
図
11
）

七
月
「
落
落
乾
坤
」（
図
1（
）

一
九
二
八

•

四
月
、
橋
本
は
上
海
文
監
師
路
の
日
本
人
倶
楽
部
に
お
い
て
個
展
を
開
催
す
る
。

『
上
海
漫
画
』（
四
月
六
日
）誌
上
に
銭
の「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」が
掲
載
さ
れ
る
。

一
九
二
九

•

春
、
銭
は
橋
本
、
谷
崎
潤
一
郎
等
の
後
援
に
よ
り
東
京
、
大
阪
で
個
展
を
開
催

す
る
。

•

九
月
一
日
か
ら
五
日
、
橋
本
、
小
杉
放
菴
、
山
中
蘭
径
等
の
世
話
で
上
野
松
坂

屋
の
画
廊
に
お
い
て
銭
瘦
鉄
個
展
が
開
催
さ
れ
る
。

•

十
二
月
、
橋
本
が
上
海
を
訪
問
し
た
際
、
銭
を
中
心
に
歓
迎
会
が
開
か
れ
る
。

春
「
松
下
高
士
」（
図
1（
）

図
5　
呉
昌
碩
等
の
集
合
写
真（『
西
泠
印
社
』総
第

二
十
九
集
、
西
泠
印
社
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

一
列
目
左
か
ら
一
人
目
は
銭
瘦
鉄
、
五
人
目

は
橋
本
関
雪
。
二
列
目
左
か
ら
四
人
目
は
呉

昌
碩
。

図
6　
銭
瘦
鉄
「
蘇
軾
詩
意
」（『
浙
江
駿
成
・
二
〇　
　

　
　
　
一
五
秋
季
芸
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』）

［
落
款
釈
文
］
以
石
濤
和
尚
画
法
写
東
坡
居
士
詩
意
、

時
客
橋
氏
白
沙
村
荘
、
閼
逢
困
敦
之
歳
大
梁
之
月
、

金
匱
銭
瘦
鉄
。
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•

十
二
月
二
十
四
日
、
銭
と
陳
小
蝶
は
長
崎
丸
に
乗
船
し
訪
日
す
る
。

•

冬
、
橋
本
は
上
海
に
別
荘
を
購
入
し
、
銭
に
周
囲
に
柳
と
桐
と
白
桃
を
植
え
る

こ
と
を
頼
む
。

•

こ
の
年
、
橋
本
、
銭
と
も
に
「
第
五
回
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
」
に
出

品
す
る
。

一
九
三
〇

•

九
月
、
銭
夫
人
韓
秀
の
追
悼
式
の
際
、
橋
本
が
供
花
を
贈
る
。

一
九
三
一

•

四
月
二
十
三
日
、
銭
は
王
一
亭
等
十
二
名
と
共
に
「
日
華
古
今
絵
画
展
覧
会
」

の
展
覧
会
視
察
団
員
の
一
人
と
し
て
、
ス
ケ
ッ
チ
行
脚
の
帰
途
に
つ
く
橋
本
と

と
も
に
上
海
丸
で
来
日
す
る
。

•

七
月
、
橋
本
等
の
後
援
に
よ
り
、
東
京
の
資
生
堂
で
「
銭
瘦
鉄
氏
小
品
画
及
篆

刻
遊
印
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

夏
「
山
雨
乍
晴
」（
図
14
）

一
九
三
四

•

五
月
、
橋
本
、
銭
は
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
」
に
出
品
す
る
。

一
九
三
五

•

六
月
、
銭
は
橋
本
宅
に
居
す
（
来
日
日
時
不
詳
）、
同
年
七
月
初
め
に
帰
国
す
る
。

•

こ
の
年
（
？
）、
銭
瘦
鉄
が
橋
本
関
雪
蒐
集
の
石
造
美
術
品
を
紹
介
す
る
自
家
版

冊
子
の
標
題
「
白
沙
村
荘
残
石
譜
」
を
隷
書
で
揮
毫
す
る
。

一
九
三
六

•

春
、
橋
本
、
銭
は
上
海
で
面
会
す
る
。

•
五
月
、
古
川
北
華
を
中
心
に
、
橋
本
、
津
田
青
楓
、
正
宗
得
三
郎
、
牧
野
虎
雄
、

銭
の
六
人
で
「
幽
興
会
」
を
結
成
し
、
同
年
五
月
二
十
九
日
に
上
野
松
坂
屋
で

第
一
回
展
を
開
催
す
る
。

一
九
三
七

•

六
月
七
日
、
幽
興
会
第
二
回
展
を
上
野
松
坂
屋
で
、
七
月
十
九
日
に
名
古
屋
松

坂
屋
で
開
催
す
る
。

一
九
三
九

•

九
月
十
六
日
、
銭
は
張
珊
宛
書
簡
の
中
で
橋
本
に
つ
い
て
記
す
。

一
九
四
〇

•

五
月
十
六
日
、
銭
は
張
珊
宛
書
簡
の
中
で
橋
本
に
つ
い
て
記
す
。

一
九
四
一

•

五
月
二
日
、
銭
は
張
珊
宛
書
簡
の
中
で
橋
本
に
つ
い
て
記
す
。

•

五
月
十
五
日
、
銭
は
橋
本
等
の
尽
力
に
よ
り
釈
放
さ
れ
る
。

一
九
四
三

•

五
月
、
橋
本
は
「
上
海
雑
記
」（『
朝
日
新
聞
』）
で
銭
に
つ
い
て
記
す
。

•

六
月
十
四
日
、銭
等
は「
現
代
日
本
絵
画
展
」を
参
観
、橋
本
の
作
品
を
称
賛
す
る
。

•

こ
の
年
、
橋
本
関
雪
最
後
の
中
国
旅
行
、
橋
本
と
銭
瘦
鉄
は
上
海
で
面
会
す
る
。

図
7　
銭
瘦
鉄
「
秋
山
訪
碑
図
」（『
匡
時
上
海
・
二

　
　
　
〇
一
七
秋
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
（
吉

　
　
　
金
楽
石
―
金
石
家
）』）

［
落
款
釈
文
］
甲
子
端
午
、
金
匱
銭
厓
写
於
洛
陽
白

沙
村
荘
。

図
8　
銭
瘦
鉄
「
白
沙
村
荘
」（『
搜
挖
会
・
二

〇
一
九
年
春
季
芸
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

カ
タ
ロ
グ
（
中
国
書
画
）』）

［
落
款
釈
文
］
甲
子
八
月
、
瘦
鉄
画
於
白
沙
村
荘
。



13 銭瘦鉄をめぐる日本文化人との交流について―一九二二から四九年を中心に―（下）

一
九
四
五

•

二
月
二
十
六
日
、
橋
本
死
去
。

•

三
月
二
十
日
、
上
海
で
「
橋
本
関
雪
遺
作
展
」
を
開
催
。
銭
は
発
起
人
の
一
人

と
し
て
、
同
会
場
に
近
作
を
展
示
す
る
。

銭
は
橋
本
の
た
め
に
「
挽
聯
」

を
揮
毫
す
る
。

一
九
四
七

•

八
月
、橋
本
節
哉
は
父
関
雪
の
意
志
を
継
ぎ
、銭
を
支
援
す
る
た
め
に
京
都
で「
瘦

鉄
書
額
頒
布
会
」
を
開
催
す
る
。

•

こ
の
年
、『
関
雪
先
生
素
描
集
』（
高
桐
書
院
）
が
出
版
さ
れ
る
。
銭
は
題
字
「
関

雪
先
生
素
描
集
」
を
行
書
で
揮
毫
す
る
。

表
は
以
下
の
資
料
を
も
と
に
浅
野
泰
之
が
作
成
し
た
。
関
連
作
品
と
は
銭
が
白
沙
村
荘
で
制
作
、
ま
た
は
橋
本
と
の
合
作
で
制
作
年
が
明
ら

か
な
作
品
を
指
す
。

【
日
本
】『
関
雪
先
生
癸
亥
画
集
』高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
、一
九
二
三
年
。『
読
売
新
聞
』一
九
二
三
年
四
月
二
十
五
日
朝
刊
。「
美
術
界
消
息
」『
中

央
美
術
』
第
十
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
五
年
。『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
十
月
二
十
一
日
朝
刊
。
橋
本
関
雪
「
身
辺
雑
記
四
―
最
近
支

那
記
游
―
」『
美
の
国
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
一
九
二
六
年
。『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
六
月
二
十
三
日
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九

年
九
月
六
日
東
京
朝
刊
。『
芸
術
』
第
十
二
号
第
十
五
号
、
一
九
三
四
年
。『
国
画
月
刊
』
第
一
巻
第
八
期
、
一
九
三
五
年
。『
新
潟
新
聞
』

一
九
三
六
年
十
一
月
七
日
夕
刊
。『
朝
日
新
聞
』一
九
四
三
年
五
月
二
十
日
朝
刊
。
橋
本
関
雪
著
、橋
本
節
哉
編『
白
沙
村
人
随
筆
』中
央
公
論
社
、

一
九
五
七
年
。『
生
誕
一
〇
〇
年
橋
本
関
雪
展
』
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
、
一
九
八
四
年
。『
没
後
五
〇
年
記
念
橋
本
関
雪
展
』
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
四
年
。『
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
回
顧
展
』「
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
展
」
実
行
委
員
会
、
一
九
九
四
年
。
鶴
田
武
良
「
研

究
資
料
公
刊
『
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
出
品
目
録
』
―
近
百
年
来
中
国
絵
画
史
研
究
七
（
続
）
―
」『
美
術
研
究
』
三
八
四
号
、

二
〇
〇
四
年
。
西
原
大
輔
『
橋
本
関
雪
―
師
と
す
る
も
の
は
支
那
の
自
然
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。
大
阪
市
立
美
術
館
・

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
『
上
海
―
近
代
の
美
術
―
』
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
七
年
。
堀
川
英
嗣
、
浅
野
泰
之
、
段
毅
琳
「
銭
瘦
鉄
を

め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
一
九
二
二
か
ら
四
九
年
を
中
心
に
―
（
上
）」『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学

術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
六
号
、
二
〇
二
一
年
。

http://w
w

w.hakusasonso.jp/collection/sentenses/-vol1.htm
l

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
日
閲
覧
）。

https://auction.artron.net/paim
ai-art5159551（75/

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
日
閲
覧
）。

https://auction.artron.net/paim
ai-art5159551（6（/

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
日
閲
覧
）。

【
中
国
】『
申
報
』
一
九
二
四
年
四
月
十
四
日
。『
申
報
』
一
九
二
五
年
九
月
二
十
六
日
。『
申
報
』
一
九
二
六
年
十
一
月
十
八
日
。『
上
海
漫
画
』

一
九
二
八
年
四
月
六
日
。『
申
報
』一
九
二
九
年
十
二
月
十
三
日
。『
申
報
』一
九
二
九
年
十
二
月
二
十
五
日
。『
申
報
』一
九
四
三
年
六
月
十
五
日
。

『
申
報
』
一
九
四
五
年
三
月
二
十
日
。
王
中
秀
編
著
『
王
一
亭
年
譜
長
編
』
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。
薛
曄
、
銭
晟
編
『
鉄
骨
丹
青　

銭
瘦
鉄
紀
念
文
集
』
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。
関
連
作
品
は
挿
図
に
出
典
を
記
し
た
。

図
9　
銭
瘦
鉄
・
橋
本
関
雪
「
西
谿
秋
泛
図
」（『
北

　
　
　
京
永
楽
・
二
〇
〇
七
年
中
国
現
代
書
画
オ
ー

　
　
　
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』）

［
落
款
釈
文
］
丙
寅
春
時
客
居
五
松
居
、
蓬
萊
采
薬

客
瘦
鉄
（
以
下
略
）。

図
10　
銭
瘦
鉄
「
応
真
図
」（『
中
国
嘉
徳
・
二
〇
一

　
　
　
五
秋
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』）

［
落
款
釈
文
］
歳
次
柔
兆
摂
提
格
暮
春
之
初
、
時
客

白
沙
村
荘
（
以
下
略
）。

図
11　
銭
瘦
鉄
・
橋
本
関
雪
・
滕
固
・
王
済
遠
・
張

辰
伯
・
楊
清
磐
・
薛
珍
「
花
影
鼠
趣
図
」

　
　
　
（『
西
泠
印
社
・
二
〇
一
七
年
秋
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
カ
タ
ロ
グ
（
従
国
立
芸
専
到
中
国
美
院

―
「
国
」「
美
」
九
十
年
記
念
）』）

［
落
款
釈
文
］
此
作
為
丙
寅
二
月
、
初
次
東
遊
入
洛
、

在
橋
本
関
雪
老
友
歓
宴
席
上
合
作
（
以
下
略
）。
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図
12　
銭
瘦
鉄
「
落
落
乾
坤
」（『
蘇
州
呉
門
・
二
〇

一
〇
年
春
季
芸
術
品・中
国
名
家
書
画
（
一
）

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』）

［
落
款
釈
文
］
丙
寅
七
月
時
客
白
沙
村
荘
銭
厓
（
以

下
略
）。

図
13　
銭
瘦
鉄
「
松
下
高
士
」（『
浙
江
南
北
・
二
〇

〇
六
春
季
芸
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ

（
中
国
書
画
二
）』）

［
落
款
釈
文
］
己
巳
春
写
於
白
沙
村
荘
瘦
寿
楼
、
黄

山
採
薬
客
銭
厓
（
以
下
略
）。

図
14　
銭
瘦
鉄
「
山
雨
乍
晴
」（『
朶
雲
軒
・
二
〇
一

六
春
季
芸
術
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』）

［
落
款
釈
文
］
辛
未
初
夏
、
瘦
鉄
画
於
東
山
白
沙
村
荘

之
瘦
寿
楼
中

　
（
１
）
銭
瘦
鉄
刻
橋
本
関
雪
自
用
印

　

銭
瘦
鉄
が
橋
本
関
雪
に
刻
し
た
印
の
数
に
つ
い
て
現
在
ま
で
定
論
は
な
い
。
橋
本
帰
一
は
六
十
六
顆（

（1
（

、藤
枝
晃
は
六
十
顆（

（1
（

、

水
野
恵
は
五
十
七
顆（

（1
（

、Aida Yuen W
ong

は
味
岡
義
人
の
統
計
に
基
づ
き
百
顆（

11
（

と
述
べ
統
一
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
訳
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
の
附
録
で
は
銭
印
譜
及
び
文
献
資
料
を
通
覧
し
、
銭
の
橋
本
へ
の
刻
印
を
八
十
八

顆
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
橋
本
が
所
持
し
た
印
は
三
百
九
十
顆
余
り（

1（
（

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
四
分
の
一
が
銭
の
刻

と
い
え
る
。
刻
印
内
容
は
姓
名
か
ら
雅
号
、
斎
号
等
の
多
岐
に
わ
た
り
、
最
も
初
期
の
印
は
二
人
が
出
会
っ
た
二
二
年
秋
に

刻
さ
れ
た
「
書
研
家
風
」
印
で
あ
る
。
そ
の
他
、
側
款
を
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
年
代
が
不
明
な
作
が
多
い
が
、
橋
本
帰

一
は
「
一
九
二
一
年
頃
の
二
十
歳
代
の
作
品
と
、
昭
和
以
降
の
四
十
歳
こ
ろ
の
作
品
が
多
い
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
そ
れ
は
、

銭
が
初
来
日
し
た
頃
と
日
本
で
逮
捕
さ
れ
る
直
前
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
京
都
に
到
着
後
「
銭
さ
ん
は
い
つ
も
種
々
の
印
材

を
沢
山
積
ん
で
あ
る
大
き
な
机
に
向
っ
て
、
背
を
ま
る
め
て
、
そ
の
中
の
一
つ
に
一
心
に
何
か
を
彫
っ
て
い
た（

11
（

」
と
い
う
高

折
妙
子
の
回
想
も
あ
り
、
来
日
当
初
は
多
く
の
印
を
刻
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、
銭
は
橋
本
の
長
男
節
哉

に
五
顆 
、
娘
高
折
妙
子
に
は
二
三
年
六
月
に
「
妙
子
」
の
小
印
を
贈
っ
て
い
る（

11
（

。 

　
（
２
）
頒
布
会
・
個
展
の
後
援

　

橋
本
関
雪
は
周
囲
の
人
々
に
銭
瘦
鉄
の
印
を
推
め
る
等（

11
（

、
そ
の
芸
術
を
広
め
よ
う
と
努
め
、
来
日
間
も
な
い
二
三
年
四
月

二
十
五
日
に
京
都
銀
閣
寺
前
に
お
い
て
「
篆
刻
頒
布
会
」
を
開
催
し
た
。

　

銭
瘦
銭（

マ
マ
（の

篆
刻
頒
布
会

　

呉
苦
鉄
（
昌
碩
）
冰
鉄
を
併
せ
て
江
南
の
鼎
足
と
称
せ
ら
れ
た
る
銭
瘦
鉄
氏
が
橋
本
関
雪
氏
に
伴
わ
れ
て
来
朝
し
た

の
を
機
会
に
鉄
筆
の
傍
ら
画
を
能
く
す
る
氏
の
作
品
を
京
都
銀
閣
寺
前
関
雪
氏
で
頒
つ

◇
石
印
は
一
字
白
文
一
円
、
朱
文
二
円
（
象
牙
、
竹
、
木
は
同
額
）

◇
銅
印
は
一
字
白
文
三
円
、
朱
文
六
円
（
玉
、
水
晶
は
銅
印
の
倍
額
と
し
て
朱
文
は
半
円
を
加
う（

11
（

） 
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ま
た
、
二
五
年
十
月
に
は
橋
本
等
が
主
唱
し
て
「
銭
瘦
鉄
雅
印
会
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
際
、
篆
刻
の
他
に
書
画
の
揮
毫

に
も
応
ず
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
同
年
十
二
月
、『
中
央
美
術
』
誌
上
に
お
い
て
も
橋
本
等
は
「
銭
瘦
鉄
氏
篆
刻
頒
布
会
」

を
開
催
し
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
橋
本
は
銭
の
来
日
か
ら
二
、三
年
の
間
は
頒
布
会
を
通
じ
て
周
囲
へ
推
薦
し
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
日
本
画
壇
で
地
位
を
確
立
し
て
い
た
橋
本
が
積
極
的
に
頒
布
会
を
開
催
し
た
こ
と
は
、
銭
の
名
を
日
本
で
広
め
る
に

は
絶
大
な
効
果
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

潤
格
の
推
移
を
み
る
と
、
二
五
年
十
月
「
銭
瘦
鉄
雅
印
会
」
で
は
、「
石
印
、
象
牙
印
、
木
印
と
も
白
文
一
字
三
円
、
二
字

五
円
、
四
字
十
円
。
朱
文
一
字
四
円
、
二
字
八
円
、
四
字
十
五
円
と
し
銅
印
は
倍
額
（
極
細
字
や
二
寸
角
以
上
も
同
じ
）」
と

あ
る
。
ま
た
、
會
津
八
一
は
二
九
年
九
月
三
日
、
吉
江
喬
松
宛
の
書
簡
で
銭
の
印
の
価
格
に
つ
い
て
「
一
字
白
文
三
円
、
朱

文
四
円（

11
（

」、
三
五
年
一
月
十
四
日
、
丹
呉
康
平
宛
の
書
簡
で
「
一
顆
一
四
五
円
か
ら
二
十
円
位
に
て
い
づ
れ
も
游
印（

11
（

」
と
記
し

て
い
る
。
当
時
の
中
国
人
篆
刻
家
の
日
本
で
の
潤
格
と
比
較
し
て
み
る
と
、
三
八
年
に
斉
白
石
の
印
は
「
印
材
の
外
一
字
十

円（
1（
（

」
で
あ
り
、
一
概
に
銭
の
潤
格
が
斉
よ
り
も
安
価
な
設
定
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
銭
の
日
本
市

場
で
の
価
格
を
伝
え
て
い
る
。

　

次
に
、
銭
の
個
展
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
管
見
に
よ
る
と
、
橋
本
が
中
心
ま
た
は
後
援
者
と
な
り
開
催
さ
れ
た
銭

の
個
展
は
四
度
（
二
三
年
、
二
九
年
（
二
度
）、
三
一
年
）
あ
る
。
ま
ず
、
一
度
目
は
二
三
年
、
橋
本
の
後
援
で
京
都
、
明
石

で
書
画
篆
刻
展
を
開
催
し
た
。
同
展
に
つ
い
て
は
「
銭
瘦
鉄
年
譜
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
詳
細
は
不
明
。
日
本
で
開

催
さ
れ
た
最
初
の
個
展
で
あ
る
。

　

二
度
目
は
、
二
九
年
春
に
橋
本
、
谷
崎
潤
一
郎
、
澤
村
幸
夫
等
の
後
援
で
東
京
、
大
阪
で
個
展
を
開
催
し
た（

11
（

。 

　

三
度
目
は
、
二
九
年
九
月
一
日
よ
り
五
日
ま
で
上
野
松
坂
屋
の
画
廊
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
で
の
三
度
目
の
個
展（

11
（

。 

橋
本
以
外
に
洋
画
家
の
小
杉
放
菴
、美
術
研
究
家
の
山
中
蘭
径
等
も
世
話
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。『
文
芸
時
報（

11
（

』 

に
は

黄
山
に
画
趣
を
求
め
た
作
が
多
い
と
報
道
が
あ
る
。

　

四
度
目
は
、
三
一
年
七
月
十
一
、十
二
日
の
二
日
間
、
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
銭
瘦
鉄
氏
小
品
画
及
篆
刻
遊
印

展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
後
援
者
と
し
て
、
橋
本
の
他
に
、
外
狩
顕
章
、
小
川
芋
銭
、
奥
村
久
朗
（
実
業
家
、
一
八
六
八

―
一
九
三
三
）、
汪
栄
宝
（
中
国
政
治
家
、
一
八
七
八
―
一
九
三
三
）、
河
井
荃
廬
、
亀
島
広
吉
（
三
井
銀
行
取
締
役
、
一
八
六
七
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図
15　
銭
瘦
鉄
・
橋
本
関
雪
「
観
瀑
図
合

作
」（
個
人
蔵
）

［
釈
文
］
水
声
出
山
山
住
此
。
関
雪
題
字
。

図
16　
銭
瘦
鉄・橋
本
関
雪「
山
水
人
物
合
作
」（『
中

国
嘉
徳
・
嘉
徳
四
季
二
〇
〇
五
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
カ
タ
ロ
グ　
中
国
書
画
二
』）

［
落
款
釈
文
］
関
雪
題
字
（
中
略
）
金
匱
銭
厓
並
題
。

―
？
）、
高
草
平
助
（
虫
明
焼
研
究
家
か
、
生
卒
年
不
詳
）、
高
嶋
菊
次
郎
、
土
屋
計
左
右
、
矢
部
滋
（
生
卒
年
不
詳
）、
山
中
蘭

径
、
正
木
直
彦
、
小
杉
放
菴
、
會
津
八
一
、
白
根
松
介
（
政
治
家
、
一
八
八
六
―
一
九
八
三
）、
森
田
恒
友
、
関
屋
貞
三
郎
（
政

治
家
、
一
八
七
五
―
一
九
五
〇
）
の
十
八
名
が
名
を
連
ね
て
い
る（

11
（

。
日
中
聯
合
展
覧
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
汪
栄
宝
、

正
木
直
彦
等
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
銭
が
日
本
画
家
以
外
に
も
政
治
家
、
実
業
家
等
多
く
の
日
本
文
化
人
と
交
流
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
銭
は
個
展
以
外
に
も
、
日
中
共
同
開
催
の
展
覧
会
、
日
中
共
同
設
立
の
書
画
団
体
に
積
極
的
に
参

加
し
た
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
。 

　

さ
ら
に
、
橋
本
死
後
も
息
子
節
哉
は
父
の
意
志
を
継
ぎ
、
京
都
で
「
瘦
鉄
書
額
頒
布
会
」
を
開
催
し
た
。

　

橋
本
は
銭
の
後
援
者
と
し
て
、
銭
の
芸
術
を
広
め
る
た
め
に
頒
布
会
、
展
覧
会
を
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

銭
は
多
く
の
日
本
文
化
人
と
面
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
３
）
詩
書
画
の
交
流

　

銭
と
橋
本
は
共
に
詩
書
画
に
精
通
し
て
お
り
、そ
れ
は
作
品
に
も
現
れ
て
い
る
。中
で
も
書
画
の
合
作
は
現
在
ま
で
に
十
二

点（
11
（

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、
橋
本
は
「
私
自
身
は
歳
時
月
日
は
多
く
直
写
す
る
よ
う
に
し
て
い
る（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
十
二
点
中
、

年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
作
品
は
四
幅
（
一
九
二
三
年
の
二
幅
、
一
九
二
六
年
の
二
幅
）
の
み
で
、
そ
の
他
は
日
付
が
記
さ
れ

て
い
な
い
点
で
あ
る
。
最
初
の
合
作
は
二
三
年
の
「
白
描
観
音
像（

11
（

」
で
あ
る
。
銭
が
観
音
像
を
描
き
、
橋
本
が
題
賛
し
た
。

銭
の
落
款
に
「
昭
陽
大
淵
献
之
年
四
月
維
夏
」
と
あ
り
、
関
雪
の
題
賛
に
は
「
関
雪
識
於
白
沙
村
荘
」
と
書
い
て
あ
る
。
昭

陽
大
淵
献
（
癸
亥
・
一
九
二
三
年
）
四
月
に
白
沙
村
荘
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
二
六
年
以
降
の
合
作
に
は
日

付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
銭
と
橋
本
の
交
流
の
初
期
は
記
念
と
し
て
月
日
を
記
し
て
い
た
が
、
日
常
的
に
合
作
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
自
然
と
年
月
日
を
記
さ
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
つ
目
は
、
一
点
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
に
橋
本
が
題
跋
を
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
人
の
合
作
は
基
本
的
に
橋
本
一

人
の
題
跋
、
或
い
は
二
人
の
題
跋
が
記
さ
れ
て
お
り
、
銭
一
人
の
題
跋
作
品
は
少
な
い
。
例
え
ば
「＊

観
瀑
図
合
作
」（
図
15
）、

「＊

山
水
人
物
合
作
」（
図
16
）
で
あ
る
。
ま
た
作
品
自
体
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
が
『
関
雪
詩
存
』
に
「
金
沢
客
舎
。
中
村
魁



17 銭瘦鉄をめぐる日本文化人との交流について―一九二二から四九年を中心に―（下）

車
来
訪
。
席
間
同
瘦
鉄
作
画
。
余
書
其
余
白
。（
以
下
略
）（

11
（

」 

と
い
う
詩
題
も
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、「＊

牧
牛
図
合
作
」（
図

17
）
の
み
、「
関
雪
、
瘦
鉄
合
作
於
淞
濱
」
と
銭
の
題
跋
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
。
橋
本
は
「
画
面
に
詩
を
題
す
る
場
合
は
特

に
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
詩
の
み
な
ら
ず
落
款
も
印
章
も
画
面
の
一
部
で
あ
り
、韻
律
の
連
続
で
あ
る（

11
（

」 

と
、

題
跋
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
合
作
も
詩
書
画
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
一
つ
の
作
品
と
考
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
橋
本
主
導
で
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
作
品
調
査
の
過
程
で
橋
本
、
銭
を
含
む
多
人
数
で
の
合
作
「
花

影
鼠
趣
図
」（
図
11
）
も
確
認
で
き
た
。
橋
本
が
上
海
を
訪
問
し
た
際
、
銭
主
催
で
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
も
書
画
合
作

が
行
わ
れ
る（

1（
（

等
、
書
画
合
作
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。

　

次
に
、
詩
の
交
流
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
二
三
年
に
橋
本
が
銭
等
と
共
に
杭
州
に
出
か
け
た
際
「
銭
君
は
舟
過
黄
葉

村
と
吟
じ
た
。
私
は
家
在
白
花
塢
と
和
し
た（

11
（

」
と
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
。
ま
た
橋
本
が
銭
の
妻
張
珊
に
与
え
た
「＊

為
銭
夫

人
作
墨
梅
図
」（
図
18
）
が
伝
わ
る
。
収
蔵
者
銭
維
多
氏
の
父
銭
大
礼
氏
（
一
九
二
七
―
二
〇
一
六
、
銭
瘦
鉄
の
甥
）
は
生
前
同

作
に
つ
い
て
「
四
三
年
頃
、
橋
本
先
生
は
上
海
の
自
宅
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
で
食
事
を
し
、
お
酒
を
飲
ん

で
か
ら
、
裏
打
ち
済
み
の
宣
紙
に
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
鈐
印
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
年
後
に
銭
瘦
鉄
の
印
を
捺

し
た
」
と
語
っ
て
い
た
そ
う
だ（

11
（

。
こ
の
作
品
は
、
銭
が
橋
本
を
招
待
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
作
品
で
あ
る
。
作
中
の
詩
は
『
関
雪
詩
存
』
に
「
題
北
京
客
舎
壁
」
と
い
う
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
飲
酒
且
憂
国
、対

花
方
感
時
。
春
風
傷
白
髪
、
狂
唱
少
年
詩
（
酒
を
飲
む
も
国
を
憂
う
、
花
に
対
し
て
時
の
情
勢
に
心
が
動
か
さ
れ
る
。
春
風
は
白

髪
を
傷
つ
け
、気
ま
ま
に
少
年
の
日
の
詩
を
歌
う（

11
（

）」。
と
い
う
内
容
か
ら
も
、当
時
の
橋
本
の
心
境
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
橋

本
は
銭
家
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、と
て
も
楽
し
い
気
分
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
一
九
四
三
年
、

上
海
は
日
本
軍
占
領
下
に
あ
り
、
抗
日
気
運
が
刻
一
刻
と
高
ま
っ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
橋
本
は
年
老
い
次
に
い
つ
銭
と

再
会
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
、
そ
ん
な
憂
い
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
こ
の
詩
を
書
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時

橋
本
は
自
用
印
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
点
か
ら
、
橋
本
は
酒
に
酔
い
興
に
乗
り
、
銭
夫
人
張
珊
に
書
き
与
え
た
よ
う

だ
。
こ
の
年
を
最
後
に
橋
本
は
再
び
中
国
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
詩
書
画
に
精
通
し
て
い
た
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
成

立
し
た
文
墨
交
流
で
あ
り
、
二
人
の
友
諠
の
証
で
あ
っ
た
。

図
17　
銭
瘦
鉄
・
橋
本
関
雪
「
牧
牛
図
合
作
」（
個

人
蔵
）

［
釈
文
］
関
雪
、
瘦
鉄
合
作
於
淞
濱
。

図
18　
橋
本
関
雪「
為
銭
夫
人
作
墨
梅
図
」（
個
人
蔵
）

［
釈
文
］飲
酒
且
憂
国
、対
花
方
痛
時
。
春
風
傷
白
髪
、

狂
唱
少
年
詩
。
痛
字
錯
感
、銭
夫
人
指
笑
関
雪
老
狂
。



18

図
22　
橋
本
関
雪
「
序
文
」（『
瘦
鉄
印
存
』
西
泠
印

社
、
一
九
二
四
年
）

　
（
４
）
銭
瘦
鉄
の
題
箋
揮
毫
と
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」

　

銭
は
橋
本
に
印
を
刻
し
た
だ
け
で
な
く
、
画
集
、
書
籍
等
に
題
箋
の
揮
毫
も
し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、
橋

本
旧
蔵
の
梅＊

清・梅

「
山
水
合
冊
」（
図
19
）
と
石＊

濤
「
杜
甫
詩
意
冊
」（
図
20
）
の
題
箋
で
あ
る
。
橋
本
が
自
ら
題
字
を
書

か
ず
、
銭
に
依
頼
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
銭
の
書
を
高
く
評
価
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
銭
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」（
図
21
）
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
橋
本
は
二
八
年
四
月
に
上
海
日
本
人
倶
楽
部
で

個
展
を
開
催
し
た（

11
（

 

。
そ
れ
に
関
連
し
て
四
月
六
日
の
『
上
海
漫
画
』
に
「
橋
本
関
雪
先
生
画
展
特
刊
」
が
組
ま
れ
、特
集
の

中
で
銭
は
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」
を
、
劉
海
粟
等
も
橋
本
の
紹
介
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。
橋
本
は
『
痩
鉄
印
存
』「＊

序

文
」（
図
22
）
等
、
銭
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
文
章
は
数
点
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
銭
が
橋
本
に
つ
い
て
直

接
記
し
た
文
章
は
、
作
品
批
評
を
除
く
と
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」
の
み
で
あ
る
。
文
中
で
は
橋
本
の
略
歴
と
共
に
詩
、
絵

画
に
対
す
る
評
価
、
出
会
っ
て
十
年
近
く
に
な
る
事
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
橋
本
の
詩
作
と
人
と
な
り
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
部
分
に
注
目
し
た
い
。
銭
は
「
そ
の
詩
名
は
知
ら
れ
て
お
り
、
趣
き
の
つ
の
る
ま
ま
に
筆
を
と
り
詩
を
書
き
始

め
れ
ば
、
突
然
風
雨
が
舞
う
よ
う
で
あ
る
。
詩
の
格
律
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
盛
唐
の
詩
を
自
得
す
る（

11
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩

作
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
し
、
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
「
大
声
で
歌
を
歌
い
、
奇
気
を
表
わ
し
、
自
由
な
境
地
で
、
晋

人
の
品
格
を
備
え
て
い
る（

11
（

」
と
記
し
て
い
る
。
銭
の
目
に
橋
本
は
自
由
で
大
胆
な
人
物
に
映
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
略

伝
は
橋
本
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
い
な
い
と
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
詩
に
対
す
る
評
価
は
、
頻
繁
に
書
画
合
作

を
し
て
い
た
銭
だ
か
ら
こ
そ
、
実
感
の
こ
も
っ
た
評
価
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

 　
　
　
　
　

五
、
印
影
調
査
か
ら
見
え
た
銭
瘦
鉄
の
交
流
範
囲

　

銭
が
橋
本
に
少
な
く
と
も
八
十
八
顆
刻
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
銭
が
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に

印
を
刻
し
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

二
年
間
の
調
査
を
通
じ
て
、
銭
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
は
現
在
ま
で
に
計
一
三
〇
名
四
〇
七
顆
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
附
録
「
銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
一
覧
表
」
を
参
照
）。
そ
の
中
に
は
、
印
影
の
み
の
も
の
、
側
款
と
印
面
を
確
認
で

き
た
も
の
、
文
献
資
料
の
み
に
記
さ
れ
て
い
て
実
体
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
を
通
じ
て
、
銭

図
19　
梅
清
・
梅
「
山
水
合
冊
」
題
箋
（https://

auction.artron.net/paimai-art515955136（/
二
〇
二
一
年
八
月
四
日
閲
覧
）

図
20　
石
濤「
杜
甫
詩
意
冊
」題
箋（https://auction.

artron.net/paim
ai-art5159551375/

二
〇
二
一
年
八
月
四
日
閲
覧
）

図
21　
銭
瘦
鉄
「
橋
本
関
雪
先
生
略
伝
」（『
上
海
漫

画
』
一
九
二
八
年
四
月
六
日
）
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瘦
鉄
と
日
本
人
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
交
流
の
広
が
り
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
た
。

　

銭
が
二
二
年
秋
に
橋
本
に
刻
し
た
「
書
研
家
風
」
印
は
現
在
判
明
し
て
い
る
最
も
早
期
に
銭
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
で
あ

る
。
銭
は
日
本
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
回
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
」（
一
九
二
二
年
五
月
二
―
十
五
日
）
に
出
品
し
て

い
た
が
、
同
展
に
参
加
す
る
た
め
に
訪
日
し
て
い
た
中
国
人
画
家
た
ち
が
帰
国
す
る
際
に
、
橋
本
も
同
船
し
上
海
へ
赴
き
銭

と
面
識
を
も
っ
た
。
ま
た
、同
年
春
に
は
台
湾
生
ま
れ
で
日
本
で
半
生
を
過
ご
し
た
収
蔵
家
の
林
朗
庵
に
「
林
朗
庵
鑑
蔵
印
」

を
刻
し
て
い
る
。

　

日
本
人
に
刻
し
た
印
が
銭
の
印
譜
に
登
場
す
る
の
は
、二
十
七
歳
の
時
に
出
版
し
た
『
瘦
鉄
印
存
』（
西
泠
印
社
、一
九
二
四

年
）
か
ら
で
あ
る
。
呉
昌
碩
の
題
字
、
橋
本
と
曾
熙
の
序
文
、
符
鉄
年
の
跋
文
が
あ
る
。
書
画
篆
刻
潤
格
と
連
絡
先
と
し
て

友
人
の
唐
吉
生
の
住
所
と
電
話
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
か
ら
の
依
頼
を
見
据
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
橋
本
の
序

文
に
は
、「
一
九
二
三
年
四
月
に
妻
子
を
携
え
て
杭
州
、
蘇
州
を
遊
覧
し
、
銭
瘦
鉄
を
伴
い
白
沙
村
荘
に
戻
っ
た
こ
と
」、
更

に
は
「
古
い
門
弟
の
中
で
銭
瘦
鉄
の
刻
印
を
依
頼
す
る
者
が
頗
る
多
か
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。 

銭
の
刻
印
は
ま
ず
は
橋

本
へ
の
刻
印
か
ら
始
ま
り
、
京
都
を
中
心
と
し
た
橋
本
の
弟
子
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
制
作
年
を
確
認
で
き
た
印
を
見
て
い
く
と
、
一
九
二
三
年
春
に
は
橋
本
へ
「
走
井
居
」

朱
文
印
、
そ
し
て
五
月
に
は
白
沙
村
荘
に
て
橋
本
の
弟
子
野
原
櫻
州
を
は
じ
め
、
金
島
桂
華
、
上
村
松
園
な
ど
多
く
の
日
本

画
家
に
印
を
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
画
家
と
橋
本
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、
竹
内
栖
鳳
門
下
の
同
門
や
橋
本
の
弟
子

で
あ
る
が
、
主
に
は
京
都
市
工
芸
美
術
学
校
に
関
連
し
た
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い
る
。
正
に
、
当
時
の
橋
本
の
交
遊
圏
に
銭
を

紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
に
も
書
家
・
漢
学
者
の
富
岡
鉄
斎
や
長
尾
雨
山
、
仁
賀
保
香
城
、
更
に
は
洋
画
家
の
岸
田
劉
生
や
中
村
不
折
、
片

岡
美
登
へ
の
刻
印
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
二
四
年
に
銭
が
銀
座
松
屋
で
個
展
を
開
催
し
、
二
五
年
に
は
石
井
林
響
、
小
杉
放
菴
、
高
嶋
菊
次
郎
等
の
関
東
一

帯
の
文
化
人
、
そ
し
て
二
六
年
に
は
有
島
武
郎
、
谷
崎
潤
一
郎
と
い
っ
た
文
学
者
、
二
九
年
に
は
坪
内
逍
遥
、
會
津
八
一
等

の
関
東
の
学
者
と
面
識
を
持
つ
に
至
っ
た
。
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ま
た
銭
瘦
鉄
は
『
書
菀
』
雑
誌
に
参
画
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
道
家
に
刻
し
た
印
は
、
日
本
画
家
に
比
べ
る
と

非
常
に
少
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
更
に
書
家
で
は
泰
東
書
道
院
の
職
員
が
多
く
、
こ
れ
は
三
一
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
は

じ
ま
る
泰
東
書
道
院
訪
中
の
折
に
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は
河
井
荃
廬
、
江
川
碧
雲
、
川
村
驥
山
、
仁
賀
保
香

城
、
生
田
太
璧
、
柳
田
泰
麓
、
武
田
霞
洞
、
松
本
翠
芳
、
柳
田
泰
雲
、
西
川
吉
羊
、
西
脇
呉
石
、
山
本
李
邨
、
三
浦
蘭
英
の

十
三
人
が
上
海
か
ら
蘇
州
に
到
着
し
、
二
十
八
日
に
は
駐
日
公
使
の
汪
栄
宝
の
紹
介
に
よ
り
、
滄
浪
亭
美
術
専
門
学
校
に
て

宴
会
が
催
さ
れ
た
と
あ
る（

11
（

。

　

そ
の
二
週
間
後
の
記
事
に
は
泰
東
書
道
院
一
行
と
銭
と
の
交
流
を
示
す
手
が
か
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
銭
瘦
鉄
鐫
印
臂

酸
（
銭
瘦
鉄
は
刻
印
し
臂
が
痛
い
）」
に
よ
る
と
、
河
井
一
行
は
江
東
（
現
上
海
浦
東
地
区
一
帯
）
を
観
光
し
、
西
華
徳
路
の
某

ホ
テ
ル
に
て
「
連
日
瘦
鉄
に
一
寸
の
巨
印
を
争
い
求
め
」、
そ
の
数
は
十
数
顆
に
の
ぼ
り
、
銭
は
日
夜
急
ぎ
刻
し
腕
が
痛
く
な

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う（

11
（

。
附
録
に
挙
げ
た
川
村
、
仁
賀
保
、
西
脇
等
へ
の
印
は
こ
の
時
に
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
河
井
、
西
川
と
い
っ
た
書
壇
の
中
心
人
物
は
こ
の
時
、
銭
に
刻
印
の
依
頼
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
ま
で
に

銭
が
彼
ら
に
刻
し
た
印
は
見
ら
れ
な
い
。
印
影
調
査
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

六
、
お
わ
り
に

　

本
章
で
は
銭
と
橋
本
の
交
流
に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
記
事
、
作
品
資
料
か
ら
考
察
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
二
人
の
交
流
の
詳
細
を
論
じ
た
。

　

銭
と
橋
本
の
交
流
は
一
九
二
二
年
か
ら
四
五
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
が
、
本
章
で
は
銭
の
初
来

日
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
そ
の
時
期
を
限
定
し
た
。
橋
本
が
銭
を
招
聘
し
た
の
は
、
早
く
か

ら
銭
の
才
能
を
見
出
し
た
以
外
に
も
、
そ
の
人
柄
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
交
流
に
つ

い
て
、
橋
本
は
銭
の
後
援
者
と
し
て
、
銭
の
芸
術
を
広
め
る
た
め
に
頒
布
会
、
展
覧
会
を
催
し
、
そ
の
芸
術
を
広
め
よ
う
と

務
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、
銭
と
橋
本
は
詩
書
画
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
頻
繁
に
書
画
合
作
が
行
わ

れ
、
そ
の
な
か
に
も
交
流
の
軌
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
更
に
は
銭
の
印
影
は
橋
本
を
中
心
と
し
て
、
銭
が
ど
の
よ
う
な
日
本
人

と
交
流
を
行
っ
て
い
た
か
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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銭
と
橋
本
の
交
流
は
文
墨
の
相
互
交
流
に
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
銭
の
絵
画
に
対
し
て
「
石
濤
の
画
風
を
憧
憬
し
て
い
る

事
が
、
明
ら
か
に
窺
え
る
が
、
又
一
面
に
於
い
て
関
雪
氏
の
影
響
が
多
分
に
見
ら
れ
る（

1（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
銭
は
橋
本
か
ら

の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
銭
の
「＊

小
鳥
石
榴
」（
図
23
）
は
落
款
に
「
以
石
濤
画
法
図
之
」
と
書
か
れ
、
石
濤
の
画

法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
淡
い
色
づ
か
い
に
は
橋
本
の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
澤
村
幸

夫
は
「『
勉
強
す
る
ん
で
す
よ
』
と
、
幾
度
か
関
雪
氏
が
戒
め
て
い
た
の
を
、
私
は
、
傍
で
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
る（

11
（

」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
二
人
に
は
師
弟
関
係
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
野
泰
之
・
清
原
健
）

　
　
　

第
六
章
　
小
杉
放
菴
・
石
井
林
響
と
の
交
流

　
　
　
　
　

一
、
銭
瘦
鉄
と
小
杉
放
菴
の
交
流

　

こ
れ
ま
で
銭
瘦
鉄
と
日
本
文
化
人
の
交
流
は
、
橋
本
関
雪
と
會
津
八
一
を
中
心
に
語
ら
れ
、
小
杉
放
菴
や
石
井
林
響
等
と

の
交
流
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
、
銭
瘦
鉄
と
小
杉
放
菴
、
石
井
林
響
の
交
流
に
つ
い
て
、

そ
の
出
会
い
か
ら
交
流
の
模
様
、
銭
に
対
す
る
評
価
等
に
つ
い
て
、
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
所
蔵
『
小
杉
放
菴
日
記
』

抜
粋
（
迫
内
祐
司
氏
整
理
、
以
下
『
小
杉
日
記
』）
等
を
用
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
（
１
）
小
杉
放
菴
と
銭
瘦
鉄
の
出
会
い

　

小
杉
放
菴
（
一
八
八
一
―
一
九
六
四
）、
栃
木
県
日
光
の
人
。
日
本
画
家
。
本
名
は
国
太
郎
、
別
号
に
未
醒
、
放
庵
。
享
年

八
十
二
歳
。
銭
瘦
鉄
の
十
六
歳
年
上
。
長
男
一
雄
は
東
洋
美
術
史
家
で
、
早
稲
田
大
学
に
て
會
津
八
一
に
つ
き
学
ん
だ
。

　

本
章
に
関
連
す
る
先
行
研
究
は
蔡
家
丘
の
「
小
杉
放
庵
の
『
東
洋
趣
味
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
四
）
の
み
で
あ
る
。 

蔡

は
『
小
杉
日
記
』
及
び
『
申
報
』
を
手
掛
か
り
に
、
一
九
二
六
年
か
ら
二
九
年
に
お
け
る
小
杉
と
銭
そ
の
他
中
国
人
と
の
交

流
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
、
蔡
文
で
は
出
会
い
の
日
時
に
つ
い
て
「
知
ら
れ
て
い
な
い（

11
（

」
と
記
し
て
い
る
。
二
六

図
23　
銭
瘦
鉄
「
小
鳥
石
榴
」（
個
人
蔵
）
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年
二
月
か
ら
二
人
の
交
流
は
「
頻
繁
に
行
わ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
ま
ず
は
二
人
の
出
会
い
の
日
時
の
確
定
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
。

　

小
杉
が
初
め
て
銭
に
つ
い
て
記
し
て
た
の
は
、『
小
杉
日
記
』
二
五
年
十
二
月
三
日
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
夜
山
中
蘭
径
、

銭
瘦
鉄
を
伴
い
来
る
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
銭
に
関
す
る
記
事
を
み
る
と
、
二
五
年
十
月
二
十
一
日
付
『
読
売
新
聞
』
に

「＊

銭
瘦
鉄
雅
印
会
」（
図
24
）
と
題
し
た
篆
刻
作
品
頒
布
会
の
通
知
が
あ
り
、

　
「
瘦
鉄
銭
厓
君
が
三
度
来
遊
し
て
今
回
は
東
上
し
た
の
を
機
と
し
、
横
山
大
観
、
橋
本
関
雪
、
小
室
翠
雲
、
中
村
不
折
、
安

田
靱
彦
、
石
井
林
響
の
六
氏
が
主
唱
し
て
氏
の
芸
術
を
愛
好
家
に
頒
つ
べ
く
雅
印
会
を
起
し
た（

11
（

」 

と
あ
る
。

　

こ
の
時
銭
と
小
杉
は
ま
だ
面
識
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
小
杉
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
る
と
、
や
は
り
二
五
年
十
二

月
三
日
を
二
人
の
出
会
い
の
日
と
す
る
の
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
小
杉
「
界
方
事
件（

11
（

」
で
あ
る
。
同
文
は
、
小
杉
が
友
人
か
ら
『
聊
斎
志
異
』
に
あ
る
「
界
方
」
一
語
の
意
味
を

聞
か
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
銭
に
尋
ね
よ
う
と
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
手
紙
を
し
た
た
め
た
と
い
う
随
筆
で
あ
る
。
以
下
に
順
を

追
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

　

冒
頭
部
分
、
友
人
に
「
界
方
」
一
語
の
意
味
を
聞
か
れ
た
小
杉
は
、「
先
夜
橋
本
君
の
紹
介
で
銭
瘦
鉄
と
い
う
支
那
の
刻
印

の
名
人
が
来
た
、
ま
だ
東
京
に
居
る
筈
だ
か
ら
、
聞
合
し
て
み
よ
う
か
」
と
す
ぐ
に
銭
の
名
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
小
杉
が
発
表
し
た
文
章
の
中
で
、
初
め
て
銭
に
つ
い
て
記
し
た
一
文
で
あ
る
。
当
時
二
人
が
出
会
っ
て
間
も
な
か
っ
た
こ

と
、
橋
本
関
雪
の
紹
介
に
よ
る
も
の
だ
と
わ
か
る
。
小
杉
は
中
国
語
例
文
集
『
現
代
支
那
書
翰
文
例
解
』（
一
九
二
四
年
、
文

求
堂
書
店
）
を
片
手
に
、
銭
宛
の
手
紙
を
書
き
「
根
津
の
山
中
氏
気
付
」
で
発
送
し
た
。「
山
中
氏
」
と
は
橋
本
と
交
遊
が
あ

り
、銭
の
展
覧
会
世
話
役
も
担
っ
た
美
術
研
究
家
の
山
中
蘭
径
（
一
八
八
三
―
一
九
七
五
）
を
指
す
。
こ
の
時
の
小
杉
の
銭
宛

書
簡
の
内
容
は
『
小
杉
日
記
』
十
二
月
八
日
付
に
、

夜
銭
瘦
鉄
に
手
紙
を
か
く
。
瘦
鉄
先
生
左
右
。
啓
者
。
前
夜
駕
臨
、
柴
門
生
光
、
高
風
余
韻
、
甚
切
懐
思
。
茲
在
一
事　

涜
清
神
。
頃
僕
読
『
聊
斎
志
異
』
織
成
篇
中
、有
「
洞
庭
龍
王
賜
書
生
某
水
晶
界
方
云
々
」
之
条
。「
界
方
」
二
字
僕

迂
愚
不
得
詳
解
。
竊
思
中
国
文
房
常
用
之
物
乎
。
否
乎
。
並
其
形
状
用
法
、
伏
乞
指
教
。

図
24　
「
銭
瘦
鉄
雅
印
会
」
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（
瘦
鉄
先
生
。
先
日
は
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
家
門
が
光
り
輝
く
よ
う
で
し
た
。
高
雅
な
余
韻
を
切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
ひ
と
つ
お
手
を
煩
わ
せ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
日
、『
聊
齋
志
異
』
織
成
篇
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
文
中
に
「
洞
庭

龍
王
が
書
生
に
水
晶
の
界
方
を
与
え
た
云
々
」
と
あ
る
の
で
す
が
、「
界
方
」
二
字
に
つ
い
て
わ
た
く
し
に
は
意
味
が
分
か
り
か

ね
ま
す
。
一
般
に
使
用
さ
れ
る
中
国
の
文
房
具
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
形
状
や
用
法
を
お
教
え

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
）

と
非
常
に
丁
寧
な
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。「
界
方
事
件
」
に
は
続
け
て
、「
此
山
中
氏
が
前
夜
鉄

（
マ
マ
（君

を
連
れ
て
来
た
仁
だ
が

…
…
銭
君
と
の
筆
談
で
、
小
生
の
苦
心
惨
憺
を
笑
い
な
が
ら
見
て
居
る
と
い
う
人
の
悪
い
先
生
だ
」
と
あ
る
。「
前
夜
」
と

は
『
小
杉
日
記
』
に
あ
る
一
九
二
五
年
十
二
月
三
日
を
指
す
。
こ
こ
か
ら
小
杉
は
橋
本
か
ら
銭
を
紹
介
さ
れ
、
橋
本
と
懇
意

で
あ
っ
た
山
中
が
銭
を
伴
い
小
杉
宅
を
訪
れ
た
と
い
う
流
れ
が
明
ら
か
に
な
り
、
初
対
面
の
日
時
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
「
界
方
事
件
」
で
は
「
今
朝
に
な
り
て
家
の
娘
が
、銭
さ
ん
と
水
谷
さ
ん
と
が
来
ま
し
た
と
云
う
…
…
銭
さ
ん
は
小
生
の
頼

ん
だ
放
庵
半
禿
の
印
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
」
と
続
く
。
同
様
の
記
載
が
『
小
杉
日
記
』
十
二
月
十
日
に
「
銭
君
来
る
。
放

菴
半
禿
の
刻
印
持
参
」
と
あ
り
、「
界
方
事
件
」
の
「
今
朝
」
が
十
二
月
十
日
だ
と
わ
か
る
。
三
日
の
初
対
面
か
ら
一
週
間
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

銭
が
小
杉
に
刻
し
た
印
は
計
十
二
顆
見
ら
れ
、そ
の
う
ち
の
五
顆
に
年
款
が
刻
さ
れ
て
い
る
。も
っ
と
も
早
期
の
印
は
二
五

年
の
「＊

放
菴
半
禿
」
朱
文
印
（
図
25
）
で
あ
る
。

　
「
水
谷
さ
ん
」
と
は
小
杉
の
門
人
・
水
谷
清
（
一
九
〇
二
―
七
七
）
で
あ
る
。
二
人
の
訪
問
に
つ
い
て
小
杉
は
、「
橋
本
君
の

息
子
さ
ん
が
池
袋
に
棲
ん
で
居
る
、
銭
さ
ん
は
其
処
の
賓
客
、
水
谷
は
即
ち
ヤ
ン
グ
ハ
シ
モ
ト
の
友
人
な
る
ほ
ど
二
度
目
の

銭
さ
ん
の
田
畑
訪
問
に
つ
か
ま
つ
た
わ
け
と
合
点
が
行
く
」
と
記
し
て
い
る（

11
（

。 

「
ヤ
ン
グ
ハ
シ
モ
ト
」
と
は
洋
画
家
で
、
当

時
池
袋
に
居
し
て
い
た
橋
本
の
長
男
節
哉
（
一
九
〇
五
―
六
五
）
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
十
月
か
ら
二
六
年
二
月
ま
で
、銭
は

東
京
滞
在
の
折
は
、
池
袋
の
橋
本
節
哉
宅
や
後
述
す
る
石
井
林
響
宅
に
居
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

11
（

。  

　
『
銭
瘦
鉄
年
譜
』
か
ら
は
一
九
二
五
年
に
は
二
月
か
ら
九
月
ま
で
中
国
に
帰
国
し
て
お
り
、同
年
十
月
か
ら
二
六
年
の
二
月

図
25　
銭
痩
鉄
刻
「
放
菴
半
禿
」
朱
文
印
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十
四
日
頃
ま
で
日
本
に
滞
在
、
再
度
帰
国
し
同
年
五
月
初
旬
の
再
来
日
と
な
る
。

　
　
（
２
）
解
衣
社
結
成
前
後

　

銭
と
小
杉
は
一
九
二
六
年
二
月
頃
か
ら
頻
繁
に
交
流
を
重
ね
、
二
月
三
日
、
五
日
、
七
日
、
九
日
、
十
四
日
と
立
て
続
け

に
面
会
を
重
ね
て
い
た
が
、そ
れ
は
「
解
衣
社
」
結
成
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。『
小
杉
日
記
』
二
月
十
四
日
に
は
「
銭
瘦
鉄
君

の
為
に
祖
道
の
宴
。
石
林
、
森
恒
、
外
狩
君
等
。
日
支
南
画
展
の
名
を
、
橋
本
君
の
解
衣
社
と
名
づ
く
…
…
」
と
、
こ
の
時

に
解
衣
社
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
展
は
二
六
年
四
月
二
十
五
日
に
中
国
側
作
品
が
上
海
で
展
示
さ
れ
、
同
年
七

月
に
は
銀
座
松
屋
で
「
解
衣
社
展
」
が
開
催
さ
れ
る
。 

　

解
衣
社
展
に
つ
い
て
小
杉
は
、
銭
送
別
会
の
一
週
間
後
の
二
月
二
十
七
日
に
行
っ
た
談
話
「
放
庵
雑
話（

11
（

」
の
中
で
言
及
し

て
い
る
。
以
下
に
、同
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
当
時
の
小
杉
と
銭
の
交
流
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
同
文
の
冒
頭
で
は
ま
ず
、

銭
瘦
鉄
君
と
い
え
ば
、
支
那
人
に
は
珍
し
い
純
良
な
好
人
物
で
、
日
支
聯
合
南
画
展
を
開
き
た
い
と
い
う
事
で
、
日
本

側
で
は
橋
本
関
雪
、
小
川
芋
銭
、
森
田
恒
友
、
石
井
林
響
の
四
君
に
私
と
て
解
衣
社
と
い
う
小
集
も
出
来
た
の
で
、
銭

君
は
こ
れ
か
ら
支
那
側
を
ま
と
め
る
と
い
っ
て
数
日
前
支
那
へ
帰
っ
た
。

と
記
し
て
お
り
、『
小
杉
日
記
』
二
月
十
四
日
の
記
述
と
一
致
す
る
。「
支
那
側
を
ま
と
め
る
」
と
い
う
の
は
、『
読
売
新
聞
』

「
同
時
に
支
那
側
の
愛
蔵
家
か
ら
特
に
借
り
て
来
る
筈
の
石
濤
と
か
八
大
山
人
の
傑
作
展
観
を
…
…（

11
（

」 

の
こ
と
で
あ
り
、解
衣

社
展
に
併
設
す
る
作
品
を
中
国
収
蔵
家
か
ら
借
り
出
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
続
け
て
、

銭
君
の
為
に
永
代
橋
の
都
鳥
で
、
石
井
、
森
田
両
君
と
私
と
で
送
別
会
を
し
た
、
そ
の
時
都
鳥
の
主
人
か
ら
頼
ま
れ
て
、

銭
君
は
額
を
書
く
。
石
井
林
響
君
も
石
濤
上
人
の
飛
下
一
舟
来
と
い
う
語
を
書
い
た
。

と
あ
る
。
森
田
は
森
田
恒
友
の
こ
と
。
森
田
は
石
井
林
響
の
逝
去
後
、「
上
海
の
画
家
銭
瘦
鉄
氏
来
京
の
時
、
未
醒
、
素
心
庵



25 銭瘦鉄をめぐる日本文化人との交流について―一九二二から四九年を中心に―（下）

な
ど
と
共
に
一
夕
隅
田
河
畔
に
集
ま
り
、
其
時
は
専
ら
画
談
を
し
ま
し
た
」
と
回
想
し
て
お
り
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
永
代
橋

の
か
か
る
隅
田
川
一
帯
で
画
談
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う
だ（

1（
（

。
解
衣
社
の
結
成
や
銭
の
送
別
会
に
つ
い
て
は
、『
小
杉
日

記
』
二
月
十
四
日
と
一
致
し
て
い
る
。
尚
、
前
稿
第
二
章
で
解
衣
社
の
出
品
作
点
数
に
つ
い
て
、「
日
本
側
は
各
二
点
、
中
国

側
は
各
一
点
を
出
品
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
銭
痩
鉄
は
一
人
で
二
十
点
あ
ま
り
出
品
し
て
い
る（

11
（

」
と
記
し
た
が
、
小
杉
に

よ
る
と
、
石
井
宅
に
寓
し
て
い
た
銭
に
つ
い
て
、

こ
の
中
華
の
賓
客
は
、
お
し
き
せ
物
ら
し
い
、
ネ
ル
の
つ
つ
っ
ぽ
う
を
着
て
、
書
た
め
の
画
三
四
十
枚
を
つ
か
ん
で
出

て
来
た
。
…
…
そ
の
内
こ
の
瘦
鉄
子
の
か
き
た
め
の
絵
は
、
解
衣
社
後
援
と
い
う
名
目
で
展
観
さ
れ
る
事
に
な
つ
て
い

る（
11
（

。

と
あ
る
。
ネ
ル
は
ネ
ル
生
地
、
つ
つ
っ
ぽ
う
は
筒
袍
、
即
ち
、
袂
が
な
い
筒
形
の
袖
。
日
常
着
の
こ
と
。
銭
が
品
川
の
石
井

林
響
宅
に
居
し
て
い
た
際
に
書
き
溜
め
た
作
品
を
、
解
衣
社
展
に
展
示
し
た
。
こ
れ
が
、
銭
の
出
品
点
数
が
突
出
し
て
い
た

理
由
で
あ
る
。
小
杉
が
銭
を
石
井
宅
に
訪
ね
た
の
は
二
六
年
五
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。『
小
杉
日
記
』
に
は
「
一
度
か
え
り

て
又
品
川
の
石
井
君
宅
を
訪
い
、
銭
君
将
来
の
新
古
の
支
那
南
画
を
見
る
。
是
の
み
に
て
は
解
衣
展
の
主
体
と
な
す
に
足
ら

ぬ
ほ
ど
の
下
作
多
し
」
と
記
し
て
い
る
。
小
杉
は
「
支
那
現
代
の
南
画
」
の
中
で
呉
昌
碩
の
作
品
を
「
呉
毒
」
と
称
す
る
な

ど
海
派
作
品
に
対
す
る
評
価
は
低
く
、
銭
が
上
海
か
ら
借
り
て
き
た
現
代
作
家
作
品
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
こ
ま
で
『
小
杉
日
記
』
等
か
ら
小
杉
と
銭
の
出
会
い
の
日
時
を
確
定
し
、「
解
衣
社
」
結
成
に
向
け
て
頻
繁
に
交
流
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
。
し
か
し
二
六
年
五
月
十
日
以
降
し
ば
ら
く
の
間
、『
小
杉
日
記
』
に
銭
に
関
す
る
記
述
は
な

い
。

　

次
に
銭
が
『
小
杉
日
記
』
に
記
さ
れ
る
の
は
三
年
後
の
二
九
年
八
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
も
二
人

の
交
流
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
二
七
年
五
月
二
十
七
日
に
銭
は
韓＊

秀
と
結
婚
（
図
26
）
し
た
。
銭
三
十
一
歳
の

こ
と
で
あ
る
。
小
杉
『
支
那
の
青
年
画
家
』
に
は
、「
支
那
の
画
友
銭
瘦
鉄
か
ら
、
新
婚
の
通
知
と
と
も
に
、
老
友
劉
海
粟
君

観
光
貴
国
諸
希
相
援
為
祷
草
此
上
言
云
々
と
云
う
手
紙
が
あ
つ
た（

11
（

」 

と
あ
る
。
同
文
は
二
七
年
八
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ

図
26　
銭
瘦
鉄
と
韓
秀
の
結
婚
報
道
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図
27　
小
杉
放
菴
の
荒
井
寛
方
宛
書
簡
（
さ
く
ら
市　

          
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ー
荒
井
寛
方
記
念
館
所
蔵
）

と
か
ら
、
銭
は
結
婚
式
の
後
間
も
な
く
小
杉
に
新
婚
の
知
ら
せ
を
送
っ
て
い
た
。

　
（
3
）
銭
瘦
鉄
拘
留
に
関
連
し
た
小
杉
放
菴
の
動
き

　

次
に
銭
の
拘
留
を
め
ぐ
る
小
杉
の
動
き
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
前
稿
で
は
当
時
の
公
式
文
書
及
び
銭
の
家
族
宛
書
簡
等

を
用
い
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
池
田
古
日
の
土
屋
計
左
右
宛
書
簡
以
外
に
、
銭
の
周
囲
の
人
物
が
ど
の
よ
う

に
銭
の
釈
放
に
尽
力
し
た
か
、
そ
の
具
体
的
な
動
き
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
小
杉
日
記
』
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
銭
拘
留
を
め
ぐ
る
小
杉
ら
の
動
き
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

一
九
三
七
年
八
月
十
日
に
銭
は
治
安
維
持
法
違
反
等
で
拘
留
さ
れ
た
。『
小
杉
日
記
』
八
月
十
五
日
に
、「
東
京
よ
り
山
中

氏
た
よ
り
あ
り
て
、
銭
瘦
鉄
ス
パ
イ
の
け
ん
凝

（
マ
マ
（に

て
拘
留
さ
る
と
あ
り
」
と
、
五
日
後
に
山
中
か
ら
知
ら
せ
が
届
い
た
。
こ

の
知
ら
せ
を
受
け
る
前
日
、
即
ち
十
四
日
に
小
杉
は
荒
井
寛
方
宛
に
銭
の
刻
印
を
送
っ
て
い
る
。
小＊

杉
の
荒
井
宛
書
簡
（
図

27
）
に
は
「
瘦
鉄
子
刻
印
出
来
に
付
さ
し
上
申
し
候
。
十
金
に
て
よ
ろ
し
き
か
と
存
候
。
天
下
さ
わ
が
し
き
こ
と
也
。
十
四

日
。
放
庵
。
寛
老
兄
」
と
あ
る
。
同
封
さ
れ
た
「
荒
寛
」
朱
文
印
の
印
影
に
は
銭
の
手
で
「
丁
丑
（
一
九
三
七
年
）
夏
、叔
厓

為
荒
井
道
長
作
」
と
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
翌
日
に
銭
拘
留
の
知
ら
せ
が
届
く
と
は
、
こ
の
時
の
小
杉
に
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
か
ら
九
月
ま
で
、『
小
杉
日
記
』
に
は
度
々
銭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　

翌
日
八
月
十
六
日
の
『
小
杉
日
記
』
に
は
、「
湯
沢
氏
あ
て
手
紙
を
持
参
さ
す
。
瘦
鉄
の
為
也
」
と
あ
る
。
湯
沢
三
千
男

（
一
八
八
八
―
一
九
六
三
）
は
こ
の
時
、
内
務
次
官
（
当
時
の
官
僚
の
最
高
位
）
を
退
任
し
た
ば
か
り
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
小

杉
は
同
郷
の
湯
沢
を
通
じ
て
銭
に
便
宜
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
続
け
て
、『
小
杉
日
記
』
八
月
十
八
日
に
は
「
瘦
鉄

の
事
容
易
な
ら
ぬ
も
よ
う
と
感
じ
、
夜
十
二
時
に
て
立
つ
」
と
事
態
の
深
刻
さ
を
思
い
、
小
杉
は
夜
行
列
車
に
乗
り
東
京
に

向
か
っ
た
。
翌
日
『
小
杉
日
記
』
八
月
十
九
日
に
は
東
京
に
到
着
し
、
そ
の
足
で
、

會
津
氏
と
共
に
湯
沢
氏
の
紹
介
の
警
視
庁
特
高
部
長
菊
地
氏
を
訪
う
。
き
け
ば
瘦
鉄
の
ス
パ
イ
の
実
情
、
既
に
委
曲
調

べ
ら
れ
あ
り
。
…
…
只
我
等
の
疎
愚
迂
遠
を
恥
る
べ
き
の
み
。
加
え
瘦
鉄
罪
状
を
明
白
に
つ
き
つ
け
ら
れ
、
是
迄
と
や

思
い
け
ん
、卓
上
の
鉄
製
灰
皿
を
も
っ
て
主
任
警
部
の
眉
間
を
た
た
き
破
り
。
其
人
目
下
入
院
中
と
い
う
に
到
っ
て
は
、
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彼
の
生
命
も
又
知
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
會
津
氏
と
土
屋
氏
の
会
社
を
訪
い
、
又
唐
沢
氏
を
訪
い
て
別
る
。

と
あ
る
。
會
津
八
一
と
小
杉
が
と
も
に
警
視
庁
の
特
高
部
長
菊
池
、
内
務
省
警
保
局
長
の
唐
沢
俊
樹
、
土
屋
計
左
右
を
訪
ね
、

情
況
把
握
や
対
策
に
奔
走
し
て
い
る
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。
当
時
の
會
津
の
動
き
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
は
大
鹿
卓
が
、「（
會

津
）
先
生
は
銭
さ
ん
の
解
放
に
つ
い
て
心
労
し
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
要
路
の
某
氏
に
諄
々
と
道
理
を
説
い
て
運
動
さ
れ

た
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
先
生
の
師
弟
の
情
に
篤
く
正
義
に
厳
な
る
所
以
で
あ
っ
た（

11
（

」 

と
記
し
て
い
た
が
、
具
体
的
な
動
き
は

不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
小
杉
日
記
』
の
記
述
か
ら
初
め
て
、
小
杉
と
と
も
に
會
津
も
実
際
に
動
い
て
い
た
こ
と
を
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
杉
の
記
す
「
卓
上
の
鉄
製
灰
皿
を
も
っ
て
主
任
警
部
の
眉
間
を
た
た
き
破
り
」
は
、
前
稿
で
挙
げ

た
銭
の
殺
人
未
遂
に
関
す
る
四
つ
の
見
解
の
内
、上
田
操
の
見
解
を
補
足
す
る
も
の
と
な
っ
た（

11
（

。『
小
杉
日
記
』
八
月
二
十
日

に
は
、
小
杉
は
東
京
を
起
つ
が
「
瘦
鉄
の
こ
と
念
頭
を
往
来
す
」
と
あ
り
、
銭
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
心
配
し
て
い
る
様

子
が
わ
か
る
。

　

続
い
て
『
小
杉
日
記
』
九
月
五
日
に
、「
予
が
銭
瘦
鉄
に
や
り
た
る
手
紙
に
つ
い
て
、
お
つ
い
で
の
節
登
庁
あ
り
た
し
。
処

理
し
置
き
た
し
と
菊
池
氏
の
手
紙
あ
り
た
れ
ば
、
何
や
ら
気
が
か
り
故
」
と
、
小
杉
は
警
視
庁
特
高
部
長
の
菊
地
か
ら
銭
宛

の
書
簡
に
関
し
て
連
絡
を
受
け
再
び
東
京
に
向
か
っ
た
。「
お
つ
い
で
の
節
」と
菊
池
は
小
杉
に
対
し
て
非
常
に
謙
虚
な
姿
勢

を
保
っ
て
い
る
。
九
月
六
日
東
京
に
到
着
し
、「
朝
菊
池
氏
に
電
話
す
」
る
も
六
、七
日
と
不
在
で
あ
っ
た
た
め
菊
池
宛
に
速

達
を
発
送
し
た
。

　
『
小
杉
日
記
』
九
月
八
日
に
は
、小
杉
が
警
視
庁
で
受
け
た
取
り
調
べ
に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
抜
粋

す
る
。朝

菊
池
氏
よ
り
電
話
あ
り
て
警
視
庁
に
出
か
く
。
外
事
課
へ
直
接
に
行
く
。
小
さ
き
室
に
通
さ
る
。
肥
え
て
体
格
よ
ろ

し
き
警
部
氏
の
取
調
べ
を
受
く
。
…
…
要
点
は
予
が
銭
瘦
鉄
に
与
え
た
る
新
聞
抜
卒
の
書
翰
に
つ
い
て
な
り
。
先
の
瘦

鉄
の
家
宅
捜
索
あ
り
た
る
時
、
此
の
書
翰
出
で
、
瘦
鉄
の
ス
パ
イ
行
動
に
触
れ
た
る
も
の
と
し
て
す
ぐ
に
も
処
理
さ
る

べ
か
り
し
を
、
菊
池
氏
、
予
の
仕
事
と
経
歴
と
を
知
り
居
た
る
為
に
「
お
つ
い
で
の
節
」
と
な
し
置
か
れ
た
る
也
。
新
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聞
抜
卒
は
、
瘦
鉄
旅
中
、
此
の
事
変
に
際
会
し
て
さ
ぞ
や
不
安
に
暮
し
居
る
べ
く
、
日
語
も
完
全
に
は
話
せ
ず
、
仮
名

交
り
の
新
聞
も
読
め
ざ
ら
ん
と
思
い
、
二
三
新
聞
記
事
を
漢
訳
し
て
送
り
た
る
也
。
一
は
ロ
コ
ウ
橋
事
件
に
つ
い
て
北

支
の
連
中
、
再
々
翻
覆
不
信
の
為
、
満
州
、
朝
鮮
、
本
国
等
よ
り
軍
を
出
す
。
二
は
警
視
総
監
の
会
に
、
支
那
宿
敵
に

あ
ら
ず
、
在
留
の
支
那
人
を
お
だ
や
か
に
扱
へ
。
三
は
為
替
相
場
に
大
変
動
な
け
れ
ば
事
件
は
拡
大
さ
ぜ
る
見
込
み
の

由
、
と
云
う
や
う
な
る
意
味
な
り
と
記
臆
す
。
取
調
べ
の
警
部
氏
の
眉
間
に
新
傷
痕
あ
り
。
即
ち
知
る
此
人
瘦
鉄
に
暴

行
せ
ら
れ
た
る
当
事
者
な
り
。
予
の
書
翰
は
や
や
も
す
れ
ば
ス
パ
イ
に
助
力
せ
る
物
と
な
り
得
る
と
て
さ
ま
ざ
ま
の
調

べ
あ
り
。
九
時
よ
り
一
時
に
及
ぶ
。
最
初
先
生
、
次
に
は
あ
な
た
、
後
に
は
君
と
呼
ぶ
。
次
第
に
容
疑
者
の
扱
い
な
り
。

予
と
し
て
は
た
だ
愛
す
べ
き
文
雅
人
の
不
安
の
為
に
新
聞
を
代
読
し
や
り
た
る
ま
で
の
み
。
ス
パ
イ
と
知
ら
ば
、
新
聞

の
代
読
は
お
ろ
か
、
つ
き
あ
い
も
せ
ざ
ら
ん
。
直
ち
に
告
発
も
な
す
べ
か
ら
ん
。
又
ま
こ
と
ス
パ
イ
な
ら
ば
新
聞
の
記

事
は
吾
輩
の
漢
訳
な
ど
を
要
す
べ
き
や
。
さ
れ
ど
そ
れ
は
予
一
人
の
事
な
り
。
瘦
鉄
ス
パ
イ
を
行
う
に
つ
け
て
予
及
び

予
の
友
人
の
愛
護
と
信
用
と
を
利
用
し
得
べ
き
時
に
利
用
せ
ざ
ら
ん
や
。
警
部
氏
の
云
わ
る
る
如
く
、
容
易
な
ら
ざ
る

ス
パ
イ
の
大
物
な
る
こ
と
を
。
夢
に
も
知
ら
で
交
際
し
居
り
し
事
ま
こ
と
迂
愚
疎
漏
の
極
み
な
り
。
是
に
同
情
し
て
新

聞
の
抜
翠
を
ま
で
送
り
し
こ
と
、
年
甲
斐
も
な
き
馬
鹿
ら
し
さ
と
い
う
べ
し
。
山
中
氏
、
會
津
氏
は
彼
れ
の
寓
居
に
於

て
何
と
な
く
気
に
入
ら
ぬ
男
共
を
見
か
け
た
り
と
云
え
り
。
予
は
彼
の
家
を
夏
一
度
訪
い
た
る
だ
け
故
か
か
る
こ
と
も

心
づ
か
ざ
り
し
。
と
か
く
申
わ
け
な
き
こ
と
。
以
後
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
べ
き
也
。
此
の
意
味
を
申
述
ぶ
る
よ
り
外

な
し
。
調
書
も
か
く
の
如
く
記
さ
れ
て
拇
印
を
捺
さ
し
め
ら
れ
た
り
。（
後
略
）

　

　

こ
の
よ
う
に
小
杉
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
時
間
に
及
ん
だ
取
り
調
べ
の
様
子
を
赤
裸
々
に
記
し
て
い
る
。

小
杉
は
日
中
関
係
が
悪
化
す
る
中
で
、
日
本
語
の
不
自
由
で
あ
っ
た
銭
を
慮
り
、
親
切
心
か
ら
盧
溝
橋
事
件
、
警
察
の
在
留

中
国
人
に
対
す
る
扱
い
、
為
替
相
場
変
動
と
盧
溝
橋
事
件
が
拡
大
し
な
い
見
込
み
に
つ
い
て
の
記
事
を
漢
訳
し
て
銭
に
送
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
が
ス
パ
イ
活
動
に
協
力
し
た
と
疑
わ
れ
た
。
取
調
官
は
銭
に
鉄
製
灰
皿
で
眉
間
を
殴
ら
れ
た
段
野
義
男
。

小
杉
は
段
野
か
ら
「
先
生
」、「
あ
な
た
」「
君
」
と
徐
々
に
容
疑
者
扱
い
を
さ
れ
て
い
く
。
銭
が
ス
パ
イ
と
知
り
、
自
分
や
周

囲
の
人
た
ち
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
一
時
な
り
と
も
銭
に
対
す
る
信
頼
が
崩
れ
て
い
く
様
子
が
見
え
る
。
小
杉
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は
「
夢
に
も
知
ら
で
」
と
銭
の
ス
パ
イ
と
し
て
の
一
面
を
微
塵
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、「
山
中
氏
會
津
氏
は
彼

れ
の
寓
居
に
於
て
何
と
な
く
気
に
入
ら
ぬ
男
共
を
見
か
け
た
り
と
云
え
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
銭
が
「
王
芃
生
偽
参
事
と

面
識
を
持
ち
、
彼
は
私
を
煩
わ
し
、
情
報
を
伝
え
る
よ
う
に
と
し
、
ま
た
私
の
寓
居
を
利
用
し
日
本
の
人
士
と
面
会
を
行
っ

た（
11
（

」
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
銭
の
自
宅
が
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
に
関
連
す
る
諜
報
員
の
出
入

り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
杉
は
一
度
し
か
銭
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
目
に
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
『
小
杉
日
記
』
九
月
九
日
に
は
、
息
子
一
雄
に
当
該
記
事
を
探
さ
せ
た
上
で
、「
昨
日
の
三
四
時
間
の
状
態
は
甚
だ
し
く
予

の
心
を
傷
け
た
り
」
と
嘆
息
し
て
い
る
。
翌
九
月
十
日
、
小
杉
は
日
記
の
中
で
取
り
調
べ
時
の
屈
辱
を
吐
露
し
て
い
る
。

生
れ
て
五
十
七
年
。
未
だ
此
の
如
く
予
の
自
尊
心
を
傷
け
た
る
事
な
し
。
二
日
来
の
不
安
と
懊
悩
と
は
一
に
予
自
身
の

価
値
に
つ
い
て
の
疑
問
な
り
。
又
す
す
ぐ
可
ら
ざ
る
予
の
歴
史
の
汚
点
な
り
。
一
心
の
安
定
を
保
つ
為
に
、
予
は
あ
ら

ゆ
る
世
事
の
め
ん
ど
う
を
避
け
、
避
け
得
ざ
る
め
ん
ど
う
を
賢
く
あ
き
ら
め
来
り
た
る
事
、
内
々
の
自
賛
な
り
し
。
何

ぞ
甲
斐
な
き
自
賛
な
り
し
や
。
世
上
の
め
ん
ど
う
中
一
番
の
め
ん
ど
う
に
引
か
か
り
、
世
上
の
厭
う
べ
き
一
番
の
厭
わ

し
さ
の
位
置
に
三
四
時
を
経
た
る
な
り
。
何
を
な
し
て
此
の
陰
暗
の
心
を
医
さ
ん
。
此
の
ま
ま
に
て
は
予
の
自
尊
心
の

苦
み
に
耐
え
ざ
ら
ん
。

　
「
一
番
の
め
ん
ど
う
」と
は
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
心
の
安
寧
を
求
め
面
倒
を
避
け
て
生
き
て
き
た
小

杉
に
と
っ
て
、
こ
の
数
時
間
は
苦
痛
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
数
日
後
、「
一
雄
よ
り
新
聞
の
転
写
を
送
り

来
る
」、
そ
し
て

菊
池
氏
よ
り
、
い
や
な
印
象
を
サ
ツ
パ
リ
と
忘
れ
ら
れ
よ
と
手
紙
あ
り
。
新
聞
の
転
写
に
て
、
予
の
新
聞
抜
卒
が
ま
こ

と
に
単
に
新
聞
の
抜
卒
以
外
の
も
の
な
ら
ざ
り
し
を
認
め
得
べ
き
也
。菊
池
氏
の
手
紙
に
て 

以
後
余
り
め
ん
ど
う
な
る

引
か
か
り
な
き
こ
と
を
知
り
得
た
り
。
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と
こ
こ
で
漸
く
小
杉
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
銭
が
釈
放
さ
れ
る
一
九
四
一
年
ま
で
『
小
杉
日
記
』
に
銭
に
つ
い

て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
銭
が
帰
国
し
た
後
の
四
一
年
七
月
二
十
一
日
の
『
小
杉
日
記
』
に
「
瘦
鉄
は
既
に
出
で
て
上
海

に
か
え
れ
り
と
聞
く
。
惜
し
き
印
刀
な
り
し
」
と
銭
を
惜
し
ん
だ
。

　
『
小
杉
日
記
』
四
二
年
二
月
九
日
に
「
数
年
前
の
銭
瘦
鉄
子
の
一
件
を
思
い
出
で
て
同
情
」
と
あ
り
、一
時
は
利
用
さ
れ
た

の
で
は
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
小
杉
も
、
数
年
を
経
て
同
情
に
変
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
も
二
人
の
交
流
は

戦
後
ま
で
続
く
。

　

こ
こ
ま
で
小
杉
放
菴
と
銭
瘦
鉄
の
交
流
に
つ
い
て
『
小
杉
日
記
』
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
二
人
の
交
流
の
初
期
に

は
、
し
ば
し
ば
石
井
林
響
の
名
前
が
出
現
し
て
い
る
。
石
井
も
解
衣
社
の
一
員
で
あ
り
、
銭
が
東
京
に
滞
在
し
た
折
に
は
石

井
宅
に
寓
す
る
等
、
深
く
交
流
を
持
っ
た
。
以
下
に
、
続
け
て
銭
と
石
井
の
交
流
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

二
、
石
井
林
響
と
銭
瘦
鉄

　

石
井
林
響
（
一
八
八
四
―
一
九
三
〇
）、
千
葉
県
山
辺
郡
の
人
。
日
本
画
家
。
本
名
は
毅
三
郎
、
師
は
橋
本
雅
邦
。
四
十
五

歳
で
急
逝
し
た
。
以
下
に
（
１
）
石
井
林
響
と
の
出
会
い
、（
２
）
銭
瘦
鉄
「
中
秋
」
に
分
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
（
１
）
石
井
林
響
と
の
出
会
い

　

石
井
林
響
と
銭
瘦
鉄
の
交
流
に
つ
い
て
、
柿
木
原
く
み
（
二
〇
一
二
）
は
二
人
の
出
会
い
を
一
九
二
四
年
に
銭
が
初
め
て

東
京
で
個
展
を
行
っ
た
こ
ろ
と
推
測
し
て
い
る（

11
（

。 

　

現
在
見
ら
れ
る
最
も
早
期
の
二
人
の
共
通
点
に
は
、
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
へ
の
出
品
が
あ
る
。
銭
瘦
鉄
は
同

展
に
二
二
、二
三
年
に
参
加
し
、
石
井
は
二
一
、二
四
年
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
二
人
に
面
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
出
品
者
と
し
て
互
い
の
作
品
は
認
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
銭
が
石
井
に
刻
し
た
印
は
十
顆
確
認
で
き

る
が
、
も
っ
と
も
早
期
の
も
の
は
「
山
骨
」
白
文
印
で
あ
る
。
側
款
「
瘦
鉄
乙
丑
九
月
」
か
ら
、
一
九
二
五
年
の
刻
と
わ
か

る
。「
山
骨
」
は
石
井
の
書
斎
「
山
骨
精
舎
」
の
こ
と
。

　

銭
は
二
五
年
九
月
二
十
五
日
に
上
海
で
、
劉
海
粟
ら
と
「
中
国
の
芸
術
問
題
討
論
会
」
に
参
加
し
て
い
る（

11
（

の
で
、
そ
の
直
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後
に
来
日
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
は
、
新
暦
と
旧
暦
を
混
用
し
て
い
た
た
め
、
石
井
に
刻
し
た
「
山
骨
」
印
の
側
款
「
九

月
」
は
お
そ
ら
く
旧
暦
で
あ
ろ
う
。
新
暦
で
は
九
月
十
八
日
か
ら
十
月
十
七
日
に
当
た
る
。

　

二
五
年
十
月
の
「＊

銭
瘦
鉄
雅
印
会
」（
図
24
参
照
） 

に
は
橋
本
節
哉
、
山
中
蘭
径
と
と
も
に
銭
刻
印
の
申
し
込
み
先
と
し
て

「
南
品
川
五
五
七　

石
井
林
響
方
」と
あ
る
。
発
起
人
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
時
点
で
二
人
は
す
で
に
懇
意
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
２
）
銭
瘦
鉄
「
中
秋
」
に
つ
い
て

　

銭
瘦
鉄
の
石
井
林
響
へ
の
刻
印
は
、
一
九
二
五
年
十
月
か
ら
二
六
年
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
二
五
年
の
中
秋

節
に
銭
が
石
井
に
贈
っ
た
書
「
中
秋
」（
図
（（
）
が
千
葉
市
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

同
作
に
は
行
書
で
、「
中
秋
翫
月
跨
鯨
鼇
、
秋
老
蓬
萊
紅
葉
姣
。
海
国
知
音
如
旧
朋
、
落
筆
千
古
氣
雄
豪
」、
落
款
に
「
石

井
林
響
先
生
高
人
逸
士
也
。
一
見
如
故
、
席
間
口
占
、
以
贈
、
書
出
請
正
。
金
匱
銭
厓
、
未
是
草
」
と
あ
る
。
同
作
は
『
生

誕
一
三
五
周
年　

石
井
林
響
』
に
二
五
年
の
作
と
紹
介
が
あ
る
。
二
五
年
の
中
秋
節
は
十
月
二
日
に
当
た
る
。
銭
の
自
作
詩

で
あ
る
。「
如
旧
朋
」、「
一
見
如
故
」
の
語
か
ら
出
会
っ
た
ば
か
り
で
旧
友
の
よ
う
で
あ
る
と
親
し
み
を
込
め
て
記
し
て
い

る
。「
口
占
」
は
即
席
の
詩
、「
未
是
草
」
と
は
意
を
尽
く
し
切
れ
て
い
な
い
草
稿
の
意
で
あ
る
。
銭
は
出
会
っ
て
す
ぐ
に
意

気
投
合
し
た
石
井
と
の
出
会
い
を
喜
び
、
そ
の
画
風
を
「
千
古
の
雄
豪
」、
人
柄
を
「
高
人
逸
士
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
詩
の

内
容
か
ら
見
る
と
、
出
会
っ
て
間
も
な
く
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
出
会
い
の
時
を
思
い
起
こ
し
書
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

銭
は
二
五
年
十
月
に
再
来
日
し
た
時
に
、
一
時
期
、
石
井
宅
へ
居
し
た
。
こ
の
時
に
銭
は
同
年
三
月
に
石
井
が
入
手
し
翌

年
十
月
ま
で
収
蔵
し
て
い
た（

11
（

石
濤
「
黄
山
八
勝
画
冊
」
の
内
箱
蓋
裏
に
題
と
識
語
を
書
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
銭
は
石
井

に
深
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

1（
（

。　

　

二
人
の
出
会
い
の
上
限
を
示
す
事
物
は
、
二
五
年
九
月
か
ら
十
月
（
旧
暦
乙
丑
九
月
）
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
同
じ
展
覧
会
に
出
品
し
て
お
り
、
ま
た
銭
が
京
都
に
寓
し
て
い
た
時
に
も
石
井
の
名
を
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
二
五
年
に
銭
の
東
京
訪
問
を
機
に
急
速
に
親
交
を
深
め
た
。
出
会
っ
て
ま
も
な
く
石
井
は
銭
に
刻
印
を
依
頼
し
、
銭

図
28　
銭
瘦
鉄
「
中
秋
」（
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
）
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図
29　
銭
瘦
鉄
「
厳
先
生
」
及
び
落
款
部
分

の
「
雅
印
会
」
発
起
人
の
一
人
と
な
り
、
自
宅
に
長
期
滞
在
さ
せ
、
更
に
は
愛
蔵
の
石
濤
「
黄
山
八
勝
画
冊
」
題
字
ま
で
依

頼
し
た
。
二
人
の
交
流
を
促
進
さ
せ
た
背
景
に
は
、
銭
の
人
柄
、
技
芸
の
高
さ
が
大
い
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

三
、
小
杉
放
菴
、
石
井
林
響
と
銭
瘦
鉄
の
交
流

　

石
井
林
響
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
き
、
銭
瘦
鉄
「
厳
先
生
」（
図
（9
）
の
落
款
「
丙
寅
正
月
写
於
五
松
居
」
か
ら
銭
が

二
六
年
の
正
月
を
石
井
宅
で
迎
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。 

　

一
九
二
六
年
夏
、
石
井
は
千
葉
県
山
武
郡
大
網
町
（
現
・
大
網
白
里
市
）
に
ア
ト
リ
エ
「
白
閑
亭
」
を
新
築
し
居
を
移
し

た
。
銭
は
同
年
、
石
井
に
「
白
閑
亭
」
印
を
刻
し
て
い
る
。
同
年
五
月
十
日
に
は
小
杉
ら
が
石
井
宅
を
訪
問
し
、
解
衣
社
展

の
中
国
側
出
品
作
品
を
検
し
、
七
月
六
日
に
も
小
杉
が
石
井
宅
を
訪
問
し
、
銭
近
作
等
を
見
て
い
る
。

　

一
九
二
七
、二
八
年
は
、銭
が
活
動
の
舞
台
を
中
国
に
移
し
た
た
め
に
彼
ら
の
交
流
は
見
ら
れ
な
い
。
二
九
年
春
に
銭
は
再

来
日
し
、
三
月
に
は
大
阪
松
坂
屋
で
個
展
を
開
催
、
石
井
は
二
九
年
三
月
二
十
四
日
に
は
脳
腫
血
症
で
危
篤
に
陥
り
、
一
時

的
に
回
復
す
る
も
、
翌
三
〇
年
二
月
二
十
二
日
に
再
び
脳
溢
血
を
起
こ
し
、
三
日
後
に
逝
去
し
た
。
よ
っ
て
、
銭
と
石
井
の

交
流
は
、
二
五
年
か
ら
二
六
年
の
わ
ず
か
一
年
間
の
み
で
あ
っ
た
。

　

二
九
年
、
小
川
芋
銭
の
小
杉
宛
書
簡
に
は
「
銭
瘦
鉄
氏
後
援
何
か
か
く
つ
も
り
な
り
し
も
ご
来
示
に
て
心
安
く
今
度
は
な

ま
け
さ
し
て
貰
う
候
」
と
小
川
が
何
か
書
こ
う
と
思
っ
た
が
、
書
く
の
を
止
め
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
年
九
月
に
上
野
松

坂
屋
で
開
催
し
た
銭
瘦
鉄
展
覧
会
の
推
薦
文
等
で
あ
ろ
う
か
。
小
杉
は
そ
の
後
も
、
二
九
、三
〇
、三
六
年
に
も
銭
に
刻
印
を

依
頼
し
て
お
り 

、
四
一
年
に
銭
が
帰
国
し
て
か
ら
も
、
弟
子
の
水
谷
清
を
通
じ
て
刻
印
を
依
頼
す
る
等
、
交
流
を
重
ね
た（

11
（

。

　
　
　
　
　

四
、
戦
後
の
交
流

　

一
九
四
六
年
九
月
に
、
銭
が
連
合
国
軍
の
中
国
駐
日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
再
来
日
し
た
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
が
、

四
九
年
ま
で
、
日
中
間
を
度
々
往
復
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
會
津
八
一
と
小
杉
放
菴
の
四
通
の
往
復
書
簡
（
一
九
四
七
年
五
月

一
日
か
ら
四
九
年
一
月
三
日
ま
で
）
に
銭
の
名
が
見
え
る
。
一
通
目
は
一
九
四
七
年
五
月
一
日
付
の
小
杉
の
會
津
宛
書
簡
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、「
銭
君
と
の
れ
ん
ら
く
お
ぼ
つ
か
な
き
や
う
に
思
い
ま
す
が
や
っ
て
見
ま
せ
う（

11
（

」
の
一
文
が
あ
る
。
同
年
六
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月
十
五
日
に
銭
は
會
津
の
『
渾
斎
印
譜
』
に
跋
文
を
記
し
て
お
り
、
會
津
は
こ
の
時
に
印
譜
の
跋
文
を
依
頼
を
し
た
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
同
年
五
月
二
十
日
付
の
小
杉
の
會
津
宛
書
簡
に
は
「
東
京
に
て
瘦
鉄
子
と
の
れ
ん
ら
く
何
や
ら
心
重
く
つ
い
そ

れ
な
り
に
帰
山
致
し
ま
し
た（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
連
絡
は
し
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
年
の
『
小
杉
日

記
』
一
九
四
八
年
四
月
十
八
日
に
は
、「
ひ
る
松
下
氏
大
鹿
氏
に
誘
わ
れ
て
銀
座
う
ら
の
家
に
銭
瘦
鉄
氏
と
会
す
。
支
那
人
弱

い
者
い
ぢ
め
す
る
故
。
彼
も
亦
戦
勝
国
人
の
顔
す
る
に
や
と
危
ミ
た
り
し
が
依
然
と
し
て
旧
日
の
瘦
鉄
に
て
な
つ
か
し
か
り

し
」
と
あ
る
。
大
鹿
氏
は
大
鹿
卓
の
こ
と
。
四
七
年
に
小
杉
は
「
心
重
く
」、
銭
と
連
絡
で
き
な
か
っ
た
が
、
遂
に
二
人
は

再
会
を
果
た
し
た
。
そ
の
時
に
、
小
杉
は
銭
が
戦
勝
国
の
人
間
と
し
て
横
柄
な
態
度
を
と
る
か
と
危
惧
し
て
い
た
が
、
実
際

は
「
依
然
と
し
て
旧
日
の
瘦
鉄
に
て
な
つ
か
し
か
り
し
」
と
、
変
わ
ら
な
い
銭
の
姿
に
ど
れ
ほ
ど
安
堵
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
の
二
人
の
面
会
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
四
八
年
十
一
月
三
十
日
の
小
杉
の
會
津
宛
書
簡
に
は
、
會
津
の
新
宿

中
村
屋
個
展
へ
の
賛
助
出
品
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。 

　

最
後
に
銭
と
小
杉
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
の
は
一
九
五
七
年
の
銭
の
小＊

杉
宛
書
簡
（
図
30
）
で
あ
る
。

放
庵
兄
如
面
、
弟
近
来
遊
三
峡
、
経
秦
嶺
来
長
安
、
訪
古
迹
甚
楽
、
賤
躯
頑
健
、
対
於
水
墨
画
略
有
心
得
、
人
書
俱
老
、

漸
入
佳
境
、
遥
念
我
兄
、
特
此
上
書
、
敬
祝
康
健
、
弟
瘦
鉄
頓
首
、
丁
酉
六
月
。

（
放
菴
兄　

私
は
近
頃
三
峡
に
遊
び
、
秦
嶺
を
経
て
西
安
に
至
り
、
古
跡
を
訪
れ
る
こ
と
頗
る
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
身
体
は
健

康
で
、
水
墨
画
に
つ
い
て
少
し
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
人
と
書
は
と
も
に
老
い
、
よ
う
や
く
佳
境
に
入
り
ま
し
た
。
遥

か
に
兄
を
思
い
、
こ
こ
に
手
紙
を
記
し
ま
す
。
兄
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
弟
瘦
鉄
頓
首
。
丁
酉
六
月
）

　

一
九
五
六
年
六
月
、
毛
沢
東
の
提
議
に
よ
り
、
周
恩
来
は
国
務
院
に
北
京
と
上
海
の
中
国
画
院
の
成
立
を
申
請
し
通
過
す

る
。
同
年
九
月
八
日
、
銭
は
上
海
中
国
画
院
の
画
師
に
招
聘
さ
れ
る
。
五
七
年
四
月
下
旬
か
ら
七
月
初
め
ま
で
、
銭
と
朱
屺

瞻
（
一
八
九
二
―
一
九
九
六
）
は
四
月
下
旬
よ
り
写
生
旅
行
に
出
る
。

　

小
杉
宛
書
簡
は
六
月
二
十
五
日
に
西
安
に
入
っ
て
か
ら
発
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
簡
か
ら
、
銭
が
写
生
旅
行
を
楽

図
30　
銭
瘦
鉄「
小
杉
放
菴
宛
書
簡
」（
小
杉
放
菴
記

　
　
　
念
日
光
美
術
館
所
蔵
）
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し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
書
簡
が
銭
瘦
鉄
と
日
本
文
化
人
の
交
流
を
示
す
最
後
の
痕
跡
で
あ
る
。

　

同
年
秋
、
旅
先
で
上
海
中
国
画
院
か
ら
の
電
報
を
受
け
、
上
海
へ
と
戻
る
と
、
右
派
と
さ
れ
、
銭
の
立
場
は
一
変
し
た
。

画
壇
の
不
平
を
唱
え
た
「
壇
香
扇
事
件
」
や
四
六
年
の
再
来
日
が
国
民
政
府
の
代
表
で
あ
っ
た
こ
と
、
元
日
本
南
満
鉄
倶
楽

部
の
所
在
地
で
あ
っ
た
黄
浦
路
七
十
三
号
に
居
し
て
い
た
こ
と
が
災
い
し
、
漢
奸
と
見
做
さ
れ
た
。
以
降
、
六
一
年
九
月
に

右
派
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
す
も
、
六
六
年
に
は
文
化
大
革
命
に
よ
り
更
な
る
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
失
意
の
中
で
逝
去
し
た
。

　
「＊

関
于
右
派
分
子
摘
帽
子
後
本
人
表
現
及
群
衆
反
映
（
汚
名
を
そ
そ
い
だ
右
派
分
子
の
本
人
の
表
現
と
群
衆
の
反
映
）」（
図
31
）

は
銭
瘦
鉄
が
右
派
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
し
た
後
の
調
査
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
、「
日
本
へ
行
き
絵
画
展
を
開
催
し
、
中

日
文
化
交
流
を
促
進
し
た
い（

11
（

」
と
一
九
二
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
、
一
貫
し
て
芸
術
に
よ
っ
て
文
化
交
流
を
行
な
お
う

と
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

五
、
お
わ
り
に

　

本
章
で
は
銭
瘦
鉄
と
小
杉
放
菴
、
石
井
林
響
の
交
流
に
着
目
し
考
察
を
加
え
て
き
た
。
石
井
は
一
九
二
五
年
十
月
前
後
か

ら
、
小
杉
は
同
年
十
二
月
三
日
か
ら
銭
と
交
流
を
始
め
た
。
石
井
は
一
年
余
り
の
交
流
の
中
で
、
愛
蔵
品
に
題
字
を
依
頼
す

る
ほ
ど
深
く
銭
を
信
頼
す
る
に
至
っ
た
。
小
杉
は
橋
本
か
ら
山
中
を
通
じ
て
銭
を
紹
介
さ
れ
、
後
に
銭
を
會
津
八
一
へ
紹
介

し
た
。
小
杉
と
銭
の
交
流
は
三
十
数
年
間
の
長
き
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
詳
細
を
『
小
杉
日
記
』
等
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
銭
の
拘
留
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
の
動
き
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
杉
や
會
津

が
実
際
に
警
視
庁
を
訪
問
し
、
銭
の
釈
放
に
尽
力
し
て
い
た
他
、
小
杉
が
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
英
嗣
・
段
毅
琳
）

図
31　
「
関
于
右
派
分
子
摘
帽
子
後
本
人
表

　
　
　
現
及
群
衆
反
映
」
部
分
（
個
人
蔵
）
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第
七
章
　
會
津
八
一
と
の
交
流

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

會
津
八
一
（
一
八
八
一
―
一
九
五
六
）
は
新
潟
の
人
。
美
術
史
家
、
新
潟
大
学
教
授
、
夕
刊
新
潟
社
社
長
。
号
は
秋
艸
道

人
、
渾
斎
等
。
こ
れ
ま
で
、
本
章
に
関
連
し
た
先
行
研
究
に
は
、
吉
池
進
『
會
津
八
一
先
生
伝
』（
會
津
八
一
先
生
伝
刊
行
会
、

一
九
六
三
年
）、安
藤
更
生
『
書
豪　

會
津
八
一
』（
二
玄
社
、一
九
六
五
年
）、宮
川
寅
雄
『
秋
艸
堂
印
譜
』（
二
玄
社
、一
九
七
九

年
）
が
あ
る
。
ま
た
近
年
、
角
田
勝
久
は
「
銭
瘦
鉄
と
の
関
わ
り
」『
孤
高
の
書
家　

會
津
八
一
』（
龍
鳳
書
房
、
二
〇
一
四

年
）、「
銭
瘦
鉄
と
會
津
八
一
」『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
（
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
等
で
、
會
津
研
究
の
一
環
と
し
て
銭

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
新
資
料
を
加
味
し
な
が
ら
二
人
の
交
流
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

二
、
會
津
八
一
と
銭
瘦
鉄
の
出
会
い
に
つ
い
て

　

銭
瘦
鉄
刻
の
會
津
八
一
自
用
印
は
三
十
四
顆
認
め
ら
れ（

11
（

、
そ
の
他
に
も
養
女
の
紀
伊
子
に
刻
し
た
二
顆
が
あ
り
、
山
田
正

平
刻
會
津
自
用
印
の
三
十
六
顆（

11
（

と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。「
道
人
の
最
も
愛
し
た
現
代
の
篆
刻
家
は
、
日
本
で
は
門
下

の
山
田
正
平
、
中
国
で
は
銭
瘦
鉄
だ
っ
た
と
云
っ
て
も
い
い（

11
（

」
の
言
葉
の
通
り
、
會
津
が
如
何
に
銭
を
重
視
し
て
い
た
か
が

わ
か
る
。
二
人
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
安
藤
、
宮
川
及
び
角
田
が
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
整

理
し
て
い
き
た
い
。
安
藤
は
一
九
二
九
年
十
月
以
前
の
こ
と
と
し
て
、「
小
杉
放
菴
な
ど
の
紹
介
で
銭
瘦
鉄
を
認
め
て
お
り
、

進
ん
で
、
諸
方
の
知
人
に
刻
印
を
た
の
む
よ
う
に
紹
介
し
た
り
し
て
い
た
…
…（

11
（

」 

と
、
小
杉
の
紹
介
に
よ
り
二
人
が
出
会
っ

た
と
記
し
て
い
る（

1（
（

。
宮
川
は
二
九
年
九
月
九
日
の
會
津
の
関
塚
惣
吉
宛
書
簡
を
引
用
し
、「
す
で
に
こ
の
こ
ろ
、
秋
艸
道
人
と

銭
瘦
鉄
と
は
深
厚
の
交
際
が
あ
り（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
角
田
は
二
九
年
九
月
三
日
の
會
津
の
吉
江
喬
松
宛
書
簡
「
支
那
か
ら

銭
瘦
鉄
と
い
う
篆
刻
家
来
り
本
日
面
会
致
し
候
と
こ
ろ
、
書
画
も
よ
く
し
人
物
も
温
雅
に
て
こ
と
に
篆
刻
精
妙
に
て
候（

11
（

」 

を
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図
32　
銭
季
寅
『
近
代
名
賢
印
選
』
千
頃
堂
書
局
、

         

一
九
二
五
年

引
用
し
、こ
の
時
に
二
人
は
初
対
面
を
果
た
し
た
と
し
、ま
た
「
會
朔
審
印
」
白
文
印
の
側
款
「
己
巳
（
一
九
二
九
）
夏
為
會

津
先
生（

11
（

」
か
ら
初
対
面
の
前
に
會
津
は
銭
に
刻
印
の
依
頼
を
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
角
田
は
、
出
会
い
か
ら
三
週

間
弱
の
間
に
會
津
が
佐
渡
電
灯
会
社
の
渡
辺
湖
畔
、
相
馬
御
風
、
関
塚
惣
吉
等
に
も
銭
の
篆
刻
を
推
薦
し
て
い
た
と
指
摘
し

て
い
る（

11
（

。
先
行
研
究
で
は
、
二
九
年
九
月
を
會
津
と
銭
の
初
対
面
の
年
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
の
数
年
前
か
ら
會
津
は

銭
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
以
下
の
二
点
に
み
ら
れ
る
。
一
つ
は
會
津
自
身
の
言
葉
で
あ
る
。

私
は
、
か
ね
て
色
々
な
機
会
に
銭
君
の
書
画
を
見
又
『
近
代
名
賢
印
選
』
等
で
篆
刻
を
見
た
り
し
て
、
そ
の
格
調
に
対

し
て
非
常
に
興
味
を
動
か
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
六
年
前
の
暮
秋
の
或
る
日
、
銭
君
は
初
め
て
落
合
の
秋
草
堂
に
私
を

訪
ね
ら
れ
ま
し
た
の
で
…
…（

11
（

 

。

　

こ
の
文
章
は
一
九
三
六
年
に
新
潟
で
開
催
し
た
銭
瘦
鉄
個
展
に
合
わ
せ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
會
津
は
二
九
年
以
前
に

す
で
に
「
か
ね
て
色
々
な
機
会
に
銭
君
の
書
画
を
見
」
て
と
、
銭
の
書
画
を
見
て
い
た
こ
と
、
ま
た
『＊

近
代
名
賢
印
選
』（
図

32
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
銭
の
篆
刻
を
見
て
い
た
と
記
し
て
い
る（

11
（

。「
五
六
年
前
の
暮
秋
の
或
る
日
」
と
は
、二
九
年
十
月
を

指
す
。

　

二
つ
目
は
、
銭
個
展
に
対
す
る
會
津
の
関
心
で
あ
る
。
二
九
年
九
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
銭
は
上
野
松
坂
屋
に
て
個
展

を
行
っ
た
。
前
章
で
は
『
小
杉
日
記
』
を
用
い
、
同
個
展
が
小
杉
の
紹
介
で
実
現
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
当
時
の
報
道
に
は

「
小
杉
未
醒
、橋
本
関
雪
、山
中
蘭
径
諸
氏
の
世
話
で（

11
（

」
と
あ
り
、「
諸
氏
」
の
中
に
會
津
が
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
も

會
津
が
世
話
人
の
一
人
で
あ
れ
ば
、
二
人
の
出
会
い
の
日
時
は
現
行
の
説
よ
り
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
九
年
九
月
九
日
の
會
津
の
関
塚
惣
吉

宛
書
簡
で
あ
る
。
同
書
簡
で
會
津
は
「
右
銭
君
近
作
供
覧
。
先
日
銭
君
書
画
展
覧
会
松
坂
屋
に
て
催
し
、
席
上
篆
刻
は
八
九

分
通
り
悉
く
売
約
相
成
り
候（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
會
津
は
初
対
面
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
銭
展
覧
会
の
作
品
頒
布
状
況
ま
で

気
に
か
け
て
い
る
。
角
田
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
九
月
三
日
が
二
人
の
初
対
面
で
あ
る
と
し
た
ら
、
出
会
っ
て
間
も
な
い
銭

の
作
品
「
売
約
」
状
況
ま
で
気
に
か
け
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
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會
津
が
二
九
年
以
前
か
ら
、
銭
の
作
品
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
、
銭
の
個
展
へ
の
関
心
が
伺
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人

の
初
対
面
の
日
は
一
九
二
九
年
九
月
三
日
以
前
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
に
二
人
が
交
流
を

深
め
る
下
地
は
十
分
に
練
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
月
後
の
十
月
に
會
津
が
『
瘦
鉄
印
存
』
跋
文
を
記
し
た
の
も
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
跋
文
に
は
、

銭
君
瘦
鉄
治
印
書
画
名
重
于
蘇
浙
。
所
作
清
新
遵
勁
。
自
還
得
古
意
、
予
常
忻
賞
焉
。
己
巳
十
月
君
東
遊
来
訪
吾
盧
。

予
見
其
人
俊
秀
儒
雅
頗
有
前
賢
之
風
。
度
始
知
其
作
有
所
因
矣
。
憶
当
今
法
家
其
志
唯
在
技
巧
。
涵
養
漸
疎
。
是
以

様
枯
板
不
能
入
真
実
、
令
銭
君
独
擅
名
。
世
可
不
鑑
乎
。
君
今
輯
次
近
製
印
数
十
方
成
譜
。
雖
袖
珍
小
冊
是
以
為
文
場

之
秘
玩
。
乃
記
一
言
於
其
尾
。
秋
艸
道
人
朔
。

と
あ
る
。「
己
巳
十
月
君
東
遊
来
訪
吾
盧
（
一
九
二
九
年
十
月
、
銭
君
は
東
京
に
遊
び
私
の
盧
を
訪
れ
た
）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

會
津
の
二
九
年
九
月
九
日
の
関
塚
宛
書
簡
に
あ
る
「
銭
厓
、
号
瘦
鉄
、
京
都
を
経
て
再
び
入
京
し
来
り
、
…
…
独
山
、
関
雪

等
に
調
法
が
ら
れ
居
り
候
。
草
盧
へ
も
来
訪
の
筈
に
つ
き
…
…（

11
（

」 

に
一
致
す
る
。
會
津
は
西
暦
を
用
い
て
い
た
の
で
、
銭
が

會
津
を
訪
問
し
た
の
は
二
九
年
十
月
と
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
一
月
前
九
月
九
日
の
時
点
で
、
會
津
は

銭
の
秋
艸
堂
訪
問
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
独
山
」
は
橋
本
独
山
（
一
八
六
九
―
一
九
三
八
）、新
潟
県
の
人
。
富

岡
鉄
斎
の
弟
子
で
日
本
画
家
を
志
し
た
が
、
中
年
出
家
し
て
臨
済
宗
・
橋
本
峨
山
和
尚
の
法
を
嗣
い
だ（

1（
（

。「
再
び
」
の
語
か
ら

も
、
會
津
が
そ
れ
以
前
か
ら
銭
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
銭
は
跋
文
依
頼
と
い
う
訪
問
意
図
を
予
め
會
津
に
説

明
し
た
上
で
訪
問
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

同
時
期
に
銭
は
「
帝
展
寸
感
」
と
題
し
た
「
第
四
回
帝
展
」（
一
九
二
九
年
十
月
十
六
日
―
十
一
月
二
十
日
開
催
）
に
つ
い
て

の
随
筆
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

し
か
も
此
間
も
、
會
津
山
中
両
老
と
帝
展
を
見
て
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
近
頃
の
日
本
の
東
洋
画
は
技
巧
偏
重
に
傾
く

人
多
き
に
過
ぎ
は
せ
ぬ
か
と
思
う
‥
‥
‥
此
の
技
巧
偏
重
の
嘆
き
あ
る
も
少
な
く
は
な
い
、
塗
る
事
あ
っ
て
描
く
事
な
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き
の
弊
…
…

と
当
時
の
日
本
の
東
洋
画
（
日
本
画
）
が
技
巧
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
銭
が
「
會
津
山
中
両
老
」、

つ
ま
り
會
津
、
山
中
と
と
も
に
会
場
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
銭
が
會
津
に
印
譜
跋
文
を
依
頼
し
た
前
後
の
で
き
ご

と
で
あ
り
、
こ
の
時
に
「
技
巧
偏
重
」
に
つ
い
て
の
話
題
が
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
思
わ
せ
る
一
文
が
會
津
の
銭

印
譜
跋
文
に
見
え
る
。「
…
…
憶
当
今
法
家
其
志
唯
在
技
巧
。
涵
養
漸
疎
。
是
以

様
枯
板
不
能
入
真
実
、
令
銭
君
独
擅
名
。

（
…
…
現
在
の
芸
術
家
は
技
巧
の
み
を
志
し
、
涵
養
が
な
い
。
味
気
な
く
真
実
味
が
な
い
。
銭
君
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
名
高
い
人
物

で
あ
る
）」
と
會
津
は
現
代
の
人
々
が
技
巧
の
み
を
追
求
し
て
い
て
、
そ
の
中
に
涵
養
が
少
な
く
、
対
し
て
銭
に
は
涵
養
が

伴
っ
て
お
り
、
先
賢
の
風
格
が
あ
る
こ
と
を
称
え
て
い
る
。
銭
が
「
帝
展
寸
感
」
で
指
摘
し
た
「
技
術
偏
重
」
と
一
致
す
る

内
容
で
あ
る
。
會
津
と
銭
の
出
会
い
に
つ
い
て
角
田
は
「
ふ
た
り
の
交
流
は
思
い
の
ほ
か
、
短
期
間
の
う
ち
に
深
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
決
し
て
「
短
期
間
」
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
初
対
面
を
果
た
す
数
年
前
か
ら
、
會
津
は

銭
の
作
品
を
目
に
し
て
お
り
、
ま
た
山
中
や
小
杉
か
ら
も
銭
に
つ
い
て
聞
き
及
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
も
、
會
津
は
し
ば
し
ば
銭
を
周
囲
の
人
々
に
紹
介
し
て
い
る（

11
（

。 

　

會
津
は
か
ね
て
よ
り
、「
篆
刻
界
の
現
状
打
破
の
必
要（

11
（

」 

に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
篆
刻
家
で
は
石
川
蘭

八
、
山
田
正
平
、
銭
の
世
話
を
し
て
い
る
。
特
に
山
田
と
銭
へ
は
生
涯
を
通
じ
て
諸
人
に
紹
介
し
、
そ
の
刻
印
を
勧
め
た
。

書
画
篆
刻
に
加
え
て
、
銭
の
人
格
面
で
も
會
津
が
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
も
二
人
の
距
離
を
近
づ
け
た
原
因
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う（

11
（

。

　
　
　
　
　

三
、
銭
瘦
鉄
の
個
展
と
會
津
八
一
個
展
へ
の
賛
助
出
品

　

銭
は
日
本
で
幾
度
も
個
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
會
津
の
銭
個
展
へ
の
具
体
的
な
参
画
は
、
一
九
三
一
年
七
月
十
一
日
、

十
二
日
に
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
「
銭
瘦
鉄
氏
小
品
画
及
篆
刻
遊
印
展
覧
会（

11
（

」
に
見
え
、
會
津
は
後
援
者
の
一
人

に
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
人
の
関
係
を
示
す
展
覧
会
活
動
に
は
銭
の
三
三
年
の
個
展
、
三
四
年
夏
の
銀
座
資
生
堂

個
展（

11
（

、更
に
は
①
「
銭
瘦
鉄
書
画
篆
刻
展
」（
三
六
年
十
一
月
七
、八
日
、新
潟
新
聞
社
三
階
ホ
ー
ル
）
②
「
秋
艸
道
人
書
画
展
覧
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会
」（
四
九
年
三
月
十
六
―
二
十
一
日
、
新
宿
中
村
屋
、
銭
瘦
鉄
賛
助
出
品
）
と
続
く
。
ま
た
、
②

に
付
随
し
た
活
動
と
し
て
、
③
対
談
「
の
こ
る
美
術
の
こ
す
美
術
」（『
中
央
公
論
』、
四
九
年
六

月
号
）
が
あ
る
。
以
下
①
、
②
、
③
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
①
「
銭
瘦
鉄
書
画
篆
刻
展
」（
一
九
三
六
年
十
一
月
七
、八
日
、
新
潟
新
聞
社
三
階
ホ
ー
ル
）

　

同
展
に
つ
い
て
會
津
は
『＊

新
潟
日
報
』
に
三
篇
の
記
事
（
図
33
）
を
掲
載
し
、
大
々
的
に
銭

瘦
鉄
の
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
に
当
時
の
報
道
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
ず
新
潟
で
個
展
を
開
催
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
銭
は
「
今
回
の
新
潟
の
個
展
は
西
湖

に
因
縁
深
き
柳
郷
の
遊
歴
を
會
津
博
士
に
薦
め
ら
れ
て
開
い
た（

11
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
西
湖
に
因

「『
新
潟
日
報
』
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
」

図
33
―
2　
　
　
　

図
33
―
3　
　
　
　

「『
新
潟
日
報
』
一
九
三
六
年
十
一
月
七
日
」

図
33
―
1　
『
新
潟
日
報
』
に
三
篇
の
記
事　
　
　

「『
新
潟
日
報
』
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
」
「『
新
潟
日
報
』一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
」

縁
が
深
い
と
い
う
の
は
、
會
津
が
銭
に
伝
え
た
「
新
潟
は
…
水
と
柳

の
都
で
、
…
こ
と
に
昔
、
河
村
清
兵
衛
と
い
う
町
奉
行
が
、
遠
く
人

を
派
し
て
君
の
郷
里
に
近
い
西
湖
か
ら
苗
木
を
取
り
寄
せ
て
植
た
の

が
、
今
に
至
っ
て
こ
れ
等
の
鬱
々
た
る
老
木
と
な
っ
た
と
い
い
伝
え

て
い
る（

（11
（

」
を
承
け
て
の
こ
と
だ
。

　

会
場
に
は
「
大
小
四
十
余
点
」
の
絵
画
に
加
え
て
篆
刻
作
品
が
展

示
さ
れ
た（

（1（
（

。
新
聞
紙
上
に
は
会
場
及
び
作
品
一
点
の
写
真
も
付
さ
れ

て
い
る
。作
品
は
新
潟
の
個
展
に
併
せ
て
制
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、

同
年
十
一
月
に
銀
座
で
行
う
個
展
の
為
に
準
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
會
津
は
、

数
日
前
銭
君
が
久
々
に
訪
ね
て
来
て
の
話
に
此
の
十
一
月
に
銀

座
の
某
所
で
絵
画
と
篆
刻
の
個
展
を
や
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
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図
34　
「
秋
艸
道
人
書
画
展
覧
会
目
録
」　　
　

が
其
の
前
に
一
つ
新
潟
へ
出
か
け
て
、
御
郷
里
の
方
々
に
自
分
の
作
品
を
見
て
頂
き
た
い
。

と
い
う
こ
と
で
新
潟
で
の
個
展
が
決
定
し
た
と
あ
る
。
数
日
前
の
訪
問
か
ら
展
覧
会
の
開
催
と
は
い
さ
さ
か
唐
突
の
よ
う
に

思
え
る
が
、
十
月
十
四
日
の
時
点
で
既
に
関
塚
惣
吉
に
個
展
開
催
の
知
ら
せ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も（

（10
（

、
少
な
く
と
も
三
週

間
前
に
は
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
銭
は
日
中
の
交
流
に
つ
い
て
、「
同
種
、
同
文
、

同
一
佛
の
日
支
の
両
大
民
族
が
文
化
、
芸
術
を
通
じ
て
、
親
善
、
提
携
し
て
行
く
と
こ
ろ
に
東
亜
の
和
平
が
保
た
れ
よ
う
と

確
信
し
、
今
春
関
雪
画
伯
が
上
海
に
来
遊
の
際
に
こ
の
点
を
語
り
合
い
ま
し
た（

（10
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
関
雪
は
橋
本
関
雪
の
こ

と
。「
同
種
、同
文
」
の
一
語
は
一
九
四
三
年
に
上
海
で
行
わ
れ
た
『
現
代
日
本
絵
画
展
』
の
銭
の
評
論
で
も
用
い
ら
れ
て
い

る（
（10
（

。
橋
本
関
雪
と
の
「
語
り
合
い
」
が
、
後
々
ま
で
銭
の
芸
術
に
よ
り
平
和
を
求
め
た
態
度
に
影
響
し
て
い
る
。

　
②
「
秋
艸
道
人
書
画
展
覧
会
」（
一
九
四
九
年
三
月
十
六
―
二
十
一
日
、
新
宿
中
村
屋
、
銭
瘦
鉄
賛
助
出
品
）

　

同＊

展
の
目
録
（
図
34
）
に
よ
る
と
、會
津
の
書
画
四
十
四
点
と
賛
助
出
品
と
し
て
銭
篆
刻
八
点
が
展
覧
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま

た
、
展
覧
会
初
日
に
は
中
央
公
論
社
主
催
で
、
會
津
と
銭
の
対
談
が
行
わ
れ
、『
中
央
公
論
』
一
九
四
九
年
六
月
号
に
「
の
こ

る
美
術
の
こ
す
美
術
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

　

會
津
が
同
展
の
打
ち
合
わ
せ
に
初
め
て
中
村
屋
を
訪
れ
た
の
は
、
四
八
年
十
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
同
日
の
中
山
蘭

子
宛
書
簡
に
「
今
日
初
め
て
新
宿
の
中
村
屋
を
訪
い
し
に
」
と
あ
る
。
同
書
簡
に
は
続
け
て
「
…
…
帰
れ
ば
、
銭
瘦
鉄
が
訪

ね
来
り
、
自
分
の
宅
へ
も
一
泊
に
来
よ
と
い
う
。
こ
れ
は
次
回
上
京
の
時
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
し
ま
し
た（

（10
（

」
と
、
銭
は
會
津
が

福
田
雅
之
助
宅
に
居
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
十
一
月
三
十
日
の
中
村
屋
相
馬
安
雄
の
會
津
宛
書
簡
に
は
、

先
生
の
個
展
の
件
に
つ
い
て
昨
日
小
杉
先
生
に
御
目
に
か
か
り
御
相
談
致
し
ま
し
た
…
…
尚
只
今
東
京
へ
来
て
居
ら
れ

る
篆
刻
家
の
銭
瘦
鉄
氏
を
小
杉
先
生
と
同
じ
立
場
で
参
加
さ
せ
て
は
如
何
か
、
若
し
會
津
先
生
が
ご
同
意
な
ら
ば
一
層

面
白
い
で
は
な
い
か
と
の
御
意
見
が
あ
り
ま
し
た（

（10
（

。 
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と
あ
り
、
銭
の
賛
助
出
品
は
小
杉
の
提
案
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
同
日
付
で
発
送
さ
れ
た
小
杉
の
會
津
宛
書
簡
（
一
九
四
八

年
十
一
月
三
十
日
付
）
に
も
、

…
…
元
（
原
）
則
的
に
八
朔
道
人
の
書
展
で
あ
り
脇
師
（
侍
）
の
如
く
さ
し
み
の
つ
ま
の
如
く
放
禿
小
品
六
七
点
を
点

綴
す
る
。
尚
尊
台
よ
し
と
思
わ
れ
な
ば
銭
君
の
遊
印
を
加
え
る
。
あ
の
人
も
我
等
に
縁
浅
か
ら
ず
又
今
後
留
日
の
希
望

の
如
く
な
れ
ば
か
た
か
た
あ
の
人
の
為
に
も
若
干
よ
ろ
し
か
る
べ
し
。
見
物
に
も
に
ぎ
や
か
だ
ら
う
と
思
わ
れ
ま
す（

（10
（

。

 

と
あ
り
一
致
す
る
。
も
と
も
と
は
小
杉
と
銭
が
賛
助
出
品
す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
會
津
は
小
杉
、
銭
の
参
加
を
喜
び

十
二
月
十
六
日
の
桑
山
太
市
宛
書
簡
に
も
「
放
菴
、
銭
瘦
鉄
等
賛
助
出
品
し
く
れ
る
よ
し
に
て
候（

（10
（

」、
十
二
月
十
七
日
の
大
鹿

卓
宛
葉
書
に
「
放
菴
、
瘦
鉄
も
賛
助
出
品
を
な
す
よ
し（

（10
（

」
と
伝
え
て
い
る
。
つ
い
で
一
九
四
九
年
一
月
三
日
の
小
杉
の
會
津

宛
書
簡
に
は
「
貴
台
個
展
に
銭
瘦
鉄
の
遊
印
の
こ
と
、
彼
氏
よ
ろ
こ
び
居
る
よ
う
す
」
と
あ
り
、
銭
が
展
覧
会
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
展
の
目
録
に
は
、
小
杉
の
賛
助
出
品
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
他
に
記
述
を
見
な
い
。

　
③
対＊

談
「
の
こ
る
美
術
の
こ
す
美
術
」（『
中
央
公
論
』
一
九
四
九
年
六
月
号
）（
図
35
）

　

本
対
談
は
、
②
「
秋
艸
道
人
書
画
展
覧
会
」
の
初
日
（
一
九
四
九
年
三
月
十
六
日
）
に
東
京
で
行
わ
れ
、
後
に
「
の
こ
る
美

術
の
こ
す
美
術
」
と
題
し
『
中
央
公
論
』（
一
九
四
九
年
六
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
展
覧
会
の
初
日
で
あ
っ
た
が
、
會
津
は

そ
の
当
日
の
晩
に
汽
車
で
新
潟
へ
戻
っ
た（

（（1
（

。 
対
談
は
後
日
、
會
津
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
掲
載
さ
れ
た（

（（（
（

。

　

同
対
談
は
［
１
］
古
美
術
の
保
存
、［
２
］
日
本
美
術
の
源
流
、［
３
］
新
し
い
浮
世
絵
、［
４
］
書
画
の
味
わ
い
、［
５
］

早
呑
み
込
み
の
文
化
の
五
つ
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の
芸
術
創
造
や
美
術
家
に
対
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
四
九
年
一
月
二
十
六
日
の
不
審
火
に
よ
り
焼
失
し
た
法
隆
寺
壁
画
の
復
元
に
つ
い
て
、
會
津
は
、
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現
代
の
美
術
家
の
中
か
ら
ほ
ん
と
に
手
腕
の
あ
る
人
を
十
二
人
選
ん
で
そ
の
人
た
ち
に
一
枚
ず
つ
こ
れ
を
描
か
せ
る
…

新
し
く
描
く
絵
の
題
材
は
も
と
の
通
り
四
方
浄
土
の
仏
菩
薩
に
し
て
も
こ
れ
を
描
く
人
た
ち
の
感
激
で
描
か
せ
る
の
が

い
い
。
…
そ
れ
が
将
来
の
日
本
の
た
め
に
誇
る
べ
き
古
美
術
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
失
わ
れ
た
文
物
を
そ
の
ま
ま
復
元
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
人
の
感
覚
を
用
い
て
新
た
に
描
き
直
す
べ
き
だ
と
自
由
で
進

歩
的
な
意
見
を
唱
え
て
い
る
。
銭
も
現
代
の
画
家
は
現
代
に
合
う
も
の
を
テ
ー
マ
と
す
る
べ
き
だ
と
し
、

現
代
作
家
の
も
の
は
千
年
後
に
は
や
は
り
国
宝
で
す
。
現
代
の
作
家
は
現
代
の
事
情
を
描
く
。
今
の
世
の
中
の
苦
し
い

こ
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
軍
閥
の
事
、
こ
の
社
会
の
苦
し
い
面
、
そ
れ
を
描
く
。

と
、
現
代
に
仏
画
は
必
要
な
く
、
今
の
政
治
や
生
活
を
描
く
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
、
六
十
九
歳
の
會
津
と

五
十
三
歳
の
銭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
異
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
新
し
い
芸
術
を
求
め
よ
う
と
す
る
姿
は
共
通
し
て
い
る
。

銭
は
当
時
の
中
国
美
術
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
日
本
の
美
術
家
に
つ
い
て
、

お
国
の
南
画
家
は
中
国
の
ほ
ん
と
う
の
美
術
を
知
ら
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
洋
画
家
は
な
か
な
か
詳
し
く
勉
強
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
杉
、
梅
原
両
先
生
な
ど
そ
う
で
す
。
今
の
上
海
で
流
行
の
画
か
き
は
み
な
古
い

も
の
の
真
似
を
す
る
の
を
第
一
と
し
て
い
て
、
創
造
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

と
小
杉
や
梅
原
龍
三
郎
と
い
っ
た
洋
画
家
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
會
津
は
、

銭
さ
ん
が
認
め
て
い
ら
れ
る
注
意
す
べ
き
人
物
は
多
く
は
南
画
以
外
の
人
、
そ
れ
か
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
古
を
摸
し

て
お
る
だ
け
で
な
い
人
、
そ
れ
か
ら
洋
画
に
出
発
し
て
そ
し
て
中
国
の
美
術
を
勉
強
し
て
お
る
人
な
ど
で
、
そ
の
点
が

重
大
な
こ
と
で
す
。

図
35　
対
談
「
の
こ
る
美
術
の
こ
す
美
術
」『
中
央
公

論
』（
一
九
四
九
年
六
月
号
）　　
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と
こ
こ
で
も
共
通
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
更
に
臨
模
に
つ
い
て
會
津
は
、

練
習
ば
か
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
え
っ
て
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
練
習
で
は
美
術
家

は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
感
激
で
な
け
れ
ば
美
術
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

と
新
し
い
芸
術
は
感
激
か
ら
創
造
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
現
代
書
道
に
つ
い
て
、
銭
は
、

今
の
日
本
の
人
は
鄧
完
白
や
趙
之
謙
の
味
を
出
す
こ
と
は
上
手
で
す
。
何
子
貞
、
伊
秉
綬
、
呉
昌
碩
さ
ん
を
学
ん
で
い

る
人
も
お
る
。
し
か
し
一
番
感
心
し
た
の
は
會
津
先
生
の
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
北
魏
そ
の
ま
ま
の
味
、
あ
る
い
は
そ

の
以
前
の
時
代
の
風
が
あ
り
ま
す
。
京
都
の
内
藤
湖
南
先
生
の
字
は
少
し
小
さ
く
大
き
な
字
は
な
い
が
字
は
よ
い
。
こ

れ
は
唐
の
時
代
の
風
で
す
。
唐
以
前
の
字
は
會
津
先
生
一
人
だ
け
で
す
。
中
村
不
折
先
生
も
六
朝
の
字
の
感
じ
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
こ
の
先
生
の
は
習
気
が
あ
る
。
書
に
大
切
な
韵
致
が
な
く
て
、
覇
気
が
多
す
ぎ
る
。

と
、
書
道
に
つ
い
て
評
す
る
時
も
、
會
津
、
内
藤
、
中
村
と
い
っ
た
学
者
、
画
家
を
挙
げ
て
お
り
、
書
家
の
名
前
は
出
て
き

て
い
な
い
。
銭
は
『
書
菀
』
雑
誌
の
「
顧
問
及
客
員
」
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
書
家
と
の
交
流
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
対
談
を

含
め
て
現
在
に
伝
わ
る
銭
の
言
論
の
中
に
、
ほ
と
ん
ど
書
家
の
名
が
出
て
こ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
銭
と
日
本
文
化
人
と
の
交

流
範
囲
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
銭
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
現
在
ま
で

川
村
驥
山
、
西
脇
呉
石
、
吉
田
苞
竹
、
小
林
斗
盦
、
松
丸
東
魚
以
外
に
書
家
に
刻
し
た
印
は
目
に
し
て
い
な
い
。 

　
　
　
　
　

四
、
會
津
八
一
が
銭
瘦
鉄
に
与
え
た
書

　

銭
瘦
鉄
は
會
津
八
一
に
多
く
の
印
を
刻
し
た
が
、
會
津
も
銭
に
書
を
贈
っ
て
い
る
。
銭
維
多
氏
の
も
と
に
は
會
津
が
銭
に

書
き
与
え
た
書
が
三
幅
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
角
田
勝
久
（
二
〇
二
〇
）
が
紹
介
を
し
て
い
る
が（

（（0
（

、
筆
者
は
角
田

氏
の
論
考
と
は
や
や
異
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
。
加
え
て
銭
家
に
は
か
つ
て
も
う
一
幅
、
會
津
が
銭
に
書
き
与
え
た
作
品
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図
36　
會
津
八
一
書
「
瘦
鉄
通
神
」（
個
人
蔵
）　　
　

図 37　會津八一書「瘦鉄長寿」（個人蔵）　　

図 38　會津八一書「石華万春」（個人蔵）　　

が
存
在
し
て
い
た
。
以
下
に
銭
家
蔵
の
會
津
書
三
幅
、
①
「
瘦
鉄
通
神
」
②
「
瘦
鉄
長
寿
」
③
「
石
華
万
春
」、
銭
家
旧
蔵
の

會
津
書
④
「
贈
韋
穆
十
八
」、
加
え
て
⑤
會
津
の
銭
宛
書
簡
に
つ
い
て
記
し
て
い
き
た
い
。　

　

①
「＊

瘦
鉄
通
神
」（
図
36
）

　
「
瘦
鉄
通
神
」
落
款
に
「
丙
子
十
一
月
秋
艸
道
人
題
」
と
あ
る
。
半
切
縦
書
き
。「
丙
子
」
は
一
九
三
六
年
。
こ
の
年
の
秋

に
銭
は
「
銭
瘦
鉄
書
画
篆
刻
展
」（
十
一
月
七
、八
日
新
潟
新
聞
社
三
階
ホ
ー
ル
）
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。「
通
神
」
と
は
「
非
凡
な
才
能
を
有
す
」
の
意
味
で
あ
る（

（（0
（

。 

　

角
田
は
「
本
作
は
銭
瘦
鉄
の
個
展
に
あ
わ
せ
て
揮
毫
し
た
賛
助
作
品
と
考
え
ら
れ
る（

（（0
（

」
と
し
て
い
る
が
、
會
津
は
芸
術
家

の
創
作
に
つ
い
て
の
感
興
を
重
視
し
て
お
り（

（（0
（

、
そ
こ
か
ら
も
銭
の
展
覧
会
会
期
中
或
い
は
準
備
の
段
階
で
作
品
を
目
に
し
た

感
興
か
ら
、
書
き
与
え
た
作
品
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
同
展
の
紹
介
で
會
津
は
銭
に
つ
い
て
「
今
で
は
日
本
の
名
流
巨
匠

で
、
銭
君
を
知
ら
ぬ
者
は
な
く
、
知
っ
て
推
重
し
な
い
者
は
な
い
位
に
な
り
ま
し
た（

（（0
（

」
と
紹
介
し
て
お
り
、「
瘦
鉄
通
神
」
の

文
言
か
ら
も
、
會
津
が
如
何
に
銭
を
重
視
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
尚
、
銭
を
讃
え
る
文
言
を
書
い
た
の
は
會
津
ば
か
り
で

は
な
く
、
橋
本
は
か
つ
て
銭
に
「
支
那
聖
手
」、「
東
亜
奇
才
」
の
二
幅
を
贈
っ
て
い
る（

（（0
（

。 

　

②
「＊

瘦
鉄
長
寿
」（
図
37
）

　
「
瘦
鉄
長
寿
」
落
款
に
「
甲
申
八
月
。
秋
艸
道
人
」
と
あ
る
。
半
切
横
書
き
。「
甲
申
」
は
一
九
四
四
年
。
大
鹿
卓
と
水
谷

清
は
一
九
四
四
年
春
に
、
會
津
の
手
紙
を
携
え
て
上
海
に
銭
を
訪
問
し（

（（0
（

 

、
そ
の
時
も
銭
は
水
谷
に
向
っ
て
「
會
津
先
生
げ
ん

き
で
す
か
」
と
気
に
か
け
て
い
る
。
水
谷
も
「
會
津
先
生
は
帰
国
後
の
銭
さ
ん
の
動
静
に
つ
い
て
、
今
な
お
気
に
か
け
ら
れ

て
居
ら
れ
る
様
子
だ
っ
た
」
と
、
會
津
も
変
ら
ず
に
銭
を
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
銭
は
大
鹿
に
「
私
の
近

作
、
會
津
先
生
に
見
せ
て
下
さ
い
」
と
い
っ
て
、
山
水
画
を
託
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
會
津
も
銭
に
作
品
を
送
っ
て
い
る
。

會
津
の
丹
呉
康
平
宛
書
簡
（
一
九
四
四
年
十
二
月
二
十
八
日
付
）
に
「
上
海
の
銭
瘦
鉄
は
便
あ
る
ご
と
に
人
に
托
し
て
画
一
二

枚
寄
贈
し
来
り
が
、
最
近
さ
ら
に
人
に
托
し
て
鶏
血
の
材
に
て
こ
の
印
を
贈
り
来
り
候
。
当
方
か
ら
も
大
額
面
を
書
き
て
送

り
候（

（（0
（

」
と
あ
る
。「
瘦
鉄
長
寿
」
や
次
に
示
す
「
石
華
万
春
」
は
こ
の
時
に
送
ら
れ
た
「
大
額
面
」
で
あ
ろ
う
。

　

③
「＊

石
華
万
春
」（
図
38
）

　
「
石
華
万
春
」
落
款
に
「
瘦
鉄
先
生
正
字
。
秋
艸
道
人
」
と
あ
る
。
半
切
横
書
き
。
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、「
六
十
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以
後
所
作
」
は
銭
四
一
年
（
會
津
六
十
歳
）
の
刻
で
あ
る
。「
石
華
」
は
石
刻
、金
石
の
意
。「
万
春（

（01
（

」
は
万
年
、永
代
の
意
で

あ
る
。
作
品
の
体
裁
か
ら
も
②
「
瘦
鉄
長
寿
」
と
同
時
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
王＊

維
詩
「
贈
韋
穆
十
八
」（
図
39
）

　

規
格
、書
写
年
代
と
も
に
不
詳
。
黄
色
蝋
宣
に
行
草
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
同
作
は
銭
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、八
〇
年
代

に
日
本
の
某
氏
に
売
却
し
た
と
い
う
。
当
時
撮
影
し
た
ぼ
や
け
た
写
真
の
み
が
残
る
。
内
容
は
「
與
君
青
眼
客
、
共
有
白
雲

心
。
不
向
東
山
去
、
日
令
春
草
深
」
落
款
に
「
秋
艸
道
人
朔
」
と
あ
る
。「
青
眼
客（

（0（
（

」
と
阮
籍
を
韋
穆
に
例
え
て
い
る
。「
白

雲
心
」
と
は
塵
世
か
ら
離
れ
た
心
。「
東
山
」
は
晋
の
謝
安
が
か
つ
て
東
山
に
隠
居
し
た
こ
と
か
ら
、
隠
者
の
居
住
地
を
指

す
。「
不
向
東
山
」
の
二
句
は
、
韋
穆
の
帰
山
を
促
し
て
い
る
。
會
津
は
王
維
が
韋
穆
に
送
っ
た
こ
の
詩
を
書
き
与
え
、
自
身

と
銭
の
姿
を
投
影
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
「
白
雲
心
」
を
持
つ
銭
と
の
再
会
を
期
待
し
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

⑤
會
津
八
一
の
銭
瘦
鉄
宛
書
簡

　

會
津
は
書
簡
の
中
で
た
び
た
び
銭
に
言
及
し
て
い
る
が
、銭
自
身
に
送
っ
た
書
簡
は
現
在
ま
で
に
二
通
し
か
見
ら
れ
な
い
。

一
通
は
「
一
九
四
五
年
一
月
二
十
日
付
書
簡
」、
も
う
一
通
は
「
一
九
四
一
年
十
一
月
十
四
日
付
書
簡
」
で
あ
る
。

　

銭
瘦
鉄
宛
「
一
九
四
五
年
一
月
二
十
日
付
書
簡
」

瘦
鉄
道
長
児
下
。
久
違
雅
教
、
暢
叙
果
期
何
時
、
況
還
将
改
暦
、
渇
想
奚
勝
。
僕
今
春
罹
災
、
満
室
図
書
・
器
玩
渾
為

灰
燼
。
流
寓
郷
里
、
寄
身
故
旧
、
纔
以
翰
墨
充
米
塩
資
耳
。
数
寄
真
可
駭
絶
。
此
間
有
骨
尚
健
在
、
幸
莫
為
念
。
但
恨

前
年
吾
兄
所
賜
諸
印
、
悉
帰
烏
有
、
復
無
可
用
。
請
更
恵
以
両
三
枚
、
救
済
窮
乏
、
欣
躍
何
如
。
専
此
併
頌
文
祺
。

十
二
月
卅
一
日
。
會
朔
頓
首
。

「
會
朔
」
白
文
印
、「
渾
斎
」
白
文
印
、「
秋
叟
」
朱
文
印

　

吉
池
進
は
「
先
生
の
中
国
人
宛
の
尺
牘
は
こ
の
一
通
の
み
残
さ
れ
て
い
る（

（00
（

」 

と
述
べ
て
い
る
。
一
九
六
三
年
の
時
点
で
す

で
に
一
通
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
今
日
で
は
會
津
の
銭
宛
書
簡
を
探
す
こ
と
は
よ
り
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
示
す
書
簡

は
日
付
か
ら
一
九
四
四
年
十
二
月
三
十
一
日
に
書
き
、
四
五
年
一
月
二
十
五
日
付
で
発
送
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡
の
中

図
39　
會
津
八
一
書「
王
維
詩
贈
韋
穆
十
八
」（
銭
家
旧
蔵
）　　
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図40　會津八一の銭瘦鉄宛「一九四一年十一月十四日付書簡」（新潟
　　　 市會津八一記念館蔵）　　

図41　銭瘦鉄の橋本関雪宛書簡草稿
　　　（個人蔵）

で
、
會
津
は
春
に
罹
災
し
郷
里
に
流
寓
し
た
こ
と
。
銭
に
刻
し
て
も
ら
っ
た
印
も
す
べ
て
烏
有
に
帰
し
手
元
に
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
し
て
、「
會
朔
」
と
「
渾
斎
」
白
文
印
、「
秋
叟
」
朱
文
印
を
依
頼
し
て
い
る
。
尚
、
こ
の
書
簡
は
『
書
論
』

第
七
号
（
書
論
研
究
会
、
一
九
七
五
年
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
収
蔵
者
は
「
京
都
・
某
氏
」
と
な
っ
て
い
る
。 

　

銭＊

瘦
鉄
宛
一
九
四
一
年
十
一
月
十
四
日
付
書
簡
（
図
40
）、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
所
蔵
。
釈
文
は
次
の
通
り
。

瘦
鉄
先
生
閣
下
。
久
違
光
儀
暢
叙
不
可
期
、
渇
想
奚
勝
。
偶
友
人
松
下
英
麿
君
将
解
纜
游
滬
浜
、
乃
托
以
薄
貲
参
拾
円

敬
請
高
篆
三
枚
。
一
云
「
秋
艸
堂
金
石
記
」
朱
文
細
線
、
一
云
「
北
越
會
朔
」
白
文
仿
漢
、
一
云
「
渾
斎
老
人
」
朱
文
。

専
此
併
頌
文
祺
。

十
一
月
十
四
日
。
會
津
八
一
頓
首
。

封
筒
表
：
銭
瘦
鉄
先
生
台
収
（「
會
朔
」
白
文
印
）

封
筒
裏
：（「
朔
」
白
文
印
）
辛
巳
十
一
月
十
四
日
夜

　

一
九
四
一
年
五
月
十
五
日
に
釈
放
さ
れ
、
上
海
へ
と
帰
国
し
て
い
た
銭
に
対
し
て
、
松
下
英
麿
の
上
海
訪
問
時
に
托
し
篆

刻
の
依
頼
を
し
た
も
の
で
あ
る（

（00
（

。
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
三
顆
は
、
會
津
の
自
用
印
に
は
見
ら
れ
な
い
。
依
頼
し
た
も
の
の

後
に
散
佚
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
同
書
簡
は
発
送
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
銭
の
橋
本
宛
書
簡
草
稿
（
図＊

41
）
が

銭
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
等
、
書
簡
自
体
が
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
書
簡
か
ら
は
會
津
が
ど
の
よ
う
に

銭
に
刻
印
の
依
頼
を
し
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

五
、
會
津
八
一
の
日
夏
耿
之
介
宛
葉
書
（
一
九
四
一
年
四
月
二
十
六
日
付
）

　

銭
の
拘
留
に
つ
い
て
會
津
は
一
九
四
七
年
十
二
月
一
日
に
回
顧
文
を
記
し
て
い
る
。

…
…
す
る
と
そ
れ
か
ら
東
京
へ
帰
っ
て
間
も
な
く
、
妙
な
目
で
役
人
達
か
ら
睨
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今
少
し
で
か
な
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り
ひ
ど
い
目
に
遇
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
私
が
役
所
へ
出
か
け
て
東
洋
の
永
遠
の
平
和
の
根
本
は
、
中
日
の
親
和
の
上
に

在
る
と
い
う
持
論
を
ま
く
し
立
て
て
よ
う
や
く
救
い
出
し
て
帰
国
し
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
う
十
一
年
の

昔
と
な
っ
た（

（00
（

。

 　

前
稿
で
は
、
會
津
が
銭
釈
放
に
奔
走
を
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
銭
の
家
族
宛
書
簡
に
は
會
津
の
名
が
一
切
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、會
津
の
銭
釈
放
へ
の
具
体
的
な
動
き
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
章
で
『
小
杉
日
記
』
を
通
じ
て
、

會
津
は
銭
拘
留
の
一
報
を
聞
き
す
ぐ
に
小
杉
と
共
に
動
き
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
會
津

は
一
九
三
七
年
八
月
二
十
三
日
関
塚
惣
吉
宛
書
簡
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
年
特
別
の
御
援
助
を
受
け
し
銭
瘦
鉄
は
親
日
家
で
も
あ
り
妻
君
身
重
で
も
あ
り
、
こ
の
際
は
東
京
に
留
ま
り
て
閉
門

読
書
に
平
和
の
再
来
を
持
つ
方
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
拙
者
数
回
勧
告
致
し
、
そ
の
方
針
に
て
あ
り
し
に
許
世
英
君
等
の
強

要
に
基
づ
く
も
の
か
、
八
月
七
日
ス
パ
イ
の
嫌
疑
に
て
引
致
せ
ら
れ
、
只
今
警
視
庁
に
拘
留
中
に
て
候
。
実
は
新
聞
等

も
記
事
さ
し
と
め
尚
取
調
べ
に
て
、
拙
者
は
十
三
日
初
め
て
伝
聞
し
赤
倉
か
ら
小
杉
放
菴
を
招
き
て
十
九
日
二
人
に
て

登
庁
し
て
相
た
だ
し
た
る
に
、
事
実
は
確
定
的
に
て
今
に
し
て
は
如
何
と
も
致
し
か
ぬ
る
情
勢
に
つ
き
空
し
く
引
き
上

げ
申
候
。
彼
と
し
て
は
一
死
を
以
て
祖
国
に
貢
献
す
る
に
悔
無
き
か
も
知
ら
ざ
る
も
、
此
種
の
こ
と
に
つ
き
て
は
首
謀

的
素
質
を
有
す
る
人
と
も
思
わ
れ
ざ
る
点
よ
り
甚
だ
気
の
毒
に
も
思
わ
れ
候（

（00
（

。

 　

書
簡
の
内
容
は
、
前
章
で
示
し
た
『
小
杉
日
記
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
文
中
の
「
妻
君
身
重
」
と
は
妻
張
珊
が
銭
明
直

氏
（
一
九
三
七
年
生
）
を
身
籠
っ
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
會
津
は
日
中
の
情
勢
が
激
化
す
る
中
で
静
か
に
「
平
和
の
再
来
」
を

待
つ
よ
う
に
銭
に
諭
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
現
在
ま
で
に
會
津
自
ら
の
言
葉
で
銭
の
拘
留
に
つ
い
て
語
っ
た
も

の
は
こ
の
関
塚
宛
書
簡
一
通
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
も
う
一
通
、
当
時
の
會
津
の
動
き
を
記
す
資
料
を
挙
げ
た
い
。
飯
田

市
美
術
博
物
館
所
蔵
の
會
津
の
日＊

夏
耿
之
介
宛
葉
書
（
一
九
四
一
年
四
月
二
十
六
日
付
）（
図
42
）
で
あ
る
。

図
42　
會
津
八
一
の
日
夏
耿
之
介
宛
葉
書
、
一
九
四

　
　
　
一
年
四
月
二
十
六
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
田
市
美
術
博
物
館
所
蔵
）　　
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葉
書
表
：
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
四
ノ
四
五
五

　
　
　
　

日
夏
耿
之
介
様

　
　
　
　
　
［
ゴ
ム
印
］
東
京
市
淀
橋
区
下
落
合
三
丁
目
一
三
二
一
番
地　

會
津
八
一

葉
書
裏
：
四
月
廿
六
日
夜
。

　
　
　
　

献
寿
秋
艸
道
人
。

　
　
　
　

卯
月
廿
六
夜
英
麿
於
秋
艸
堂
。

　
　
　
　

銭
瘦
鉄
近
作
印
影
。

　

葉
書
に
は
、
印
影
十
一
顆
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
次
の
通
り
。

「
六
十
以
後
所
作
」
朱
文
印
、「
庚
辰
以
後
」
白
文
印
、「
紀
伊
」
白
文
印
、「
紀
伊
子
」
朱
文
印
、「
養
素
」
白
文
印
、「
雅

生
」
朱
文
印
、「
福
田
雅
之
助
」
白
文
印
、「
會
津
朔
印
」
白
文
印
、「
秋
艸
道
人
」
朱
文
印
、「
雅
」
白
文
印
、「
福
田
」

白
文
印

　

會
津
の
養
女
紀
伊
子
、
福
田
に
刻
し
た
印
は
、
現
行
の
銭
印
譜
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
資
料
で
あ
る
。
葉
書
の
発
送

日
時
か
ら
も
こ
れ
ら
の
印
が
獄
中
で
刻
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
銭
は
一
九
四
一
年
五
月
十
五
日
に
釈
放
さ
れ
た
の
で
、
そ
の

二
十
日
ほ
ど
前
に
會
津
か
ら
日
夏
へ
発
送
し
た
も
の
で
あ
る
。「
卯
月
廿
六
夜
英
麿
於
秋
艸
堂
」は
松
下
英
麿
が
四
月
二
十
六

日
に
秋
艸
堂
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
献
寿
」は
お
祝
い
の
品
を
贈
る
の
意
味
。
大
鹿
卓
は
銭
の
印
譜
作
成
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

下
落
合
の
會
津
先
生
の
秋
草
堂
を
思
い
出
し
て
い
た
。
い
つ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
私
は
嘗
て
そ
の
二
階
の
書
斎
で
、
先

生
自
身
常
用
の
夥
し
い
刻
印
を
取
り
出
し
て
印
譜
を
作
ら
れ
る
の
に
、松
下
英
磨

〔
マ
マ
（君

と
と
も
に
同
座
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
…
…
こ
れ
ら
は
銭
さ
ん
が
事
に
累
さ
れ
獄
中
に
在
っ
た
と
き
特
に
許
さ
れ
て
刀
を
振
っ
た
も
の
で
、
当
時
會
津
先
生
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は
一
箇
の
刻
が
出
来
る
ご
と
に
一
々
そ
の
批
評
を
書
き
送
っ
て
、
こ
れ
を
彼
舞
鞭
撻
し
た
の
だ
と
い
う（

（00
（

。

　

前
稿
で
、
銭
は
拘
留
中
に
も
ア
ト
リ
エ
が
与
え
ら
れ
刻
印
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
大
鹿
の
回
想
か
ら
、
會

津
は
大
鹿
や
松
下
と
と
も
に
、
銭
か
ら
送
ら
れ
た
印
を
用
い
て
印
譜
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
早
稲
田
大
学

の
元
同
僚
で
親
交
の
あ
っ
た
日
夏
へ
の
葉
書
も
印
譜
作
成
の
一
環
で
あ
ろ
う
。
會
津
は
印
譜
を
作
成
す
る
つ
い
で
に
知
人
に

銭
の
篆
刻
を
紹
介
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

會
津
は
銭
の
拘
留
を
巡
り
、
そ
の
初
期
か
ら
関
係
者
と
の
折
衝
に
尽
力
し
、
ま
た
獄
中
の
銭
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
印
を
用

い
て
印
譜
を
作
成
し
、
知
人
に
紹
介
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

（00
（

。 

　
　
　
　
　

五
、
お
わ
り
に

　

會
津
八
一
と
銭
瘦
鉄
の
交
流
は
一
九
二
九
年
頃
か
ら
四
九
年
の
二
十
年
に
わ
た
り
、
そ
の
間
交
流
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
本
章
で
は
、
展
覧
会
や
対
談
か
ら
會
津
と
銭
の
交
流
の
模
様
を
記
す
と
と
も
に
、『
小
杉
日
記
』
や
日
夏
耿
之
介
宛

葉
書
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
會
津
の
銭
釈
放
へ
の
動
き
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
會
津
が
銭
に
書
き
与
え
た
四
点
の
書
作
品
及
び
諸
人
へ
の
書
簡
等
か
ら
、
二
人
は
戦
時
中
も
交
流
を
続
け
て
い
た
こ

と
を
指
摘
で
き
た
。

　

一
九
四
六
年
九
月
末
に
銭
が
再
来
日
す
る
と
、會
津
は
半
月
余
り
後
の
十
月
十
六
日
に
は
、神
谷
正
治
宛
書
簡
の
中
で
「
友

人
の
銭
瘦
鉄
君
、
駐
日
代
表
団
の
一
員
と
し
て
来
朝
し
て
東
京
に
在
り
、
月
末
に
も
当
地
へ
ま
い
り
候
こ
と
に
も
何
相
成
か

と
存
じ
候（

（00
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
安
藤
更
生
に
対
し
て
は
「
銭
君
は
も
ち
ろ
ん
書
画
篆
刻
の
依
頼
に
応
ず
る
用
意
あ
る

べ
し
と
存
候
へ
ど
も
、
そ
の
潤
規
出
来
居
ら
ば
御
た
し
か
め
被
下（

（00
（

」
と
潤
格
を
確
か
め
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
お
り
、
會

津
の
銭
に
対
す
る
態
度
は
そ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。 

　

戦
後
の
二
人
の
再
会
は
、
會
津
の
予
想
に
反
し
て
約
一
年
後
の
四
七
年
の
初
頭
、
會
津
の
『
寒
燈
集
』（
四
季
書
房
）
出
版

準
備
の
際
に
、銭
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。『
寒
燈
集
』
に
は
銭
の
「＊

落
合
山
荘
図（

（01
（

」（
図
43
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、同
書

を
巡
り
当
初
は
表
紙
の
題
簽
も
「
銭
君
に
た
の
ま
れ
た
し（

（0（
（

」
と
、
會
津
は
銭
へ
の
依
頼
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
銭
君

図
43　
銭
瘦
鉄
「
落
合
山
荘
図
」　　
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が
上
海
へ
行
き
て
十
二
月
下
旬
に
は
再
び
帰
り
来
る
と
い
う
こ
と
な
り
し
も
、
彼
等
も
今
は
政
治
家
に
て
国
事
に
奔
走
し
居

る
も
の
な
れ
ば
、
東
奔
西
走
も
す
る
な
る
べ
く
そ
れ
を
待
ち
居
る
と
も
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
…
…（

（00
（

」 

と
、
題

簽
の
依
頼
を
あ
き
ら
め
て
い
る
。

　

ま
た
一
九
四
七
年
四
月
二
十
八
日
の
福
田
雅
之
助
宛
葉
書
に
は
「
五
月
に
は
拙
者
個
展
を
開
き
、
小
杉
放
菴
、
銭
瘦
鉄
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
人
そ
の
頃
来
る
筈
に
て
候（

（00
（

」
と
記
し
て
い
る
。
四
七
年
五
月
一
日
付
の
山
田
博
信
・
武
田
繁
太
郎
宛
葉

書
に
は
「
銭
瘦
鉄
は
小
杉
放
菴
の
新
宅
を
知
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
連
絡
無
き
が
如
し
。
両
方
と
も
新
潟
へ
来
る
な
ら
ば
同
時

に
来
て
く
れ
る
方
が
何
か
と
好
都
合
に
て
候（

（00
（

」、
四
七
年
六
月
十
一
日
安
藤
更
生
宛
書
簡
に
は
「
近
日
放
菴
老
人
、
銭
瘦
鉄
、

松
下
英
麿
等
諸
君
続
々
来
訪
の
予
告
あ
り（

（00
（

」
と
會
津
の
五
月
の
個
展
に
あ
わ
せ
て
、
銭
が
新
潟
を
訪
れ
る
予
定
を
周
囲
に
伝

え
て
い
る
。
大
鹿
卓
は
「
昨
年
の
春（

（00
（

」
即
ち
、
四
七
年
四
月
十
七
日
に
銭
と
面
会
し
た
際（

（00
（

に
、
銭
は
「
私
、
新
潟
へ
い
っ
て

先
生
に
逢
い
ま
す
」
と
語
っ
た
と
あ
る
が
、
或
い
は
會
津
の
言
は
大
鹿
か
ら
聞
き
及
ん
だ
話
を
承
け
て
か
も
し
れ
な
い
。

　

七
か
月
後
の
十
一
月
三
十
日
に
銭
は
新
潟
に
會
津
を
訪
ね
た
。
四
一
年
の
帰
国
以
降
は
じ
め
て
の
再
会
で
あ
る
。
會
津
は

「
昨
日
の
午
後
、
私
は
電
話
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
相
手
が
銭
瘦
鉄
君
で
あ
る
の
で
ひ
ど
く
驚
い
た
」
と
突
然
の
訪
問
に
驚
き
な

が
ら
も
、「
つ
や
つ
や
と
し
た
も
と
よ
り
少
し
小
肥
り
に
ふ
と
っ
て
、
至
っ
て
元
気
な
も
の
で
あ
る（

（00
（

」
と
、
銭
の
生
活
が
改
善

さ
れ
た
様
子
を
喜
ん
で
い
る
。

　

そ
の
翌
年
に
も
二
人
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、
四
九
年
の
銭
帰
国
ま
で
、
交
流
が
途
絶
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た（

（00
（

。

　

會
津
は
銭
に
対
し
て
、「
日
本
と
し
て
昔
か
ら
ど
こ
の
国
よ
り
親
し
い
関
係
で
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
も
の
は
中
国
だ
と
い
う
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ち
ら
で
も
や
は
り
そ
ん
な
風
に
、
よ
く
あ
と
さ
き
の
事
を

考
え
て
物
を
し
て
貰
い
た
い
も
の
だ
。
私
は
先
年
、
一
盃
を
銭
君
に
勧
め
な
が
ら
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
主
張
し
て
別
れ
た（

（01
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
前
述
し
た
橋
本
関
雪
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
同
文
、
同
種
、
同
一
仏
」、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
銭

に
強
く
影
響
を
与
え
、
日
中
間
を
往
来
す
る
際
の
信
念
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
抗
日
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
四
〇
年
代

の
上
海
に
お
い
て
も
、
銭
は
平
然
と
芸
術
に
よ
り
平
和
を
希
求
す
る
と
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

會
津
は
四
四
年
十
二
月
二
十
八
日
の
丹
呉
康
平
宛
書
簡
の
中
で
「
彼
（
銭
瘦
鉄
）
及
び
彼
の
周
囲
に
は
拙
書
の
礼
讃
者
多
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く
候
間
、他
日
彼
地
へ
筆
を
載
せ
て
一
遊
し
揮
毫
の
も
と
め
に
応
ず
る
こ
と
も
文
化
の
逆
輸
に
て
面
白
か
る
べ
し
と
存
じ
候（

（0（
（

」

と
自
身
の
書
が
銭
の
周
囲
で
推
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
訪
中
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。

　

銭
も
「
中
国
の
内
戦
が
終
っ
て
平
和
に
な
れ
ば
會
津
先
生
を
一
度
敦
煌
に
ご
案
内
し
た
い
。
西
安
ま
で
行
け
ば
そ
れ
か
ら

向
う
は
自
動
車
で
行
か
れ
ま
す
。
甘
粛
省
か
ら
向
う
は
仏
教
美
術
の
古
い
も
の
が
保
存
さ
れ
て
お
り
ま
す（

（00
（

」
と
対
談
の
お
わ

り
に
會
津
に
伝
え
た
。
し
か
し
、
會
津
の
訪
中
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
四
九
年
以
降
二
人
の
直
接
の
交
流

は
見
ら
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
堀
川
英
嗣
・
王
亜
峰
）

 　
　
　

第
八
章
　
実
業
家
と
の
交
流

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
を
職
業
別
に
見
て
い
く
と
、
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
な
か
で
は
日
本
画
家
四
十
三
人
、

政
治
家
十
二
人
に
続
い
て
実
業
家
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
実
業
家
が
書
家
そ
の
他
の
職
種
よ
り
も
多
く
、
依
頼
し
た
印
の
総

数
も
四
十
顆
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
銭
と
実
業
家
の
交
流
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
き
た
い
。

　

本
章
に
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、角
田
勝
久
は
「
未
見
の
會
津
八
一
書
簡 : 

渡
邉
湖
畔
宛
銭
瘦
鉄
に
関
す
る
も
の
」

『
書
叢
』
十
六
号
（
二
〇
〇
二
年
）
及
び
同
「
補
遺
」『
書
叢
』
十
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
で
會
津
の
渡
辺
宛
書
簡
五
通
及
び
五

顆
の
自
用
印
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
実
業
家
と
銭
の
交
流
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
関
連
す
る
論
考
を
見
な

い
。
以
下
に
銭
と
高
嶋
菊
次
郎
、
土
屋
計
左
右
、
武
田
長
兵
衞
、
外
山
捨
造
を
め
ぐ
る
交
流
に
つ
い
て
、
文
献
資
料
及
び
実

施
調
査
等
か
ら
得
た
知
見
を
交
え
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
高
嶋
と
の
交
流
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

二
、
高
嶋
菊
次
郎
（
一
八
七
五
―
一
九
六
九
）
と
の
交
流

　
（
１
）
高
嶋
菊
次
郎
に
つ
い
て
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日
本
人
の
書
と
、
中
国
人
の
書
は
、
ま
る
っ
き
り
ち
が
い
ま
す
。
ど
こ
と
な
く
、
筆
の
持
ち
方
も
ち
が
う
し
、
第
一
、

気
持
ち
が
ち
が
う
。
支
那
人
は
、
根
強
く
て
急
が
な
い
性
質
で
し
ょ
う
。
日
本
人
は
、
根
強
い
点
は
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
や
は
り
気
が
早
い
。
そ
れ
が
、
ど
う
し
て
も
書
に
あ
ら
わ
れ
る
。
日
本
人
の
草
書
は
、
字
が
走
っ
て
い
る
。
支

那
人
は
、
走
ら
な
い
で
、
字
を
も
っ
て
行
く
。
走
る
よ
う
で
は
し
ら
な
い
の
が
草
書
で
す（

（00
（

。 

　

高
嶋
菊
次
郎
は
こ
の
よ
う
に
、
日
中
書
法
の
差
異
を
指
摘
し
て
い
る
。
高
嶋
の
書
画
界
へ
の
貢
献
は
、
東
京
国
立
博
物
館

へ
の
槐
安
居
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
を
始
め
と
し
て
、
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
関
連
す
る
先
行
研
究
は
、
実
業
家
の
一
面

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
多
く
、書
画
に
つ
い
て
は
槐
安
居
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
検
討
し
た
松
村
茂
樹
（
一
九
九
二（

（00
（

） 

の

論
考
が
あ
る
。
松
村
は
収
蔵
家
と
し
て
の
高
嶋
に
注
目
し
、
そ
の
根
底
と
な
っ
た
学
問
素
養
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
。

　

高
嶋
菊
次
郎
は
福
岡
県
の
人
。
四
三
年
（
六
十
九
歳
）
の
時
、
中
支
那
振
興
株
式
会
社
の
総
裁
に
就
任
し
、
四
五
年
ま
で

上
海
に
滞
在
し
た
。
戦
後
は
六
九
年
に
九
十
五
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
、
鵠
沼
の
邸
宅
で
読
書
と
散
策
を
楽
し
み
過
ご
し
た
。

　

高
嶋
は
十
五
歳
頃
か
ら
本
格
的
に
漢
学
を
学
び
、
二
十
六
歳
か
ら
中
国
、
台
湾
に
長
期
滞
在
す
る
等
、
早
く
か
ら
中
国
文

化
に
親
し
ん
だ
。
収
蔵
に
つ
い
て
は
「
王
子
在
職
当
時
か
ら
書
道
を
研
究
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、
中
国
の
書
・
画
の
蒐
集
に

熱
心
だ
っ
た
。
な
が
い
あ
い
だ
、
す
く
な
か
ら
ぬ
私
財
を
投
じ
て
集
め
た
逸
品
は
、
お
そ
ら
く
数
百
点
に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う（

（00
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
三
十
代
後
半
か
ら
書
画
の
蒐
集
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
「
一
九
一
七
年
頃
（
四
十
三
歳
）

か
ら
集
め
は
じ
め
、第
二
次
世
界
大
戦
頃
に
は
相
当
な
規
模
に
な
っ
て
い
た（

（00
（

」
と
言
わ
れ
て
お
り
、二
十
年
以
上
か
け
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
嶋
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
臨
書
を
日
課
と
し
て

お
り
、
年
譜
に
は
二
七
年
（
五
十
三
歳
）
頃
よ
り
、「
書
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
も
っ
ぱ
ら
菘
翁
の
心
経
を
習（

（00
（

」
い
、
一
九

年
（
五
十
六
歳
）
に
は
「
書
に
つ
い
て
自
得
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
こ
れ
よ
り
一
段
と
書
に
専
念（

（00
（

」 

し
て
い
た
と
あ
る
。

　
（
２
）
銭
瘦
鉄
と
高
嶋
菊
次
郎
の
交
流

　

続
け
て
銭
と
高
嶋
の
交
流
に
つ
い
て
、
①
銭
瘦
鉄
刻
高
嶋
菊
次
郎
自
用
印
、
②
高
嶋
菊
次
郎
の
上
海
時
代
に
お
け
る
中
国

人
と
の
交
流
、
③
沈
子
丞
、
銭
瘦
鉄
画
「
高
嶋
菊
次
郎
像
」
に
分
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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①
銭
瘦
鉄
刻
高
嶋
菊
次
郎
自
用
印

　

銭
と
高
嶋
の
出
会
い
に
つ
い
て
明
確
な
記
載
は
な
い
。
銭
が
刻
し
た
高
嶋
の
自
用
印
は
、
対
印
を
含
め
て
計
十
四
顆
確
認

で
き
、側
款
か
ら
も
っ
と
も
早
期
の
も
の
で
「
乙
丑
十
月
」、つ
ま
り
二
五
年
十
一
月
下
旬
頃
で
あ
る
。 

現
在
ま
で
に
そ
れ
以

前
の
二
人
の
交
流
を
示
す
痕
跡
は
な
い
た
め
、
暫
定
的
に
出
会
い
の
下
限
を
一
九
二
五
年
と
し
た
い
。
時
に
高
嶋
は
五
十
一

歳
、
銭
二
十
九
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

二
五
年
四
月
二
十
一
、二
十
二
日
に
銭
は
上
海
の
文
監
師
路
の
日
本
人
倶
楽
部
で
展
覧
会
を
行
っ
て
お
り
、橋
本
も
参
観
し

て
い
る（

（00
（

。
こ
の
年
、
橋
本
の
招
待
で
二
三
、二
四
年
に
続
き
、
十
月
に
銭
は
三
度
目
の
訪
日
を
果
し
た
。
銭
は
二
三
年
に
京

都
、
明
石
で
個
展
、
二
四
年
に
も
銀
座
松
屋
で
個
展
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
名
は
橋
本
ら
の
推
薦
を
受
け
日
本
文
化
人
の

間
で
広
ま
っ
て
い
き
、
当
時
書
に
興
味
を
有
し
て
い
た
高
嶋
の
知
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
銭
が
高
嶋
に
刻
し
た
印
の

側
款
か
ら
、
そ
の
後
も
高
嶋
は
二
九
年
秋
、
三
一
年
夏
と
銭
が
訪
日
す
る
た
び
に
、
ほ
ぼ
毎
回
篆
刻
の
依
頼
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
二
九
年
秋
に
銭
は
高
嶋
に
扇＊

面
作
品
（
図
44
）、「
槐
安
居
主
間
間
図
」
冊
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
嶋
と
銭

の
交
流
は
、
四
三
年
三
月
に
高
嶋
が
中
支
那
振
興
株
式
会
社
総
裁
と
し
て
六
十
九
歳
で
上
海
へ
赴
任
し
て
か
ら
も
続
い
て
い

く
。

　
　

　
　
②
高
嶋
菊
次
郎
の
上
海
時
代
に
お
け
る
中
国
人
と
の
交
流

　

高
嶋
の
上
海
赴
任
は
当
時
『
申
報
』
に
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
中
支
那
振
興
株
式
会
社
は
「
名
前
こ
そ
は
株
式
会
社
で

あ
る
が
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
日
本
政
府
の
代
行
機
関
の
よ
う
な
も
の
で
、
中
支
那
に
お
け
る
い
っ
さ
い
の
経
済
問
題
、
こ
と

に
産
業
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
指
導
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た（

（01
（

」
た
め
、
非
常
に
強
い
権
力
を
有
し
て
い
た
。
高

嶋
は
上
海
到
着
後
、
最
初
は
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
近
く
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
海
格

路
の
総
裁
公
館
に
寓
し
た
。

　

栖
原
文
子
（
本
州
製
紙
栖
原
専
務
取
締
役
夫
人
）
の
回
想
に
は
、
高
嶋
の
公
館
で
の
生
活
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。「
軍
、

官
、
民
の
要
人
を
始
め
、
中
国
の
著
名
な
方
々
、
そ
し
て
、
御
趣
味
の
深
い
お
集
ま
り
と
、
そ
の
御
接
待
の
数
は
、
大
変
な

も
の
で
し
た（

（0（
（

」
と
、
多
く
の
人
が
高
嶋
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
京
政
府
の
要
人
で
は
「
褚
民
誼
、
周
仏
海
、
梅

図 44　銭瘦鉄扇面作品と落款（『二〇一二年横浜国際オークションカタログ』）
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図
45　
沈
子
丞
、
銭
瘦
鉄
「
高
嶋
菊
次
郎
像
」（
個
人
蔵
）

思
平
、
林
柏
生
等（

（00
（

」
の
訪
問
を
受
け
た
が
、
高
嶋
の
楽
し
み
は
何
と
い
っ
て
も
上
海
の
文
人
墨
客
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。「
公

館
の
お
二
階
一
間
に
、
畳
を
し
い
て
、
こ
こ
で
よ
く
中
国
の
文
人
墨
客
の
方
方
と
、
詩
や
、
絵
の
、
お
話
し
を
、
交
わ
さ
れ

た
り
、
書
か
れ
た
り
、
さ
れ
ま
し
た
。
閏
秀
画
家
周
煉
花
（
筆
者
注
：「
花
」
は
「
霞
」
の
誤
り
）
女
史
が
、
扇
面
に
立
葵
の
花

を
彩
色
さ
れ
た
の
に
お
じ
様
が
、「
う
す
衣
の
姑
娘
行
く
な
り
並
木
街
」
と
お
書
き
く
だ
さ
っ
た
の
を
、
今
で
も
大
切
に
致
し

て
お
り
ま
す（

（00
（

」
と
あ
り
、
高
官
か
ら
文
化
人
ま
で
多
く
の
人
々
が
公
邸
に
集
い
、
さ
な
が
ら
日
中
友
好
サ
ロ
ン
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
。
銭
瘦
鉄
も
度
々
高
嶋
邸
を
訪
れ
旧
交
を
温
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
③
沈
子
丞
、
銭
瘦
鉄
「
高
嶋
菊
次
郎
像
」

　

銭
維
多
氏
の
手
も
と
に
は
当
時
、
銭
と
高
嶋
の
交
流
を
偲
ば
せ
る
作
品
が
伝
わ
る
。
沈
子
丞
、
銭
瘦
鉄
画
「＊

高
嶋
菊
次
郎

像
」（
図
45
）
で
あ
る
。

　

同
作
は
、
着
物
を
ま
と
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
高
嶋
が
落
ち
着
い
た
様
子
で
座
し
て
お
り
、
遠
く
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
。

く
っ
き
り
と
描
写
さ
れ
た
人
物
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
穏
や
か
な
筆
致
で
淡
墨
を
用
い
て
太
い
幹
と
立
派
な
根
、
鬱
蒼
と
生

い
茂
っ
た
葉
が
描
か
れ
て
お
り
、
背
景
も
高
嶋
の
人
物
像
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

　

落
款
に
は
銭
の
筆
で
「
槐
安
居
士
七
秩
造
象
。
癸
未
冬
。
子
丞
画
。
叔
厓
補
景
」
と
あ
る
。
七
秩
は
七
十
歳
、
癸
未
は

一
九
四
三
年
。
子
丞
は
沈
子
丞（

（00
（

を
指
す
。
叔
厓
は
銭
の
字
で
あ
る
。
こ
の
年
、
高
嶋
は
数
え
で
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
翌
年

を
待
っ
て
渡
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
機
会
を
失
し
た
ま
ま
、
同
作
は
銭
家
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
敗

戦
の
雰
囲
気
が
刻
一
刻
と
漂
う
中
で
、
二
人
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
四
五
年
、
高
嶋
菊
次
郎
は
上
海
を
引
き
上
げ
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
公
職
追
放
の
身
と
な
る
。
そ
し
て
、
翌
年
に
銭

が
再
来
日
し
た
時
に
は
、
立
場
上
面
会
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
銭
が
戦
時
中
に
上
海
で
高
嶋
か
ら
預
か
っ
て

い
た
呉
譲
之
の
『
包
世
臣
像
』
を
西
川
寧
に
託
す
と
い
う
佳
話
が
生
ま
れ
た（

（00
（

。

　
（
３
）
小　
結

　

高
嶋
の
次
男
泰
二
（
一
九
一
二
―
二
〇
一
一
）
は
父
と
と
も
に
上
海
に
居
し
て
い
た
が
、陸
軍
上
海
部
に
勤
務
し
て
い
た
た
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め
戦
犯
と
し
て
抑
留
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
四
七
年
に
よ
う
や
く
巣
鴨
拘
置
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た（

（00
（

。 

　

銭
家
に
は
高
嶋
泰
二
の
一
九
九
二
年
十
一
月
十
七
日
、
銭＊

大
礼
宛
書
簡
（
図
46
）
が
伝
わ
る
。
そ
こ
に
は
中
国
語
で
当
時

の
銭
瘦
鉄
と
の
交
流
を
懐
か
し
む
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
関
係
す
る
箇
所
を
訳
出
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
…
…
当

時
私
も
上
海
に
お
り
、
し
ば
し
ば
海
格
路
の
家
父
公
館
で
瘦
鉄
先
生
と
会
い
、
食
事
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
五
十
年
前
の
こ

と
で
す
が
、
本
当
に
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
以
前
家
父
は
中
国
画
の
鑑
賞
を
こ
の
上
な
い
楽
し
み
と
し
て
い
ま
し
た
。
多

忙
な
な
か
で
も
、
瘦
鉄
先
生
と
中
国
芸
術
を
議
論
す
る
こ
と
は
、
父
に
と
っ
て
も
っ
と
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
も
高
嶋
と
銭
の
芸
術
を
通
じ
た
友
誼
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
沈
子
丞
、
銭
瘦
鉄
「
高
嶋
菊
次
郎
像
」
に
つ
い
て

も
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
手
紙
に
書
か
れ
て
い
た
家
父
七
十
歳
誕
生
日
を
祝
う
絵
画
に
つ
い
て
は
ま
っ
た

く
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
封
頂
い
た
絵
の
コ
ピ
ー
に
う
つ
る
家
父
は
、中
国
の
文
人
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

感
無
量
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
こ
の
肖
像
画
を
拝
見
し
た
い
も
の
で
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
す
で
に
八
十
歳
を

過
ぎ
て
い
た
高
嶋
泰
二
が
こ
の
肖
像
画
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
同
作
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

銭
と
高
嶋
の
交
流
は
、
一
九
二
五
年
の
刻
印
依
頼
か
ら
四
三
年
の
高
嶋
帰
国
ま
で
続
い
た
。
戦
時
の
厳
し
い
状
況
下
で
、

二
人
は
ど
の
よ
う
な
芸
術
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
公
務
に
追
わ
れ
て
い
た
高
嶋
に
と
っ
て
、
銭
と
の
ひ
と
時

は
つ
か
の
間
の
休
息
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

三
、
そ
の
他
実
業
家
と
の
交
流

　
（
１
）
土
屋
計
左
右
（
一
八
八
八
―
一
九
七
三
）

　

土
屋
計
左
右
は
、一
九
一
二
年
に
東
京
高
等
商
業
学
校（
現
一
橋
大
学
）専
攻
部
を
卒
業
し
、三
井
銀
行
に
入
行
。
一
九
一
六

年
、
同
行
上
海
支
店
設
置
と
同
時
に
赴
任
、
二
一
年
同
支
店
長
、
三
〇
年
に
帰
国
し
本
店
外
国
営
業
部
長
に
栄
転
。
三
四
年

に
体
調
不
良
の
た
め
四
十
七
歳
で
退
職（

（00
（

。
後
、
四
〇
年
四
月
に
第
一
ホ
テ
ル
の
創
業
に
携
わ
り
、
同
年
九
月
に
取
締
役
社
長

に
就
任
し
た
。

　

前
稿
で
も
土
屋
と
銭
の
交
流
に
触
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
土
屋
が
帰
国
を
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
土
屋
は

一
六
年
か
ら
三
〇
年
の
十
四
年
間
に
わ
た
る
上
海
滞
在
の
中
で
、か
な
り
早
い
時
期
か
ら
銭
と
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図
46　
高
嶋
泰
二
の
銭
大
礼
宛
書
簡
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関
連
す
る
記
事
を
『
申
報
』
か
ら
見
て
き
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
二
九
年
十
一
月
十
日
に
上
海
の
六
三
園
で
行
わ
れ
た
呉
昌
碩
の
三
回
忌
で
あ
る（

（00
（

。
土
屋
の
名
が
出
席
者
の
一

人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
同
記
事
に
銭
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
上
海
に
帰
国
し
て
い
た
銭
が
参
加
し
て
い
た

こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
に
、
そ
の
同
年
十
二
月
十
三
、十
四
日
に
は
、
上
海
の
毎
日
新
聞
社
三
階
で
『
中
日
画
家
聯
歓
絵
画
展
覧
会（

（00
（

』 

が
開

催
さ
れ
る
予
定
と
の
記
事
が
あ
る
。
同
展
に
は
倉
橋
西
峯
、
渡
辺
晃
堂
の
作
品
を
中
心
に
日
中
の
現
代
書
画
家
の
作
品
数
十

点
が
出
展
さ
れ
た
。
土
屋
は
発
起
人
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
銭
の
名
は
こ
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
出
品
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
二
九
年
十
二
月
に
上
海
で
行
わ
れ
た
橋
本
関
雪
歓
迎
会
に
「
日
賓
土
屋
計
左
右
曁
其
夫
人
」
と
土
屋
夫
婦
の
参
加
が

み
ら
れ
る（

（01
（

。
十
二
月
十
一
日
、
橋
本
関
雪
は
夫
人
と
と
も
に
大
連
か
ら
上
海
を
訪
れ
、
上
海
美
専
学
校
の
同
人
が
中
心
と
な

り
送
迎
会
が
催
さ
れ（

（0（
（

、
橋
本
は
そ
の
翌
日
に
帰
国
し
た
。
歓
迎
会
は
汪
英
宝
（
一
八
九
七
―
一
九
七
一
・『
時
事
新
報
』
総
経
理
）

の
延
赴
大
西
路
に
あ
る
私
宅
で
行
わ
れ
た
。
日
本
側
参
加
者
に
は
橋
本
、
橋
本
夫
人
を
は
じ
め
、
土
屋
と
そ
の
夫
人
富
美
子
、

澤
村
幸
夫（

（00
（

、
田
中
喜
平（

（00
（

等
が
参
列
、
中
国
側
は
任
菫
叔
、
謝
公
展
、
張
善
孖
、
王
済
遠
、
張
辰
伯
、
銭
瘦
鉄
と
そ
の
夫
人
韓

秀
、
孫
雪
泥
、
鄭
午
昌
、
許
徴
白
、
王
个
簃
等
書
画
家
四
十
余
人
が
参
加
し
た
。

　

中
国
側
参
加
者
の
中
で
銭
だ
け
が
日
本
語
に
通
じ
、
そ
の
他
の
人
は
筆
談
で
あ
っ
た
。
座
席
で
は
紙
片
が
蝶
の
よ
う
に
飛

び
交
い
、
任
菫
叔
、
王
个
簃
と
詩
の
応
酬
が
行
わ
れ
、
謝
公
展
、
王
済
遠
は
画
を
論
じ
た
と
あ
る
。
宴
会
は
王
一
亭
の
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
興
に
乗
り
筆
会
も
行
わ
れ
た（

（00
（

。
銭
は
接
待
の
責
任
者
で
あ
り
、
銭
の
妻
韓
秀
は
女
性
客
の
接
待
を
し
て

い
た
。
銭
は
日
本
語
を
理
解
し
て
い
た
も
の
の
、
身
振
り
手
振
り
で
指
示
を
出
し
、
ま
た
筆
会
で
は
筆
を
揮
い
な
が
ら
も
指

示
を
出
し
て
い
た
と
い
う（

（00
（

。 

　

一
九
三
〇
年
に
土
屋
は
帰
国
す
る
が
、
十
一
月
五
日
に
上
海
の
日
本
総
領
事
重
光
葵
は
私
邸
に
て
土
屋
の
歓
送
会
を
行
っ

た
。
中
国
側
の
出
席
者
に
は
王
一
亭
、
黄
賓
虹
、
銭
瘦
鉄
等
の
「
芸
術
界
名
流
」
が
集
い（

（00
（

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
返
礼
と

し
て
、
十
一
月
二
十
六
日
に
土
屋
も
上
海
の
日
本
人
倶
楽
部
に
て
三
百
人
を
招
待
し
宴
会
を
開
催
し
た
。
馬
孟
容
は
土
屋
の

上
海
に
お
け
る
功
績
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
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（
土
屋
は
）
上
海
に
在
任
す
る
こ
と
十
四
年
。
大
胆
で
あ
り
な
が
ら
和
や
か
、
礼
儀
正
し
く
文
雅
で
あ
る
。
我
が
国
の
人

士
と
の
友
誼
は
篤
く
、書
画
を
雅
好
す
る
。
中
日
芸
術
の
発
展
に
つ
い
て
、氏
は
提
唱
す
る
と
こ
ろ
余
す
と
こ
ろ
な
か
っ

た
。
中
日
芸
術
同
志
会
成
立
の
際
に
は
、
多
く
の
賛
助
を
頂
い
た
。
近
日
、
本
社
の
命
に
よ
り
栄
転
帰
国
と
な
る
。
芸

術
会
の
同
志
は
梓
園
に
集
い
、
一
頁
ず
つ
作
画
を
し
、
餞
別
と
し
て
冊
子
を
贈
っ
た
。
昨
日
、
氏
は
返
礼
の
宴
会
を
日

本
人
倶
楽
部
に
て
開
催
し
、
海
上
各
界
の
名
流
及
び
芸
術
の
同
志
を
招
待
し
た
。
…
…
来
賓
は
三
百
人
と
な
り
、
中
国

人
、
日
本
人
が
半
数
ず
つ
参
加
し
賑
や
か
に
行
わ
れ
た（

（00
（

。

　

中
日
芸
術
同
志
会
に
つ
い
て
は
、前
稿
第
二
章
で
既
に
述
べ
た
。
同
文
に
あ
る
「
冊
子
」
は
現
在
も
日
本
に
伝
わ
る（

（00
（

。
三
百

人
と
い
う
大
規
模
な
宴
会
か
ら
、
土
屋
の
上
海
に
お
け
る
貢
献
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。

　

銭
と
の
交
流
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
土
屋
の
上
海
滞
在
期
間
と
上
海
書
画
家
と
の
交
流
を
鑑
み

る
と
、
銭
と
の
交
流
も
一
九
二
〇
年
代
の
、
そ
れ
も
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　

土
屋
が
銭
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け
深
い
交
流
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

銭
が
土
屋
に
刻
し
た
印
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
だ
が
、二
人
の
交
流
の
一
端
を
土
屋
の
息
子
計
雄
（
一
九
二
一

―
一
九
八
九
、第
一
ホ
テ
ル
社
長
等
を
歴
任
）
の
一
九
八
四
年
十
二
月
三
日
付
の
銭＊

大
礼
宛
書
簡
（
図
47
）
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
関
連
す
る
箇
所
を
訳
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

銭
瘦
鉄
先
生
の
こ
と
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
日
中
戦
争
が
始
ま
る
前
、
銭
先
生
が
日
本
に
滞
在
中
、
我
が
家

に
半
年
ほ
ど
居
ら
れ
ま
し
た
。
銭
先
生
に
つ
い
て
、
先
父
は
私
に
多
く
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の

時
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
前
回
、
訪
中
し
た
時
に
上
海
芸
術
院
を
参
観
し
、
そ
こ
で
銭
瘦
鉄
、
王
一
亭
、
呉

昌
碩
諸
先
生
の
思
い
出
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
彼
ら
は
私
に
、
銭
先
生

は
上
海
芸
術
院
の
重
要
な
会
員
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
中
戦
争
の
間
、
銭
先
生
に
つ
い
て
の
消
息
が

途
絶
え
先
父
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
後
に
、
銭
先
生
が
中
国
で
ご
活
躍
だ
と
知
り
、
安
堵
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
銭
先
生
の
数
枚
の
画
と
篆
刻
を
蔵
し
て
い
ま
す
…
…（

（00
（

図
47　
土
屋
計
雄
の
銭
大
礼
宛
書
簡
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土
屋
計
雄
は
上
海
で
生
ま
れ
、
父
計
左
右
と
と
も
に
三
〇
年
に
帰
国
し
た
。
一
九
三
七
年
、
日
中
戦
争
勃
発
以
前
に
は
、

銭
が
土
屋
宅
で
半
年
間
逗
留
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
「
銭
瘦
鉄
年
表
」
等
に
も
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
印
文

や
個
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
土
屋
も
銭
の
刻
印
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
（
２
）
五
代
目
武
田
長
兵
衞
（
一
八
七
〇
―
一
九
五
九
）

　

五
代
目
武
田
長
兵
衞
（
武
田
和
敬
）
は
武
田
薬
品
工
業
の
第
五
代
目
当
主
。
同
工
業
は
初
代
に
よ
り
一
七
八
一
年
に
大
坂

で
薬
種
商
と
し
て
創
業
し
、
以
来
そ
の
名
は
六
代
目
武
田
長
兵
衞
（
一
九
四
三
―
七
四
）
ま
で
継
承
さ
れ
た
。

　

五
代
目
武
田
長
兵
衞
と
銭
の
直
接
の
交
流
を
示
す
文
献
は
な
い
が
、
五
代
目
が
行
っ
た
文
化
事
業
の
一
つ（

（01
（

、
杏
雨
書
屋
の

設
立（

（0（
（

と
同
書
屋
の
蔵
書
印
が
そ
の
接
点
で
あ
る
。

　

杏
雨
書
屋
蔵
書
印
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
平
松
賢
二
（
二
〇
一
六
）
の
論
考
が
あ
る
。
平
松
は
「
杏
雨
書
屋
の
蔵
書

印
」
展
示
会
と
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
五
代
目
の
蔵
書
印
は
十
五
顆
あ
る
こ
と
、
京
都
の
篆
刻
家
・
石

川
蘭
八
（
一
八
六
七
―
一
九
三
一
）
の
印
を
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
、一
九
三
六
年
九
月
に
銭
瘦
鉄
が
「
杏
雨
書
屋
図
書

之
記
」
朱
文
印
を
刻
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（00
（

。
し
か
し
今
回
、
銭
の
日
本
人
に
刻
し
た
印
の
実
地
調
査
を
行
う
中
で
、

そ
の
他
に
二
顆
の
銭
刻
蔵
書
印
の
所
蔵
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（00
（

。

　

①
（
図＊

48
）
に
は
側
款
に
「
杏
雨
書
屋
主
人
正
之
。
丙
子
九
月
叔
厓
刻
」
と
あ
る
。
杏
雨
書
屋
主
人
は
五
代
目
武
田
長

兵
衞
の
こ
と
。
一
九
三
六
年
九
月
刻
。
銭
が
杏
雨
書
屋
に
刻
し
た
印
の
中
で
、
唯
一
年
款
の
あ
る
印
で
あ
る
。
そ
の
前
年
、

三
五
年
に
銭
は
『
瘦
鉄
印
存
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
同
印
譜
が
五
代
目
の
旧
蔵
品
と
し
て
杏
雨
書
屋
に
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、

五
代
目
は
同
印
譜
を
見
た
上
で
銭
に
刻
印
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
印
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
側
款
「
庚
寅
正
月
。
瘦

鉄

漢
画
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
上
に
、
印
側
面
に
虎
図
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
庚
寅
」
は
五
〇
年
。
銭
は
四
九
年
に
香
港
へ
、

一
九
五
〇
年
に
は
上
海
へ
と
帰
国
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
前
章
で
記
し
た
五
七
年
の
小
杉
放
菴
宛
書
簡
一
通
を
除
い
て
日
本

人
と
の
交
流
の
足
跡
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。
銭
が
ど
こ
で
こ
の
側
款
を
刻
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
五
代
目
が
当
時

上
海
に
赴
い
た
と
い
う
記
述
も
な
い
が
、「
庚
寅
」
側
款
は
五
〇
年
代
初
期
も
銭
が
日
本
人
と
交
流
を
し
て
い
た
可
能
性
を
示

す
も
の
と
な
っ
た
。

図
48　
①
銭
瘦
鉄
刻「
杏
雨
書
屋
図
書
之
記
」

　
　
　
朱
文
印
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨

　
　
　
書
屋
所
蔵
）

図
49　
②
銭
瘦
鉄
刻
「
杏
雨
書
屋
」
朱
文
印　

　
　
　
（
武
田
科
学
振
興
財
団　

杏
雨
書
屋

　
　
　
所
蔵
）

図
50　
③
銭
瘦
鉄
刻
「
杏
雨
書
屋
」
朱
文
印

　
　
　
（
武
田
科
学
振
興
財
団　

杏
雨
書
屋

　
　
　
所
蔵
）
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②
（
図＊

49
）
は
こ
れ
ま
で
刻
者
が
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
地
調
査
か
ら
側
款
に
「
杏
雨
書
屋
主
人
雅
属
。
叔
厓
刻
」

と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
銭
の
刻
と
判
明
し
た
。

　

③
（
図＊

50
）
は
こ
れ
ま
で
に
も
印
影
が
書
籍
に
収
録
さ
れ
て
い
た
が 

、
実
見
に
よ
り
木
印
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

①
と
②
は
未
発
表
の
印
影
で
あ
り
、銭
の
印
譜
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
銭
は
五
代
目
武
田
長
兵
衞
に
、

杏
雨
書
屋
蔵
書
印
三
顆
を
刻
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
銭
の
武
田
へ
の
刻
印
の
存
在
が
う
か
が

わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
五
代
目
武
田
長
兵
衞
編
集
、
銭
瘦
鉄
『
杏
雨
書
屋
蔵
印
』
印
譜
で
あ
る（

（00
（

。
同
印
譜
は
三
六
年

の
出
版
と
あ
る
が
、
杏
雨
書
屋
に
も
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
ま
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
（
３
）
外
山
捨
造
（
一
八
八
三
―
一
九
四
一
）

　

外
山
捨
造
は
大
阪
の
実
業
家
、
外
山
脩
造
（
一
八
四
二
―
一
九
一
六
、
阪
神
電
鉄
初
代
社
長
）
の
三
男
。
父
脩
造
は
収
蔵
家

で
あ
り
、「
翁
は
晩
年
価
う
を
厭
わ
ず
書
画
を
蒐
輯
し
て
逸
品
甚
多
か
り
し
も
の
の
如
し
就
中
尤
も
宝
愛
せ
し
は
澄
清
堂
帖
と

廬
象
昇
の
書
幅
な
り（

（00
（

」
と
、
そ
の
古
玩
愛
好
が
知
ら
れ
て
い
る
。
子
の
捨
造
も
同
じ
く
骨
董
趣
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
捨
造
に
は
関
連
す
る
文
献
は
少
な
く
、
蔵
品
が
『
書
苑
』
誌
に
数
度
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
は
、
簡
単
な
紹
介
が
残
る

程
度
で
あ
る（

（00
（

。 

　

五
代
目
武
田
長
兵
衞
同
様
に
文
献
資
料
か
ら
外
山
捨
造
と
銭
瘦
鉄
の
交
流
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
銭
が
外
山

に
刻
し
た
印
が
『
瘦
鉄
印
存
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
・
一
か
ら
三
・
六
セ
ン
チ
ま
で
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
十
顆
（
白
文
、

朱
文
印
各
五
顆
）、
更
に
妻
治
子
の
用
印
と
し
て
二
顆
が
確
認
で
き
る
。
外
山
は
よ
ほ
ど
銭
の
印
を
気
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
一
度
に
依
頼
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
銭
の
外
山
へ
の
刻
印
は
こ
の
時
以
外
は
見
ら
れ
ず
、
一
九
三
五
年
以

降
刻
印
の
依
頼
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

四
、
お
わ
り
に

　

本
章
で
は
銭
瘦
鉄
と
実
業
家
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
、
高
嶋
菊
次
郎
、
土
屋
計
左
右
、
五
代
目
武
田
長
兵
衞
、
外
山
捨
造
に

焦
点
を
当
て
て
検
討
を
加
え
た
。
高
嶋
、
土
屋
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
銭
と
交
流
を
し
、
ま
た
時
期
は
異
な
る
が
、
と
も
に
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図
51　
銭
瘦
鉄
刻
「
男
爵
三
井
寿
太
郎
」
朱
文
印

上
海
に
長
期
間
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
間
も
銭
と
交
流
を
保
っ
て
い
た
。

　

土
屋
は
三
〇
年
に
上
海
か
ら
帰
国
し
た
が
、
一
六
年
か
ら
す
で
に
呉
昌
碩
や
王
一
亭
と
親
し
く
交
流
し
て
お
り
、
銭
が
同

年
二
十
歳
で
上
海
題
襟
館
金
石
書
画
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
日
本
人
の
中
で
銭
と
最
も
早
く
面
識
を
有
し
た
一

人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
屋
の
名
は
現
在
の
書
画
界
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
が
、
高
嶋
同
様
に
日
中
書

画
界
の
懸
け
橋
と
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

五
代
目
武
田
長
兵
衞
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
杏
雨
書
屋
蔵
書
印
を
実
地
調
査
し
、
新
た
に
二
顆
の
銭
刻
印
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
更
に
調
査
の
途
中
で
、
五
代
目
武
田
長
兵
衞
編
集
、
銭
瘦
鉄
『
杏
雨
書
屋
蔵
印
』
印
譜
（
一
九
三
六
年
出

版
）
の
存
在
を
知
っ
た
が
、
未
だ
実
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

外
山
捨
造
の
よ
う
に
、
妻
の
印
と
併
せ
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
一
度
に
十
数
顆
を
銭
瘦
鉄
に
刻
印
を
依
頼
す
る
と
い
う
情
況
は

珍
し
く
、
外
山
の
銭
印
の
気
に
入
り
よ
う
が
想
像
で
き
る
。

　

銭
瘦
鉄
の
刻
印
を
調
査
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
銭
の
印
譜
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
三
井
寿
太
郎
（
高
徳
）
へ
の
刻
印

も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「＊

男
爵
三
井
寿
太
郎
」
朱
文
印
（
図
51
）、側
款
に
は
「
己
巳
夏
六
月
為
三
井
男
爵
篆
。
瘦
鉄
」

と
あ
る
。
一
九
二
九
年
の
刻
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
三
井
財
閥
の
第
十
一
代
当
主
で
、
中
国
書
画
収
蔵
家
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
英
嗣
・
清
原
健
）

　
　
　

第
九
章
　
お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
日
中
書
法
交
流
研
究
の
角
度
か
ら
、
一
九
二
二
年
か
ら
四
九
年
ま
で
日
中
間
を
往
来
し
多
く
の
日
本
文
化
人

と
交
流
を
続
け
た
銭
瘦
鉄
を
中
心
に
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
を
縦
軸
と
し
て
、
年
代
ご
と
に
銭
の
日
中
間
に
お
け
る
活

動
の
模
様
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
第
五
章
か
ら
第
八
章
ま
で
を
横
軸
と
し
て
、
銭
と
交
流
を
し
た
書
画
家
、
実
業
家

た
ち
の
動
き
も
視
野
に
入
れ
て
、
当
時
の
銭
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
を
加
え
た
。

　

本
論
の
第
二
章
「
銭
瘦
鉄
来
日
か
ら
展
覧
会
参
加
（
一
九
二
二
―
一
九
三
六
）」
で
は
、
二
三
年
の
銭
来
日
か
ら
三
七
年
に

『
書
菀
』
に
参
画
す
る
ま
で
の
交
流
を
、
銭
が
参
加
し
た
書
画
団
体
を
中
心
に
、
そ
の
動
き
を
た
ど
っ
た
。
銭
は
ま
だ
二
十
代
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で
あ
っ
た
が
、
中
日
共
同
開
催
の
美
術
展
、
民
間
の
書
画
団
体
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
交
流
は
三
二
年
の
上
海
事
変
後

も
継
続
し
た
。
銭
は
日
中
間
が
緊
張
状
態
に
陥
っ
て
い
く
中
で
も
、
常
に
芸
術
に
よ
る
平
和
を
希
求
し
、
そ
の
こ
と
が
後
の

幅
広
い
日
本
人
と
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章
「
銭
瘦
鉄
の
『
書
菀
』
参
画
か
ら
検
挙
、
帰
国
ま
で
（
一
九
三
七
―
一
九
四
一
）」
で
は
、『
銭
瘦
鉄
自
筆
年
譜
』
や

当
時
の
裁
判
記
録
、
銭
の
家
族
宛
書
簡
等
を
用
い
て
、
銭
の
検
挙
か
ら
釈
放
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
銭
が
拘
留
さ
れ
て
い
た
間
も
、
周
囲
の
日
本
人
の
刑
務
所
と
の
交
渉
や
刑
務
所
側
の
中
国
美
術
へ
の
理
解
も
重
な
り
、

銭
は
刑
務
所
内
に
ア
ト
リ
エ
を
与
え
ら
れ
引
き
続
き
書
画
篆
刻
に
従
事
し
、
刑
務
官
や
裁
判
官
さ
え
も
獄
中
の
銭
に
書
画
の

依
頼
を
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。

　

第
四
章
「
銭
瘦
鉄
の
帰
国
と
再
来
日
及
び
そ
の
後
（
一
九
四
二
―
一
九
四
九
）」
で
は
、
釈
放
さ
れ
中
国
に
帰
国
し
た
銭
を

訪
問
し
た
日
本
人
及
び
戦
後
の
銭
の
再
来
日
時
の
動
き
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
四
〇
年
代
の
日
本
占
領
下
の
上
海
に
お
い

て
も
、
抗
日
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
一
貫
し
て
芸
術
と
戦
争
が
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
し
日
本
人
と
の
交
流
を
続
け
、
そ
の

態
度
は
一
九
四
六
年
に
連
合
国
占
領
軍
代
表
団
の
一
員
と
し
て
再
来
日
し
て
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

第
五
章
「
橋
本
関
雪
と
の
交
流
」
で
は
、
日
本
に
銭
を
招
待
し
た
動
機
や
合
作
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
に
学
ぶ
一

方
通
行
的
な
日
中
芸
術
交
流
で
は
な
く
、
彼
ら
が
芸
術
思
想
を
含
め
て
新
た
な
相
互
交
流
の
形
を
築
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
六
章
「
小
杉
放
菴
・
石
井
林
響
と
の
交
流
」
で
は
、『
小
杉
放
菴
日
記
』
を
用
い
て
、
銭
拘
留
を
め
ぐ
る
小
杉
取
り
調
べ

の
詳
細
や
小
杉
や
會
津
が
銭
の
逮
捕
後
、
直
ぐ
に
関
係
部
署
へ
足
を
運
び
土
屋
計
左
右
等
と
と
も
に
対
策
を
練
っ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
會
津
の
銭
釈
放
へ
の
尽
力
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
七
章
「
會
津
八
一
と
の
交
流
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
會
津
と
銭
は
一
九
二
九
年
に
初
対
面
し
、
そ
こ
か
ら
急
速
に
交
流

を
深
め
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
数
年
前
か
ら
會
津
は
銭
の
存
在
を
認
識
し
、
交
流
の
下
準
備
は
そ
れ
ま
で
に

十
分
整
っ
て
い
た
こ
と
、
二
人
の
初
対
面
の
日
時
が
現
行
の
説
よ
り
早
い
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
會

津
の
諸
人
へ
宛
て
た
書
簡
か
ら
は
、
二
十
年
間
の
交
流
の
中
で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
銭
を
周
囲
の
人
々
に
推
薦
し
、
そ
の
芸
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術
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
會
津
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
銭
の
人
格
、
芸
術
の
高
さ
に

加
え
て
會
津
の
「
篆
刻
の
革
新
」
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

第
八
章
「
実
業
家
と
の
交
流
」
で
は
、
高
嶋
菊
次
郎
、
土
屋
計
左
右
、
五
代
目
武
田
長
兵
衞
、
外
山
捨
造
と
の
交
流
に
つ

い
て
検
討
し
、
と
り
わ
け
土
屋
は
一
九
一
六
年
か
ら
十
四
年
間
に
わ
た
り
上
海
に
滞
在
し
、
最
も
早
期
に
銭
と
面
識
を
持
っ

た
一
人
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
高
嶋
は
四
〇
年
代
の
上
海
で
も
、
自
邸
に
日
中
の
芸
術
家
を
招
き
、
さ
な
が

ら
日
中
文
墨
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、
高
嶋
、
土
屋
と
も
に
二
代
に
わ
た
り

銭
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
銭
家
に
伝
わ
る
書
簡
か
ら
判
明
し
た
。

　

最
後
に
第
十
章
に
替
え
て
附
録
「
銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
一
覧
表
」
か
ら
は
、現
行
の
印
譜
資
料
等
を
駆
使
し
て
、

銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
を
計
一
三
〇
名
四
〇
七
顆
に
わ
た
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
中
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
中
国

で
は
政
治
的
配
慮
か
ら
、
近
年
ま
で
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
書
画
作
品
が
研
究
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
状
況
は
ほ
と

ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
銭
と
日
本
人
と
の
交
流
が
個
々
に
研
究
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
中

国
語
資
料
を
用
い
た
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

中
国
で
は
二
〇
一
八
年
よ
り
毎
年
、
杭
州
・
上
海
に
て
銭
痩
鉄
及
び
そ
の
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
画
展
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
日
中
国
交
正
常
化
五
十
周
年
に
当
た
る
本
年
も
、
引
き
続
き
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、

今
後
よ
り
一
層
銭
と
日
本
人
の
交
流
が
注
目
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

本
研
究
に
よ
り
銭
瘦
鉄
と
日
本
文
化
人
と
の
交
流
の
模
様
を
、
基
礎
的
な
段
階
で
は
あ
る
が
、
一
定
程
度
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
日
中
書
道
交
流
史
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　

 （
堀
川
英
嗣
）

〈
注
〉

（
1
）
橋
本
関
雪
の
経
歴
に
つ
い
て
は
橋
本
関
雪
著
、
橋
本
節
哉
編
『
白
沙
村
人
随
筆
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
年
）、『
墨
美
』
第
二
五
六
号
（
墨

美
社
、
一
九
七
五
年
）、『
没
後
五
〇
年
記
念
橋
本
関
雪
展
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）、
西
原
大
輔
『
橋
本
関
雪
―
師
と
す
る
も
の
は
支
那

の
自
然
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
２
）
橋
本
関
雪
著
、
橋
本
節
哉
編
『
白
沙
村
人
随
筆
』
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
年
、
一
三
三
頁
。
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（
（
）
柿
木
原
く
み
「
日
本
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
」『
書
学
書
道
史
論
叢
』
萱
原
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
一
六
七
頁
。

（
4
）
西
原
大
輔
『
橋
本
関
雪
―
師
と
す
る
も
の
は
支
那
の
自
然
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
二
頁
。

（
5
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
三
年
四
月
二
十
五
日
朝
刊
、
七
面
。

（
6
）
橋
本
関
雪
「
思
い
出
す
事
ど
も
」『
中
央
美
術
』
第
九
十
五
号
、
一
九
二
三
年
、
一
三
四
頁
。

（
7
）
原
文
「
今
看
其
画
俊
逸
清
秀
、
深
得
古
人
之
旨
、
其
刻
又
必
高
雅
可
知
也
」（『
瘦
鉄
印
存
』
西
泠
印
社
、
一
九
二
四
年
）。

（
（
）
橋
本
関
雪
「
上
海
雑
記
」（
三
）『
朝
日
新
聞
』、
一
九
四
三
年
五
月
二
十
日
朝
刊
、
四
面
。

（
9
）
澤
村
幸
夫
「
銭
瘦
鉄　

韓
秀
」『
上
海
人
物
印
象
記
』
第
一
集
、
東
亜
研
究
会
、
一
九
三
〇
年
、
四
十
七
頁
。

（
10
）
橋
本
関
雪
「
身
辺
雑
記
四
―
最
近
支
那
游
記
―
」『
美
の
国
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
一
九
二
六
年
、
五
十
一
頁
。

（
11
）
橋
本
関
雪
「
上
海
雑
記
」（
二
）『
朝
日
新
聞
』、
一
九
四
三
年
五
月
十
九
日
朝
刊
、
四
面
。

（
1（
）
高
折
妙
子
「
銭
瘦
鉄
さ
ん
の
こ
と
」『
橋
本
関
雪
印
譜
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
八
頁
。

（
1（
）
橋
本
節
哉
「
銭
さ
ん
」『
関
雪
遺
印　

銭
瘦
鉄
展
』
白
沙
村
荘
発
行
、
一
九
七
五
年
、
二
頁
。

（
14
）
同
右
、
三
頁
。

（
15
）
橋
本
帰
一
「
関
雪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
概
説
」『
墨
美
』
第
二
五
六
号
、
墨
美
社
、
一
九
七
五
年
、
五
頁
。

（
16
）
橋
本
、
前
掲
文
、『
中
央
美
術
』
第
九
十
五
号
、
一
九
二
三
年
、
一
三
四
頁
。

（
17
）
橋
本
帰
一
「
序
文
」『
橋
本
関
雪
印
譜
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
三
頁
。

（
1（
）
藤
枝
晃
「
関
雪
画
伯
の
印
癖
」『
生
誕
一
〇
〇
年
橋
本
関
雪
展
』
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
、
一
九
八
四
年
、
九
十
九
頁
。

（
19
）
水
野
恵
「
橋
本
関
雪
の
印
に
つ
い
て
」『
没
後
五
〇
年
記
念
橋
本
関
雪
展
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
一
一
三
頁
。

（
（0
）Aida Yuen W

ong “A Chinese Seal Carver in Japan: Q
ian Shoutie and the Literati W

orld of H
ashim

oto Kansetsu”

『
世

変
・
形
象
・
流
風
：
中
国
近
代
絵
画1796-1949

学
術
研
討
会
論
文
集
』、
財
団
法
人
鴻
禧
芸
術
文
教
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年
、
四
三
〇
頁
。

（
（1
）
水
野
恵
「
正
直
な
る
事
鈐
の
如
し
」『
橋
本
関
雪
印
譜
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
一
二
頁
。

（
（（
）
橋
本
、
前
掲
文
、『
墨
美
』
第
二
五
六
号
、
墨
美
社
、
一
九
七
五
年
、
七
頁
。

（
（（
）
高
折
、
前
掲
文
、『
橋
本
関
雪
印
譜
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
八
頁
。

（
（4
）
同
右
、
二
〇
九
頁
。

（
（5
）
橋
本
、
前
掲
文
、『
中
央
美
術
』
第
九
十
五
号
、
一
九
二
三
年
、
一
三
四
頁
。

（
（6
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
三
年
四
月
二
十
五
日
朝
刊
、
七
面
。

（
（7
）「
銭
瘦
鉄
雅
印
会
」『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
十
月
二
十
一
日
朝
刊
、
四
面
。

（
（（
）「
美
術
界
消
息
」『
中
央
美
術
』
第
十
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
五
年
。

（
（9
）
會
津
八
一
『
會
津
八
一
全
集
』
第
九
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
四
十
四
頁
。

（
（0
）
雁
魚
来
往
研
究
会
編
集
『
雁
魚
来
往
』
二
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
、
十
三
頁
。

（
（1
）「
斉
白
石
老
篆
刻
取
次
」『
美
術
』
第
十
三
巻
第
一
号
、
美
術
発
行
、
一
九
三
八
年
。

（
（（
）
澤
村
、
前
掲
文
、『
上
海
人
物
印
象
記
』
第
一
集
、
東
亜
研
究
会
、
一
九
三
〇
年
、
四
十
八
頁
。

（
（（
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
九
年
九
月
六
日
朝
刊
、
五
面
。『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第
二
五
六
号
、
一
九
二
九
年
を
参
照
。
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（
（4
）「
銭
瘦
鉄
氏
個
展
」『
文
芸
時
報
』
一
九
二
九
年
、
三
面
。

（
（5
）
株
式
会
社
資
生
堂
企
業
文
化
部
『
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
七
十
五
年
史　

一
九
一
九
～
一
九
九
四
』
求
龍
堂
、
一
九
九
五
年
、
一
一
四
頁
。

（
（6
）『
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
回
顧
展
』（「
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
回
顧
展
」
実
行
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）、『
中
国
嘉
徳
・
嘉
徳
四
季
二
〇
〇

五
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
（
中
国
書
画
二
）』（
中
国
嘉
徳
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
五
年
）、
大
阪
市
立
美
術
館
・
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
『
上
海

―
近
代
の
美
術
―
』（
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
七
年
）、『
北
京
永
楽
・
二
〇
〇
七
年
中
国
現
代
書
画
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』（
北
京

永
楽
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
七
年
）、『
誠
軒
・
二
〇
一
七
年
春
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
（
中
国
書
画
（
一
））』（
北
京
誠
軒
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

二
〇
一
七
年
）、『
西
泠
印
社
・
二
〇
一
七
年
秋
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
（
従
国
立
芸
専
到
中
国
美
院
―
「
国
」「
美
」
九
十
年
記
念
）』（
西
泠
印

社
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
七
年
）、『
中
鴻
信
・
二
〇
一
八
年
秋
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』（
中
鴻
信
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
八
年
）、『
解
衣

磅
礴
―
銭
瘦
鉄　

橋
本
関
雪
交
流
回
顧
展
』（
浙
江
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
（7
）
橋
本
関
雪
著
、
橋
本
節
哉
編
、
前
掲
書
、
一
九
五
七
年
、
三
二
五
頁
。

（
（（
）
大
阪
市
立
美
術
館
・
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
『
上
海
―
近
代
の
美
術
―
』、
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
二
頁
を
参
照
。

（
（9
）
斎
藤
悳
太
郎
編
『
関
雪
詩
存
』、
出
版
社
不
詳
、
一
九
三
九
年
、
一
一
七
頁
。

（
40
）
橋
本
関
雪
著
、
橋
本
節
哉
編
、
前
掲
書
、
一
九
五
七
年
、
三
〇
八
頁
。

（
41
）
馬
孟
容
「
歓
宴
日
本
画
家
橋
本
関
雪
記
」『
申
報
』
一
九
二
九
年
十
二
月
十
一
日
。 

（
4（
）
橋
本
関
雪
著
、
橋
本
節
哉
編
、
前
掲
書
、
一
九
五
七
年
、
二
五
九
頁
。

（
4（
）
銭
維
多
氏
に
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
四
日
に
浅
野
がSN

S

を
通
じ
て
話
を
伺
っ
た
。

（
44
）
斎
藤
、
前
掲
書
、
一
九
三
九
年
、
一
九
六
―
一
九
八
頁
参
照
。

（
45
）
一
九
二
八
年
三
月
三
十
一
日
『
申
報
』
で
は
橋
本
関
雪
が
同
年
四
月
四
日
に
上
海
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、同
年
四
月
七
日
『
時
報
』
で

は
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
三
十
点
が
完
売
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
、
上
海
で
大
い
に
注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
46
）
原
文
「
以
詩
名
於
時
、
興
酣
落
筆
如
風
雨
驟
至
、
不
拘
拘
格
律
而
自
得
唐
賢
三
昧
。」（『
上
海
漫
画
』
一
九
二
八
年
四
月
六
日
）。

（
47
）
原
文
「
放
歌
長
嘯
、
以
抒
奇
気
、
暇
輒
解
衣
磅
礴
、
具
晋
人
風
着
」（
同
右
）。

（
4（
）
原
文
「
癸
亥
四
月
余
携
妻
奴
子
游
杭
蘇
之
間
、
終
促
瘦
鉄
銭
君
相
伴
回
帰
留
杖
我
白
沙
村
荘
。
故
旧
門
生
乞
刻
者
頗
多
。
皆
是
我
国
名
流
逸
士

也
。
君
輯
其
所
刻
之
印
以
題
記
鴻
爪
征
余
。
言
余
原
不
精
篆
刻
維
然
、今
看
其
画
俊
逸
清
秀
渾
得
古
人
之
旨
。
其
刻
不
必
高
雅
可
知
也
。
聊
記
一
語
」。

（
49
）『
申
報
』
一
九
三
一
年
三
月
二
十
八
日
。

（
50
）『
申
報
』
一
九
三
一
年
四
月
十
七
日
。

（
51
）「
展
覧
会
記
」『
中
央
美
術
』
第
十
二
巻
第
九
号
、
中
央
美
術
社
、
一
九
二
六
年
、
一
七
四
頁
。

（
5（
）
澤
村
、
前
掲
文
、『
上
海
人
物
印
象
記
』
第
一
集
、
東
亜
研
究
会
、
一
九
三
〇
年
、
四
十
九
頁
。

（
5（
）
蔡
家
丘
「
小
杉
放
庵
の
「
東
洋
趣
味
」
に
つ
い
て
―
東
ア
ジ
ア
旅
行
、
中
国
絵
画
へ
の
認
識
と
受
容
を
め
ぐ
る
」『
美
術
史
』
一
七
六
号
、
美

術
史
学
会
、
二
〇
一
四
年
、
三
一
一
頁
。

（
54
）
同
右
、
三
一
一
頁
。

（
55
）
前
掲
文
、『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
十
月
二
十
一
日
朝
刊
、
四
面
。

（
56
）
小
杉
放
菴
「
界
方
事
件
」、『
芸
術
』
第
四
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一
月
五
日
。
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（
57
）
小
杉
、
前
掲
文
、『
芸
術
』
第
四
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一
月
五
日
、
七
頁
。

（
5（
）
尚
、
白
沙
村
荘
Ｈ
Ｐ
に
は
、
橋
本
節
哉
は
一
九
二
八
年
以
降
池
袋
に
居
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
小
杉
文
か
ら
は
一
九
二
五
年
に
は
池
袋
に
居
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（https://hakusablog.kyo（.jp/e4（9166.htm

l　

二
〇
二
一
年
二
月
十
七
日
閲
覧
）。
ま
た
「
銭
瘦
鉄
雅
印
会
」『
読
売

新
聞
』
一
九
二
五
年
十
月
二
十
一
日
第
四
面
に
も
、
銭
瘦
鉄
印
の
申
し
込
み
先
と
し
て
「
池
袋
丸
山
祥
雲
寺
裏
橋
本
節
哉
方
」
と
あ
る
。

（
59
）
小
杉
放
菴
「
放
庵
雑
話
」『
ア
ト
リ
エ
』
第
四
巻
第
七
号
、
一
九
二
六
年
三
月
五
日
、
二
頁
。

（
60
）『
読
売
新
聞
』
一
九
二
六
年
三
月
十
四
日
朝
刊
、
五
面
。

（
61
）
森
田
恒
友
「
林
響
氏
と
私
」『
土
筆
』
第
四
巻
九
月
号
。
柿
木
原
く
み
「
銭
瘦
鉄
と
有
島
生
馬
の
周
辺
・
補
訂 : 

住
友
寛
一
と
石
井
林
響
と
」、『
相

模
国
文
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。

（
6（
）
堀
川
英
嗣
、
浅
野
泰
之
、
段
毅
琳
「
銭
痩
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
一
九
二
二
年
か
ら
四
九
年
を
中
心
に
（
上
）
―
」

『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
六
号
、
二
〇
二
一
年
、
四
十
二
頁
。

（
6（
）
小
杉
未
醒
「
支
那
現
代
の
南
画
」『
支
那
時
報
』
五
巻
二
号
、
一
九
二
六
年
八
月
、
二
十
六
頁
。

（
64
）
放
庵
「
支
那
の
青
年
画
家
」『
ア
ト
リ
エ
』
四
号
、
一
九
二
七
年
八
月
、
一
三
八
頁
。

（
65
）
大
鹿
卓
「
銭
瘦
鉄
氏
の
こ
と
」『
桃
源
』
十
一
号
、
一
九
四
八
年
、
二
十
六
頁
。

（
66
）
堀
川
、
浅
野
、
段
、
前
掲
論
文
、『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
六
号
、
二
〇
二
一
年
、
五
十
四
頁
。

（
67
）
原
文
「
相
識
了
王
芃
生
偽
参
事
、
他
相
煩
我
伝
致
情
報
、
利
用
我
寓
所
与
日
本
人
士
会
面
之
所
」（
銭
痩
鉄
『
我
五
十
七
年
以
来
回
憶
』
一
九
三
七

年
の
項
）。

（
6（
）
柿
木
原
く
み
「
銭
瘦
鉄
と
有
島
生
馬
の
周
辺
・
補
訂 : 

住
友
寛
一
と
石
井
林
響
と
」『
相
模
国
文
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
、
五
十
三
頁
。

（
69
）
薛
曄
、
銭
晟
編
『
鉄
骨
丹
青
―
銭
瘦
鉄
紀
念
文
集
』、
上
海
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
六
六
頁
。

（
70
）『
生
誕
一
三
五
年　

石
井
林
響
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
参
照
。
ま
た
石
井
が
こ
れ
だ
け
の
短
期
間
で
同
作
を
手
放
し
た
理
由
に
つ
い
て
金
井

紫
雲
は
「
林
響
氏
は
情
の
人
で
あ
る
。
…
そ
れ
か
ら
品
川
時
代
に
石
濤
の
画
冊
を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
氏
は
こ
れ
を
手

に
入
れ
る
為
め
に
、
相
応
多
く
の
蔵
幅
を
手
離
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
氏
の
後
援
者
某
氏
の
家
が
破
綻
し
て
、
ど
う
し
て
も
大
金
が
入
る
。
氏
は
こ

れ
を
見
る
に
忍
び
ぬ
と
、
涙
を
揮
っ
て
生
命
か
ら
二
番
目
の
石
濤
を
手
離
し
て
し
ま
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。（
金
井
紫
雲
「
白
鷴
亭
林
響
を
憶
う
」

『
美
術
』
十
四
号
、
美
術
発
行
所
、
一
九
三
九
年
五
月
、
八
頁
）。

（
71
）
関
連
す
る
先
行
研
究
に
は
出
光
佐
千
子
「
小
杉
放
菴
の
名
勝
画
冊: 

石
濤
筆 

『
黄
山
八
勝
画
冊
』
の
周
辺
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
十
九
号
、

二
〇
一
三
年
、
一
二
五
―
一
四
〇
頁
）、
柿
木
原
の
前
掲
文
が
あ
る
。

（
7（
）
外
狩
顕
章
『
現
代
南
画
大
結
集
画
冊
』（
中
外
商
業
新
報
社
、
一
九
二
六
年
）
の
目
録
に
「
中
華
賓
客　

銭
瘦
鉄
先
生
」
と
あ
り
銭
の
絵
画
作
品

「
厳
先
生
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
作
の
落
款
に
は
「
丙
寅
正
月
写
於
五
松
居
。
瘦
鉄
並
題
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
一
九
二
六
年
正
月
に
銭
が
石
井

林
響
宅
に
寓
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
7（
）
水
谷
清
の
銭
瘦
鉄
訪
問
に
つ
い
て
は
大
鹿
卓
「
銭
瘦
鉄
氏
の
こ
と
」『
桃
源
』
一
九
四
八
年
、
十
一
号
二
十
四
―
二
十
九
頁
参
照
。

（
74
）
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
五
頁
。

（
75
）
同
右
。

（
76
）
原
文
「
希
望
到
日
本
去
開
画
展
、
以
促
進
中
日
文
化
交
流
」。
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（
77
）
こ
れ
ま
で
、
銭
瘦
鉄
刻
會
津
八
一
自
用
印
に
つ
い
て
宮
川
寅
雄
は
三
十
一
顆
（『
秋
艸
堂
印
譜
』、
八
頁
）、
角
田
勝
久
は
二
十
九
顆
（
角
田
勝
久

『
孤
高
の
書
人　

會
津
八
一
』、
一
〇
三
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
清
原
の
調
査
に
よ
り
三
十
四
顆
と
判
明
し
た
（
附
録
「
銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た

印
一
覧
表
」
参
照
）。

（
7（
）
宮
川
寅
雄
、『
秋
艸
道
印
譜
』、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年
、
六
頁
。

（
79
）
安
藤
更
生
『
書
豪
會
津
八
一
』、
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
、
六
十
一
頁
。

（
（0
）
同
右
。

（
（1
）
尚
、『
小
杉
放
菴
日
記
』
に
銭
瘦
鉄
を
會
津
八
一
に
紹
介
し
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
が
、
同
日
記
に
は
一
九
二
九
年
八
月
十
二
日
に
銭
が
小
杉
宅

に
泊
し
た
と
あ
り
、
小
杉
は
そ
の
前
後
に
銭
を
會
津
に
紹
介
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）
宮
川
、
前
掲
書
、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年
、
八
―
九
頁
。

（
（（
）
安
藤
更
生
他
『
會
津
八
一
全
集
』
九
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
四
十
四
頁
。

（
（4
）
角
田
勝
久
『
孤
高
の
書
人
會
津
八
一
』（
一
〇
三
頁
）
に
、
刻
印
の
時
間
を
「
夏
と
は
陰
暦
で
四
月
か
ら
六
月
」
と
記
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に

は
一
九
二
九
年
は
五
月
六
日
が
立
夏
、
八
月
七
日
が
立
秋
で
あ
る
た
め
、
八
月
を
そ
の
下
限
と
し
た
い
。

（
（5
）
角
田
勝
久
『
孤
高
の
書
人
會
津
八
一
』
龍
鳳
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
参
照
。

（
（6
）
會
津
八
一
「
個
展
を
ひ
ら
く　

銭
瘦
鉄
君
を
伝
う
」『
新
潟
新
聞
』
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
。

（
（7
）
銭
季
寅
『
近
代
名
賢
印
選
』（
一
九
二
五
年
、
千
頃
堂
書
局
）
に
、
銭
瘦
鉄
の
印
は
呉
昌
碩
の
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）「
支
那
画
家
銭
瘦
鉄
氏
個
展
」『
朝
日
新
聞
』、
一
九
二
九
年
九
月
六
日
第
五
版
。「
銭
瘦
鉄
氏
個
展
」『
文
芸
時
報
』、
一
九
二
九
年
九
月
十
八
日
、

三
頁
。「
銭
瘦
鉄
氏
の
個
展
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第
二
五
六
号
、
一
九
二
九
年
十
月
号
、
十
九
頁
等
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
世
話
人

に
會
津
八
一
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。

（
（9
）
安
藤
他
、
前
掲
書
九
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
四
十
七
頁
。

（
90
）
宮
川
、
前
掲
書
、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年
、
九
頁
。

（
91
）「
橋
本
独
山
」『
日
本
美
術
年
鑑
』、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
九
年
、
一
一
〇
頁
。

（
9（
）
銭
瘦
鉄
「
帝
展
寸
感
」『
ア
ト
リ
エ
』
十
二
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
二
九
年
、
三
十
六
頁
。

（
9（
）
角
田
勝
久
「
銭
瘦
鉄
と
會
津
八
一
」『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
、
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
三
十
八
頁
。

（
94
）
例
え
ば
、
①
一
九
三
五
年
六
月
一
日
付
の
日
相
馬
御
風
宛
書
簡
に
「
先
年
渡
来
の
中
人
銭
瘦
鉄
再
び
来
朝
し
只
今
京
都
に
あ
り
近
日
出
京
の
筈

に
て
候
。
篆
刻
等
の
御
用
御
坐
候
は
ば
御
紹
介
可
申
上
候
。」（
安
藤
更
生
他
、
前
掲
書
、
九
巻
、
一
四
五
頁
）、
②
一
九
三
五
年
十
二
月
十
一
日
付

の
相
馬
御
風
宛
書
簡
「
先
年
来
世
話
し
居
る
銭
瘦
鉄
と
い
う
も
の
の
近
作
印
譜
成
り
候
間
壹
部
供
覧
候
。
人
物
な
か
な
か
よ
ろ
し
く
篆
刻
も
年
々
上

達
致
し
候
」（
安
藤
更
生
他
前
掲
書
、
九
巻
、
一
五
一
頁
）、
③
一
九
三
五
年
十
二
月
十
一
日
付
、
増
村
度
次
宛
書
簡
「
支
那
か
ら
渡
来
の
銭
瘦
鉄
と

申
す
も
の
の
印
譜
壱
部
御
笑
覧
に
供
し
候
。
年
は
ま
だ
四
十
才
に
達
せ
ず
候
え
ど
も
筋
は
な
か
な
か
よ
ろ
し
く
先
年
来
小
生
も
少
し
く
世
話
致
し
居

り
候
」（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
八
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
二
〇
年
、
二
十
一
頁
）
等
が
あ
る
。

（
95
）
一
九
二
二
年
四
月
二
十
二
日
「
伊
達
俊
光
宛
書
簡
」（
植
田
茂
雄
『
秋
艸
道
人
会
津
八
一
書
簡
集
』、
恒
文
社
、
一
九
九
一
年
、
三
〇
四
頁
）、
更

に
は
一
九
二
一
年
四
月
三
日
、
小
泉
清
宛
書
簡
に
「
近
来
、
篆
刻
の
革
新
と
い
う
こ
と
を
考
え
居
り
候
」（
植
田
茂
雄
前
掲
書
、
四
九
九
頁
）
と
あ
る
。

（
96
）「
書
画
も
よ
く
し
人
物
も
温
雅
」（
吉
江
喬
松
宛
書
簡
、
一
九
二
九
年
九
月
三
日
付
）、「
書
が
と
も
に
よ
く
人
物
も
温
雅
」（
渡
辺
湖
畔
宛
書
簡
、
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一
九
二
九
年
九
月
三
日
）、「
実
に
高
雅
な
る
君
子
」（
関
塚
惣
吉
宛
書
簡
、
一
九
三
六
年
十
月
十
四
日
付
）、「
玉
の
如
き
人
格
者
」（「
個
展
を
ひ
ら

く
銭
瘦
鉄
君
を
伝
う
」）
等
、
會
津
の
銭
に
対
す
る
人
格
面
の
評
価
は
一
貫
し
て
高
か
っ
た
。

（
97
）
株
式
会
社
資
生
堂
企
業
文
化
部
、
前
掲
書
、
資
生
堂
企
業
文
化
部
編
集
、
一
九
九
五
年
、
一
一
四
頁
。

（
9（
）
會
津
八
一
の
丹
呉
康
平
宛
書
簡
（
一
九
三
五
年
一
月
十
四
日
付
）
に
「
過
日
は
銭
瘦
鉄
の
こ
と
に
つ
き
御
下
問
に
て
候
と
こ
ろ
…
…
昨
夏
銀
座

資
生
堂
に
て
個
展
を
催
し
た
る
際
出
陳
の
印
二
十
顆
ば
か
り
有
之
。
い
づ
れ
も
一
昨
年
に
比
し
て
非
常
な
る
進
歩
に
て
小
生
も
激
賞
致
し
候
ほ
ど
に

て
候
。
一
顆
十
四
五
円
か
ら
二
十
円
位
に
て
い
づ
れ
も
遊
印
に
て
用
う
る
に
堪
へ
た
る
も
の
二
三
顆
も
と
め
お
き
て
…
…
日
本
人
は
彼
に
親
切
な
る

も
、
上
海
の
支
那
人
等
は
日
本
人
に
交
際
す
る
同
国
人
を
迫
害
す
る
た
め
に
て
候
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
銭
が
一
九
三
三
、
三
四
年
と
個
展
を
開
催

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、そ
の
い
ず
れ
に
も
會
津
の
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
雁
魚
来
往
研
究
会
、會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』

二
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
、
十
四
頁
）。

（
99
）「
瘦
鉄
氏
個
展　

作
画
と
篆
刻
の
発
表
」『
新
潟
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
年
十
一
月
七
日
。

（
100
）
會
津
、
前
掲
文
、『
新
潟
新
聞
』
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
。

（
101
）
前
掲
文
、『
新
潟
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
年
十
一
月
七
日
。

（
10（
）「
扨
て
又
御
熟
知
の
銭
瘦
鉄
来
月
末
新
潟
に
到
し
て
個
展
相
開
き
‥
‥
‥
」（
角
田
、
前
掲
書
、
龍
鳳
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
五
頁
）。

（
10（
）
前
掲
文
、『
新
潟
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
年
十
一
月
七
日
。

（
104
）
堀
川
、
浅
野
、
段
前
掲
論
文
、『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
成
果
論
文
集
』
六
号
、
二
〇
二
一
年
、
六
十
九
頁
。

（
105
）
安
藤
他
、
前
掲
書
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
一
五
〇
頁
。

（
106
）
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
六
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
八
年
、
七
頁
。

（
107
）
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
、
前
掲
書
一
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
七
頁
。

（
10（
）
安
藤
他
、
前
掲
書
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
一
六
五
頁
。

（
109
）
同
右
、
一
六
六
頁
。

（
110
）
中
山
蘭
子
宛
葉
書
（
三
月
九
日
）
に
は
開
幕
式
の
「
十
六
日
が
ま
だ
七
日
の
後
で
あ
り
、他
人
の
家
に
厄
介
に
な
り
居
る
こ
と
が
気
苦
労
で
す
」、

中
山
蘭
子
宛
葉
書
（
三
月
十
二
日
）
に
は
「
せ
め
て
個
展
の
初
日
（
十
六
日
）
だ
け
見
て
帰
る
よ
う
に
し
て
く
れ
と
い
う
意
見
が
有
力
と
な
り
…
だ

い
た
い
十
六
日
夜
行
で
帰
国
す
る
も
の
と
い
う
風
に
承
知
し
て
お
い
て
下
さ
い
」、
中
山
蘭
子
宛
葉
書
（
三
月
十
三
日
）「
十
六
日
か
ら
予
定
の
通
り

開
会
。
そ
の
第
一
日
だ
け
私
自
身
隣
席
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
晩
に
出
発
し
て
帰
郷
と
い
う
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
」（
以
上
、安
藤
更

生
他
、
前
掲
書
十
巻
、
一
八
〇
頁
）、
吉
野
英
雄
宛
葉
書
（
三
月
十
日
）「
十
六
日
が
あ
ま
り
に
遠
く
い
か
に
閑
職
と
い
い
て
も
一
ヶ
月
に
わ
た
り
て

新
潟
を
離
る
る
こ
と
は
、
…
…
気
が
ね
す
べ
き
と
こ
ろ
と
存
じ
候
間
、
開
会
を
待
た
ず
し
て
数
日
中
に
帰
郷
可
致
す
と
存
じ
居
り
候
」（
安
藤
更
生

他
、
前
掲
書
十
巻
、
一
七
八
―
一
八
〇
頁
参
照
）
と
、
更
に
は
料
治
熊
太
宛
葉
書
（
三
月
十
日
）
に
は
「
展
覧
会
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
ご
配

慮
を
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
が
、
中
村
屋
の
態
度
が
い
つ
ま
で
も
不
安
定
不
決
定
で
私
の
考
に
一
致
し
な
い
の
で
私
は
開
会
前
に
東
京
を
去
り
ま
す
」

（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
三
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
五
年
、
四
十
頁
）
と
、
一
ヶ
月
の
東
京
滞
在

で
気
疲
れ
を
し
て
い
た
の
に
加
え
て
、
中
村
屋
と
會
津
の
考
え
が
一
致
せ
ず
不
愉
快
に
感
じ
、
開
会
式
前
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

角
田
勝
久
の
述
べ
る
よ
う
に
「
上
京
し
た
直
後
」（
角
田
勝
久
『
孤
高
の
書
家　

會
津
八
一
』
龍
鳳
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
八
頁
）
に
対
談

が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
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（
111
）
一
九
四
九
年
四
月
二
十
六
日
の
松
下
英
麿
の
會
津
八
一
宛
葉
書
に
「
全
篇
に
わ
た
り
整
理
相
加
え
銭
氏
の
部
分
は
再
度
銭
氏
の
御
話
承
り
書
加

え
申
候
」（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
五
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
五
頁
）、
と
松
下
英

麿
の
整
理
に
加
え
て
、
一
九
四
九
年
七
月
六
日
の
吉
野
秀
雄
宛
葉
書
に
「『
中
央
公
論
』
六
月
号
に
銭
君
と
の
対
談
出
で
候
。
…
あ
れ
な
ど
も
速
記

清
書
後
殆
ど
拙
者
ハ
七
分
通
り
書
き
直
し
候
」（
安
藤
更
生
他
前
掲
書
、
十
巻
、
二
〇
二
頁
）
と
會
津
が
対
談
原
稿
を
修
正
し
て
い
た
と
わ
か
る
。

（
11（
）
角
田
、
前
掲
論
文
、『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
、
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
三
十
八
―
四
十
一
頁
。

（
11（
）
漢
・
王
延
寿
『
魯
霊
光
殿
賦
』
に
「
非
夫
通
神
之
俊
才
、
誰
能
剋
成
乎
此
勳
」、
ま
た
唐·

李
商
隱
『
王
昭
君
』
詩
に
「
毛
延
寿
画
欲
通
神
、
忍

為
黄
金
不
顧
人
」
と
あ
る
。

（
114
）
角
田
、
前
掲
論
文
、『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
、
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
三
十
九
頁
。

（
115
）
対
談
「
の
こ
る
美
術
の
こ
す
美
術
」『
中
央
公
論
』、
一
九
四
九
年
六
月
号
。

（
116
）
會
津
、
前
掲
文
、『
新
潟
新
聞
』、
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日
。

（
117
）
銭
維
多
氏
に
よ
る
と
、
橋
本
関
雪
が
銭
瘦
鉄
に
書
き
与
え
た
「
支
那
聖
手
」、「
東
亜
奇
才
」
の
二
幅
は
文
化
大
革
命
の
際
に
廃
棄
さ
れ
た
。
ま

た
會
津
八
一
の
作
品
も
こ
の
時
に
、
廃
棄
さ
れ
か
け
た
が
「
八
一
」
の
二
文
字
が
八
月
一
日
、
つ
ま
り
中
国
人
民
工
農
紅
軍
成
立
の
記
念
日
で
あ
っ

た
た
め
難
を
逃
れ
た
と
い
う
。

（
11（
）
大
鹿
、
前
掲
文
、『
桃
源
』
十
一
号
、
一
九
四
八
年
参
照
。

（
119
）
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
、
前
掲
書
二
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
十
三
頁
。

（
1（0
）
南
朝
宋
・
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
排
調
に
「
昔
与
汝
為
鄰
、
今
与
汝
為
臣
、
上
汝
一
桮
酒
、
令
汝
寿
万
春
」、
唐
・
閻
朝
隠
『
三
日
曲
水
侍
宴
応

制
』
詩
に
「
三
月
重
三
日
、
千
春
続
万
春
」
と
あ
る
。

（
1（1
）『
晋
書
』
阮
籍
伝
に
「
籍
又
能
為
青
白
眼
。
見
礼
俗
之
士
、
以
白
眼
対
之
。
及
嵇
喜
来
吊
、
籍
作
白
眼
、
喜
不
懌
而
退
。
喜
弟
康
聞
之
、
乃
齎(

攜

帯)

酒
挾
琴
造
焉
。
籍
太(

大)

悦
、
乃
見
青
眼
。
由
是
礼
法
之
士
、
疾
之
苦
讎
」
と
あ
る
。

（
1（（
）
吉
池
進
『
會
津
八
一
伝
』、
會
津
八
一
伝
刊
行
会
、
一
九
六
三
年
、
六
五
六
頁
。

（
1（（
）
同
書
簡
に
は
松
下
英
麿
宛
に
、
土
屋
計
左
右
の
近
信
と
し
て
、
銭
瘦
鉄
が
兄
貴
分
の
医
師
と
同
じ
く
上
海
南
京
路
大
慶
里
四
二
号
に
棲
ん
で
い

る
が
、
も
し
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
三
井
洋
行
（
三
井
物
産
）
時
代
に
土
屋
の
部
下
で
あ
り
、
同
行
秘
書
部
に
勤
務
し
て
い
た
王
廷
珏
を
訪
ね
れ
ば
わ

か
る
と
の
言
伝
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。（
安
藤
更
生
他
、
前
掲
書
、
九
巻
、
二
九
八
頁
）
こ
こ
か
ら
も
會
津
八
一
が
銭
帰
国
後
も
そ
の
所
在
を
把
握

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1（4
）
吉
池
進
、
前
掲
書
、
六
五
六
頁
。

（
1（5
）
安
藤
他
、
前
掲
書
九
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
一
六
〇
頁
。

（
1（6
）
大
鹿
、
前
掲
文
、『
桃
源
』
十
一
号
、
一
九
四
八
年
、
二
十
六
頁
。

（
1（7
）
會
津
八
一
が
知
人
に
紹
介
し
た
銭
の
印
影
は
他
に
も
大
橋
誠
一
に
与
え
た
『
瘦
鉄
銭
厓
手
拓
自
用
印
八
贈
』（
書
論
編
集
室
『
書
論
』
七
号
、
書

論
研
究
会
、
一
九
七
五
年
、
三
十
八
頁
）、
丹
呉
康
平
宛
書
簡
の
「
秋
艸
道
人
」
印
（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
二

号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
十
八
頁
）
等
が
あ
る
。

（
1（（
）
安
藤
他
、
前
掲
書
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
六
十
頁
。

（
1（9
）
同
右
、
六
十
二
―
六
十
三
頁
。
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（
1（0
）
銭
瘦
鉄
「
落
合
山
荘
図
」
は
一
九
三
四
年
発
行
の
『
村
荘
雑
事
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
作
の
『
寒
燈
集
』
へ
の
収
録
に
つ
い
て
會
津
八
一

は
山
田
博
信
宛
書
簡
（
一
九
四
七
年
一
月
六
日
付
）
で
「
こ
れ
を
影
印
し
て
巻
中
に
収
め
、
永
く
両
友
の
好
意
を
謝
し
、
ま
た
以
て
読
者
の
興
を
た

す
け
ん
と
す
」（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
五
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
七
年
、
五
十
二
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。

（
1（1
）「
一
九
四
七
年
一
月
六
日
、
山
田
博
信
宛
書
簡
」（
安
藤
他
、
前
掲
書
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
七
十
七
頁
）。

（
1（（
）「
一
九
四
七
年
一
月
二
十
日
、
山
田
博
信
・
武
田
繁
太
郎
宛
書
簡
」（
同
右
、
八
十
頁
）。

（
1（（
）
同
右
、
九
十
六
頁
。

（
1（4
）
同
右
、
九
十
七
頁
。

（
1（5
）
同
右
、
一
〇
五
頁
。

（
1（6
）
大
鹿
、
前
掲
文
、『
桃
源
』
十
一
号
、
一
九
四
八
年
、
二
十
九
頁
。

（
1（7
）
松
下
英
麿
の
會
津
八
一
宛
書
簡
（
一
九
四
七
年
四
月
二
十
一
日
付
）
に
「
去
る
十
七
日
中
国
代
表
団
銭
瘦
鉄
氏
に
面
会
の
機
を
得
久
々
に
て
文

事
を
語
り
愉
快
で
あ
り
ま
し
た
。
同
氏
ハ
近
々
中
先
生
の
御
座
右
に
伺
う
由
で
あ
り
ま
し
た
。
大
鹿
氏
も
同
座
。
専
ら
秋
艸
堂
の
懐
旧
談
に
耽
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。（
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
五
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
五
年
、
一

一
〇
頁
）。

（
1（（
）
會
津
八
一
「
銭
瘦
鉄
と
私
」（
一
九
四
七
年
十
二
月
一
日
）（
吉
池
進
、
前
掲
書
、
六
五
五
―
六
五
六
頁
）。

（
1（9
）
一
九
四
八
年
六
月
二
十
六
日
付
の
常
盤
瓮
丁
宛
葉
書
に
「
銭
公
は
月
末
拙
者
を
訪
ね
て
来
越
の
よ
し
な
れ
ど
も
、
時
日
は
未
だ
確
定
に
至
ら
ず

候
」（
安
藤
他
、
前
掲
書
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
一
四
二
頁
）。

（
140
）
角
田
勝
久
は
會
津
の
「
私
は
先
年
、
一
盃
を
銭
君
に
勧
め
な
が
ら
」
を
引
用
し
て
、
そ
の
一
年
前
に
も
「
対
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（
角
田
勝
久
「
銭
瘦
鉄
と
會
津
八
一
」『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
、
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
四
十
一
頁
）
が
、
こ
れ
は
先
年
を
「
一

昨
年
」
と
解
し
た
誤
読
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
先
年
」
と
は
、
一
九
四
一
年
の
銭
瘦
鉄
帰
国
前
の
こ
と
を
指
す
。

（
141
）
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
、
前
掲
書
二
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
十
三
頁
。

（
14（
）
対
談
、
前
掲
文
、『
中
央
公
論
』
一
九
四
九
年
六
月
号
。

（
14（
）
高
嶋
菊
次
郎
「
書
と
国
民
性
」『
思
い
出
す
ま
ま
』、
高
嶋
菊
次
郎
回
顧
録
刊
行
協
賛
者
同
人
発
行
、
一
九
六
七
年
、
一
四
八
頁
。

（
144
）
松
村
茂
樹
「
高
島
槐
安
論
―
そ
の
収
蔵
と
素
養
―
」『
大
妻
国
文
』
二
十
三
号
、
一
九
九
二
年
、
七
十
九
―
一
〇
八
頁
。

（
145
）
同
右
、
一
六
一
頁
。

（
146
）
松
村
、
前
掲
論
文
、『
大
妻
国
文
』
二
十
三
号
、
一
九
九
二
年
、
八
十
三
頁
参
照
。

（
147
）『
槐
安
居
春
秋
』
槐
安
居
春
秋
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
二
三
三
頁
。

（
14（
）
同
右
。

（
149
）「
芸
術
新
聞
」『
申
報
』、
一
九
二
五
年
四
月
二
十
日
。

（
150
）
河
野
幸
之
助
『
高
島
菊
次
郎
伝
』
日
本
時
報
社
出
版
局
、
一
九
六
二
年
、
四
二
四
頁
。

（
151
）
前
掲
書
、
槐
安
居
春
秋
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
八
十
八
頁
。

（
15（
）
河
野
、
前
掲
書
、
日
本
時
報
社
出
版
局
、
一
九
六
二
年
、
四
二
四
頁
。
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（
15（
）
前
掲
書
、
槐
安
居
春
秋
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
八
十
八
頁
。

（
154
）
沈
子
丞 （
一
九
〇
四
―
一
九
九
六
）
浙
江
省
嘉
興
の
人
。
上
海
中
華
書
局
図
画
部
主
任
、上
海
中
国
画
院
画
師
等
を
歴
任
し
た
。
人
物
画
を
善
く

し
た
。

（
155
）
西
嶋
慎
一
『
風
姿
花
伝
』、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
、
五
十
四
頁
。

（
156
）『
槐
安
居
春
秋
』
槐
安
居
春
秋
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
、
二
三
五
頁
。
尚
、
高
嶋
泰
二
の
終
戦
前
後
の
抑
留
等
に
つ
い
て
は
、『
上
海
寄
情
』（
求

龍
堂
、
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
157
）「
三
井
銀
行
土
屋
営
業
部
長
引
退
」『
読
売
新
聞
』、
一
九
三
四
年
十
二
月
二
十
七
日
。

（
15（
）
王
个
簃
「
安
吉
呉
昌
碩
先
生
己
巳
追
薦
会
記
事
」『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
二
日
。

（
159
）「
中
日
画
家
聯
歓
絵
画
展
覧
会
」『
申
報
』、
一
九
二
九
年
七
月
九
日
。

（
160
）
馬
、
前
掲
文
、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
二
月
十
一
日
。

（
161
）「
銭
瘦
鉄
年
表
」
に
は
「
九
月
上
旬
…
大
連
か
ら
上
海
へ
至
る
」（
薛
曄
、
銭
晟
『
鉄
骨
丹
青
―
―
銭
瘦
鉄
紀
念
文
集
』、
上
海
社
会
科
学
院
出
版

社
、
二
〇
一
九
年
、
二
七
〇
頁
）
と
あ
る
が
、
十
二
月
十
三
日
の
『
申
報
』
掲
載
の
藕
簃
『
宴
雪
記
』
に
「
日
昨
来
滬
」（
昨
日
上
海
に
到
着
し
た
）

と
あ
り
、
十
二
月
十
二
日
に
上
海
に
到
着
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
16（
）
澤
村
幸
夫
は
大
阪
毎
日
新
聞
記
者
。
上
海
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
。

（
16（
）
田
中
喜
平
、
長
崎
の
人
。
上
海
で
旅
館
勝
田
館
を
開
く
。
中
国
の
革
命
を
支
援
す
る
日
本
人
が
し
ば
し
ば
同
旅
館
を
利
用
し
た
。
西
華
徳
路
は

現
在
の
長
治
路
、
当
時
は
日
本
人
が
多
く
住
ん
だ
虹
口
地
区
に
当
た
る
。

（
164
）
原
文
「
合
作
精
美
。
関
雪
翁
最
喜
乗
興
揮
毫
、此
次
与
海
上
書
画
家
。
聚
著
一
堂
。
不
可
不
結
墨
縁
叩
留
紀
念
、瘦
鉄
已
備
紙
筆
‥
‥
‥
」（
馬
、

前
掲
文
、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
二
月
十
一
日
）。

（
165
）
原
文
「
瘦
鉄
周
旋
忙
、
此
宴
会
雖
為
同
仁
所
発
起
。
而
瘦
鉄
実
為
主
幹
。
接
洽
招
待
。
多
瘦
鉄
任
之
。
其
夫
人
步
伊
女
士
。
則
招
待
女
賓
。
瘦

鉄
雖
能
日
語
。
然
尚
須
作
手
勢
以
助
之
。
一
方
握
筆
揮
灑
。
一
方
則
口
講
指
画
」（
馬
孟
容
、「
歓
宴
日
本
画
家
橋
本
関
雪
記
（
下
）」、『
申
報
』、
一

九
二
九
年
十
二
月
十
三
日
）。

（
166
）
兪
剣
華
「
重
光
餞
土
屋
」『
申
報
』、
一
九
三
〇
年
十
一
月
九
日
。

（
167
）
原
文
「
留
滬
任
職
十
有
四
年
。
竟
敢
謙
和
。
彬
彬
爾
雅
。
与
吾
華
人
士
交
誼
甚
篤
。
且
雅
好
書
画
。
挙
凡
関
於
発
展
中
日
芸
術
之
挙
。
氏
尤
提

倡
不
遺
余
力
。
中
日
芸
術
同
志
会
之
成
立
。
氏
贊
助
之
力
居
多
。
近
奉
総
行
命
。
栄
調
回
帰
。
芸
術
同
志
会
公
餞
之
於
梓
園
。
復
各
作
画
一
葉
。
精

装
成
冊
。
以
贈
別
。
昨
日
氏
答
宴
於
日
人
俱
楽
部
。
邀
請
海
上
各
界
雋
流
旧
雨
。
及
芸
術
同
志
。
藉
以
話
別
。
‥
‥
‥
来
賓
約
三
百
許
人
。
中
日
各

一
半
。
済
済
蹌
蹌
。
極
一
時
之
盛
」（
馬
孟
容
「
日
本
倶
楽
部
歓
宴
記
」『
申
報
』、
一
九
三
〇
年
十
一
月
二
十
七
日
）。

（
16（
）「
贈
土
屋
計
左
右
先
生
合
画
冊
」（
大
阪
市
立
美
術
館
・
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
七
年
、
一
四
三
頁
）。

（
169
）
原
文
「
銭
瘦
鉄
先
生
、
我
記
得
很
清
楚
。
日
中
戦
争
開
始
之
前
、
銭
先
生
在
日
本
逗
留
中
、
住
在
我
家
半
年
左
右
。
関
於
銭
先
生
、
先
父
曽
経

跟
我
談
了
許
多
。
時
至
今
日
還
令
我
懐
念
。
上
次
訪
問
中
国
的
時
候
、
我
到
了
上
海
芸
術
院
参
観
。
在
那
児
、
我
談
了
談
対
銭
瘦
鉄
、
王
一
亭
、
呉

昌
碩
諸
位
先
生
的
懐
念
的
話
、
対
方
很
感
驚
訝
。
当
時
他
們
告
訴
我
、
銭
先
生
曽
経
是
該
芸
術
院
的
重
要
会
員
。
日
中
戦
争
期
間
、
没
有
銭
先
生
的

消
息
、
先
父
也
在
擔
心
。
可
是
後
来
、
他
聴
到
了
銭
先
生
在
中
国
很
活
躍
、
感
到
欣
慰
。
我
有
銭
先
生
的
幾
張
画
児
和
篆
刻
…
…
」（
土
屋
計
雄
「
銭

大
礼
宛
書
簡
」、
一
九
八
四
年
十
二
月
三
日
）。
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（
170
）「
植
物
文
献
刊
行
会
を
つ
く
り
、
稀
覯
書
と
し
て
入
手
困
難
な
科
学
書
を
複
製
頒
布
し
て
研
究
者
の
便
に
供
し
、
数
年
に
わ
た
る
正
倉
院
薬
物
の

科
学
的
調
査
を
助
成
し
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
五
代
目
は
積
極
的
に
文
化
事
業
を
行
っ
て
い
た　
（『
武
田
二
百
年
史
（
本
編
）』
武
田
薬
品
工
業
株

式
会
社
、
一
九
八
三
年
、
三
四
八
頁
）。

（
171
）
五
代
目
武
田
長
兵
衞
（
武
田
和
敬
）
は
、
一
九
二
三
年
九
月
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
東
京
で
貴
重
な
典
籍
が
灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
を
大
い
に
痛

嘆
し
、
日
本
・
中
国
の
本
草
医
書
の
散
逸
を
防
ぐ
こ
と
が
、
将
来
、
社
会
・
学
界
の
た
め
に
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
、
早
川
佐
七
氏
蔵
書
、

藤
浪
剛
一
氏
蔵
書
な
ど
を
、
機
会
に
応
じ
私
財
を
も
っ
て
購
入
し
、
後
に
「
杏
雨
書
屋
」
と
呼
ば
れ
る
文
庫
を
形
成
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
杏
雨
と

は
杏
林
（
医
学
）
を
潤
す
雨
の
意
で
す
（
出
典
はtakeda-sci.or.jp

、
二
〇
二
〇
年
八
月
十
三
日
閲
覧
）。

（
17（
）
武
田
科
学
振
興
財
団
・
杏
雨
書
屋
編
『
第
六
十
五
回
杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
「
杏
雨
書
屋
の
蔵
書
印
」』、
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

（
17（
）
清
原
が
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
二
日
に
杏
雨
書
屋
で
調
査
を
行
っ
た
。

（
174
）『
書
道
全
集
別
巻
Ⅱ
（
印
譜　

日
本　

付
索
引
）』
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
、
一
三
六
頁
。

（
175
）
武
内
義
雄
『
軽
雲
外
山
翁
伝
』、
商
業
興
信
所
出
版
、
一
九
二
八
年
、
一
五
二
頁
。

（
176
）
外
山
捨
造
の
経
歴
は
、「
外
山
捨
造
氏
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
四
一
年
四
月
十
二
日
、
七
頁
）、
原
静
村
『
昭
和
に
輝
く
』（
南
海
新
聞
社
、
一
九

三
五
年
、
十
八
頁
）、
山
本
尚
志
「
昭
和
戦
前
期
に
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
少
女
た
ち
の
人
生
と
家
族
と
憧
憬
」（『
学
習
院
高
等
科
紀
要
』
十
二
号
、
二

〇
一
四
年
、
八
十
一
―
九
十
九
頁
）
参
照
。
尚
「
満
州
・
朝
鮮
・
台
湾
・
上
海
等
外
地
各
所
に
工
場
、
支
店
、
関
係
会
社
を
設
け
て
市
場
の
拡
大
を

図
っ
た
」（『
斯
の
人
を
：
続
・
日
本
経
済
を
育
て
た
人
々
』
関
西
経
済
連
合
会
、
一
九
六
八
年
、
三
一
八
頁
）
か
ら
、
外
山
が
中
国
に
も
事
業
を
展

開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
参
考
文
献
〉

（
日　
本
）

［
一
］
小
杉
放
菴
「
界
方
事
件
」、『
芸
術
』
第
四
巻
一
号
、
一
九
二
六
年

［
二
］
小
杉
放
菴
「
放
庵
雑
話
」、『
ア
ト
リ
エ
』
第
四
巻
第
七
号
、
一
九
二
六
年

［
三
］
小
杉
未
醒
「
支
那
現
代
の
南
画
」、『
支
那
時
報
』
五
巻
二
号
、
一
九
二
六
年

［
四
］
放
庵
「
支
那
の
青
年
画
家
」、『
ア
ト
リ
エ
』
四
号
、
一
九
二
七
年
八
月

［
五
］「
支
那
画
家
銭
瘦
鉄
氏
個
展
」、『
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
九
月
六
日
、
第
五
版

［
六
］「
銭
瘦
鉄
氏
個
展
」、『
文
芸
時
報
』、
一
九
二
九
年
九
月
十
八
日

［
七
］「
王
済
氏
の
画
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
十
月
二
十
日
、
五
面

［
八
］「
銭
瘦
鉄
氏
の
個
展
」、『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第
二
五
六
号
、
一
九
二
九
年
十
月
号

［
九
］
銭
瘦
鉄
「
帝
展
寸
感
」、『
ア
ト
リ
エ
』
十
二
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
二
九
年

［
一
〇
］ 

澤
村
幸
夫
『
上
海
人
物
印
象
記
』
第
一
集
、
東
亜
研
究
会
、
一
九
三
〇
年

［
一
一
］
會
津
八
一
「
個
展
を
ひ
ら
く　

銭
瘦
鉄
君
を
伝
う
」、『
新
潟
新
聞
』、
一
九
三
六
年
十
一
月
六
日

［
一
二
］「
瘦
鉄
氏
個
展　

作
画
と
篆
刻
の
発
表
」、『
新
潟
新
聞
』、
一
九
三
六
年
十
一
月
七
日

［
一
三
］『
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
七
年
十
二
月
二
十
八
日
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［
一
四
］
斎
藤
悳
太
郎
編
『
関
雪
詩
存
』、
出
版
社
不
詳
、
一
九
三
九
年

［
一
五
］『
日
本
美
術
年
鑑
』、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
九
年

［
一
六
］
金
井
紫
雲
「
白
鷴
亭
林
響
を
憶
う
」、『
美
術
』
十
四
号
、
美
術
発
行
所
、
一
九
三
九
年

［
一
七
］
大
鹿
卓
「
銭
瘦
鉄
氏
の
こ
と
」、『
桃
源
』
十
一
号
、
一
九
四
八
年

［
一
八
］
會
津
八
一
、
銭
瘦
鉄
「
の
こ
る
美
術
の
こ
す
美
術
」、『
中
央
公
論
』
六
月
号
、
一
九
四
九
年

［
一
九
］
橋
本
関
雪
、
橋
本
節
哉
『
白
沙
村
人
随
筆
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
年

［
二
〇
］
河
野
幸
之
助
『
高
島
菊
次
郎
伝
』、
日
本
時
報
社
出
版
局
、
一
九
六
二
年

［
二
一
］
吉
池
進
『
會
津
八
一
先
生
伝
』、
會
津
八
一
先
生
伝
刊
行
会
、
一
九
六
三
年

［
二
二
］
安
藤
更
生
『
書
豪　

會
津
八
一
』、
二
玄
社
、
一
九
六
五
年

［
二
三
］
高
嶋
菊
次
郎
『
思
い
出
す
ま
ま
』、
高
嶋
菊
次
郎
回
顧
録
刊
行
協
賛
者
同
人
発
行
、
一
九
六
七
年

［
二
四
］『
槐
安
居
春
秋
』、
槐
安
居
春
秋
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年

［
二
五
］
書
論
編
集
室
『
書
論
』
七
号
、
書
論
研
究
会
、
一
九
七
五
年

［
二
六
］『
墨
美
』
第
二
五
六
号
、
墨
美
社
、
一
九
七
五
年 

［
二
七
］
宮
川
寅
雄
『
秋
艸
道
印
譜
』、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年

［
二
八
］
安
藤
更
生
他
『
會
津
八
一
全
集
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年

［
二
九
］『
武
田
二
百
年
史
（
本
編
）』、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
、
一
九
八
三
年

［
三
〇
］『
生
誕
一
〇
〇
年
橋
本
関
雪
展
』、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
、
一
九
八
四
年

［
三
一
］
植
田
茂
雄
『
秋
艸
道
人
会
津
八
一
書
簡
集
』、
恒
文
社
、
一
九
九
一
年

［
三
二
］
松
村
茂
樹
「
高
島
槐
安
論
―
そ
の
収
蔵
と
素
養
―
」、『
大
妻
国
文
』
二
十
三
号
、
一
九
九
二
年

［
三
三
］『
没
後
五
〇
年
記
念
橋
本
関
雪
展
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年

［
三
四
］『
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
回
顧
展
』、「
橋
本
関
雪
・
銭
瘦
鉄
交
流
回
顧
展
」
実
行
委
員
会
、
一
九
九
四
年

［
三
五
］『
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
七
十
五
年
史　

一
九
一
九
―
一
九
九
四
』、
資
生
堂
企
業
文
化
部
編
集
、
一
九
九
五
年

［
三
六
］
高
嶋
泰
二
『
上
海
寄
情
』、
求
龍
堂
、
一
九
九
五
年

［
三
七
］
角
田
勝
久
「
渡
辺
湖
畔
宛
會
津
八
一
書
簡
―
銭
瘦
鉄
に
関
す
る
も
の
―
」、『
全
国
大
学
書
道
学
会
紀
要
』、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇

〇
二
年

［
三
八
］
角
田
勝
久
「
未
見
の
曾
津
八
一
書
簡 : 
渡
邉
湖
畔
宛
銭
瘦
鉄
に
関
す
る
も
の
」、『
書
叢
』
十
六
号
、
二
〇
〇
二
年

［
三
九
］
角
田
勝
久
「
未
見
の
會
津
八
一
書
簡 : 
渡
邉
湖
畔
宛
銭
瘦
鉄
に
関
す
る
も
の
・
補
遺
」、『
書
叢
』
十
七
号
、
二
〇
〇
三
年

［
四
〇
］
鶴
田
武
良
「
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
に
つ
い
て
―
近
百
年
来
中
国
絵
画
史
研
究
七
―
」、『
美
術
研
究
』
三
八
三
号
、
二
〇
〇
四
年

［
四
一
］
西
原
大
輔
『
橋
本
関
雪
―
師
と
す
る
も
の
は
支
那
の
自
然
―
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年

［
四
二
］
大
阪
市
立
美
術
館
・
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
『
上
海
―
近
代
の
美
術
―
』、
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
七
年

［
四
三
］
柿
木
原
く
み
「
日
本
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
」、『
書
学
書
道
史
論
叢
』
萱
原
書
房
、
二
〇
一
一
年

［
四
四
］
柿
木
原
く
み
「
銭
瘦
鉄
と
有
島
生
馬
の
周
辺
・
補
訂 : 

住
友
寛
一
と
石
井
林
響
と
」、『
相
模
国
文
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
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［
四
五
］
角
田
勝
久
「
會
津
八
一
と
山
田
正
平
・
銭
瘦
鉄
」、『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』、
新
潟
大
学
書
道
研
究
会
、
二
〇
一
二
年

［
四
六
］
雁
魚
来
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
雁
魚
来
往
』
一
―
八
号
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
三
～
二
〇
二
〇
年

［
四
七
］
出
光
佐
千
子
「
小
杉
放
菴
の
名
勝
画
冊: 

石
濤
筆 『
黄
山
八
勝
画
冊
』
の
周
辺
」、『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
十
九
号
、
二
〇
一
三
年

［
四
八
］
角
田
勝
久
『
孤
高
の
書
家　

會
津
八
一
』、
龍
鳳
書
房
、
二
〇
一
四
年

［
四
九
］
蔡
家
丘
「
小
杉
放
庵
の
「
東
洋
趣
味
」
に
つ
い
て
」
―
東
ア
ジ
ア
旅
行
、
中
国
絵
画
へ
の
認
識
と
受
容
を
め
ぐ
る
」、『
美
術
史
』
一
七
六

号
、
美
術
史
学
会
、
二
〇
一
四
年

［
五
〇
］
西
嶋
慎
一
『
風
姿
花
伝
』、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年

［
五
一
］
武
田
科
学
振
興
財
団
・
杏
雨
書
屋
編
『
第
六
十
五
回
杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
「
杏
雨
書
屋
の
蔵
書
印
」』、
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
一
六
年

［
五
二
］『
生
誕
一
三
五
年　

石
井
林
響
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
八
年

［
五
三
］
角
田
勝
久
「
銭
瘦
鉄
と
會
津
八
一
」、『
金
石
書
学
』
二
十
四
号
、
芸
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年

［
五
四
］
堀
川
英
嗣
、
浅
野
泰
之
、
段
毅
琳
「
銭
瘦
鉄
を
め
ぐ
る
日
本
文
化
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
―
一
九
二
二
か
ら
四
九
年
を
中
心
に
―
（
上
）」

『
公
益
財
団
法
人　

日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
六
号
、
二
〇
二
一
年

（
中　
国
）

［
一
］「
芸
術
新
聞
」、『
申
報
』、
一
九
二
五
年
四
月
二
十
日

［
二
］『
上
海
漫
画
』
一
九
二
八
年
四
月
六
日

［
三
］「
中
日
画
家
聯
歓
絵
画
展
覧
会
」、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
七
月
九
日

［
四
］「
書
画
訊
」、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
八
月
三
十
日

［
五
］
王
个
簃
「
安
吉
呉
昌
碩
先
生
己
巳
追
薦
会
記
事
」、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
二
日

［
六
］
馬
孟
容
「
歓
宴
日
本
画
家
橋
本
関
雪
記
（
上
）」、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
二
月
十
一
日

［
七
］
馬
孟
容
「
歓
宴
日
本
画
家
橋
本
関
雪
記
（
下
）」、『
申
報
』、
一
九
二
九
年
十
二
月
十
三
日

［
八
］「
攝
影
専
号
：
芸
壇
消
息
：
瘦
鉄
夫
人
韓
步
伊
女
士
此
次
東
渡
極
為
彼
邦
人
士
…
…
」、『
美
周
』
第
十
期
、
一
九
二
九
年

［
九
］
銭
瘦
鉄
「
亡
失
韓
秀
伝
」、『
時
代
』
第
十
一
期
、
一
九
三
〇
年

［
一
〇
］
兪
剣
華
「
重
光
餞
土
屋
」、『
申
報
』、
一
九
三
〇
年
十
一
月
九
日

［
一
一
］
馬
孟
容
「
日
本
倶
楽
部
歓
宴
記
」、『
申
報
』、
一
九
三
〇
年
十
一
月
二
十
七
日

［
一
二
］（
米
）Aida Yuen W

ong “A Chinese Seal Carver in Japan: Q
ian Shoutie and the Literati W

orld of H
ashim

oto Kansetsu”

『
世
変
・
形
象
・
流
風
：
中
国
近
代
絵
画1796-1949

』
学
術
研
討
会
論
文
集
、
財
団
法
人
鴻
禧
芸
術
文
教
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年

［
一
三
］『
西
泠
印
社
』
総
第
二
十
九
集
、
西
泠
印
社
出
版
、
二
〇
一
一
年

［
一
四
］
徐
泳
霞
・
張
燕
飛
「
橋
本
関
雪
的
中
国
情
縁
」『
美
術
大
観
』
十
二
期
、
二
〇
一
五
年

［
一
五
］
銭
明
直
、
銭
晟
『
鉄
骨
丹
青
―
銭
瘦
鉄
紀
念
文
集
』、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
九
年

［
一
六
］『
解
衣
磅
礴
―
銭
瘦
鉄 

橋
本
関
雪
交
流
回
顧
展
』、
浙
江
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
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名
前
・
職
業

印
文
（
朱
文
／
白
文
）

出　
典

備
考　
年
齢
は
銭
瘦
鉄
の
刻
印
時

１
會
津
紀
伊
子
（
一
九
一
二
―
一
九
四
五
）

　

會
津
八
一
の
養
子

紀
伊
（
白
文
）

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

紀
伊
子
（
朱
文
）

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
縦
長
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

２
會
津
八
一
（
一
八
八
一
―
一
九
五
六
）

　

美
術
史
家
・
歌
人
・
書

秋
艸
道
人
（
白
文
）

⑥
一
〇
頁　

⑦
一
二
一
頁　

⑫
中
二
六
五
頁　

⑬

上
一
三
八
頁　

㉗
一
一
九
頁

「
三
代
古
鉨
。
為
會
津
老
友
摹
之
。
丙
子
三
月
。
叔
厓
」
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

游
于
芸
（
白
文
）

⑥
一
八
頁　

⑫
上
五
五
頁　

⑬
上
九
四
頁

「
叔
厓
集
周
宣
王
獵
碣
文
字
。
丙
子
十
月
」
縦
長
印
。
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

會
津
朔
印
（
白
文
）

⑥
九
頁　

⑦
一
二
一
頁　

⑫
中
二
五
七
頁

⑬
上
一
三
三
頁

秋
艸
道
人
（
朱
文
）
と
対
印
。

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

秋
艸
道
人
（
朱
文
）

⑥
九
頁　

⑫
中
二
五
七
頁　

⑬
上
一
三
六
頁

會
津
朔
印
（
白
文
）
と
対
印
。

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

會
朔
（
白
文
）

⑫
中
二
五
九
頁

秋
艸
道
人
（
白
文
）

會
朔
（
白
文

⑥
一
二
頁　

⑫
中
二
五
九
頁　

⑬
上
一
三
三
頁

「
瘦
鉄
治
石
」
連
珠
印
。

秋
艸
道
人
（
白
文
）

一
九
四
四
年
一
二
月
二
八
日
付
丹
呉
康
平
宛
書
簡
に
押
印
。
一
九
四
四
年
。
四
八
歳
。

會
朔
審
定
（
白
文
）

⑥
一
四
頁　

⑫
中
二
五
九
頁

⑬
上
一
三
四
頁

「
己
巳
夏
。
為
會
津
先
生
法
家
。
略
仿
漢
私
印
中
之
平
直
者
。
瘦
鉄
時
客
平
安
吉
田
山
智
福
堂
」

一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

會
朔
（
白
文
）

⑥
七
頁　

⑫
中
二
六
一
頁　

⑬
上
一
三
五
頁

「
秋
艸
道
人
属
篆
。
庚
午
三
月
。
瘦
鉄
製
於
淞
濱
」
一
九
三
九
年
。
四
三
歳
。

渾
斎
（
朱
文
）

⑥
七
頁　

⑫
中
二
六
一
頁　

⑬
下
二
〇
八
頁

「
瘦
鉄
刻
石
」。

明
月
蘆
華(

白
文)

⑥
一
五
頁　

⑫
中
二
六
三
頁　

⑬
上
一
二
四
頁

「
明
日
蘆
華
。
庚
午
春
。
瘦
鉄
刻
」
一
九
三
〇
年
。
三
四
歳
。

思
无
邪
（
白
文
）

⑥
一
七
頁　

⑫
中
二
六
三
頁　

⑬
上
一
四
一
頁

「
叔
厓
」。

八
一
之
鉨
（
朱
文
）

⑥
八
頁　

⑦
一
二
一
頁　

⑫
中
二
六
五
頁

⑬
上
一
三
七
頁

「
叔
厓
為
會
津
博
士
仿
三
代
小
鉨
。
丙
子
八
月
朔
」
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。

秋
艸
道
人
（
朱
文
）

⑥
一
三
頁　

⑦
一
二
一
頁　

⑫
中
二
六
七
頁

⑬
上
一
三
六
頁

渾
斎
（
白
文
）

⑥
一
三
頁　

⑦
一
二
一
頁　

⑫
中
二
六
七
頁

⑬
下
二
〇
七
頁

八
一
（
朱
文

⑥
一
一
頁　

⑫
中
二
六
七
頁

渾
斎
（
白
文
）

⑥
一
二
頁　

⑫
中
二
六
七
頁　

⑬
上
一
二
三
頁

「
厓
」
縦
長
印
。

八
一
長
寿
（
白
文
）

⑥
六
頁　

⑫
中
二
六
九
頁　

⑬
上
一
四
〇
頁

「
叔
厓
」。

北
溟
老
漁
（
白
文
）

⑥
一
五
頁　

⑫
中
二
六
九
頁　

⑬
上
一
四
〇
頁

「
厓
作
」。

楽
道
（
白
文
）

⑥
一
八
頁　

⑫
中
二
七
一
頁　

⑬
上
一
〇
〇
頁

「
楽
道
。
厓
刻
」
縦
長
印
。

附
録
「
銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
一
覧
表
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
原
健
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百
華
春
（
白
文
）

⑥
一
九
頁　

⑫
中
二
七
三
頁　

⑬
上
二
〇
一
頁

「
素
庵
博
士
雅
令
撫
古
璽
意
。
丙
子
仲
春
時
扶
桑
。
叔
厓
記
」
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

悠
哉
（
白
文
）

『
會
津
八
一
記
念
館
会
報
』
一
九
八
八

「
瘦
鉄
為
素
庵
先
生
治
石
」。

秋
叟
（
白
文
）

⑥
一
三
頁　

⑫
中
二
八
七
頁　

⑬
上
一
五
三
頁

丁
丑
（
白
文
）

⑥
一
三
頁　

⑬
上
八
一
頁

縦
長
印
。

六
十
以
後
所
作（
朱
文
）
⑥
一
六
頁　

⑬
上
一
〇
二
頁

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
楕
円
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

征
虎
（
朱
文
）

⑥
一
六
頁　

⑬
上
一
一
五
頁

庚
辰
以
後
（
白
文
）

⑥
一
六
頁　

⑬
上
一
二
三
頁

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

朔
（
朱
文
）

⑥
一
一
頁　

⑬
上
一
三
六
頁

會
朔
（
白
文
）

②
一
六
頁　

⑥
一
一
頁　

⑬
上
一
三
七
頁 

㉙
三
頁

會
津
八
一
之
印
（
白
文
）
⑥
一
一
頁　

⑬
上
一
三
九
頁

會
津
朔
印
（
白
文
）

⑬
上
一
三
九
頁

「
戊
寅
冬
月
。
叔
厓
仿
漢
」
一
九
三
八
年
。
四
二
歳
。

養
素
（
白
文
）

⑥
一
六
頁　

⑬
上
一
七
一
頁

一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
縦
長
印
。
一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。

八
一
（
白
文
）

⑥
八
頁

「
无
人
印
主
格
。
叔
厓
」
楕
円
印
。

酔
墨
（
白
文
）

⑬
上
一
三
七
頁

△
縦
長
印
。

３
青
山

青
山
清
印
（
白
文
）

⑫
中
二
八
九
頁　

⑬
上
一
四
四
頁 

⑱
一
三
七
頁　

㉗
一
一
七
頁

青
山
清
印
（
白
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
五
一
頁　

㉙
三
五
頁

△
縦
長
印
。

青
山
在
館
（
白
文
）

⑫
中
三
一
七
頁　

⑬
上
一
七
一
頁

△
縦
長
印
。

４
安
倍
能
成
（
一
八
八
三
―
一
九
六
六
）

　

哲
学
者
・
教
育
者

安
倍
能
成
（
白
文
）

⑦
一
三
九
頁　

⑫
中
二
八
三
頁

太
古
漫
人
（
朱
文
）

⑦
一
三
九
頁　

⑫
中
三
〇
九
頁

５
荒
井
寛
方
（
一
八
七
八
―
一
九
四
五
）

　

日
本
画
家

寛
方
（
朱
文
）

一
九
三
七
年
。
四
一
歳
。

６
荒
木
十
畝
（
一
八
七
二
―
一
九
四
四
）

　

日
本
画
家

十
方
居
士
（
朱
文
）

②
二
四
頁　

⑫
中
三
二
三
頁　

⑬
上
三
七
頁

㉙
九
頁

楕
円
印
。

十
畝
（
朱
文
）

②
一
一
三
頁　

⑬
上
一
七
三
頁　

㉙
七
頁

木
悌
（
白
文
）

②
一
一
三
頁　

⑫
下
三
九
一
頁

⑬
上
一
六
四
頁　

㉙
七
頁

木
悌
（
白
文
）

②
二
四
頁　

㉙
九
頁

四
角
の
辺
縁
の
中
に
丸
型
の
白
文
。
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７
有
島
生
馬
（
一
八
八
二
―
一
九
七
四
）

　

洋
画
家

１
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
丙
寅
六
月
。
時
客
五
松
居
。
厓
刻
」
２
、３
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

２
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
丙
寅
六
月
。
有
島
先
生
属
正
。
銭
厓
治
石
」
１
、３
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

３
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
丙
寅
六
月
。
時
客
五
松
居
」
１
、２
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六 

年
。
三
〇
歳
。

４
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
瘦
鉄
。
丙
寅
六
月
」
５
、６
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

５
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
瘦
鉄
。
仿
漢
」
４
、６
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

６
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
丙
寅
六
月
有
島
先
生
索
刻
。
厓
記
」
４
、５
と
三
顆
一
組
。
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

７
、
印
影
未
確
認

㉑
五
〇
頁

「
十
月
亭
主
正
之
。
厓
」
変
形
印
。

８
、
印
影
未
確
認

㉑
四
三
頁
に
言
及

９
、
印
影
未
確
認

㉑
四
三
頁
に
言
及

８
有
田
八
郎
（
一
八
八
四
―
一
九
六
五
）

　

外
交
官
・
政
治
家

有
田
八
郎
印
（
白
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

澤
農
（
朱
文
）

９
池
田
醇
一
（
一
八
九
三
―
一
九
七
四
）

　

美
術
史
家

池
田
醇
印
（
白
文
）

⑫
中
二
八
一
頁　

⑬
上
四
二
頁　

⑳
一
八
八
頁

「
戊
子
冬
。
為
古
日
兄
作
。
瘦
鉄
」
一
九
四
八
年
。
五
二
歳
。
古
日(

朱
文)

と
両
面
印
。

古
日
（
朱
文
）

⑳
一
八
八
頁

池
田
醇
印
（
白
文
）
と
両
面
印
。

10
石
井
林
響
（
一
八
八
四
―
一
九
三
〇
）

　

日
本
画
家

林
響
（
白
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
仿
漢
鋳
印
。
瘦
鉄
」
五
松
居
（
朱
文
）
と
対
印
の
よ
う
な
印
材
を
使
用
。
同
時
期
の
も
の
か
。

野
人
林
響
（
白
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
石
井
先
生
雅
属
。
瘦
鉄
遊
交
」。

野
人
林
響
（
白
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
厓
製
。
乙
丑
冬
」
や
や
円
形
。
一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。

石
井
林
響
（
白
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
林
響
先
生
正
之
。
瘦
鉄
拝
贈
」
大
和
子
（
白
文
）
と
両
面
印
。

大
和
子
（
白
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
林
響
先
生
正
之
。
瘦
鉄
拝
贈
」
石
井
林
響
（
白
文
）
と
両
面
印
。

五
松
居
（
朱
文
）

㉘
一
九
一
頁

「
林
響
先
生
正
之
。
乙
丑
十
月
銭
厓
」
一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。

山
骨
（
白
文
）

㉘
一
九
二
頁

「
瘦
鉄
乙
丑
九
月
」
一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。

白
閑
亭
（
朱
文
）

㉘
一
九
二
頁

「
石
井
先
生
属
刻
。
丙
寅
。
厓
」
一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

三
郎　

印
影
未
確
認

㉘
一
九
二
頁

「
瘦
鉄
遊
交
」。

礼
賛
郷
土
（
朱
文
）

㉘
一
九
二
頁

「
林
響
生
叨
法
家
正
之
。
乙
丑
十
月
瘦
鉄
治
石
」「
山
骨
子
」
一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。
刻
し

直
し
或
い
は
合
作
。

11
石
渡
岩
雄
（
一
八
七
二
―
一
九
四
四
）

　

政
治
家
・
書
家

墨
禅
手
拓
（
朱
文
）

⑫
中
三
三
七
頁

1（
伊
藤
小
坡
（
一
八
七
七
―
一
九
六
八
）

　

日
本
画
家

佐
登
（
白
文
）

①
九
頁　

⑬
上
一
九
一
頁　

㉙
三
三
頁

小
坡
（
朱
文
）

①
九
頁　

⑬
上
一
九
一
頁　

㉙
三
三
頁
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1（
伊
東
深
水
（
一
八
九
八
―
一
九
七
二
）

　

日
本
画
家
・
版
画
家

此
君
荘
（
朱
文
）

⑫
中
三
一
七
頁　

⑱
一
三
七
頁　

㉗
一
一
七
頁

此
君
亭
（
朱
文
）

②
二
一
一
頁　

⑫
中
三
一
七
頁　

㉙
一
三
頁

縦
長
印
。

此
君
亭
（
白
文
）

②
四
四
頁　

⑬
上
八
七
頁　

㉙
二
四
頁

14
伊
藤
鉄
石　

彫
刻
家

鉄
石
山
人
（
朱
文
）

⑫
下
三
九
一
頁　

⑬
上
六
一
頁

15
稲
垣
晴
雪
（
一
八
九
五
―
一
九
八
七
）

　

日
本
画
家

晴
雪
（
白
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
五
一
頁

16
上
田
操　

裁
判
官

三
竿
道
人
（
白
文
）

④
二
八
頁

変
形
印
。
一
九
三
八
年
。
四
二
歳
。

上
三
竿
（
朱
文
）

④
二
八
頁

一
九
三
八
年
。
四
二
歳
。

17
上
村
松
園
（
一
八
七
五
―
一
九
四
九
）

　

日
本
画
家

松
園
（
白
文
）

①
九
頁　

⑬
上
一
九
一
頁

縦
長
印
。

1（
江
川
碧
潭
（
一
八
九
三
―
一
九
七
三
）

　

書
家
・
僧
侶

印
影
未
確
認

⑳

19
江
崎
権
一

江
崎
権
（
朱
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
四
九
頁　

㉙
三
六
頁

（0
大
井
虔
堂

虔
堂
清
賞
（
白
文
）

⑧
七
頁

（1
大
鹿
卓
（
一
八
九
八
―
一
九
五
九
）

長
楽
（
朱
文
）

⑬
上
五
八
頁

△
一
九
四
四
年
。
四
八
歳
。

（（
大
村
種
五
郎
（
一
八
九
一
―
一
九
八
三
）　　

　

日
本
画
家

広
陽
（
朱
文
）

①
二
二
頁　

⑬
上
四
九
頁　

㉙
三
九
頁

（（
小
笠
原
長
生
（
一
八
六
七
―
一
九
五
八
）

　

海
軍
軍
人

源
長
生
印
（
白
文
）

②
二
八
頁　

⑫
中
二
九
一
頁　

⑬
上
一
二
〇
頁　

㉙
一
一
頁

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

鉄
桜
（
朱
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

（4
岡
田
明
達　

英
語
学
者

岡
田
之
印
（
白
文
）

⑩
三
一
頁

「
丙
子
三
月
厓
製
」
明
達
（
朱
文
）
と
対
印
。
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

明
達
（
朱
文
）

⑩
三
一
頁

「
岡
田
先
生
雅
属
、
瘦
鉄
治
石
」
岡
田
之
印
（
白
文
）
と
対
印
。
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

（5
落
合
為
誠
（
一
八
六
六
―
一
九
四
二
）

　

侍
従
・
漢
詩
人

為
誠
私
印
（
白
文
）

①
二
三
頁　

⑬
上
四
六
頁　

㉙
四
〇
頁

（6
小
村
権
三
郎(

一
八
八
三
―
一
九
三
八
）　

　

日
本
画
家

小
村
厳
（
白
文
）

①
一
七
頁　

⑬
上
七
〇
頁　

㉙
三
七
頁

△

碧
雲
湖
畔
是
吾
家

（
朱
文
）

①
一
八
頁　

⑬
上
一
七
六
頁　

㉙
三
七
頁

（7
甲
斐
虎
山
（
一
八
六
七
―
一
九
六
一
）

　

南
画
家

虎
山
詩
画
（
朱
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
七
五
頁　

㉙
三
六
頁

（（
片
岡
美
登　

洋
画
家

美
登
私
印
（
白
文
）

①
一
〇
頁　

⑬
上
一
八
四
頁　

㉙
三
三
頁

△
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（9
金
島
桂
華
（
一
八
九
二
―
一
九
七
四
）

　

日
本
画
家

金
島
桂
華
（
朱
文
）

②
三
五
頁　

⑫
中
二
八
三
頁　

⑬
上
一
四
四
頁 

㉙

二
七
頁

田
字
格
印
。

金
氏
桂
華
（
白
文
）

①
二
三
頁　

⑬
上
四
七
頁　

㉙
二
七
頁

桂
華
（
朱
文
）

②
三
五
頁　

㉙
一
七
頁

縦
長
印
。

香
隆
廬
主
（
白
文
）

②
三
一
〇
頁　

⑬
上
五
四
頁　

㉙
一
九
頁

香
隆
廬
主
（
朱
文
）

⑧
一
〇
頁

（0
唐
沢
俊
樹
（
一
八
九
一
―
一
九
六
七
）

　

内
務
省
警
保
局
長

唐
沢
俊
樹
（
白
文
）

②
二
一
三
頁　

⑫
中
二
九
一
頁　

㉙
一
四
頁

（1
河
西
笛
州　

篆
刻
家

笛
州
心
賞
（
白
文
）

⑧
七
頁

（（
河
辺
元
子
（
一
八
六
八
―
一
九
三
一
）

　

南
画
家

河
辺
元
印
（
白
文
）

①
九
頁　

⑬
上
一
九
二
頁　

㉙
三
三
頁

青
蘭
（
朱
文
）

①
二
三
頁　

㉙
四
〇
頁

（（
川
村
曼
舟
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
二
）

　

日
本
画
家

曼
舟
（
朱
文
）

①
一
二
頁　

⑬
上
一
八
九
頁　

㉙
三
四
頁

（4
川
村
驥
山
（
一
八
八
二
―
一
九
六
九
）

　

書
家

驥
山　

印
影
未
確
認

⑳
に
て
言
及

（5
岸
田
劉
生
（
一
八
九
一
―
一
九
二
九
）

　

洋
画
家

劉
生
（
朱
文
）

①
二
一
頁　

⑦
一
二
五
頁　

⑫
下
四
六
三
頁　

⑬

上
四
七
頁　

㉙
三
九
頁

一
九
二
三
年
。
二
七
歳
。

劉
生
（
白
文
）

①
九
頁　

⑦
一
二
五
頁　

⑫
下
四
六
三
頁

⑬
上
一
八
五
頁　

㉙
三
三
頁

（6
菊
池
契
月(

一
八
七
九
―
一
九
五
五)

　

日
本
画
家

契
月
（
朱
文
）

②
一
一
〇 

頁　

⑦
一
一
九
頁　

⑫
上
八
七
頁

⑬
上
一
七
〇
頁　

㉙
五
頁

完
爾
印
信
（
白
文
）

②
一
九
頁　

⑫
中
三
二
七
頁　

⑬
上
一
七
〇
頁 　

㉙
五
頁

完
爾
（
白
文
）

②
四
二
頁　

㉙
二
三
頁

（7
菊
池
隆
志
（
一
九
一
一
―
一
九
八
二
）

　

日
本
画
家

隆
志
（
朱
文
）

②
四
三
頁　

㉙
二
四
頁

縦
長
印
。

（（
岸
浪
百
草
居
（
一
八
九
一
―
一
九
七
〇
）

　

日
本
画
家

百
草
（
朱
文
）

㉝
七
一
頁

百
草
居
主
（
朱
文
）

㉝
七
一
頁

一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。

（9
北
上
聖
牛
（
一
八
九
一
―
一
九
七
〇
）

　

日
本
画
家

聖
牛
（
朱
文
）

①
一
四
頁　

⑬
上
一
七
八
頁　

㉙
三
五
頁
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40
北
村
春
歩
（
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）

　

篆
刻
家

春
歩
心
賞
（
白
文
）

⑧
一
〇
頁

41
木
村
杏
園
（
一
八
八
五
―
一
九
五
七
）

　

日
本
画
家

杏
園
（
朱
文
）

②
四
四
頁　

㉙
二
四
頁

4（
工
藤
荘
平
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
七
）

　

宮
内
相
官

双
鳳
軒
主
（
白
文
）

②
一
九
頁　

⑫
三
二
三
頁　

㉙
五
頁

縢
壮
（
白
文
）

②
一
頁　

㉙
四
頁

文
哉
居
士

②
一
八
頁　

㉙
四
頁

4（
栗
林

栗
林
之
印
（
白
文
）

①
二
二
頁　

⑬
上
四
四
頁　

㉙
三
九
頁

△

44
国
府
宗
一
（
一
八
九
三
―
一
九
三
六
）

　

日
本
画
家

清
山
（
朱
文
）

①
二
一
頁　

⑬
上
六
三
頁　

㉙
三
九
頁

△

45
小
杉
放
菴
（
一
八
八
一
―
一
九
六
四
）

　

洋
画
家

放
盦
（
白
文
）

㉓
五
八
頁

一
九
四
四
年
上
海
の
銭
瘦
鉄
に
水
谷
清
を
通
じ
て
依
頼
し
た
が
、
こ
の
印
か
は
不
明
。

放
菴
（
朱
文
）

②
四
一
一 

頁　

⑦
一
二
三
頁　

⑫
中
三
一
九
頁　

⑬
上
六
〇
頁　

㉙
二
八
頁

楕
円
印
。

魚
舟
（
朱
文
）

⑫
中
三
三
一
頁　

㉓
五
八
頁

△
縦
長
印
。

放
菴
半
禿
（
朱
文
）

⑨
二
〇
頁

一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。

放
菴
半
禿
（
白
文
）

⑨
二
〇
頁

未
醒
山
人
（
白
文
）

⑨
二
〇
頁

一
九
二
七
年
。
三
一
歳
。

未
醒
（
朱
文
）

⑨
二
〇
頁

一
九
二
九
年
。
二
三
歳
。

安
明
山
客
（
白
文
）

⑨
二
〇
頁

石
上
人
（
朱
文
）

⑫
中
三
三
三
頁　

⑨
二
〇
頁

一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

石
上
人
（
朱
文
）

⑨
二
〇
頁

安
明
山
叟
（
朱
文
）

⑫
中
三
二
一
頁

小

画
印
（
白
文
）

㉜

「
庚
子
春
、
叔
厓
」
縦
長
印
。
一
九
三
〇
年
。
三
四
歳
。

46
五
島
貞
雄
（
一
八
八
二
―
一
九
五
八
）

　

日
本
画
家

五
島
（
朱
文
）

⑬
上
八
四
頁

47
小
林
斗
盦
（
一
九
一
六
―
二
〇
〇
七
）

　

篆
刻
家

斗
盦
平
生
心
賞（

朱
文
）
⑦
一
三
五
頁　

⑫
中
二
九
三
頁　

⑬
上
六
八
頁

㉓
六
六
頁

「
叔
厓
為
斗
盦
作
」。

斗
盦
（
朱
文
）

⑦
一
三
五
頁　

⑫
中
二
九
三
頁　

⑬
上
六
八
頁

「
斗
盦
弟
索
。
戊
子
冬
。
叔
厓
」 

一
九
四
八
年
。
五
二
歳
。

4（
小
室
翠
雲
（
一
八
七
四
―
一
九
四
五)

　

日
本
画
家
・
南
画
家

翠
雲
貞
印
（
白
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
七
六
頁　

㉙
三
五
頁

長
興
山
荘
主
（
朱
文
）
①
一
三
頁　

⑬
上
一
七
九
頁　

㉙
三
五
頁
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49
酒
井
忠
正
（
一
八
九
三
―
一
九
七
一
）

　

貴
族
院
議
員
・
農
林
大
臣

伯
爵
酒
井
忠
正（

白
文
）
一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰

書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

50
佐
川
寿
朦
（
一
八
六
七
―
一
九
四
六
）

　

日
本
画
家

華
谷
（
朱
文
）

①
一
四
頁　

⑬
上
一
七
九
頁　

㉙
三
五
頁

51
佐
藤
信
雄

佐
藤
信
雄
（
白
文
）

佐
藤
信
雄
（
白
文
）

△

5（
里
見
弴
（
一
八
八
八
―
一
九
八
三
）

　

小
説
家

白
酔
亭
弴
（
朱
文
）

個
人
蔵

楕
円
印
。

白
酔
亭
弴
印
（
朱
文
）
個
人
蔵

縦
長
印
。

白
酔
亭
弴
（
朱
文
）

個
人
蔵

里
見
弴
印
（
白
文
）

個
人
蔵

山
内
英
夫
（
白
文
）

個
人
蔵

5（
庄
田
常
喜
（
一
八
七
九
―
一
九
四
八
）

　

日
本
画
家

鶴
友
（
朱
文
）

①
一
四
頁　

⑬
上
一
八
一
頁　

㉙
三
五
頁

54
須
田
吉
次

　

二
代
目
（
一
八
九
二
―
一
九
七
一
）

　

陶
芸
家

陶
陶
軒
（
白
文
）

①
八
頁　

⑬
上
五
〇
頁　

㉗
一
一
九
頁

㉙
三
二
頁

△
縦
長
印
。

55
外
山
捨
造
（
一
八
八
三
―
？
）

　

実
業
家

外
山
捨
造
（
朱
文
）

②
三
一
五
頁　

⑬
上
一
五
五
頁　

㉙
二
二
頁

外
山
捨
造
（
白
文
）

②
四
六
頁　

⑬
上
一
五
五
頁　

㉙
二
五
頁

外
山
捨
造
（
白
文
）

②
三
一
三
頁　

⑬
上
一
五
六
頁　

㉙
二
一
頁

外
山
捨
造
（
白
文
）

②
一
一
頁　

⑬
上
一
五
六
頁　

㉙
二
頁

外
山
捨
造
（
白
文
）

②
二
五
頁　

㉙
一
〇
頁

外
山
捨
造
（
朱
文
）

②
一
三
頁　

⑬
上
一
五
六
頁　

㉙
二
頁

外
山
捨
造
（
朱
文
）

②
三
三
頁　

㉙
一
六
頁

外
山
捨
造
（
朱
文
）

②
三
七
頁　

㉙
一
八
頁

外
山
捨
造
（
白
文
）

②
三
九
頁　

㉙
一
九
頁

外
山
捨
造
（
朱
文
）

②
三
一
一 

頁 　

㉙
二
〇
頁

56
外
山
且
正

且
正
（
朱
文
）

②
三
二
頁　

㉙
一
五
頁

57
外
山
治
子

外
山
治
子
（
白
文
）

②
三
一
五 

頁　

⑫
中
二
八
九
頁　

⑬
上
一
五
六
頁　

㉙
二
二
頁

寿
昌
（
白
文
）

②
一
八
頁　

⑫
中
二
八
九
頁　

⑬
上
一
七
三
頁　

㉙
四
頁

△
竹
田
寿
昌
の
印
か
。
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5（
田
岡
春
径
（
一
八
八
七
―
一
九
六
九
）

　

南
画
家

春
径
（
白
文
）

⑫
中
二
八
七
頁

春
径
（
朱
文
）

⑫
中
二
八
七
頁

楕
円
印
。

59
高
折
妙
子

　

橋
本
関
雪
の
娘

妙
子

「
癸
亥
六
月
。
瘦
鉄
」
小
印
。
一
九
二
三
年
。
二
七
歳
。
高
折
妙
子
「
銭
瘦
鉄
さ
ん
の
こ
と
」

『
橋
本
関
雪
印
譜
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
九
頁
に
て
言
及
。

60
高
草
藍
山
子

藍
山
子
（
朱
文
）

②
四
七
頁　

⑬
上
一
七
七
頁　

㉙
二
六
頁

藍
（
白
文
）

①
二
二
頁　

㉙
三
九
頁

△

61
高
嶋
菊
次
郎
（
一
八
七
五
―
一
九
六
九
）　

　

実
業
家

槐
安
居
（
白
文
）

㉜

「
叔
厓
」。

槐
安
心
賞
（
白
文
）

㉜

「
瘦
鉄
。
乙
丑
十
月
」
一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。

槐
安
（
朱
文
）

㉜

「
瘦
鉄
」。

槐
安
（
白
文
）

㉜

「
略
儗
趙
無
悶
刀
法
。
厓
記
」。

尺
田
人
（
朱
文
）

㉜

「
瘦
鉄
」。

自
在
（
白
文
）

㉜

「
厓
制
。
己
巳
秋
九
月
」
縦
長
印
。
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

楽
天
（
朱
文
）

②
二
二
頁　

㉙
八
頁　

㉜

「
厓
篆
」
横
長
印
。

飛
鵲
田
人
（
白
文
）

㉜

「
己
巳
秋
九
月
為
槐
安
先
生
製
。
瘦
鉄
」
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

鳳
毛
麟
角
（
白
文
）

②
四
五
頁　

⑫
上
八
一
頁　

⑬
上
八
一
頁 

㉙
二
五
頁　

⑰
一
七
二
頁　

㉜

「
瘦
鉄
」
縦
長
印
。

清
秘
（
白
文
）

⑫
上
九
三
頁　

⑬
下
二
四
〇
頁　

㉜

「
叔
厓
集
漢
開
母
廟
石
関
」。

性
本
愛
丘
山
（
朱
文
）
㉞

「
叔
厓
。
辛
未
夏
」
一
九
三
一
年
。
三
五
歳
。

硯
田
無
悪
歳

㉞

「
硯
田
無
悪
歳
。
辛
未
七
月
叔
崖
刻
」
一
九
三
一
年
。
三
五
歳
。

高
守
中
印

㉞

「
叔
崖
仿
漢
」。
飛
鵲
田
人
と
対
印
。

飛
鵲
田
人

㉞

「
叔
崖
」。
高
守
中
印
と
対
印
。

6（
田
川
憲
（
一
九
〇
六
―
一
九
六
七
）

　

版
画
家

憲
印
（
白
文
）

②
二
九
頁　

㉙
一
二
頁

6（
竹
田
霞
村
（
一
八
八
四
―
一
九
五
五
）

　

日
本
画
家

大
愚
（
白
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
五
一
頁　

㉙
三
五
頁

64
武
田
長
兵
衞
（
一
八
七
〇
―
一
九
五
九
） 

　

武
田
薬
品
社
長
・
五
代
目
武
田
長

　

兵
衞

杏
雨
書
屋
（
朱
文
）

⑫
中
三
一
七
頁　

㉕
三
頁

「
叔
厓
」
木
印
。
縦
長
印
。

杏
雨
書
屋
図
書
之
記

（
朱
文
）
㉕
三
頁

「
杏
雨
書
屋
主
人
正
之
。
丙
子
九
月
叔
厓
刻
」
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

「
庚
寅
正
月
。
瘦
鉄

漢
画
」
一
九
五
〇
年
。
五
四
歳
。
印
顆
側
面
に
虎
の
図
。

杏
雨
書
屋
（
朱
文
）

㉕
三
頁

「
杏
雨
書
屋
主
人
雅
属
。
叔
厓
刻
」。
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65
竹
友
乕
雄
（
一
八
九
一
―
一
九
五
四
）

　

詩
人
・
英
文
学
者

竹
友
之
鉨
（
白
文
）

⑫
中
三
三
三
頁

△

66
橘
盛
義

橘
盛
義
印
（
白
文
）

①
一
六
頁　

⑬
上
一
四
九
頁　

㉙
三
六
頁

67
田
中

田
中
経
印
（
白
文
）

①
二
二
頁　

⑬
上
四
九
頁　

㉙
三
九
頁

△

6（
田
中

田
中
泰
印
（
白
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
七
五
頁

69
谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
―
一
九
六
五
）

　

小
説
家

潺
湲
亭
（
朱
文
）

⑬
上
九
六
頁

「
谷
崎
兄
正
之
。
丁
亥
二
月
。
厓
記
」
一
九
四
七
年
。
五
一
歳
。

雪
後
庵　

印
影
未
確
認

⑲
に
て
言
及

一
九
四
七
年
。
五
一
歳
。

谷
崎
潤
一
郎
（
朱
文
）
⑲
に
て
言
及

一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。
摂
州
武
庫
郡
岡
本
（
白
文
）
と
同
時
期
。

摂
州
武
庫
郡
岡
本（白

文
）
⑲
に
て
言
及

一
九
二
六
年
。
三
〇
歳
。
谷
崎
潤
一
郎
（
朱
文
）
と
同
時
期
。

谷
崎
潤
一
郎
蔵
書（白

文
）
⑲
に
て
言
及

「
谷
崎
氏
蔵
書
」
と
依
頼
。
一
九
二
七
年
。
三
一
歳
。

70
丹
呉
協
平
（
一
九
一
一
―
一
九
八
五
）

　

高
校
教
師

協
平
（
朱
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

円
形
印
。

71
秩
父
宮
雍
仁
親
王

（
一
九
〇
二
―
一
九
五
三
）
印
影
未
確
認

一
九
四
六
年
の
會
津
八
一
の
書
簡
に
て
言
及
。

7（
土
田
麦
僊
（
一
八
八
七
―
一
九
三
六
）

　

日
本
画
家

麦
僊
（
白
文
）

②
三
七
頁　

⑫
下
三
六
一
頁　

㉙
一
八
頁

麦
僊
（
白
文
）

②
三
頁 　

㉙
一
八
頁

麦
僊
（
朱
文
）

②
三
八
頁　

⑦
一
二
五
頁　

⑫
下
三
六
一
頁

⑬
上
六
九
頁　

㉙
一
八
頁

麦
僊
（
白
文
）

②
三
一
一 

頁　

⑬
上
一
一
一
頁　

㉙
二
〇
頁

麦
僊
（
白
文
）

②
三
四
頁　

㉙
一
六
頁

縦
長
印
。

7（
坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九
―
一
九
三
五
）

　

小
説
家

双
柿
舎
（
白
文
）

⑯
六
四
頁

「
双
柿
舎
主
人
属
。
瘦
鉄
治
石
」。
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。
逍
遥
（
朱
文
）
と
対
印
。

逍
遥
（
朱
文
）

⑯
六
四
頁

「
逍
遥
先
生
正
篆
。
己
巳
夏
瘦
鉄
」。
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。
双
柿
舎
（
白
文
）
と
対
印
。

74
坪
谷
善
四
郎
（
一
八
六
二
―
一
九
四
九
）

　

出
版
人
・
政
治
家

水
哉
（
朱
文
）

②
二
九
頁　

⑬
上
八
四
頁　

㉙
一
二
頁

縦
長
印
。

75
徳
川
達
考
（
一
八
六
五
―
一
九
四
一
）

　

宮
中
官
僚
・
華
族

綱
陵
翰
墨
（
白
文
）

①
一
六
頁　

⑬
上
一
七
七
頁　

㉙
三
六
頁

76
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
）

　

思
想
家
・
歴
史
家

蘇
峰
（
朱
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。
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77
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
七
―
一
九
二
四
）

　

文
人
画
家
・
儒
学
者

鉄
斎
（
朱
文
）

①
一
三
頁　

⑦
一
二
五 

頁　

⑫
中
三
〇
九
頁

⑬
上
一
七
四
頁　

㉙
三
五 

頁

7（
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
）

　

漢
学
者

長
尾
甲
印
（
白
文
）

②
一
七
頁　

⑦
一
二
五
頁　

⑫
中
二
八
九
頁 

⑬
上

一
六
二
頁　

㉙
四
頁

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

雨
山
（
朱
文
）

②
一
七
頁 　

⑫
中
二
八
九
頁　

⑬
上
一
六
九
頁　

㉙
四
頁

石
隠
（
朱
文
）

㉜

「
丙
子
四
月
、
瘦
鉄
」
一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

石
隠
（
朱
文
）

②
四
一
頁 　

⑫
下
三
六
一
頁 　

⑬
下
二
四
四 

頁　

㉙
二
三
頁

甲
（
朱
文
）

②
一
三
頁 　

⑬
上
一
六
二
頁 　

㉙
二
頁

甲
字
子
生
（
白
文
）

②
一
一
〇 

頁　

 

⑫
中
三
〇
五
頁　

⑬
上
一
六
六
頁　

㉙
五
頁

雨
山
（
白
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
七
五
頁　

㉙
三
五
頁

遠
度
氏
（
白
文
）

⑬
上
一
一
七
頁　

㉜

旧
款
「
寿
伯
仿
漢
」、「
石
隠
仁
兄
雅
属
仿
缶
翁
刀
法
、
叔
厓
」
独
往
客
（
朱
文
）
と
対
印
。

一
九
三
六
年
。
四
〇
歳
。

独
往
客
（
朱
文
）

㉜

旧
款
「
石
湖
魚
隠
」、「
丙
子
五
月
、
叔
厓
刻
石
」
遠
度
氏
（
白
文
）
と
対
印
。
一
九
三
六
年
。

四
〇
歳
。

79
中
川
一
政
（
一
九
八
三
―
一
九
九
一
）

　

洋
画
家

永
福
（
朱
文
）

⑤
一
三
四
頁　

㉖

「
瘦
鉄
為
中
川
兄
鑿
石
」。

永
福
（
白
文
）

⑤
一
三
四
頁　

縦
長
印
。

中
川
一
政
（
朱
文
）

⑤
一
三
四
頁　

㉖

「
中
川
先
生
。
辛
未
七
月
。
叔
厓
」
一
九
三
一
年
。
三
五
歳
。

目
足
居
士
（
朱
文
）

⑤
一
三
四
頁　

㉖

「
中
川
道
兄
正
之
。
叔
厓
。
一
政
改
刻
」。

印
影
未
確
認

⑤
一
三
四
頁　

中
川
は
銭
に
一
九
三
四
年
以
前
に
五
顆
依
頼
し
、
後
に
も
小
杉
放
菴
宅
で
い
く
つ
か
依
頼
し

た
。

（0
中
島
清
之
（
一
八
九
九
―
一
九
八
九
）

　

日
本
画
家

清
之
（
朱
文
）

⑬
上
九
〇
頁

（1
中
村
不
折
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）

　

洋
画
家
・
書
家

中
村
不
折
之
印（

白
文
）
⑫
中
二
二
七
頁

中
村
鈼
印
（
白
文
）

①
一
六
頁　

⑦
一
一
七
頁 　

⑫
中
二
七
九
頁

⑬
上
一
五
〇
頁　

㉙
三
六
頁

不
折
（
朱
文
）

①
一
六
頁　

⑦
一
一
七
頁　

 

⑫
中
二
七
九
頁

⑬
上
一
六
一
頁 　

㉙
三
六
頁

不
折
（
朱
文
）

②
一
九
頁　

⑫
二
八
一
頁　

⑬
上
一
六
一
頁 

㉙
五

頁

中
邨
不
折
（
白
文
）

②
一
三
頁　

⑬
上
一
六
一
頁　

㉙
二
頁

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。
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（（
中
村
玲
章
（
―
一
九
五
五
）

　

日
本
画
家

素
山
（
白
文
）

㉓
一
九
頁　

㉚
六
頁

（（
楢
崎
鉄
香
（
一
八
九
八
―
一
九
五
九
）

　

日
本
画
家

鉄
香
画
印
（
朱
文
）

⑧
一
一
頁

（4
仁
賀
保
香
城
（
一
八
七
七
―
一
九
四
五
）

　

漢
詩
人
・
書
家

香
城
之
印
（
朱
文
）

①
一
四
頁　

⑬
上
一
八
〇
頁　

㉙
三
五
頁

（5
西
沢
笛
畝
（
一
八
八
九
―
一
九
六
五
）

　

日
本
画
家

笛
畝
（
朱
文
）

㉓
一
二
六
頁

縦
長
印
。

（6
西
村
源
次
郎
（
一
八
七
七
―
一
九
三
八
）　

　

日
本
画
家

五
雲
（
白
文
）

①
一
四
頁　

⑬
上
一
七
六
頁　

㉙
三
五
頁

五
雲
（
朱
文
）

①
二
一
頁　

⑦
一
二
五
頁　

⑫
下
三
六
三
頁

⑬
上
四
八
頁　

㉙
三
九
頁

縦
長
印
。

西
村
源
印
（
白
文
）

①
二
二
頁　

⑬
上
四
八
頁　

㉙
三
九
頁

（7
西
山
翠
嶂
（
一
八
七
九
―
一
九
五
八
）

　

日
本
画
家

翠
嶂
（
白
文
）

②
四
九
頁　

⑫
中
二
八
五
頁

⑬
上
一
五
四
頁　

㉙
二
七
頁

横
長
印
。

翠
嶂
（
朱
文
）

②
三
頁　

⑫
中
二
八
五
頁

⑬
上
一
五
四
頁　

㉙
二
一
頁

縦
長
印
。

翠
嶂
（
朱
文
）

②
四
八
頁　

⑫
中
二
八
五
頁　

⑬
上
一
五
四
頁 

㉙

二
六
頁

楕
円
印
。

嶂
（
朱
文
）

②
三
一
四 
頁　

⑫
中
二
八
五
頁　

㉙
二
一
頁

京
都
市
東
山
八
阪
塔
下

西
山
翠
嶂
（
朱
文
）

②
四
七
頁　

⑫
中
二
八
五
頁　

⑬
上
一
五
三
頁 

㉙

二
六
頁

隷
書
印
。
縦
長
印
。

祇
南
荘
（
朱
文
）

②
四
頁　

⑫
中
三
一
九
頁　

⑬
上
九
六
頁

㉙
二
六
頁

卯
之
鉨
（
朱
文
）

②
一
二
頁　

㉙
一
頁

卯
（
朱
文
）

②
一
一
一
頁　

㉙
六
頁

（（
西
脇
呉
石
（
一
八
七
九
―
一
九
七
〇
）

　

書
家

西
脇
静
印
（
白
文
）

②
一
一
二 

頁 

㉙
六
頁

子
遠
（
朱
文
）

②
一
一
三 

頁　

⑫
下
四
六
九
頁

⑬
上
一
七
一 

頁 　

㉙
七
頁

（9
庭
山
耕
園
（
一
八
六
九
―
一
九
四
二
）

　

日
本
画
家

耕
園
（
朱
文
）

①
一
二
頁　

⑬
上
一
八
四
頁　

㉙
三
四
頁

90
野
原
櫻
州
（
一
八
八
六
―
一
九
三
三
）

　

日
本
画
家

万
波
一
水
（
朱
文
）

⑪
二
〇
三
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

「
癸
亥
五
月
、
櫻
州
道
兄
索
、
刻
于
白
沙
村
荘
中
、
金
匱
銭
厓
并
記
」
一
九
二
三
年
。
二
七
歳
。

変
形
印
。

万
波
一
水
（
朱
文
）

⑪
二
〇
三
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

楕
円
印
。

五
十
六
億
七
千
万
年

（
朱
文
）

⑪
二
〇
三
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

変
形
印
。
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潜
龍
窟
（
朱
文
）

⑪
二
〇
三
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

「
癸
亥
六
月
、
瘦
鉄
為
大
日
本
国
画
家
野
原
櫻
洲
氏
製
、
洛
陽
東
山
白
沙
村
荘
客
中
游
刃
」
縦

長
印
。
一
九
二
三
年
。
二
七
歳
。

野
原
安
司
（
白
文
）

①
一
七
頁　

⑬
上
七
二
頁　

㉙
三
七
頁

櫻
州
（
朱
文
）
と
対
。

櫻
州
（
朱
文
）

①
一
七
頁　

⑬
上
七
一
頁　

㉙
三
七
頁

櫻
州
山
樵
（
朱
文
）

①
一
三
頁　

⑬
上
一
八
九
頁　

㉙
三
五
頁

91
橋
本
関
雪
（
一
八
八
三
―
一
九
四
五
）

　

日
本
画
家

橋
本
弘
印
（
白
文
）

⑪
三
頁　

⑫
中
二
二
五
頁　

⑬
上
一
六
六
頁

関
雪
（
朱
文
）

⑪
三
頁　

⑫
中
二
二
五
頁　

⑬
上
五
四
頁

橋
本
弘
印
（
白
文
）

⑫
中
二
二
三
頁

橋
本
弘
印
（
白
文
）

⑧
一
二
頁

関
雪
（
朱
文
）

⑧
一
二
頁

橋
本
弘
印
（
白
文
）

白
沙
村
荘
で
実
見

旧
款
「
大
正
丙
辰
秋
日
。
香
村
刻
」
一
九
一
六
年
。

関
雪
（
朱
文
）

白
沙
村
荘
で
実
見

旧
款
「
大
正
丙
辰
秋
日
。
□
□
□
」
一
九
一
六
年
。「
己
巳
七
月
瘦
鉄
治
石
」。
一
九
二
九
年
。

三
三
歳
。

関
雪
（
朱
文
）

⑫
中
二
二
三
頁

関
雪
（
朱
文
）

⑪
三
頁　

⑫
中
二
二
七
頁

「
雪
」
字
簡
略
。
楕
円
印
。

関
雪
（
朱
文
）

②
四
一
〇 
頁　

⑦
一
二
三
頁　

⑫
中
二
二
七
頁　

 

⑬
上
五
六
頁　

㉙
二
七
頁

楕
円
印
。

関
雪
（
朱
文
）

⑪
三
頁　

⑫
中
二
二
七
頁　

⑬
上
五
四
頁

「
仿
古
泥
封
。
叔
厓
」。
縦
長
印
。

関
雪
（
白
文
）

①
七
頁　

⑬
上
一
七
六
頁　

㉙
三
二
頁

関
雪
私
印
（
白
文
）

⑪
五
頁　

⑫
中
二
三
一
頁

縦
長
印
。

関
雪
審
定
（
朱
文
）

⑪
五
頁　

⑫
中
二
二
九
頁

関
雪
自
検
（
白
文
）

①
七
頁　

㉙
三
二
頁

「
仿
漢
将
軍
印
意
。
閼
逢
困
敦
之
年
蒲
月
。
瘦
鉄
」
一
九
二
四
年
。
旧
暦
五
月
、
二
八
歳
。

橋
氏
清
賞
（
白
文
）

①
六
頁　

⑪
五
頁　

⑫
中
二
二
九
頁

⑬
上
五
二
頁　

㉙
三
一
頁

関
（
朱
文
）

②
一
一
二 

頁　

⑪
七
頁　

⑫
中
二
二
七
頁 

⑬
上
五
五
頁　

㉙
六
頁

関
（
朱
文
）

⑪
七
頁　

⑫
中
二
二
九
頁

古
澗
雪
（
朱
文
）

⑪
七
頁　

⑫
中
二
二
七
頁

楕
円
印
。
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古
澗
雪
（
朱
文
）

①
六
頁　

⑬
上
五
三
頁　

 

㉙
三
一
頁

縦
長
印
。

古
澗
雪
（
白
文
）

①
七
頁　

⑬
上
一
九
〇
頁　

㉙
三
二
頁

縦
長
印
。

四
明
狂
客
（
白
文
）

①
六
頁　

㉙
三
一
頁　

⑬
上
一
九
四
頁

楕
円
印
。

四
明
狂
客
（
白
文
）

⑪
七
頁　

⑫
中
二
三
三
頁

縦
長
印
。

了
余
斎
（
朱
文
）

②
四
一
〇
頁　

⑪
九
頁　

⑫
中
二
四
一
頁

⑬
上
七
九
頁　

㉙
二
七
頁

楕
円
印
。

了
余
斎
（
朱
文
）

②
四
九
頁　

⑪
九
頁　

⑫
中
二
四
一
頁

⑬
上
七
九
頁　

㉙
二
七
頁

了
余
（
朱
文
）

②
三
六
頁　

⑪
九
頁　

⑫
中
二
四
一
頁

㉙
一
七
頁

無
剣
斎
（
朱
文
）

⑪
九
頁　

⑫
中
二
四
一
頁

楕
円
印
。

無
剣
狂
客
（
朱
文
）

⑪
一
一
頁　

⑫
中
二
三
三
頁

円
形
印
。

無
剣
斎
主(

白
文)
⑧
九
頁

白
沙
村
荘
（
朱
文
）

①
二
五
頁 　

⑪
一
一
頁　

⑫
中
二
三
三
頁

⑬
上
五
一
頁　

㉙
四
一
頁

「
瘦
鉄
」。
楷
書
印
。

白
沙
村
民
（
白
文
）

⑪
一
一
頁　

⑫
中
二
三
三
頁

白
沙
村
人
（
白
文
）

①
八
頁　

⑪
一
一
頁　

⑫
中
二
三
三
頁 

⑬
上
五
一
頁 　

㉙
三
二
頁

東
山
草
堂
（
白
文
）

⑪
一
三
頁　

⑫
中
二
三
九
頁

「
甲
子
三
月
橋
本
先
生
属
仿
吉
羅
居
士
刀
法
。
銭
厓
」。
一
九
二
四
年
。
二
八
歳
。

東
山
酒
徒
（
白
文
）

①
七
頁　

⑪
一
三
頁　

⑫
中
二
三
九
頁 

㉙
三
二
頁

夢
白
軒
（
白
文
）

⑪
一
三
頁　

⑫
中
二
三
九
頁　

⑬
上
一
七
二
頁

⑧
一
〇
頁

走
井
居
（
朱
文
）

⑪
一
三
頁 　

⑫
中
二
三
九
頁

「
癸
亥
春
分
節
、
瘦
鉄
治
石
」。
一
九
二
三
年
、
二
月
。
二
七
歳
。
縦
長
印
。

明
治
遺
臣
（
朱
文
）

⑪
一
五
頁　

⑫
中
二
三
五
頁　

⑬
上
一
五
七
頁

縦
長
印
。

明
治
遺
臣
（
朱
文
）

②
三
頁　

⑪
一
五
頁　

⑫
中
二
三
五
頁

㉙
一
九
頁

旧
款
「
香
村
刻
」「
是
□
擬
趙
之
謙
刀
法
。
奉
関
雪
先
生
正
之
。
己
巳
夏
。
瘦
鉄
」
縦
長
印
。

一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

墨
癡
（
朱
文
）

⑪
一
五
頁　

⑫
中
二
四
九
頁

縦
長
印
。

无
逃
境
主
（
朱
文
）

⑪
一
七
頁　

⑫
中
二
三
一
頁　

⑧
九
頁

楕
円
印
。

老
泉
亭
主
（
白
文
）

⑪
一
七
頁　

⑫
中
二
三
三
頁　

⑧
一
三
頁

「
己
巳
夏
日
、為
関
雪
先
生
作
。
瘦
鉄
」
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。
天
遺
我
狂
（
朱
文
）
と
対
印
。
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天
遺
我
狂
（
朱
文
）

⑪
二
七
頁　

⑫
中
二
三
五
頁　

⑧
一
〇
頁

「
瘦
鉄
為
夢
白
軒
主
人
作
」
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。
老
泉
亭
主
（
白
文
）
と
対
印
。

帝
室
技
芸
員
（
白
文
）
⑪
一
七
頁　

⑬
上
九
六
頁

一
九
三
四
年
刻
か
。

思
凡
亭
主
（
朱
文
）

②
四
九
頁　

⑪
一
七
頁　

⑫
中
二
三
一
頁

⑬
上
八
〇
頁　

㉙
二
七
頁

楷
書
印
。

丈
草
蝸
屋
（
朱
文
）

⑪
一
九
頁　

⑫
中
二
四
五
頁

隷
書
印
。

東
海
謫
仙
（
白
文
）

⑪
二
一
頁　

⑫
中
二
四
七
頁

家
住
蓬
莱
（
朱
文
）
と
対
印
。

家
住
蓬
莱
（
朱
文
）

①
七
頁　

⑪
二
一
頁　

⑫
中
二
四
七
頁 

⑬
上
一
九
〇
頁　

㉙
三
二
頁

東
海
謫
仙
（
白
文
）
と
対
印
。

自
𢮦
（
白
文
）

②
一
一
四
頁　

⑪
二
一
頁　

⑫
中
二
二
九 

頁 

⑬
上
一
〇
八
頁　

㉙
七
頁

自
娯
（
白
文
）

⑪
二
一
頁　

⑫
中
二
四
九
頁　

⑬
上
九
八
頁

百
年
清
苦
（
白
文
）

⑪
二
三
頁　

⑫
中
二
四
三
頁　

⑬
上
一
二
七
頁

⑧
六
頁

清
閟
室
（
朱
文
）

⑪
二
三
頁　

⑫
中
二
三
七
頁

体
古
意
新
（
白
文
）
先
帝
遺
臣
（
白
文
）
と
三
顆
一
組
。
木
印
。

体
古
意
新
（
白
文
）

⑪
二
三
頁　

⑫
中
二
三
七
頁

「
霜
草
蒼
蒼
虫
切
切
。
村
南
村
北
行
人
絶
独
出
前
門
望
野
田
月
蕎
麦
如
雪
。
関
雪
夫
子
正
之
。

白
香
山
詩
意
。
瘦
鉄
」。
百
年
清
苦
（
白
文
）
先
帝
遺
臣
（
白
文
）
と
三
顆
一
組
。
木
印
。

先
帝
遺
臣
（
白
文
）

⑪
二
三
頁

百
年
清
苦
（
白
文
）
体
古
意
新
（
白
文
）
と
三
顆
一
組
。
木
印
。
縦
長
印
。

百
年
清
苦
（
朱
文
）

⑪
二
五
頁　

⑫
中
二
四
九
頁

百
年
清
苦
（
白
文
）

①
二
五
頁　

㉙
四
一
頁

放
情
（
白
文
）

⑪
二
五
頁　

⑫
中
二
四
九
頁

縦
長
印
。

詩
画
禅
（
白
文
）

⑪
二
五
頁　

⑫
中
二
五
三
頁

山
高
流
長
（
朱
文
）

⑪
二
五
頁　

⑫
中
二
五
一
頁

「
山
高
流
長
集
秦
繹マ
マ

山
碑
文
字
。
叔
厓
。」
縦
長
印
。

山
高
水
長(

朱
文)

⑧
一
二
頁

△
縦
長
印
。

仿
古
（
朱
文
）

①
二
五
頁　

⑪
二
七
頁　

⑫
中
二
四
九
頁

⑬
上
三
九
頁　

㉙
四
一
頁

横
長
印
。

筆
研
答
昇
平
（
朱
文
）
⑪
二
七
頁　

⑫
中
二
三
五
頁

楕
円
印
。

邁
歩
（
白
文
）

⑪
二
九
頁　

⑫
中
二
五
三
頁

草
書
印
。
変
形
印
。

水
火
既
濟
（
朱
文
）

⑪
二
九
頁　

⑫
中
二
五
一
頁

一
九
二
五
年
。
二
九
歳
。
縦
長
印
。

邁
歩
（
朱
文
）

⑫
中
二
五
三
頁

草
書
印
。
縦
長
印
。
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凡
（
朱
文
）

②
三
一
〇 

頁　

⑪
二
九
頁　

⑫
中
二
五
三
頁　

㉙
一
九
頁

「
厓
刻
。
関
雪
先
生
書
。
乙
亥
夏
五
月
」。
楷
書
印
。
一
九
三
五
年
。
三
九
歳
。

天
真
爛
漫
（
朱
文
）

⑪
二
九
頁　

⑫
中
二
五
三
頁　

⑬
上
一
〇
二
頁

縦
長
印
。

名
山
老
画
師
（
朱
文
）
⑪
一
九
頁　

⑫
中
二
四
三
頁　

⑬
上
一
二
二
頁

「
名
山
老
画
師
。
白
沙
村
荘
主
人
雅
命
。
瘦
鉄
」。

名
山
老
布
衣
（
朱
文
）
⑪
一
九
頁　

⑫
中
二
四
五
頁　

⑬
上
一
二
二
頁

縦
長
印
。

太
平
盦
（
朱
文
）

⑫
中
二
四
五
頁　

㉗
一
一
六
頁

剣
（
朱
文
）

⑪
一
五
頁　

⑫
中
二
四
九
頁

書
研
家
風
（
白
文
）

⑪
二
七
頁　

⑫
中
二
二
九
頁

「
橋
本
先
生
法
家
属
。
仿
漢
鑿
印
之
蒼
渾
者
。
瘦
鉄
。
壬
戌
孟
秋
」。
一
九
二
二
年
。
二
六
歳
。

関
雪
自
検
（
白
文
）

⑪
五
頁　

⑫
中
二
三
一
頁　

⑬
上
五
一
頁

「
仿
漢
将
軍
印
意
。
閼
逢
困
敦
之
年
蒲
月
。
瘦
鉄
」。
一
九
二
四
年
。
二
八
歳
。

懶
雲
洞
主
（
白
文
）

⑫
中
三
二
三
頁

百
年
清
苦
（
白
文
）

⑬
上
三
七
頁

縦
長
印
。

存
古
楼
清
秘
（
朱
文
）
①
七
頁　

⑬
上
五
一
頁　

㉙
三
二
頁

縦
長
印
。

先
秦
遺
民
（
白
文
）

①
六
頁　

⑬
上
五
二
頁　

㉙
三
一
頁

太
平
酔
民
（
朱
文
）

①
八
頁　

⑬
上
五
二
頁　

㉙
三
二
頁

太
平
酔
民
（
白
文
）

⑪
一
九
頁　

⑫
中
二
四
五
頁

中
隠
室
（
白
文
）

①
八
頁　

⑬
上
五
三
頁　

㉙
三
二
頁

蛙
吹
草
堂
（
白
文
）

①
六
頁　

⑬
上
五
三
頁　

㉙
三
一
頁

蛙
吹
草
堂
（
朱
文
）

⑬
上
一
〇
八
頁

心
静
興
長
（
朱
文
）

①
七
頁　

㉙
三
二
頁

酔
古
仏
龕
（
朱
文
）

①
六
頁　

㉙
三
一
頁

縦
長
印
。

酔
古
仏
龕
主
（
朱
文
）
①
二
五
頁　

㉙
四
一
頁

旧
款
「
嘉
慶
丁
卯
夏
日
。
曼
生
」。
一
八
〇
七
年
。

解
衣
磅
礴
（
朱
文
）

一
九
二
六
年
刻
か
。

酒
瓢
詩
巻(

白
文)

㉛
頁
数
不
明　

⑬
上
八
五
頁

「
伴
白
沙
村
荘
主
人
遊
雲
間
得
龍
泓
精
刻
□
印
一
鈕
是
刻
□
□
其
刀
法
。
厓
」。
明
月
襟
懐(

朱

文)

と
対
印
か
。

明
月
襟
懐(

朱
文)

㉛
頁
数
不
明　

⑬
上
一
一
二
頁　

㉓
六
五
頁

「
関
雪
先
生
詩
書
画
皆
登
上
乗
□
□
□
没
有
晋
人
風
。
好
遊
山
水
□
□
□
□
□
今
□
游
曼
江
南

出
石
属
□
□
□
□
□
不
能
応
命
因
□
金
鉄
□
□
撫
□
□
□
蔵
金
石
文
字
若
干
□
□
□
十
二
廻

□
□
非
常
所
□
。
瘦
鉄
□
忘
」。
酒
瓢
詩
巻(

白
文)

と
対
印
か
。
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9（
橋
本
節
哉
（
一
九
〇
五
―
一
九
六
五
）

　

洋
画
家
・
橋
本
関
雪
の
長
男

橋
本
節
哉
（
朱
文
）

⑪
二
〇
一
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

拙
哉
（
白
文
）

②
四
五
頁　

⑪
二
〇
一
頁　

⑫
中
二
五
五
頁

⑬
上
九
〇
頁　

㉙
二
五
頁

縦
長
印
。

安
（
朱
文
）

①
九
頁　

⑪
二
〇
一
頁　

⑫
中
二
五
三
頁 

⑬
上
一
九
二
頁　

㉙
三
三
頁

楕
円
印
。

天
賜
酔
郷
（
白
文
）

⑪
二
〇
一
頁　

⑫
中
二
五
一
頁

新
篁
会
印
（
朱
文
）

②
一
一
一
頁　

⑪
二
〇
一
頁　

⑫
中
二
五
一
頁

⑬
上
一
六
二
頁　

㉙
六
頁

9（
服
部
敬
雄
（
一
八
九
九
―
一
九
九
一
）

　

実
業
家

洗
心
盦
主
（
朱
文
）

⑧
一
三
頁

94
林
倭
衛
（
一
八
九
五
―
一
九
四
五
）

　

洋
画
家

倭
衛
（
朱
文
）

②
三
七
頁　

⑬
上
五
五
頁　

㉙
一
八
頁

楕
円
印
。

倭
衛
（
白
文
）

②
三
一
二
頁　

⑬
上
五
五
頁　

㉙
二
〇
頁

縦
長
印
。

95
林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
―
一
九
五
一
）

　

小
説
家

芙
美
子
（
朱
文
）

⑦
一
三
七
頁　

⑫
中
二
八
三
頁　

⑬
上
九
三
頁

縦
長
印
。

恬
澹
（
白
文
）

⑦
一
三
七
頁　

⑫
上
六
七
頁　

⑬
上
四
二
頁

⑬
上
一
〇
六
頁

△「
恬
澹
為
上
。
瘦
鉄
集
老
子
句
。
時
客
東
京
」⑬
上
四
二
頁
と
一
〇
六
頁
は
同
一
。
縦
長
印
。

96
東
原
方
僊
（
一
八
八
六
―
一
九
七
二
）

　

日
本
画
家

方
僊
（
朱
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
四
七
頁　

㉗
一
一
九
頁

㉙
三
六
頁

97
土
方
寧
（
一
八
五
九
―
一
九
三
九
）

　

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
長

寧
（
朱
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

縦
長
印
。

9（
日
向
紫
翠　

　

日
本
画
家

紫
翠
（
朱
文
）

②
三
一
三
頁　

㉙
二
一
頁

縦
長
印
。

紫
翠
（
朱
文
）

②
三
一
四
頁　

⑫
中
三
三
九
頁　

⑬
上
八
七
頁　

㉙
二
一
頁

99
広
瀬
済
（
一
八
七
五
―
一
九
三
〇
）

　

日
本
画
家

広
瀬
済
印
（
白
文
）

①
二
〇
頁　

⑬
上
七
〇
頁　

㉙
三
八
頁

100
広
幡
忠
隆
（
一
八
八
四
―
一
九
六
一
）

　

政
治
家

広
幡
忠
隆
（
白
文
）

②
二
六
頁　

⑬
上
九
〇
頁　

㉙
一
〇
頁

広
幡
忠
隆
（
白
文
）

②
三
三
頁　

㉙
一
六
頁

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

101
福
田
恵
一
（
一
八
九
五
―
一
九
五
六
）

　

日
本
画
家

恵
一
（
朱
文
）

⑬
上
二
〇
〇
頁

「
瘦
鉄
撫
古
璽
印
意
」
印
の
恵
字
に
は
草
冠
が
あ
る
。
後
に
松
丸
東
魚
の
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
蔵
。

10（
福
田
雅
之
助
（
一
八
九
七
―
一
九
七
四
）

　

テ
ニ
ス
選
手

福
田
雅
之
助
（
白
文
）

一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。
一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。

福
田
（
白
文
）

一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。
一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。

雅
（
白
文
）

一
九
四
一
年
。
四
五
歳
。
一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
付
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
に
押
印
。
変
形
印
。
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10（
細
野
燕
台
（
一
八
七
二
―
一
九
六
一
）

　

茶
人

燕
台
珍
賞
（
朱
文
）

②
三
一
六
頁　

⑬
上
一
二
〇
頁　

㉙
二
二
頁

縦
長
印
。

104
前
田
直
行
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）

　

華
族
・
能
書
家
・
漢
書
家

前
田
直
行
（
白
文
）

①
一
六
頁　

⑬
上
一
四
九
頁　

㉙
三
六
頁

雅
堂
（
朱
文
）

①
一
六
頁　

⑬
上
一
五
一
頁　

㉙
三
六
頁

△

105
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
―
一
九
四
九
）

　

政
治
家
・
外
交
官

牧
野
伸
顕
（
白
文
）

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

106
松
井
大
浩
（
一
八
〇
四
―
不
明
）

　

日
本
画
家

大
浩
（
白
文
）

①
一
四
頁　

㉙
三
五
頁

107
松
田

松
田
（
白
文
）

②
一
七
頁　

㉙
四
頁

10（
松
丸
東
魚
（
一
九
〇
一
―
一
九
七
五
）

　

篆
刻
家

長
（
朱
文
）

「
叔
厓
仿
秦
尓
鉨
」。
個
人
蔵
。

109
馬
渕
鋭
太
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
四
三
）

　

京
都
市
長

馬
渕
鋭
印
（
白
文
）

①
一
七
頁　

⑬
上
七
〇
頁　

㉙
三
七
頁

華
陽
（
朱
文
）

①
一
七
頁　

⑬
上
七
〇
頁　

㉙
三
七
頁

110
三
木
翠
山
（
一
八
八
七
―
一
九
五
七
）

　

日
本
画
家
・
版
画
家

翠
山
（
白
文
）

②
二
一
一
頁　

⑫
中
二
八
一
頁

⑬
上
八
一
頁　

㉙
一
三
頁

翠
山
（
朱
文
）

⑫
中
二
八
一
頁

111
水
谷
清
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
七
）

　

日
本
画
家

青
霞
（
朱
文
）△

⑬
下
二
三
五
頁　

⑫
下
三
七
七
頁

一
九
四
四
年
に
上
海
に
て
「
青
霞
人
」
を
依
頼
し
て
い
る
が
印
影
は
未
確
認
。
或
い
は
呉
青

霞
か
。

青
霞
創
作
（
朱
文
）△

㉓
五
四
頁

隷
書
印
。
或
い
は
呉
青
霞
か
。

11（
三
井
蘊
（
一
八
八
二
―
一
九
三
四
）

　

南
画
家

飯
山
（
白
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
四
六
頁　

㉙
三
六
頁

11（
三
井
寿
太
郎
（
一
八
七
四
―
一
九
三
七
） 　

　

実
業
家

男
爵
三
井
寿
太
郎（朱

文
）
㉜

「
己
巳
夏
六
月
為
三
井
男
爵
篆
。
瘦
鉄
」
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

114
村
山
龍
平
（
一
八
五
〇
―
一
九
三
三
）

　

朝
日
新
聞
社
社
長

香
雪
荘
蔵
（
朱
文
）

⑫
中
三
〇
九
頁

△

115
森
田
恒
友
（
一
八
八
一
―
一
九
三
三
）

　

洋
画
家

恒
印
（
白
文
）

②
二
一
〇 

頁　

⑬
上
一
二
五
頁　

㉙
一
二
頁

116
森
村
宣
稲
（
一
八
七
一
―
一
九
三
八
）

　

日
本
画
家

稲
香
室
主
（
朱
文
）

①
一
〇
頁　

⑬
上
一
八
八
頁　

㉙
三
三
頁

△
丸
型
印
。

稲
香
室
主
（
朱
文
）

①
一
五
頁　

⑬
上
一
四
六
頁　

㉙
三
六
頁

△
縦
長
印
。

117
安
田
靫
彦
（
一
八
八
四
―
一
九
七
八
）

　

日
本
画
家

印
影
未
確
認

②
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11（
山
岡
荘
八
（
一
九
〇
七
―
一
九
七
八
）

　

小
説
家

印
影
未
確
認

②

119
山
際
柳
隄
（
一
八
五
二
―
一
九
三
七
）

　

新
潟
県
農
工
銀
行
頭
取

萱
坡
（
朱
文
）

⑯
八
六
頁

「
瘦
鉄
刻
石
。
辛
未
夏
」
一
九
三
一
年
。
三
五
歳
。

臨
古
（
朱
文
）

⑯
八
六
頁　

⑬
上
一
一
〇
頁

「
叔
厓
」。
一
九
三
六
年
の
個
展
で
購
入
か
。
変
形
印
。

1（0
山
田
良
政

山
田
良
政
之
章
（
白
文
）
①
一
三
頁　

⑬
上
一
七
四
頁　

㉙
三
五
頁

1（1
山
元
金
右
衛
門
（
一
八
七
二
―
一
九
三
三
）　

　

日
本
画
家

蘆
花
浅
水
荘
主
（
白
文
）
①
一
三
頁　

⑬
上
一
七
四
頁　

㉙
三
五
頁

春
挙
（
朱
文
）

①
一
二
頁　

⑬
上
一
八
五
頁　

㉙
三
四
頁

1（（
横
山
大
観
（
一
八
六
八
―
一
九
五
八
）

　

日
本
画
家

鉦
鼓
洞
主
（
白
文
）

②
一
一
一
頁　

⑦
一
二
三
頁　

⑫
中
三
二
五
頁 

⑬
上
一
六
三
頁　

㉙
六
頁

一
九
三
七
年
四
月
五
日
付
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
簡
の
便
箋
に
印
刷
。
四
一
歳
以
前
の
刻
。

鉦
鼓
洞
主
（
朱
文
）

②
一
四
頁　

⑫
中
三
二
五
頁　

⑬
上
一
六
三
頁 

㉙

二
頁

1（（
吉
田
秀
光　

日
本
画
家

秀
光
（
白
文
）

②
三
一
二
頁　

㉙
二
〇
頁

1（4
吉
田
利
兵
衛
（
一
八
七
二
―
一
九
四
二
） 

　

彫
刻
家

白
嶺
（
白
文
）

⑫
中
三
三
三
頁

1（5
吉
田
苞
竹
（
一
八
九
〇
―
一
九
四
〇
）

　

書
家

字
子
貞
（
白
文
）

②
三
一
頁 　

㉙
一
五
頁

1（6
吉
原

吉
原
迪
（
朱
文
）

⑬
上
八
七
頁

1（7
林
朗
庵
（
一
八
九
八
―
一
九
六
八
）

　

実
業
家

朗
盦
蔵
硯(

朱
文)

②
三
四
頁　

⑬
上
六
〇
頁　

㉒
四
五
頁

㉙
一
六
頁

朗
盦
長
寿
（
白
文
）

㉒
三
一
頁

「
歳
在
玄

閹
茂
暮
春
。
瘦
鉄

朗
庵
道
長
属
。
仿
漢
玉
印
之
平
直
者
」。

某
鶴
家
風
（
朱
文
）

㉒
三
一
頁

「
叔
厓
」。

林
朗
庵
鑑
蔵
印
（
白
文
）
㉒
四
五
頁

「
瘦
鉄
治
石
、
壬
戌
暮
春
」
縦
長
印
。
一
九
二
二
年
。
二
六
歳
。

看
雲
聴
水
之
斎
（
朱
文
）
㉒
四
五
頁

林
氏
漢
研
斎
（
朱
文
）

縦
長
印
。

1（（
渡
辺
公
観
（
一
八
七
七
―
一
九
三
八
）

　

日
本
画
家

公
観(

朱
文)

⑬
上
一
〇
二
頁

游
魚
洞(

朱
文)

⑬
上
一
〇
三
頁

「
游
魚
洞
主
人
雅
属
。
乙
巳
夏
六
月
瘦
鉄
作
」
縦
長
印
。
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。

1（9
渡
辺
湖
畔
（
一
八
八
六
―
一
九
六
〇
） 

　

実
業
家
・
漢
詩
人

渡
辺(

白
文)

②
二
一
一
頁　

⑬
上
一
〇
八
頁　

㉙
一
三
頁

一
九
三
五
年
。
三
九
歳
。

彰
（
朱
文
）

②
三
三
頁　

㉙
一
六
頁

一
九
三
五
年
。
三
九
歳
。

湖
畔
（
朱
文
）

⑯
六
二
頁

「
渡
辺
先
生
正
之
。
厓
製
」
一
九
二
九
年
。
三
三
歳
。
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1（0
渡
辺
秋
谿
（
一
八
六
五
―
一
九
四
九
）

　

南
画
家

秋
谿
之
印
（
朱
文
）

①
一
二
頁　

⑬
上
一
九
三
頁　

㉙
三
四
頁

晩
翠
荘
主
（
白
文
）

①
一
二
頁　

⑬
上
一
八
四
頁　

㉙
三
四
頁

　
　
　
　〔
凡
　
例
〕

　
・
本
表
は
銭
瘦
鉄
が
日
本
人
に
刻
し
た
印
を
現
行
の
印
譜
、
文
献
資
料
か
ら
抽
出
し
整
理
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

・
本
表
に
は
計
一
三
〇
名
四
〇
七
顆
を
収
録
し
た
。
銭
瘦
鉄
と
日
本
文
化
人
と
の
交
流
を
知
る
基
礎
資
料
で
あ
る
。

　

・
本
表
は
五
十
音
図
順
に
番
号
を
振
り
並
べ
、
名
前
、
職
業
、
印
文
（
朱
文
／
白
文
）、
出
典
、
備
考
の
順
に
整
理
を
し
た
。
側
款
は
備
考
に
記
す
。

　

・
本
表
の
△
印
は
未
確
定
の
印
で
あ
る
。

　

・
本
表
の
作
成
に
は
以
下
①
～
㉞
を
用
い
た
。

①
銭
瘦
鉄
『
瘦
鉄
印
存
』
西
泠
印
社
、
一
九
二
四
年

②
銭
瘦
鉄
『
瘦
鉄
印
存
四
集
』（
私
家
版
）、
一
九
三
五
年

③
大
鹿
卓
「
銭
瘦
鉄
の
こ
と
」、『
桃
源
』
十
一
月
号
、
吉
昌
社
、
一
九
四
八
年

④
上
田
操
「
名
人
銭
瘦
鉄
へ
の
回
顧
」、『
法
曹
会
』
一
六
九
号
、
一
九
六
四
年

⑤
中
川
一
政
『
中
川
一
政
文
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年

⑥
宮
川
寅
雄
『
秋
艸
堂
印
譜
』、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年

⑦
小
林
斗
盦
『
中
国
篆
刻
叢
刊
第
四
〇
巻
（
近
代
四　

趙
石
・
銭
厓
・
鄧
散
木 

他
）』
二
玄
社
、
一
九
八
三
年

⑧
『
篆
美　

第
五
十
九
集　

銭
瘦
鉄
特
集
』、
篆
社
、
一
九
八
三
年　

⑨
『
小
杉
放
菴
画
集
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
七
年　

⑩
『
近
世
篆
刻
と
古
印
材
展　

玄
美
昕
展
特
別
陳
列
目
録
』、
玄
美
社
、
一
九
九
〇
年

⑪
水
野
恵
『
橋
本
関
雪
印
譜
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年

⑫
『
中
国
篆
刻
叢
書 

銭
瘦
鉄
印
譜
』、
文
沛
美
術
図
書
出
版
社
、
一
九
九
七
年

⑬
呉
頣
人
・
銭
大
礼
『
三
聯
印
叢
現
当
代
篆
刻
家
精
品
印
譜
系
列 

銭
瘦
鉄
印
存
』
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
年

⑭
角
田
勝
久
「
未
見
の
會
津
八
一
書
簡
―
渡
邉
湖
畔
宛
銭
瘦
鉄
に
関
す
る
も
の
」、『
書
叢
』十
六
号
、新
潟
大
学
書
道
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年

⑮
朱
力
主
『
近
現
代
名
家
篆
刻
』、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年

⑯
角
田
勝
久
「
山
際
柳
隄
旧
蔵
・
呉
昌
碩
の
書
画
印
」、『
書
叢
』
十
八
号
、
新
潟
大
学
書
道
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年 

⑰
『
呉
昌
碩
流
派
印
風
』、
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

⑱
了
廬
、
銭
明
直
『
銭
瘦
鉄
年
譜
』、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

⑲
柿
木
原
く
み
「
銭
瘦
鉄
と
谷
崎
潤
一
郎
の
周
辺
」、『
書
学
書
道
史
研
究
』、
書
学
書
道
史
学
会
、
二
〇
〇
九
年

⑳
柿
木
原
く
み
「
日
本
に
お
け
る
銭
瘦
鉄
」、『
書
学
書
道
史
論
叢
』、
書
学
書
道
史
学
会
、
二
〇
一
一
年
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㉑
柿
木
原
く
み
「
銭
瘦
鉄
と
有
島
生
馬
の
周
辺
・
補
訂
：
住
友
寛
一
と
石
井
林
響
と
」、『
相
模
国
文
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
二
年

㉒
『「
林
朗
庵
自
用
印
展
」
華
麗
な
る
鑑
蔵
印
』、
古
河
市
篆
刻
美
術
館
、
二
〇
一
三
年

㉓
袁
慧
敏
『
袖
珍
印
館 

近
現
代
名
家
篆
刻
系
列 

銭
瘦
鉄
印
挙
』、
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

㉔
方
玲
琅
『
銭
瘦
鉄
芸
術
展
曁
銭
大
礼
従
芸
七
十
五
周
年
作
品
集
』、
西
泠
印
社
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

㉕
『
第
六
十
五
回
杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
「
杏
雨
書
屋
の
蔵
書
印
」』、
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
一
六
年

㉖
神
野
雄
二
「
日
本
印
人
研
究
―
中
川
一
政
の
篆
刻
と
篆
刻
論
―
」、『
書
学
書
道
史
研
究
』
二
十
六
号
、
二
〇
〇
六
年

㉗
程
十
髪
芸
術
館
『
銭
瘦
鉄
・
銭
直
明
作
品
集
』、
上
海
尾
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
七
年

㉘
『
生
誕
一
三
五
年　

石
井
林
響
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
八
年

㉙
銭
瘦
鉄
『
瘦
鉄
印
存
』、
丸
孫
商
店
出
版
部
、
二
〇
一
九
年

㉚
呉
頣
人
『
海
派
代
表
篆
刻
家
系
列
作
品
集　

銭
瘦
鉄
』、
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
一
九
年

㉛
『
書
林
』、
出
版
年
不
詳

㉜
「
鈍
刀
硬
入
刻
的
印
、
銭
瘦
鉄
原
石
百
品
」
篆
刻
微
刻https://m

p.w
eixin.qq.com

/s/JAv（Q
W

bG
U

（XXM
（PU

Ccj0_g

㉝
『
生
誕
一
二
〇
年　

岸
浪
百
草
居
展
』
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年

㉞
西
泠
印
社
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
『
文
房
清
玩
・
田
黄
曁
槐
安
居
蔵
印
専
場
』、
二
〇
一
八
年
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は
じ
め
に

　

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
導
入
さ
れ
て
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
教
育
現
場
で
は
漢
字
仮
名
交

じ
り
の
書
の
効
果
的
な
学
習
指
導
方
法
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
作
る
本
人
が
何
か
ら
何
ま
で
自
ら
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
自
由
創
作
に
は
、
発
案
の
第
一
歩
か
ら
常
に
『
迷
い
』
が
伴
う（

1
（

」 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
字
仮
名
交

じ
り
の
書
は
漢
字
の
書
や
仮
名
の
書
と
は
異
な
る
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
自
分
で
創
作
す
る
と
い
う

新
た
な
創
造
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
学
校
国
語
科
書
写
に
お
い
て
生
徒
は
、「
正
し
く
整
え
て
速
く
書

く
こ
と
」
を
意
識
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
が
挙
げ
ら

れ
、
仮
名
（
本
論
文
に
お
け
る
「
仮
名
」
は
「
平
仮
名
」
と
「
片
仮
名
」
を
合
わ
せ
た
総
称
を
指
し
、「
平
仮
名
」
と
表
記
し
た
場
合

は
「
片
仮
名
」
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
）
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
書
写
と
書
道
を
縦
断
的

に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
も
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
生
徒
は
日
常
的
に
扱
っ
て
い
る
平
仮
名
が
楷
書
や
行
書
に
調
和
す
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
で
き
て
お
ら
ず
、「
学
習
の
系
統
上
、
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
を
基
準
と
し
て
考
え
る

　
　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
考
察

　
　

―
中
学
校
国
語
科
書
写
と
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
―
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
拓
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
瀬
英
幹
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こ
と
が
一
般
的（

（
（

」 

と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
書
写
に
お
い
て
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
考
え
る
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、
書
を

構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
表
現
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に
学
習
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
書
写
に
お
け
る
仮
名
の
指
導
の
順
序
を
踏
ま
え
た
上
で
、
調
和
の
考
え
方
や
調
和
を
図
っ
て
い
く
た
め
の

観
点
を
明
確
に
し
、
仮
名
表
現
へ
の
迷
い
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
が
主
体
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

本
研
究
の
目
的
は
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
お
け
る
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す
る
問
題
点
を
整
理
・
分
析
し
、
高
等
学

校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
指
導
方
法
を
再
考
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
（
平
成
三
〇
年
告
示
）
で
は
、
改
訂
の
具
体
的
な
方
向
性
と
し
て
「
感
性
を
働
か
せ
て
、
能
動
的
に
、
表
現
を
構
想
し
工

夫
し
た
り
、
作
品
の
意
味
や
価
値
を
見
い
だ
し
た
り
す
る
学
習
に
な
る
よ
う
、
内
容
の
改
善
を
図
る
」
や
「
国
語
科
書
写
と

の
円
滑
な
接
続
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の
働
き
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
学
習
の
充
実
を
図
る（

（
（

」 

と
述
べ
ら
れ
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
は
、
書
を
生
活
に
生
か
す
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
基

本
的
な
分
野
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
国
語
科
書
写
（
平
成
二
九
年
告
示
）
の
第
三
学
年
の
目
標
は
、

「
身
の
回
り
の
多
様
な
表
現
を
通
し
て
文
字
文
化
の
豊
か
さ
に
触
れ
、
効
果
的
に
文
字
を
書
く
こ
と（

4
（

」 

と
示
さ
れ
、「
多
様
な

文
字
や
そ
の
表
現
の
在
り
方
に
関
心
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
文
字
の
芸
術
性
に
関
心
を
向
け
る
素
地
を
養
い
、
高
等
学
校
芸

術
科
書
道
へ
の
接
続
も
見
通
し
て
い
る（

5
（

」 

と
あ
る
。
こ
の
双
方
の
視
点
を
踏
ま
え
、
縦
断
的
な
接
続
を
図
り
、
螺
旋
的
・
反

復
的
に
学
習
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

全
書
研
特
別
研
究
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
中
学
校
国
語
科
書
写
の
学
習
指
導
に
お
け
る
生
徒
・
指
導
者
の
意
識
お
よ
び

実
態
調
査（

6
（

」 （
平
成
二
八
年
）
に
お
け
る
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
へ
の
展
開
を
意
識
し
て
授
業
実
践
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

問
い
で
は
、
七
二
・
五
％
の
指
導
者
が
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
へ
の
展
開
を
意
識
し
て
い
な
い
と
回
答
し
た
【
表
１
】。
こ
の

こ
と
は
、
中
学
校
国
語
科
書
写
が
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
へ
接
続
す
る
と
い
う
視
点
を
多
く
の
指
導
者
が
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
今
後
は
縦
断
的
な
接
続
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
系
統
的
な
学
習
指
導
方
法
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
の
課
題
と
し
て
あ
げ
る
「
調
和
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
系
統
的
な
指
導
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
小
中
学
校
の
学
習
を
発
展
さ
せ
た
よ
り
高
次
な
学
習
指
導
方
法
を
確
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意識している 意識していない どちらともいえない 計

14.2％（31） 72.5（158） 13.3％（29） 218

【表１】　高等学校芸術書道科への展開を意識しているか。（　）内は回答数
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そ
こ
で
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
学
習
す
る
前
段
階
に
お
い
て
、
生
徒
は
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、「
仮
名
調
和
表
」
を
作
成
す
る
場
面
を
設
定
し
、
漢
字
と
仮
名

の
調
和
に
関
す
る
状
況
や
書
表
現
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
を
試
み
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
平
仮
名
の
表
現
方
法
に
関
す

る
学
習
指
導
方
法
の
あ
り
方
を
考
え
、
同
時
に
「
仮
名
調
和
表
」
の
作
成
が
、
三
浦（

7
（

が
述
べ
る
自
己
調
整
学
習
を
促
す
た
め

の
学
習
方
略（

7
（

と
し
て
有
効
に
働
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

第
１
章
　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
関
す
る
高
校
生
の
実
態

　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
学
習
す
る
前
段
階
と
し
て
高
校
生
が
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の

よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学

校
に
在
籍
す
る
一
年
生
（
書
道
選
択
者
四
〇
名
）
に
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
設
問
ア
～
コ
）
を
古

典
（
六
つ
の
楷
書
）
の
臨
書
学
習
を
終
え
た
直
後
に
実
施
し
た
【
資
料
１
】。
は
じ
め
に
、
設
問
ア
～
ケ
に
お
け
る
回
答
状
況

を
示
す
。
設
問
ア
に
お
い
て
、
小
中
学
校
の
授
業
で
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
の
言
葉
を
書
い
た
こ
と
を
「
覚
え
て
い
る
」
と

回
答
し
た
生
徒
は
八
五
％
で
あ
っ
た
【
グ
ラ
フ
１
】。
実
際
の
授
業
に
お
い
て
、
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
い
る
と
い
う
意

識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
い
が
、
多
く
の
生
徒
が
小
中
学
校
に
お
い
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
の
言

葉
を
扱
っ
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
書
体
を
調
和
さ
せ
て
い
た
か
（
設
問
イ
）
に
つ
い
て
は
、【
グ
ラ

フ
２
】
の
よ
う
な
回
答
状
況
で
あ
っ
た
（
複
数
回
答
可
）。
こ
れ
よ
り
設
問
ア
に
お
い
て
「
は
い
」
を
選
択
し
た
生
徒
全
員
が

「
楷
書
と
平
仮
名
の
調
和
」
を
選
択
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
い
で
「
行
書
と
平
仮
名
の
調
和
」（
四
四
％
）
が
多
く
、
楷
書

や
行
書
に
片
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
書
字
活
動
の
経
験
は
非
常
に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

設
問
ウ
で
は
、書
字
活
動
に
お
い
て
表
現
し
た
言
葉
に
つ
い
て
調
査
し
た
【
表
２
】（
複
数
回
答
可
）。
か
き
ぞ
め
コ
ン
ク
ー

ル
（
競
書
会
）
に
て
表
現
し
た
言
葉
「
新
た
な
挑
戦
」
か
ら
「
大
き
な
希
望
」
ま
で
が
全
体
の
八
三
％
を
占
め
る
一
方
で
、

生
徒
が
言
葉
や
内
容
を
考
え
て
表
現
し
た
も
の
は
「
文
化
祭
の
案
内
状
」
の
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
他
に
は
「
夏
の
空
」
や

「
夜
空
の
星
」、「
新
し
い
道
」
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
言
葉
（
六
％
）
や
、「
思
い
や
り
」
か
ら
「
赤
い
は
ね
」
ま
で
の
公

【グラフ１】　文字を調和させた経験の有無

100

80

60

40

20

0

100

44.1

8.6 2.9

楷書と平仮名

楷書と片仮名

行書と平仮名

行書と片仮名

【グラフ２】　授業で扱った調和のパターン（設問イ）

いいえ６人
（15%）

はい 34 人
（85%）

（％）



97 漢字と仮名の調和における平仮名の表現方法に関する考察

漢字と仮名の調和に関するアンケート
１年（　　）組　（　　）番

ア 小中学校の授業で漢字と仮名が交じった題材（紙に漢字と平仮名もしくは片仮名の２種類以上が
入った題材等）を書いたことを覚えていますか。

  1 はい    （ いいえ

イ アの授業ではどのように書きましたか。（複数選択可）

  1 楷書と平仮名を調和させた   （ 行書と平仮名を調和させた
  （ 楷書と片仮名を調和させた   4 行書と片仮名を調和させた 
  5 その他（                   ）

ウ  イについて、どのような言葉を書いたか教えてください。手紙や掲示文などを書いた場合はその
内容についても覚えていることを詳しく教えてください。

エ 小中学校の書写の授業での学習を振り返って、漢字と仮名が交じった言葉を書くときに普段気を
付けようと意識するようになったことはありますか。

  1 ある    （ 少しある   （ 全くない

オ エで「ある」、「少しある」と答えた人はどのようなところに普段気を付けるようになりましたか。

カ 高校の書道の授業によって、漢字の表現について変化が起こりそうですか。

  1 起こると思う        （ 少し起こると思う
  （ あまり起こらないと思う   4 起こらないと思う

キ カで「起こると思う」、「少し起こると思う」と答えた人はどんなところに変化が起こると思いま
すか。（複数選択可）

  1 文字の大きさ   （ 字形    （ 構成   4 線の太細   5 線質
  6 墨の濃淡     7 墨の潤滑  （ その他

ク 高校の書道の授業によって、 平仮名の表現について変化が起こりそうですか。

  1 起こると思う       （ 少し起こると思う
  （ あまり起こらないと思う  4 起こらないと思う

ケ クで「起こると思う」、「少し起こると思う」と答えた人はどんなところに変化が起こると思いま
すか。（複数選択可）

  1 文字の大きさ  （ 字形    （ 構成   4 線の太細   5 線質
  6 墨の濃淡    7 墨の潤滑  （ その他

コ 漢字と仮名を調和させて書くときにどのようなことが大切だと考えていますか。

【資料１】　漢字と仮名の調和に関するアンケート
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募
作
品
の
言
葉
（
八
％
）
を
回
答
す
る
生
徒
も
い
た
が
僅
か
で
あ
っ
た
。

　

設
問
エ
、
オ
は
、
小
中
学
校
の
書
字
活
動
が
日
常
生
活
へ
生
か
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
と
仮
名
が
交
じ
っ
た
言
葉
を

書
く
と
き
に
、
普
段
気
を
付
け
よ
う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

「
あ
る
」、「
少
し
あ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
を
合
わ
せ
る
と
六
七
％
で
あ
っ
た

【
グ
ラ
フ
３
】。
そ
の
内
訳
は
【
グ
ラ
フ
４
】
に
示
し
た
。「
漢
字
に
比
べ
て
仮

名
を
小
さ
く
書
く
こ
と
」
な
ど
文
字
の
大
き
さ
に
関
す
る
記
述
が
二
二
人
と

最
も
多
く
、「
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
抽
象
的
な
回
答
が
三
人
、「
画
と
画
と
の

つ
な
が
り
」
や
「
余
白
」
に
関
す
る
記
述
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
っ
た
。

　

設
問
カ
、
キ
は
「
漢
字
の
表
現
」、
設
問
ク
、
ケ
は
「
平
仮
名
の
表
現
」
を

す
る
と
き
に
変
化
が
起
こ
り
そ
う
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
既
習
の
臨
書
学
習
が
、
生
徒
の
表
現
方
法
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
契

機
と
な
り
得
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
問
い
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
【
グ
ラ
フ
５
】
が
示
す
よ
う
に
、変
化
が
「
起
こ
る
」、「
少
し
起
こ
る
」
と

回
答
し
た
生
徒
は
三
八
人
（
九
五
％
）
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
【
グ
ラ
フ
６
】

（
複
数
回
答
可
）
が
示
す
よ
う
に
、
字
形
と
構
成
が
共
に
三
三
人
（
八
六
％
）

と
最
も
高
く
、
線
の
太
細
が
一
四
人
（
三
六
％
）、
線
質
が
一
〇
人
（
三
四
％
）

と
続
く
。
後
者
に
つ
い
て
は
【
グ
ラ
フ
７
】
が
示
す
よ
う
に
、
変
化
が
「
起

こ
る
」、「
少
し
起
こ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
三
七
人
（
九
二
％
）
で
あ
り
、

そ
の
数
値
は
前
者
と
大
差
は
な
い
。
同
様
に
そ
の
内
訳
は
【
グ
ラ
フ
８
】（
複

数
回
答
可
）
が
示
す
よ
う
に
、
字
形
が
三
〇
人
（
八
一
％
）
と
最
も
高
く
、
構

成
が
一
九
人
（
五
一
％
）、
線
の
太
細
が
一
八
人
（
四
八
％
）
と
続
き
、
線
質

は
九
人
（
二
四
％
）
で
あ
っ
た
。
平
仮
名
の
表
現
は
漢
字
の
表
現
と
比
較
す

表現した言葉（題材） 依処・出典 回答数
新たな挑戦

市町村主催の
かきぞめコン
クール、競書
会等

８
輝く生命 ７
希望の道 ６
強い信念 ５
春の大地 ４
大きい力 ３
大きな力 ２

新たな生命 ２
大きな夢 １
自然の美 １
美しい空 １

大きな希望 １
夏の空

教科書
１

夜空の星 １
新しい道 １
思いやり JA 共 済、 国

税庁で主催す
るコンクール

（夏休み課題）

１
税の役割 １
赤い羽根 １
赤いはね １

文化祭の案内状 学校行事 １

【表２】　小中学校の書字活動で表現した言葉
　　　　（設問ウ）

ある10人
（25%）

少しある17人
（42%）

全くない10人
（25%）

未回答 3 人
（８%）

【グラフ３】　漢字と仮名が交じった文を言葉を書くくと
きに、普段気を付けていることの有無（設問エ）

25

20

15

10

5

0

文字の大きさ

つながり

バランス
余白

【グラフ４】　設問エにおける具体的な注意点（設問オ）

（人）
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る
と
線
の
太
細
は
一
二
％
高
く
、
構
成
は
三
五
％
、
線
質
は
一
〇
％
低
い
結

果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
高
校
生
の
実
態
に
つ
い

て
次
の
二
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、
小
中
学
校
書
写
の
学
習
を
通
し
て
、
多
く
の
生
徒
が
「
仮
名

は
漢
字
よ
り
も
小
さ
く
書
く
」
こ
と
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
て
お
り
、
漢
字

と
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
は
「
文
字
の
大
き
さ
」
を
変
化
さ
せ
れ
ば
よ

い
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
第
三
・
四
学

年
）
の
書
写
に
関
す
る
事
項
に
は
「
漢
字
や
仮
名
の
大
き
さ
、
配
列
に
注
意

し
て
書
く
こ
と
」
と
あ
り
、
小
学
校
に
お
け
る
学
び
の
定
着
が
窺
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
多
く
の
生
徒
が
「
漢
字
の
表
現
」
で
は
字
形
と
構
成
、「
平
仮

名
の
表
現
」
で
は
字
形
と
構
成
、
線
の
太
細
に
表
現
の
変
化
が
起
こ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
線
質
に
つ
い
て
変
化
が
起
こ
る
と
考
え
る
生
徒
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
学
習
の
流
れ
や
指
導
上
の
留
意
点
が
こ
の
結

果
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、古
典
の
臨
書
学
習
を
通
し
て
、

生
徒
は
最
も
字
形
へ
の
理
解
を
深
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
押
木
が

示
し
た
「
マ
ク
ロ
的
書
写
の
汎
用
性
」【
図
１
】
の
考
え
方（

（
（

に
よ
っ
て
こ
の
結

果
を
捉
え
直
し
て
み
る
。
汎
用
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
下
層
に
位
置
す

る
「
持
ち
方
」
は
す
べ
て
の
書
字
活
動
に
必
要
な
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
汎

用
性
が
高
く
、
上
層
に
位
置
す
る
「
便
せ
ん
」
や
「
ポ
ス
タ
ー
」
は
書
式
に

よ
っ
て
表
現
は
異
な
る
こ
と
か
ら
汎
用
性
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
考
え
方
を
芸
術
科
書
道
に
転
用
し
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆

に
関
し
て
マ
ク
ロ
的
な
捉
え
方
を
す
る
た
め
に
【
図
２
】
を
作
成
し
た
。
例

え
ば
、「
墨
の
濃
淡
」
や
「
墨
の
潤
滑
」
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
筆
記
具

起こる13人
（32%）

あまり起こらない 2人
（5%）

少し起こる25人
（63%）

あまり起こらない3人
（8%）

起こる 13人
（32%）

少し起こる24人
（60%）

【グラフ５】　「漢字の表現」の変化（設問カ）【グラフ７】　「平仮名の表現」の変化（設問ク）

25
20
15
10
5
0

字形

線の太細構成 線質

字の大きさ

墨の濃淡

墨の潤渇
未回答

30
35

【グラフ６】　「漢字の表現」内訳（設問キ）

25
20
15
10
5
0

字形

線の太細構成 線質

字の大きさ

墨の濃淡

墨の潤渇
未回答

30
35

【グラフ８】　「平仮名の表現」内訳（設問ケ）

（人） （人）
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日常に生かす

ノート 原稿用紙 書式 ポスター 便せん

文字の大きさ・配置・配列 縦書き横書き

漢字と仮名の調和

字形（変化）（連続）（省略）
行書 楷書

（長さ・間隔）

（横画・縦画…）（横画・縦画…） 筆使い

字種別・要素別
ひらがな カタカナ

（字種別）

（要素 もしくは原則別）
筆順

持ち方

【図１】　マクロ的に見た書写の汎用性（押木 2000） 【図２】　マクロ的に見た書道の汎用性

【文字の大きさ】
•漢字よりも仮名を小さくする ４
•漢字と仮名の大小 ４
•仮名を小さめに書くこと ２
•漢字が大きくなりすぎず、仮名が小さくなりすぎな
 いこと １
•文字の大きさを考えて、手本をしっかり見ること １
•漢字と仮名の字の大きさに気を付ける １
•文字の大きさ ３
•見た目の大きさの比率が揃っているかどうか １
•漢字を目立たせるように書く １
•仮名は控えめに書く １
•漢字と仮名に違いを付ける １
•漢字と仮名の大きさの違い １
•漢字と仮名の大きさに差を付けること １
•漢字を大きく、仮名を気持ち小さく書くこと １

【配置・構成】
•軸を揃えること １
•文字の配置に気を付け、全体のバランスをよくする
 こと １
•文字とのつながりも意識してなるべく違いが出ない
 ように １

【線質】
•漢字と仮名の線質を可能な限り近づけること １
•線質を寄せる １
•漢字と仮名の文字の形や線などを似つかわせること １

【線の太細】
•仮名は漢字よりやや太めに書くこと １
•線の太さ ３ 

【字形】
•字形 １

【その他】

•仮名はやわらかく書く １ •やわらかさ １  •お手本に合わせて書くこと １ •手本の真似をする １
•読める文字で書くこと １ •漢字と仮名の文字の雰囲気を統一し、一体感を持たせること １

•バランス ２   •文字のバランス ２   •大きさのバランス４   •漢字と仮名のバランス ２
•大きさのバランス １   •バランスを考えること １   •バランスよく書くこと １ バランス？

【図３】　設問コ「漢字と仮名を調和させて書くときにどのようなことが大切だと考えていますか」における　
　　　　高校生の回答のまとめ（ K J 法、数字は選択した人数）

日常に生かす

篆刻 用具・用材
（筆・墨・硯・紙・印材）

墨の濃淡・墨の潤滑

漢字仮名交じりの書
逆筆  波磔

行書楷書

漢字と仮名の調和
筆使い・線質・字形・線の太細

長さ  間隔

字種別
要素もしくは原則別

筆順

持ち方・正しい姿勢

刻字

篆書

隷書

変化  連続  省略

草書
（横画・縦画…）

仮名
変体仮名  連綿

（横画・縦画…）

文字の大きさ・構成横書き 縦書き
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と
し
て
筆
を
使
用
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
汎
用
性
が

低
い
と
判
断
し
て
上
層
に
位
置
付
け
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
筆
使
い
」
や
「
字
形
」
に
つ
い
て
は
読
み
や
す
さ
に
も
関
わ
る

た
め
、
日
常
的
に
意
識
す
る
事
項
と
し
て
下
層
に
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
筆
使
い
や
扱
う
用
具
に
伴
っ
て
「
線
質
」、「
線
の

太
細
」
は
影
響
を
受
け
る
た
め
同
層
に
位
置
付
け
た
。
つ
ま
り
「
筆
使
い
」、「
線
質
」、「
字
形
」、「
線
の
太
細
」
は
、
多
く

の
場
面
で
活
用
で
き
る
学
習
内
容（

9
（

と
し
て
汎
用
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
押
木
は
書
写
教
育
の
分
野
に
お
い
て
、「
他
の

学
習
内
容
に
比
べ
、
あ
る
学
習
内
容
が
難
易
度
が
低
い
場
合
、
よ
り
基
礎
基
本
的
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
る（

（1
（

」 

と
難
易
度
と

書
写
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
漢
字
の
表
現
と
平
仮
名
の
表
現
に
お
い
て
、
変
化
が
起
こ
る
要
素
と
し
て
生
徒

の
選
択
が
多
か
っ
た
「
字
形
」、「
構
成
」、「
線
の
太
細
」
は
、
汎
用
性
の
高
さ
が
一
概
に
同
じ
と
は
言
え
な
い
が
、
生
徒
が

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
創
作
す
る
際
の
学
習
方
略
と
し
て
、
他
の
要
素
に
比
べ
て
獲
得
し
や
す
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

設
問
コ
「
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
く
と
き
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
」
に
つ
い
て
は
、

漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
く
と
き
に
大
切
だ
と
考
え
る
こ
と
を
自
由
記
述
の
形
式
で
回
答
さ
せ
、
得
ら
れ
た
回
答
項
目

に
つ
い
て
Ｋ
Ｊ
法
を
援
用
し
た
手
法
に
よ
っ
て
分
析
し
た
（
分
析
１（

（（
（

） 

。
次
に
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
て
、
共
起

関
係
を
も
と
に
、生
徒
の
調
和
に
対
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
（
分
析
２
）。
分
析
１
の
結
果
【
図
３
】
か
ら
、

設
問
オ
と
同
様
に
「
文
字
の
大
き
さ
」（
二
三
人
）
が
最
も
多
く
、次
い
で
「
バ
ラ
ン
ス
」（
一
三
人
）
の
表
記
が
多
い
。
そ
の

一
方
で
、
設
問
キ
～
ケ
に
お
い
て
数
値
が
最
も
高
か
っ
た
「
字
形
」
の
記
述
は
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
古
典
の
臨
書
学
習
を

通
し
て
「
字
形
」
に
意
識
を
向
け
る
生
徒
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
考
え
は
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
に
直
接
的
に
は
結

び
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
加
え
て
、「
線
質
」（
三
件
）
や
「
線
の
太
細
」（
四
件
）
が
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
結
び

付
く
と
考
え
る
生
徒
も
極
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
調
和
を
図
る
た
め
の
方
略
と
し
て
は
、「
文
字
の
大
き
さ
」
に

関
す
る
視
点
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
【
図
４
】
は
分
析
２
の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、言
葉
の
出
現
頻
度

を
円
の
大
き
さ
で
表
し
、
そ
れ
ら
の
つ
な
が
り
を
線
で
結
ん
で
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
一
グ
ル
ー
プ
は
同
色
か
つ
実

線
で
表
示
さ
れ
る
。
円
の
位
置
関
係
や
語
区
間
の
距
離
は
グ
ル
ー
プ
分
け
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
共
起
関
係
の
媒
介
性
に
基
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づ
く
サ
ブ
グ
ラ
フ
検
出
を
行
っ
た
結
果
、
六
つ
の
分
類
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら

も
「
仮
名
」
を
「
漢
字
」
よ
り
「
少
し
」「
小
さ
く
」「
書
く
」
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、Ｋ
Ｊ
法
で
そ
の
他
の
項
目
に
位
置
付
け
た
「
バ
ラ
ン
ス
」
が
、

バ
ブ
ル
ス
ロ
ッ
ト
の
「
大
き
い
」
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
字
の
大
き
さ
の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
生
徒
の
考
え
る
「
バ
ラ
ン
ス
」
と

は
文
字
の
大
き
さ
に
限
定
で
き
る
の
か
、
線
の
太
細
や
構
成
に
関
す
る
こ
と
も
含
ま
れ

る
の
か
、
直
感
的
な
こ
と
な
の
か
な
ど
、
そ
の
真
意
ま
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
「
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
曖
昧
さ
を
考
慮
す
る
と
、
生
徒
は

「
バ
ラ
ン
ス
」を
整
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
具
体
的
な
方
略

に
ま
で
は
考
え
が
至
っ
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、書
写
に
お
け
る
学
習
の
定
着
率
は
高
い
も
の
の
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
時
期
で
あ
る
古
典
の
臨
書
学
習
を
終
え
た
直
後
の
段
階
で
は
、
高
等
学

校
に
お
け
る
「
漢
字
の
書
」
の
学
習
が
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
へ
と
発
展
的
に
繋
が
る

と
い
う
意
識
は
育
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
書
道
で
学
習
す
る
書
を

構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
の
汎
用
性
は
現
段
階
で
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
年
間
学
習
指
導
計
画
に
お
い
て
「
漢
字
の
書
」
や
「
仮
名
の
書
」
の
学
習
が
そ

れ
ぞ
れ
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、漢
字
と
仮
名
の
調
和
（
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
）
を

意
識
し
た
体
系
的
な
学
習
指
導
方
法
を
構
築
し
、
汎
用
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
　
　

第
２
章
　
自
己
調
整
学
習
の
視
座
か
ら
考
え
る
調
和
の
構
造

　

生
徒
に
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
せ
、
調
和
を
図
ら
せ
る
の
か
を

【図４】　設問コ「漢字と仮名を調和させて書くときにどのようなことが大切と考えますか」
　　　　における分析結果の共起ネットワーク図

漢字漢字

仮名仮名

手本手本

考える考える

気気

字字
書く書く

大きい大きい

バランスバランス

太い太い

線線

違い違い

思う思う

大切大切

文字文字

平仮名平仮名線質線質

小さい小さい

少し少し

5

10

15

Frequency

20

0.29

0.60
0.20

0.25

0.20

0.18

0.24

0.29

0.33
0.29

0.75

0.21

0.17

0.43

0.18

0.25

0.25

0.20
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考
え
る
前
に
、
調
和
の
構
造
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
調
和
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
に
「
①
と
と

の
い
や
わ
ら
ぐ
こ
と
。
偏
り
や
矛
盾
や
衝
突
が
な
く
、
互
い
が
ほ
ど
よ
く
和
合
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
う
さ
せ
る
こ
と
。
ち
ょ

う
か
。
②
よ
く
つ
り
あ
う
こ
と（

（1
（

」 

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
調
和
と

は
、「
一
つ
の
作
品
内
に
表
現
さ
れ
る
漢
字
と
仮
名
の
偏
り
や
矛
盾
、
衝
突
が
な
く
そ
の
表
現
内
で
つ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
」

と
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
種
村
は
「
調
和
体
作
品
と
は
、
書
か
れ
て
い
る
漢
字
と

か
な
が
感
覚
的
に
も
視
覚
的
に
も
、
自
然
で
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
書
と
は
言
え
ま
せ
ん
」「
一
般
に
は
、
漢
字
、

か
な
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
近
寄
っ
た
地
点
で
調
和
さ
せ
る
の
が
普
通（

（1
（

」 

と
し
て
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
の

工
夫
に
よ
り
、
互
い
に
違
和
感
の
な
い
地
点
へ
歩
み
寄
ら
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
和
に
関
し
て

は
、
谷
口
の
線
質
を
中
心
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
あ
り
方
を
研
究
し
た
も
の（

（1
（

や
、
広
瀬
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
導

入
期（

（1
（

と
発
展
期（

（1
（

に
お
け
る
学
習
指
導
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
駒
井
は
「
漢
字
の
ス
タ
イ
ル
に
仮
名

を
ど
う
接
近
さ
せ
た
ら
良
い
か
や
形
の
上
で
の
歩
み
寄
り
に
つ
い
て
問
題
と
考
え
る
だ
け
に
は
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
」「
直

接
に
詩
や
歌
の
内
容
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
詩
文
（
題
材
）
に
接
し
た
と
き
の
感
動
を
、
作
家
と
し
て
内
面
を
さ

ら
に
燃
焼
さ
せ
て
、
そ
の
時
の
情
感
を
表
現
す
る
の
だ（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
学
性
に
お
い
て
は
、
久
米
が
「
素
材
と

な
る
詩
文
・
語
句
選
び
こ
そ
、
主
体
的
表
現
活
動
へ
の
鍵（

（1
（

」
と
述
べ
た
り
、
大
森
が
「
生
徒
の
心
に
響
く
素
材（

（1
（

」
に
つ
い
て

研
究
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
の
工
夫
の
み
な
ら
ず
、
表
現
す
る
言
葉
の
意

味
や
価
値
に
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
先
行
研
究
に
基
づ
き
、「
調
和
」
に
つ
い
て
分
類
・
整
理
す
る
と
、「
物
理
的
な
調
和
」、「
精
神
的
な
調
和
」、

「
総
合
的
な
調
和
」
に
大
別
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
【
図
５
】。
物
理
的
な
調
和
と
は
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用

筆
・
運
筆
等
を
意
識
し
、
漢
字
と
仮
名
が
感
覚
的
に
も
視
覚
的
に
も
調
和
が
図
ら
れ
た
状
態
を
指
す
。
こ
れ
は
第
三
者
に
も

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
調
和
で
あ
る
。
一
方
で
、
精
神
的
な
調
和
と
は
、
作
品
の
文
学
性
に
書
字
者
が
自
己
の
内
面
を
近

接
さ
せ
、
言
葉
（
文
学
）
と
書
字
者
の
内
面
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
状
態
を
指
す
。
こ
れ
は
第
三
者
が
判
断
で
き
な
い
調
和

で
あ
る
。
総
合
的
な
調
和
と
は
、
物
理
的
な
調
和
及
び
精
神
的
な
調
和
が
統
合
さ
れ
た
最
も
高
次
な
調
和
を
指
し
、
漢
字
仮

名
交
じ
り
の
書
が
最
終
的
に
目
指
す
調
和
で
あ
る
。
ま
た
、
調
和
を
図
る
た
め
の
方
略
を
「
調
和
的
書
字
方
略
」
と
し
、
物

【物理的な調和と精神的な調和が統合された調和】
総合的な調和

物理的な調和 精神的な調和
【第三者が判断できる調和】 【第三者が判断できない調和】

例）字の大きさ・字形・線質・
  墨の濃淡

例）言葉（文学）と自己の内面

【図５】　調和的書字方略における調和の種類と構造
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理
的
な
調
和
及
び
精
神
的
な
調
和
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
方
略
を
「
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
」、「
精
神
的
な
調
和
書
字
方

略
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
略
の
獲
得
に
つ
い
て
順
序
性
は
な
く
、
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
を
獲
得

し
て
か
ら
精
神
的
な
調
和
書
字
方
略
を
獲
得
す
る
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
制
作
過
程
を
考
え
た
場
合
、【
図
６
】
の
よ
う
に
ど
の
制
作
過
程
に
お
い
て
も
物
理
的
な
調
和
や

精
神
的
な
調
和
を
図
る
た
め
に
、
生
徒
が
調
和
的
書
字
方
略
を
吟
味
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、「
言
葉

の
選
定
」
に
お
い
て
、
生
徒
が
自
分
の
心
情
に
合
う
最
も
適
切
な
言
葉
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
し
、
そ
の
言
葉
と
心
情
を
近

接
さ
せ
て
一
致
を
図
る
た
め
に
は
精
神
的
な
調
和
書
字
方
略
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
草
稿
づ
く
り
」
に
お
い
て
漢
字
と
仮

名
の
文
字
の
大
き
さ
や
字
形
に
つ
い
て
推
敲
し
、
漢
字
と
仮
名
の
表
現
の
一
致
を
図
る
た
め
に
は
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略

が
必
要
で
あ
る
。
総
合
的
な
調
和
を
目
指
す
に
は
、
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
と
精
神
的
な
調
和
書
字
方
略
の
双
方
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
方
略
を
適
切
に
活
用
し
て
こ
そ
真
の
調
和
が
成
り
立
つ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
制
作
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
「
い
き
な
り
主
観
を
発
揮
す
る
自
律
的
で
自

発
的
な
世
界
に
飛
び
込
め
な
い
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と（

11
（

」
や
、「
高
等
学
校
一
年
生
と
い
う
導
入
期
に
自
由
な
表
現
は
無
理
で

あ
る（

1（
（

」 
と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
課
題
は
多
い
。
メ
タ
認
知
的
な
思
考
を
働
か
せ
、
書
字
方
略
を
適
切
に
使
用
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
様
々
な
要
因
の
う
ち
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
達
富
・
青
山
が
「
学
習
者
が
日
常
的
な
書
字
場
面
で
メ
タ
認
知

的
な
思
考
を
働
か
せ
自
覚
し
て
い
る
方
略
」
を
「
メ
タ
認
知
書
字
方
略
」
と
定
義
し
て
い
る（

11
（

。
メ
タ
認
知
書
字
方
略
は
、
メ

タ
認
知
の
な
か
で
も
「
目
的
に
応
じ
た
効
果
的
な
方
略
に
つ
い
て
の
知
識
」
と
さ
れ
る
「
方
略
に
つ
い
て
の
知
識
」
に
分
類

さ
れ
る
。
ま
た
、
方
略
に
つ
い
て
の
知
識
は
「
宣
言
的
知
識
」、「
手
続
き
的
知
識
」、「
条
件
的
知
識
」
の
三
つ
に
分
類
で
き

る（
11
（

。
宣
言
的
知
識
と
は
方
略
に
つ
い
て
の
知
識
、
手
続
き
的
知
識
と
は
そ
の
方
略
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に
つ
い

て
の
知
識
、
条
件
的
知
識
と
は
そ
の
方
略
を
い
つ
な
ぜ
使
う
の
か
（
ど
の
よ
う
な
効
果
で
あ
る
の
か
）
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ

る
。
ま
た
、
達
富
・
青
山
は
、
方
略
の
使
用
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
む
読
解
方
略
に
着
目
し
、
古
賀 

の
研
究
に
基
づ
い
て
、

メ
タ
認
知
書
字
方
略
に
つ
い
て
も
意
識
性
・
選
択
性
・
統
合
性
が
伴
う
と
結
論
付
け
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
ら
を
書
字
活
動
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
定
義
付
け
る
と
、「
意
識
性
」
と
は
個
々
の
書
き
方
が
書
字
者
に
意
識
化
さ
れ
て
い
る
性
質
を
、「
選
択
性
」
と

は
複
数
の
書
字
方
略
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
が
選
択
さ
れ
る
性
質
を
、「
統
合
性
」
と
は
複
数
の
書
字
方
略
が
組
み
合
わ
さ
れ

言葉の選定 草稿づくり 創作・鑑賞 作品の完成

物理的な調和
書字方略

物理的な調和
書字方略

精神的な調和
書字方略

精神的な調和
書字方略

【図６】　漢字仮名交じり書の制作過程における書字方略の使用例
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て
活
用
さ
れ
る
性
質
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
達
富
・
青
山
は
「
学
習
者
が
意
識
的
か
つ
柔
軟
に
文
字
を
書
く
た
め
に
は
、

『
宣
言
的
知
識
』
や
『
手
続
き
的
知
識
』
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
書
字
場
面
を
想
定
し
た
『
条
件
的
知
識
』
が
必
要
と
な
る（

11
（

」 

と
し
て
い
る
。
条
件
的
知
識
に
つ
い
て
は
、
古
賀
が
、
読
解
方
略
を
自
己
調
整
学
習
の
観
点
で
捉
え
、「
自
己
調
整
学
習
理
論

は
条
件
的
知
識
の
側
面
を
含
ん
だ
形
で
の
方
略
の
学
習
過
程
を
説
明
す
る
理
論
で
あ
る（

11
（

」
と
し
て
い
る
。

　

自
己
調
整
学
習
と
は
「
学
習
者
が
、
メ
タ
認
知
、
動
機
づ
け
、
行
動
に
お
い
て
、
自
分
自
身
の
学
習
過
程
に
能
動
的
に
関

与
し
て
い
る
こ
と（

11
（

」
や
「
学
習
者
が
〈
動
機
付
け
〉〈
学
習
方
略
〉〈
メ
タ
認
知
〉
の
三
要
素
に
お
い
て
自
分
自
身
の
学
習
過
程

に
能
動
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と（

11
（

」
と
定
義
付
け
ら
れ
、そ
れ
を
抽
象
化
し
た
自
発
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
は
【
図
７
】

の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、各
段
階
の
説
明
は
【
表
３
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
に
つ

注意の焦点化
自己教示

自己モニタリング

自己評価
原因帰属
自己反応
適　応

目標設定
方略の計画
自己効力感

興　味

遂行／意志コントロールの段階

自己省察の段階予見の段階

予　　見

目標設定や方略的な計画を含む課題
分析、自分の学習についての自己効
力信念、学習の結果についての期待

（知覚された価値）、課題に対する内
発的興味（知覚された価値）、目標志
向性（学習志向性の方が遂行志向性
よりも良いという）を含む自己動機
づけ信念。

遂行／意志コントロール

イメージ化、自己教示、注意の焦点
化、課題方略の適用を含む自己統制、
自己記録、自己実験（何が最もうま
くいくか様々な方法を試すこと）を
含む自己観察。

自己省察

何らかの基準（以前の自分のパフォー
マンス、他者のパフォーマンス、何
らかの絶対的な基準）に基づくパ
フォーマンスの自己評価、結果の原
因帰属（統制の所在についての信念）
を含む自己判断。
その後の動機付けを向上／低下させ
る自己満足程度、より効果的な学習
方略の使用や自己イメージの保持に
つながる適応的／防衛的調整（テス
トを受け損なったりコースを途中で
やめたりするなど）を含む自己反応。

【図７】　自己調整学習の自発的フィードバックループ

【表３】　伊藤（2009）が考える自己調整学習の３要素の説明

い
て
、Zim

m
erm

an

は「
生
徒

が
自
分
た
ち
の
学
習
方
法
、
方

略
の
効
果
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
あ

る
学
習
方
略
か
ら
他
の
方
略
に

切
り
替
え
る
よ
う
な
自
己
認
知

の
内
面
的
変
化
か
ら
行
動
の
外

面
的
変
化
に
及
ぶ
多
様
な
方
法

で
、
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

反
応
す
る
」、 「
こ
の
循
環
に
つ

い
て
は
、
学
業
上
の
目
標
達
成

に
向
け
、
自
己
調
整
学
習
方
略

が
適
用
さ
れ
、そ
の
結
果
、遂
行

が
向
上
す
れ
ば
、
自
己
効
力
感

が
高
ま
る
。
そ
し
て
、
自
己
効

力
感
が
動
機
づ
け
と
な
り
、
さ
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ら
に
知
識
や
技
術
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
学
習
者
は
、
自
己
調
整
学
習
方
略
を
適
用
し
つ
づ
け
よ
う
と
す
る（

11
（

」 

と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
条
件
的
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
調
整
学
習
は
促
さ
れ
、
自
己
調
整
学
習
が
循
環

す
る
こ
と
で
よ
り
高
次
な
学
習
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
踏
ま
え
、
自
己
調
整
学
習
の

視
座
に
立
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
捉
え
直
し
て
み
る
。
予
見
の
段
階
で
は
、
調
和

に
つ
い
て
の
目
標
（
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
い
か
）
が
設
定
さ
れ
、
方
略
が
計
画
・
選
択
さ
れ
る
。
遂
行
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
段

階
で
は
、
予
見
で
選
択
さ
れ
た
調
和
的
書
字
方
略
に
よ
っ
て
調
和
が
図
ら
れ
る
。
自
己
省
察
の
段
階
で
は
遂
行
の
結
果
の
評

価
を
し
、
調
和
が
不
完
全
な
場
合
は
方
略
を
吟
味
し
た
後
、
再
選
択
、
統
合
し
て
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

生
徒
が
条
件
的
知
識
を
習
得
し
、適
切
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、調
和
に
お
け
る
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
物
理
的
な
調
和
と
精
神
的
な
調
和
の
双
方
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
見
る
限
り
は
、
調
和
を
図
る
た
め

の
方
略
の
獲
得
過
程
や
生
徒
が
方
略
を
使
用
し
た
際
の
成
果
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
、
物

理
的
な
調
和
書
字
方
略
と
精
神
的
な
調
和
書
字
方
略
の
相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
総
合
的
な
調
和
を
図
る

た
め
に
は
ど
ち
ら
の
方
略
も
欠
か
せ
な
い
が
、
ど
の
程
度
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
を
第
三
者
が
評
価
す
る
と
い
う
条
件

を
付
け
た
場
合
、
そ
こ
に
は
優
位
性
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
精
神
的
な
調
和
書
字
方
略
に
よ
っ
て
そ
の
言
葉
（
文
学
性
）

と
書
字
者
の
内
面
の
調
和
は
十
分
に
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
を
獲
得
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
総
合
的
な
調
和
が
図
ら
れ
た
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

例
え
ば
、
あ
る
詩
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
や
作
者
の
制
作
意
図
等
を
書
字
者
が
十
分
に
理
解
し
、
精
神
的
な
調
和
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
し
か
し
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
に
お
け
る
知
識
や
技
能
が
十
分
に
習
得
で
き
て

い
な
い
場
合
、
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
物
理
的
な
調
和
に
は
達
し
な
い
。
つ
ま
り
、
物
理
的
な
調
和

書
字
方
略
は
書
字
者
の
心
情
を
可
視
化
す
る
た
め
の
方
略
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
字
者
の
抱
い
た
感
情
を
直

接
第
三
者
が
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
物
理
的
な
調
和
を
図
る
こ
と
で
間
接
的
に
書
字
者
の
内
面
を
表
出
さ
せ
、
鑑
賞
者

に
も
精
神
的
な
調
和
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
第
三
者
が
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
物
理

的
な
調
和
書
字
方
略
を
獲
得
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
習
者
が
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
を
獲
得
す
る
初

期
段
階
（
小
中
学
校
）
の
認
知
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
学
校
国
語
科
書
写
か
ら
高
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等
学
校
芸
術
科
書
道
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
有
効
な
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
　
　

第
３
章
　
教
科
書
を
通
し
て
獲
得
で
き
る
調
和
的
書
字
方
略

　

教
科
書
は
「
学
習
指
導
の
中
枢
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
教
育
内
容
や
目
標
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の（

1（
（

」 

と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
現
場
で
は
多
く
の
教
員
が
使
用
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
採
択
率
が
高
い
小
学
校
三
社
（
平
成
二
六
年
検
定（

11
（

） 

、
中

学
校
三
社
（
平
成
二
七
年
検
定（

11
（

） 

を
調
査
対
象
と
し
、学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
に
関
す
る
記
載
事

項
を
参
考
に
し
た
。

第
１・２
学
年

（ア）姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くこと
（イ）点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に従っ

て丁寧に書くこと
（ウ）点画相互の接し方や交わり方、長短や方向などに注

意して、文字を正しく書くこと
第
３・４
学
年

（ア）文字の組立て方を理解し、形を整えて書くこと
（イ）漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くこと
（ウ）毛筆を使用して点画の書き方への理解を深め、筆圧

などに注意して書くこと

第
５・６
学
年 

（ア）用紙全体との関係に注意して、文字の大きさや配列
などを決めるとともに、書く速さを意識して書くこ
と

（イ）毛筆を使用して、穂先の動きと点画のつながりを意
識して書くこと

（ウ）目的に応じて使用する筆記具を選び、その特徴を生
かして書くこと

第
１
学
年

（ア）字形を整え，文字の大きさ、配列などについて理解
して、楷書で書くこと

（イ）漢字の行書の基礎的な書き方を理解して、身近な文
字を行書で書くこと

第
２
学
年

（ア）漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解し
て、読みやすく速く書くこと

（イ）目的や必要に応じて、楷書又は行書を選んで書くこ
と

第
３
学
年 

（ア）身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに
触れ、効果的に文字を書くこと

【表４】　小学校における各学年の書写の内容　＊傍線部は筆者

【表５】　中学校における各学年の書写の内容　＊傍線部は筆者

　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
解
説
国
語
編

に
お
け
る
書
写
に
関
す
る
事
項
で
は
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い

て
も
「
調
和
」
と
い
う
言
葉
は
出
現
し
な
い
。
し
か
し
、
漢

字
と
仮
名
の
関
係
性
に
着
目
し
た
記
述
を
精
査
す
る
と
、
第

三
学
年
及
び
四
学
年
の
学
習
内
容
（
イ
）
や
第
五
学
年
・
第

六
学
年
の
学
習
内
容
（
ア
）
が
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
関
す

る
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る【
表
４
】。
中
学
校
学

習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
解
説
国
語
編
に
お
け
る
書

写
に
関
す
る
事
項
で
は
、
第
一
学
年
に
お
い
て
楷
書
と
仮
名

の
調
和
に
関
す
る
内
容
が
、
第
二
学
年
に
お
い
て
行
書
と
仮

名
の
調
和
に
関
す
る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
【
表
５
】。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
学

習
初
期
段
階
（
小
学
校
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
）、楷
書
と
仮

名
の
調
和
の
学
び
を
深
め
る
段
階
（
中
学
校
第
一
学
年
）、
行

書
と
仮
名
の
調
和
を
目
指
す
段
階
（
中
学
校
第
二
学
年
）
を
調
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査
対
象
と
し
、
教
科
書
の
表
記
に
ど
の
よ
う
な
傾
向
や
工
夫
が
見
ら
れ
る
か
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
書
写
教
科
書
の
分
析
に
お
い
て
、
メ
タ
認
知
書
字
方
略
の
先
駆
的
な
研

究
を
す
る
達
富
・
青
山
は
、「
メ
タ
認
知
書
字
方
略
の
構
造
」【
図
８
】
に
基
づ
き
、

教
科
書
に
お
け
る
「
学
習
の
て
び
き
」
が
生
徒
に
意
識
化
さ
せ
る
多
く
は
「
規
範

的
な
書
字
方
略
」
で
あ
り
、
行
書
の
学
習
に
伴
う
中
学
校
で
は
、「
効
率
的
な
書

字
方
略
」
の
使
用
が
多
く
な
る
と
分
析
し
て
い
る（

1（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
字
と
仮

名
の
調
和
を
図
る
学
習
に
お
い
て
も
同
様
に
メ
タ
認
知
書
字
方
略
（
ま
た
は
別
の

方
略
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
そ
こ
で
、
小
学
校
と
中
学
校
に
お
け

る
教
科
書
の
「
漢
字
と
仮
名
の
調
和
」
に
関
す
る
表
記
を
そ
れ
ぞ
れ
【
資
料
２
】、

【
資
料
３
】
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
各
教
科
書
に
お
い
て
「
漢

字
と
仮
名
の
調
和
」
に
関
わ
る
該
当
ペ
ー
ジ
を
挙
げ
、「
発
問
・
声
か
け
」
も
し
く

は
「
ま
と
め
・
ふ
り
か
え
り
」
の
記
載
内
容
を
抜
き
出
し
た
。
ま
た
、
記
載
内
容

メタ認知書字方略の構造

•規範的な書字
 例）点や画のとめ・はね・はらいを意識して書く
•審美的な書字
 例）きれいな字を書く、美しい字を書く
•社会的な書字
　例）誰が読むのかを意識して書く
•強調的な書字
 例）筆圧を強くして濃い字を書く
•効率的な書字
 例）字をはやく書くようにする

調和的書字方略の構造

•要素意識
 例）文字の大きさ・配列・字間を意識して書く
•比較・選択
 例）対象を比較して、望ましい書き方を理解して 
   書く
•他者意識
 例）読み手の読みやすさを意識して書く
•効率・連続
 例）はやく連続性を意識して書く

【図８】　メタ認知書字方略の構造（遠富・青山 2019）

【図９】　調和的書字方略の構造

は
ど
の
よ
う
に
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
整
理
・
分
類
し
、
メ
タ
認
知
書
字
方
略
の
構
造
を
参

考
に
し
て
分
析
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、【
資
料
２
】、【
資
料
３
】
に
示
し
た
網
掛
け
や
下
線
、
□
部
に
、
特
徴
的
な
傾
向
や
違
い
が
見
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
特
徴
に
着
目
す
る
と
、「
要
素
意
識
」、「
比
較
・
選
択
」、「
他
者
意
識
」、「
効
率
・
連
続
」
の
四
つ
の
方
略
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
【
図
９
】。
ま
ず
、
ど
ち
ら
の
校
種
と
も
最
も
多
い
表
記
は
「
○
○
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
」、「
○

○
を
確
か
め
よ
う
」
等
（
網
掛
け
部
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
注
意
喚
起
を
促
す
方
略
と
し
て
要
素
意
識
に
分
類
し
た
。
○
○

に
該
当
す
る
の
は
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
列
、
字
間
な
ど
で
あ
り
、
児
童
や
生
徒
が
こ
れ
ら
の
要
素
に
注
意
を
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
誘
導
す
る
補
助
線
が
多
く
見
ら
れ
る【
図
10
】。
そ
の
誘
導
に
従
っ
て
漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
学
習
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、「
規
範
的
な
書
字
」
へ
向
か
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

次
に
、
中
学
校
に
多
く
見
ら
れ
た
「
○
○
と
△
△
を
比
較
し
、
違
い
を
見
つ
け
よ
う
」（
傍
線
部
）【
図
11
】
等
は
、
異
な
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教
科
書

学　
年

見出し・題材 
見出し…★ 
題材…「」

発問・声かけ
М、Ｔ社：見出し後の文 
Ｋ　　社：めあて、キャラクターの 
     吹き出し

まとめ・ふりかえり 
※漢字と仮名の調和に関する箇所を抜粋 
М社：「たいせつ」、調和に該当する赤字 
Ｔ社：「書写のかぎ」、「ふり返って話そう」 
Ｋ社：「ふり返ろう」

Ｍ　
社

第
４
学
年

★ノートの達人になろう 
こくごのノート
 •「運転手の松井さん」 
 •「いいえ、夏みかんですよ」

• ノートを読みやすく書くためのポ
イントを考えよう 

• 文字の大きさのバランスがよいの
はどちらかな。理由も合わせて考
えよう。

 • どちらが読みやすいかな

• 漢字を大きめに、平がなを小さめに書くと、
読みやすくなる

• 行の中心をそろえ、字間（字と字の間）を
同じくらい空けて書くと、読みやすくなる

★できているかな 
横書きのノート 
例）「空気をあたためたり…」

（理科の実験ノート）

• 横書きのノートでも、文字の配列
に気をつけて書いているかな

• 下の線にそろえて（または、上の線と下の
線の真ん中に）書いているかな

・漢字は大きめに、平がなは小さめに書いて
いるかな ・字間は同じくらい空いているか
な

★伝とう工芸の良さを伝えよう
リーフレットの書き方
例）「博多おり」

• 文字の大きさや配列に注意して、読
みやすいリーフレットを作ろう

• かなは、漢字よりも小さめに書く 
・行の中心をそろえる
・字間をそろえる

Ｔ　
社

第
３
学
年

★文字の大きさと字間 
•「朝ごはんを食べる。」
•「元気よく歩く。」

• 次の文の書き方をくらべて、読み
やすくするために気をつけること
を見つけましょう

• となりの行の文字と重ならないように、け
い線のはばよりも少し小さく書く

 ・ひらがなは漢字よりも少し小さく書く
 ・字間（文字と文字の間）は、同じくらいの

広さにそろえてあける
★読書記録カード 
例）「雪国にくらす人々・前野
かおる・一月三十日」

• 文字の大きさと字間に気をつけて
読書記録カードを書きましょう

• 文字の大きさと字間について、書くときに
気をつけたことを話し合いましょう。

第
４
学
年

★ノートを書こう
 例）「文の組み立てを考えよ
う。…」

• 字形の整え方と文字の大きさ、字
間に気をつけて書きましょう

• 漢字とひらがなの大きさをくらべてみよう
• これまで学習してきた「書写のかぎ」をど

のように生かしたか話し合いましょう
★お礼の気持ちを手紙で伝え
よう お礼の手紙 
例）「花村さん、お元気ですか。」

• 行の中心や行間、文字の整え方に
気をつけて、読みやすく書きましょ
う

・手紙を書くときに、これまで学習してきた
「書写のかぎ」をどのように生かしたか話
し合いましょう

Ｋ　
社

第
３
学
年

★はがき 暑中みまい 
例）「暑中おみまい申しあげま
す」

• 文字の大きさや行の中心に気をつ
けて書こう

• 文字の大きさや行の中心に気をつけて書い
たかな

★原こう用紙（セーフティ教
室の作文）
★カード（てんらん会作品の
カード）

• 文字の大きさや配列に気をつけて
書こう

• 文字の大きさに気をつけて書いたかな
• 配列に気をつけて書いたかな

★俳句「雪とけて村いっぱい
の子どもかな」他

• 文字の大きさや行の中心に気をつ
けて書こう

• 漢字とひらがなの大きさに気をつけて書い
たかな

• 行の中心に気をつけて書いたかな
★手紙 お店見学のお礼じょ
う

• 文字の大きさや行の中心に気をつ
けて、ていねいに書こう

• 文字の大きさや行の中心に気をつけて書い
たかな 

• 相手のことを考えてていねいに書いたかな

第
４
学
年

★ノート 理科のノート 
例）「予想が正しければ…」

• 学習内ようがわかりやすいノート
のまとめ方を知ろう

• 読みやすさのひみつはどこにある
でしょうか 

• どんな工夫があるのか考えてみま
しょう

• 学習内ようがわかりやすいノートのまとめ
方がわかったかな

★はがき けい老の日のはがき 
「おじいちゃん、おばあちゃん、
お元気ですか。…」

• 文字の大きさや行の中心に気をつ
けて書こう

• 文字の大きさや行の中心に気をつけて書い
たかな

★文化（短歌） 「秋風にたなび
く雲のたえまより…」 
★かるた（ぼうさいかるたを
作る） 
例）「ひなんばしょ 歩いてか
くにん 日ごろのそなえ」

• 文字の大きさと配列に気をつけて
書こう

• 文字の大きさに気をつけて書いたかな
• 配列に気をつけて書いたかな

【資料２】　小学校における「漢字と仮名の調和」に関する表記のまとめ
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教科書

学　年

見
出

し
・

題
材

 
見

出
し

…
★

 
題

材
…

「
」

発
問

・
声

か
け

Ｔ
　

社
：

見
出

し
後

の
文

 
Ｔ

　
社

：
Ｋ

　
社

：
め

あ
て

、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
 

 
 

 
の

吹
き

出
し

ま
と

め
・

ふ
り

か
え

り
 

※
漢

字
と

仮
名

の
調

和
に

関
す

る
箇

所
を

抜
粋

 
М

社
：「

た
い

せ
つ

」、
調

和
に

該
当

す
る

赤
字

 
Ｔ

社
：「

書
写

の
か

ぎ
」、「

ふ
り

返
っ

て
話

そ
う

」 
Ｋ

社
：「

ふ
り

返
ろ

う
」

ポ
イ

ン
ト

ポ
イ

ン
ト

詳
細

Ｍ社「中学書写」

第１学年

★
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

• 俳
句

「
目

に
は

青
葉

 山
ほ

と
と

ぎ
す

 初
が

つ
を

」（
小

筆
）

・（
 

）
に

当
て

は
ま

る
言

葉
を

書
き

込
み

、
文

や
文

章
を

読
み

や
す

く
書

く
ポ

イ
ン

ト
を

確
か

め
よ

う
・

文
字

の
大

き
さ

・
配

列
・

用
紙

に
対

す
る

文
字

の
大

き
さ

・
仮

名
は

漢
字

よ
り

小
さ

く
書

く
・

行
の

中
心

を
そ

ろ
え

る
・

字
間

と
行

間
を

そ
ろ

え
る

・
用

紙
の

上
下

左
右

に
余

白
を

取
る

・
用

紙
に

あ
っ

た
文

字
の

大
き

さ
を

考
え

る

★
楷

書
と

仮
名

の
ま

と
め

・
文

章
「

あ
の

坂
を

の
ぼ

れ
ば

」
よ

り
（

鉛
筆

）
・

 横
書

き
の

文
章

（
鉛

筆
）

・
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

こ
と

を
生

か
し

て
、

鉛
筆

で
書

こ
う

・
19

ペ
ー

ジ
の

点
線

を
谷

折
り

に
し

て
、

上
の

文
を

書
こ

う
・

折
り

目
を

開
き

、
左

の
例

と
比

べ
て

み
よ

う
・

横
書

き
の

書
き

方
を

確
か

め
よ

う

・
漢

字
の

筆
使

い
・

漢
字

の
字

形
・

平
仮

名
の

筆
使

い
と

字
形

・
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

・
横

書
き

の
書

き
方

 
下

の
線

に
そ

ろ
え

て
書

く
方

法
（

線
と

の
間

は
少

し
空

け
る

）、
線

と
線

の
中

央
に

書
く

方
法

・
速

く
書

く
と

き
の

書
き

方
 「

払
い

」
が

「
止

め
」

に
な

る
、

画
が

接
す

る
と

こ
ろ

が
離

れ
る

、
次

の
画

に
続

く
「

縦
画

」
の

終
筆

が
「

は
ね

」
に

な
る

・
片

仮
名

の
筆

使
い

 
片

仮
名

は
漢

字
と

同
じ

筆
使

い
で

書
く

第２学年

★
行

書
と

仮
名

の
調

和
・「

砂
山

に
雨

の
消

え
ゆ

く
音

」（
毛

筆
）

・「
夕

映
え

の
空

」（
鉛

筆
→

毛
筆

）

・
ア

（
楷

書
と

そ
れ

に
調

和
す

る
仮

名
）

イ
（

行
書

と
そ

れ
に

調
和

す
る

仮
名

）
に

含
ま

れ
る

平
仮

名
を

比
較

し
、

違
い

を
見

つ
け

よ
う

・
鉛

筆
で

線
を

な
ぞ

り
、

筆
脈

を
確

か
め

よ
う

・
行

書
と

仮
名

の
調

和
を

さ
せ

る
た

め
に

、
仮

名
で

も
行

書
の

筆
使

い
を

意
識

す
る

比
較

の
観

点
・

筆
脈

・
筆

圧
の

変
化

・
画

の
中

で
の

筆
圧

の
変

化
を

意
識

し
、

軽
や

か
に

筆
を

運
ぶ

・
筆

脈
を

意
識

し
、

次
の

画
に

つ
な

が
る

よ
う

に
書

く

★
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

・「
い

ろ
は

歌
（

字
源

付
き

）」（
小

筆
・

小
筆

で
書

い
て

、
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
特

徴
を

確
か

め
よ

う
・

行
書

に
調

和
す

る
仮

名
の

筆
使

い
に

慣
れ

よ
う

・
楷

書
に

調
和

す
る

仮
名

と
比

べ
て

み
よ

う

・
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

に
は

、
点

画
に

行
書

と
共

通
し

た
変

化
が

表
れ

る
・

始
筆

や
終

筆
の

形
が

変
化

す
る

・
点

画
が

直
接

つ
な

が
る

★
行

書
と

仮
名

の
ま

と
め

・「
い

ろ
は

歌
」（

硬
筆

）
・

文
章

「
平

家
物

語
」

よ
り

（
硬

筆
）

・「
生

」「
三

」「
洋

」

・
鉛

筆
で

な
ぞ

り
、

行
書

に
調

和
す

る
仮

名
の

筆
使

い
を

確
か

め
よ

う
・

硬
筆

で
書

く
と

き
も

、
行

書
と

そ
れ

に
調

和
す

る
仮

名
の

特
徴

を
意

識
し

よ
う

・
行

書
と

仮
名

の
調

和
を

意
識

し
て

、
文

章
を

書
こ

う

・
行

書
の

字
形

の
整

え
方

・「
横

画
」

は
、

楷
書

よ
り

も
右

上
が

り
に

書
く

・
同

じ
種

類
の

点
画

が
並

ぶ
と

き
は

、
二

画
目

と
三

画
目

を
 連

続
 さ

せ
る

・
行

書
や

、
そ

れ
に

調
和

す
る

仮
名

の
特

徴
を

意
識

し
て

文
章

を
書

い
た

【
資

料
３

】　
中

学
校

に
お

け
る

「
漢

字
と

仮
名

の
調

和
」

に
関

す
る

表
記

の
ま

と
め
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Ｔ社「新編　新しい書写」

第１学年

★
楷

書
に

調
和

す
る

仮
名

・
平

仮
名

の
五

十
音

表
（

字
源

付
き

・
毛

筆
）

・
平

仮
名

・
片

仮
名

の
五

十
音

表
（

鉛
筆

）

・
平

仮
名

、
片

仮
名

の
筆

使
い

や
字

形
を

調
べ

よ
う

・
自

分
た

ち
が

ふ
だ

ん
書

い
て

い
る

文
字

と
教

科
書

の
文

字
を

比
べ

て
み

よ
う

・
好

き
な

言
葉

を
、

平
仮

名
や

片
仮

名
で

書
こ

う

・
平

仮
名

、
片

仮
名

の
筆

使
い

や
字

形
・

平
仮

名
も

、
一

つ
一

つ
の

点
や

線
を

は
っ

き
り

と
丁

寧
に

書
く

・
平

仮
名

は
、

漢
字

よ
り

や
や

小
さ

め
に

書
く

・
片

仮
名

の
筆

使
い

は
、

基
本

的
に

は
漢

字
と

同
じ

で
あ

る

★
配

列
・「

明
る

い
心

」（
鉛

筆
）

・
次

の
二

つ
の

「
明

る
い

心
」

を
比

べ
た

と
き

、
漢

字
と

平
仮

名
の

大
き

さ
が

ど
の

よ
う

に
違

っ
て

い
る

か
調

べ
よ

う
・

配
列

が
ど

う
な

っ
て

い
る

か
、

小
筆

で
書

い
て

確
か

め
よ

う

・
行

の
整

え
方

（
配

列
）

・
小

筆
の

持
ち

方
・

行
の

中
心

に
文

字
の

中
心

を
そ

ろ
え

る
・

画
数

の
少

な
い

漢
字

や
仮

名
は

や
や

小
さ

め
に

書
く

・
字

間
・

行
間

を
そ

れ
ぞ

れ
そ

ろ
え

る
・

上
下

左
右

の
余

白
を

適
度

に
取

る
 

・
行

頭
を

そ
ろ

え
る

・
提

腕
法

と
枕

腕
法

に
つ

い
て

★
配

列
「

夏
山

の
緑

う
つ

り
し

小
窓

か
な

」
俳

句
（

小
筆

）
・「

美
し

い
緑

」（
毛

筆
・

鉛
筆

）

・
楷

書
の

書
き

方
に

気
を

つ
け

な
が

ら
毛

筆
や

硬
筆

で
書

こ
う

・「
美

」「
緑

」
の

点
画

の
書

き
方

が
違

っ
て

い
る

こ
と

に
気

を
つ

け
よ

う
・

書
き

方
の

違
い

を
確

か
め

な
が

ら
書

こ
う

・
字

間
や

行
間

・
楷

書
＊

こ
の

よ
う

に
書

く
と

、
速

く
書

き
や

す
く

 な
り

ま
す

・
点

画
の

長
さ

、
方

向
を

変
え

て
も

良
い

（
戸

、
比

） 
・

点
画

を
離

し
て

も
よ

い
（

田
、

文
）

・
点

画
の

終
筆

を
は

ね
て

も
よ

い
（

木
、

和
） 

・
点

画
の

終
筆

を
止

め
て

も
よ

い
（

角
、

実
）

・
点

画
の

形
を

変
え

て
も

よ
い

（
緑

、
楽

） 
・

点
画

を
曲

げ
な

く
て

も
よ

い
（

商
、

空
）

★
配

列
文

章
「

さ
ん

き
ち

」
吉

橋
通

夫
・

横
書

き
・

数
字

・
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

・
行

の
整

え
方

や
文

字
の

大
き

さ
を

確
か

め
よ

う
・

印
刷

文
字

と
手

書
き

文
字

は
字

形
が

違
う

よ
。

書
く

と
き

は
気

を
つ

け
よ

う
・

上
の

二
つ

の
横

書
き

ア
、

イ
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

行
の

ど
の

部
分

で
文

字
を

そ
ろ

え
て

い
る

か
調

べ
よ

う

・
横

書
き

の
行

の
整

え
方

＊
文

字
の

そ
ろ

え
方

に
は

、
二

つ
の

方
法

が
あ

る
ア

 下
の

け
い

線
に

文
字

の
下

部
を

近
づ

け
て

そ
ろ

え
る

イ
 行

の
中

心
に

文
字

の
中

心
を

そ
ろ

え
る

ア
・

イ
の

二
種

類
の

書
き

方
を

交
ぜ

て
書

か
な

い
・

文
字

の
大

き
さ

や
字

間
に

気
を

つ
け

て
書

い
た

・
横

書
き

の
行

の
整

え
方

を
理

解
し

て
書

い
た

第２学年

★
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

・「
流

れ
る

雲
を

見
て

い
た

」（
鉛

筆
）

・
平

仮
名

の
五

十
音

表
（

字
源

付
き

・
小

筆
）

・
平

仮
名

・
片

仮
名

の
五

十
音

表
（

鉛
筆

）
★

行
書

と
仮

名
の

調
和

・「
流

れ
る

雲
」（

毛
筆

、
硬

筆
）

・「
豊

か
な

自
然

」（
毛

筆
、

硬
筆

）

・
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
筆

使
い

や
字

形
に

気
を

つ
け

て
書

こ
う

・
楷

書
に

調
和

す
る

平
仮

名
と

行
書

に
調

和
す

る
平

仮
名

の
筆

使
い

や
字

形
の

違
い

を
調

べ
よ

う
・

行
書

に
調

和
す

る
仮

名
は

、
筆

脈
を

意
識

し
て

書
く

こ
と

を
確

か
め

よ
う

・
行

書
に

調
和

す
る

平
仮

名
は

、
平

仮
名

の
字

源
に

似
て

い
る

ね
・

行
書

と
平

仮
名

の
調

和
の

仕
方

を
調

べ
よ

う
（

流
れ

る
雲

）
・「

流
れ

る
雲

」
を

毛
筆

や
硬

筆
で

書
い

て
行

書
と

平
仮

名
の

調
和

を
確

か
め

よ
う

・
行

書
と

平
仮

名
の

調
和

を
確

か
め

な
が

ら
、

毛
筆

や
硬

筆
で

「
豊

か
な

自
然

」
を

書
こ

う

・
行

書
に

調
和

す
る

平
仮

名

・
行

書
と

平
仮

名
の

調
和

・
点

や
線

が
 連

続
す

る
 こ

と
が

あ
る

・
始

筆
・

終
筆

の
方

向
が

変
化

す
る

こ
と

が
あ

る
・

点
や

線
の

一
部

が
省

略
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
・

終
筆

の
筆

使
い

が
変

化
す

る
こ

と
が

あ
る

・
行

書
と

と
も

に
書

く
仮

名
の

特
徴

を
理

解
し

た
・

行
書

と
仮

名
の

調
和

に
気

を
つ

け
て

書
い

た

・
行

書
と

と
も

に
書

く
平

仮
名

の
特

徴
を

理
解

し
た

・
行

書
と

平
仮

名
の

調
和

に
気

を
つ

け
て

書
い

た

★
配

列
・「

枕
草

子
」

よ
り

（
鉛

筆
）

・
行

頭
と

行
末

の
位

置
は

そ
れ

ぞ
れ

ど
う

な
っ

て
い

る
か

調
べ

よ
う

・
行

の
中

心
や

、
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

は
そ

れ
ぞ

れ
ど

う
な

っ
て

い
る

か
調

べ
よ

う

・
配

列
・

配
列

を
整

え
て

書
い

た
。

・
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
書

き
方

に
気

を
つ

け
て

書
い

た
。
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第１学年

★
楷

書
と

仮
名

を
調

和
さ

せ
て

書
こ

う
・「

い
ろ

は
歌

」（
毛

筆
・

硬
筆

）
・「

伸
び

る
芽

」「
楽

し
い

夏
」

・
筆

脈
が

表
れ

て
い

る
の

は
ど

の
部

分
だ

ろ
う

か
・

漢
字

と
仮

名
の

大
き

さ
、

配
列

は
ど

う
な

っ
て

い
る

だ
ろ

う
か

・
筆

脈
・

配
列

・
筆

脈
を

意
識

し
て

書
く

・
仮

名
は

漢
字

よ
り

も
小

さ
め

に
書

く
・

配
列

に
気

を
つ

け
る

★
楷

書
に

調
和

す
る

仮
名

「
い

ろ
は

歌
」

・
い

ろ
は

歌
（

字
源

付
き

・
毛

筆
）

・
平

仮
名

・
片

仮
名

の
五

十
音

表
（

鉛
筆

）

・
楷

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
筆

使
い

を
確

か
め

よ
う

・
平

仮
名

、
片

仮
名

の
筆

使
い

・
平

仮
名

、
片

仮
名

の
筆

使
い

を
理

解
で

き
た

か

★
学

習
を

生
か

し
て

書
く

―
行

の
中

心
―

・「
竹

取
物

語
」

よ
り

（
鉛

筆
）

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

や
行

の
中

心
を

理
解

し
て

書
こ

う
・

声
に

出
し

て
読

ん
だ

あ
と

に
、

硬
筆

で
「

竹
取

物
語

」
の

冒
頭

を
書

い
て

み
よ

う
・

ど
う

書
く

と
楷

書
と

仮
名

を
調

和
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

か
考

え
よ

う
・

▼
と

▲
を

線
で

結
び

、
中

心
を

考
え

よ
う

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

・
行

の
中

心
・

漢
字

と
仮

名
の

大
き

さ
を

理
解

し
て

書
け

た
か

・
行

の
中

心
を

そ
ろ

え
て

書
け

た
か

★
学

習
を

生
か

し
て

書
く

-配
列

-
・

原
稿

用
紙

に
書

（
鉛

筆
）

・
レ

ポ
ー

ト
の

形
式

（
横

書
き

、鉛
筆

・
サ

イ
ン

ペ
ン

）

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

や
配

列
を

理
解

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

形
式

に
合

わ
せ

て
書

こ
う

・
相

手
が

読
み

や
す

い
よ

う
に

、
丁

寧
な

文
字

で
書

く

・
横

書
き

の
文

字
の

位
置

＊
横

書
き

の
文

字
の

位
置

は
次

の
二

通
り

の
書

き
方

が
あ

る
・

行
の

下
の

線
を

め
あ

て
に

書
く

方
法

・
行

の
中

心
に

そ
ろ

え
て

書
く

方
法

・
手

紙
を

書
く

（
万

年
筆

）
・

手
紙

を
書

く
と

き
は

、
書

く
相

手
や

目
的

に
合

わ
せ

た
書

き
方

を
す

る
こ

と
が

大
切

だ
ね

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

・
配

列
・

さ
ま

ざ
ま

な
形

式

・
漢

字
と

か
な

の
大

き
さ

や
配

列
を

理
解

し
て

書
け

た
か

・
書

写
で

学
習

し
た

内
容

を
さ

ま
ざ

ま
な

形
式

に
生

か
し

て
書

け
た

か

・
学

校
生

活
に

生
か

し
て

書
く

掲
示

物
（

ポ
ス

タ
ー

、
新

聞
）（

色
鉛

筆
、

ボ
ー

ル
ペ

ン
、

サ
イ

ン
ペ

ン
、フ

ェ
ル

ト
ペ

ン
、毛

筆
（

大
筆

）

・
伝

え
る

相
手

や
目

的
を

明
確

に
し

て
、

配
列

と
筆

記
用

具
を

工
夫

し
て

書
こ

う
・

掲
示

物
は

離
れ

た
と

こ
ろ

か
ら

見
て

も
、

読
み

や
す

い
よ

う
に

書
こ

う
ね

・
大

き
く

目
だ

た
せ

た
い

箇
所

は
、

毛
筆

を
効

果
的

に
使

用
す

る

・
配

列
・

用
具

・
伝

え
る

相
手

と
目

的
を

は
っ

き
り

さ
せ

る
・

伝
え

た
い

情
報

を
整

理
し

て
文

章
を

わ
か

り
や

す
く

構
成

す
る

・
配

列
を

考
え

て
下

書
き

す
る

（
鉛

筆
で

け
い

線
を

引
く

な
ど

）
・

内
容

が
伝

わ
り

や
す

い
よ

う
に

、
わ

か
り

や
す

く
書

く
・

使
用

す
る

筆
記

用
具

の
効

果
を

考
え

て
選

ぶ
・

文
字

の
大

き
さ

や
字

間
、

行
間

、
余

白
の

取
り

方
な

ど
、

配
列

に
注

意
し

て
書

く
・

行
間

の
取

り
方

を
工

夫
す

る

★
行

書
と

仮
名

を
調

和
さ

せ
て

書
い

て
み

よ
う

・「
喜

び
の

声
」（

毛
筆

・
硬

筆
）

・「
や

ま
」「

み
ね

」「
な

し
」

・
点

画
の

連
続

と
配

列
を

理
解

し
て

書
こ

う
・

筆
脈

が
表

れ
て

い
る

の
は

、
ど

の
部

分
だ

ろ
う

か
・

漢
字

と
仮

名
の

大
き

さ
、

配
列

は
、

ど
う

な
っ

て
い

る
か

・
行

書
に

調
和

す
る

よ
う

に
、

仮
名

の
書

き
方

を
変

え
て

い
る

部
分

は
ど

こ
か

見
つ

け
て

み
よ

う

・
点

画
の

連
続

・
配

列
＊

楷
書

に
調

和
す

る
書

き
方

と
行

書
に

調
和

す
る

書
き

方
を

比
較

・
点

や
線

を
 連

続
し

て
 書

く
 

 
線

を
 連

続
し

て
 書

く
 

 
終

筆
を

軽
く

書
く

・
点

画
の

連
続

を
理

解
し

て
書

い
た

か
・

配
列

を
理

解
し

て
書

け
た

か
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第２学年

★
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

・
い

ろ
は

歌
（

字
源

付
き

・
毛

筆
）

・
平

仮
名

の
五

十
音

表
（

鉛
筆

）

・
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
筆

使
い

を
確

か
め

よ
う

・
連

綿
・

行
書

に
調

和
す

る
平

仮
名

の
筆

使
い

を
理

解
で

き
た

か

★
文

字
の

大
き

さ
と

配
列

・
論

語
よ

り
（

色
紙

、
小

筆
）

生
か

そ
う

・
好

き
な

言
葉

を
色

紙
に

書
い

て
み

よ
う

・
好

き
な

短
歌

や
俳

句
を

短
冊

に
書

い
て

み
よ

う

・
紙

面
に

対
す

る
文

字
の

大
き

さ
や

、
調

和
の

さ
せ

方
は

ど
う

だ
ろ

う
か

・
漢

字
や

平
仮

名
の

筆
使

い
に

表
れ

る
筆

脈
は

ど
う

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
・

絵
と

調
和

さ
せ

て
書

い
て

み
よ

う

・
文

字
の

大
き

さ
・

配
列

・
紙

面
に

対
す

る
文

字
の

大
き

さ
や

、位
置

、余
白

の
取

り
方

に
気

を
つ

け
て

、
全

体
の

配
列

を
工

夫
す

る
・

行
間

や
行

の
長

さ
、

高
さ

を
工

夫
し

て
書

く
と

、
よ

り
よ

い
表

現
が

で
き

る
・

文
字

の
大

き
さ

や
配

列
を

理
解

し
て

書
け

た
か

★
書

く
速

さ
を

意
識

し
て

書
く

・「
走

れ
メ

ロ
ス

」
よ

り
（

鉛
筆

）
・

行
書

の
学

習
を

生
か

し
て

、
書

く
速

さ
を

意
識

し
よ

う
・

一
分

間
で

ど
こ

ま
で

書
け

る
か

 行
書

で
書

い
て

み
よ

う
・

行
書

の
特

徴
が

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

に
表

れ
て

い
る

か
考

え
て

み
よ

う
・

行
書

と
仮

名
の

調
和

の
さ

せ
方

と
、

速
く

書
き

や
す

く
す

る
 た

め
の

工
夫

に
つ

い
て

考
え

、
な

ぞ
っ

て
み

よ
う

・「
試

し
書

き
」

と
「

ま
と

め
書

き
」

と
を

比
べ

て
、

気
づ

い
た

こ
と

を
書

こ
う

・
書

く
速

さ
・

行
書

と
行

書
に

調
和

す
る

仮
名

の
書

き
方

を
理

解
し

て
、

書
く

速
さ

を
意

識
で

き
た

か

★
学

習
を

生
か

し
て

書
く

—
行

書
と

仮
名

の
調

和
と

配
列

—
・「

枕
草

子
」

よ
り

（
鉛

筆
）

・「
平

家
物

語
」

よ
り

（
鉛

筆
）

・
漢

字
と

行
書

の
連

続
、

省
略

、
変

化
と

仮
名

の
調

和
は

、
ど

う
な

っ
て

い
る

だ
ろ

う
か

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

、
行

の
中

心
は

、
ど

う
気

を
つ

け
た

ら
よ

い
だ

ろ
う

か

・
行

書
と

仮
名

の
調

和
・

配
列

・
行

書
と

仮
名

の
調

和
と

配
列

を
理

解
し

て
書

け
た

か

★
学

習
活

動
や

日
常

生
活

に
生

か
し

て
書

こ
う

・
ク

ラ
ス

旗
、ク

ラ
ス

目
標

、う
ち

わ
、

ク
ラ

ス
T

シ
ャ

ツ
、

新
聞

、
掲

示
物

（
ポ

ス
タ

ー
）、

案
内

状

・
学

習
活

動
や

日
常

生
活

の
中

で
、場

面
に

応
じ

た
書

き
方

を
す

る
に

は
、

ど
ん

な
点

に
注

意
す

る
と

よ
い

か
、

話
し

合
っ

て
み

よ
う

・
場

面
に

応
じ

た
書

き
方

 
・

場
面

に
応

じ
た

書
き

方
を

す
る

に
は

、
ど

ん
な

点
に

注
意

す
る

と
よ

い
か

を
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

た
か

★
行

書
と

仮
名

を
調

和
さ

せ
て

書
こ

う
・「

旅
立

ち
の

朝
」（

毛
筆

）
・「

自
然

の
リ

ズ
ム

」「
充

実
し

た
生

活
」（

鉛
筆

）

・
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
生

か
し

て
、

点
画

の
連

続
と

配
列

を
理

解
し

て
書

こ
う

・
筆

脈
が

表
れ

て
い

る
の

は
、

ど
の

部
分

だ
ろ

う
か

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

、
配

列
は

、
ど

う
な

っ
て

い
る

か

・
点

画
の

連
続

・
配

列
・

文
字

の
大

き
さ

・
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
生

か
し

て
、

点
画

の
連

続
を

 理
解

し
て

書
け

た
か

・
漢

字
と

仮
名

の
大

き
さ

、
配

列
を

理
解

し
て

書
け

た
か

・
学

習
を

生
か

し
て

書
く

—
 

配
列

 
・「

お
く

の
ほ

そ
道

」
よ

り
（

鉛
筆

）
・

行
書

と
仮

名
の

調
和

や
配

列
を

理
解

し
て

書
こ

う
・

漢
字

の
行

書
の

連
続

、
省

略
、

変
化

と
、

仮
名

の
調

和
は

、
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
・

声
に

出
し

て
読

ん
だ

あ
と

に
、

硬
筆

で
「

お
く

の
ほ

そ
道

」
の

冒
頭

を
書

い
て

み
よ

う

・
行

書
と

か
な

の
調

和
・

行
書

と
か

な
の

調
和

を
理

解
し

て
書

け
た

か
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る
表
現
方
法
で
提
示
し
た
具
体
的
な
言
葉
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
和
す
る
一
方
を
選
択
す

る
方
略
と
し
て
比
較
・
選
択
に
分
類
し
た
。
生
徒
に
じ
っ
く
り
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
た
め
、
要
素
意
識
の
該
当
ペ
ー
ジ
と
比
べ
、
補
助
線
等
の
誘
導
は
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、「
○
○
を
読
み
や
す
く
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
」（
波
線
部
）
等
は
、「
手
紙
を
書

く
」、「
ノ
ー
ト
を
書
く
」
と
い
っ
た
特
定
の
書
字
場
面
に
見
ら
れ
る
方
略
と
し
て
他
者
意
識
に
分

類
し
た
。
ど
の
よ
う
に
書
く
と
第
三
者
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
の
か
、
分
か
り
や
す
い
の
か
と
い

う
観
点
で
調
和
を
図
る
よ
う
促
し
て
お
り
、「
審
美
的
な
書
字
」
を
目
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
最
後
に
、中
学
校
の
み
見
ら
れ
た
「
◯
◯
を
連
続
し
て
書
く
」（
□
部
）
等
は
「
効
率
的
な
書

字
」
を
目
指
し
速
さ
や
連
続
性
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
方
略
と

し
て
効
率
・
連
続
に
分
類
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
中
学
校
の
教
科
書
に
お
け
る
調
和
的
書
字
方
略
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
と

し
て
は
、「
要
素
意
識
」、「
比
較
・
選
択
」、「
他
者
意
識
」、「
効
率
・
連
続
」
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
方
略
を
宣
言
的
知
識
と
し
て
生
徒
が
意
識
し
て
獲
得
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
方
略
の
一
つ
で
あ
る
要
素
意
識
だ
け
は
宣
言
的
知
識
と
し
て
生
徒
が
獲
得

し
て
い
た
と
し
て
も
、
小
中
学
校
の
学
習
段
階
で
は
、
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
で
学
習
す
る
書
を

構
成
す
る
要
素
は
十
分
に
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
要
素
意
識
の
観
点
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
が
実

情
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
中
学
校
の
段
階
で
は
、
古
賀
が
述
べ
る
選
択
、
統
合
が
で
き
る
ほ
ど
豊

富
な
知
識
・
技
能
を
生
徒
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
己
調
整
学
習
に
お

い
て
条
件
的
知
識
を
使
用
し
た
と
し
て
も
必
ず
し
も
意
図
に
基
づ
い
た
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
述
べ
た
高
校
生
の
実
態
を
本
分
析
に
よ
っ
て
捉
え
直
す
と
、
小
中
学
校
の
学
習
に
お

い
て
、「
文
字
の
大
き
さ
」
以
外
に
も
着
目
す
べ
き
要
素
意
識
（
配
列
や
字
間
、
行
間
等
）
が
あ
る

こ
と
を
指
導
者
が
分
か
り
や
す
く
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
調
和
的
書
字
方
略
に

【図 10】　Ｍ社『書写　四年』 
　　　　　　　　　　小学校第４学年

【図 11】　Ｍ社『中学　書写一・二・三年』中学校第２学年
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つ
い
て
、
生
徒
が
理
解
し
、
そ
の
方
略
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
学
習
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

　
　
　

第
４
章
　
縦
断
的
か
つ
系
統
的
な
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
指
導
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

Ⅰ
　
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　

学
習
指
導
要
領
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
と
い
う
分
野
が
登
場
し
て
三
〇
年
以
上
に
な
る
。
歴
史
的
変
遷
か
ら
見
れ
ば
、

平
成
一
一
年
改
訂
後
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
は
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、【
表
６
】
の
よ
う
に
三
つ
の
分
野
の
構
成
順
序
が
入
れ
替
わ
り
、
平
成
一
一
年
改
訂
版
で
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
前

平
成
元
年
改
訂
版

目標 書道の諸活動を通して、書写能力を高め、表
現と鑑賞の基礎的な能力と態度を育てるとと
もに、書を愛好する心情を養う。

内容 Ａ表現 （１）漢字の書
       （２）仮名の書
       （３）漢字仮名交じりの書
   Ｂ鑑賞

平
成
11
年
改
訂
版

目標 書道の幅広い活動を通して、書を愛好する心情
を育てるとともに、感性を豊かにし、書写能力
を高め、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばす。

内容 Ａ表現 （１）漢字仮名交じりの書
       （２）漢字の書
       （３）仮名の書
   Ｂ鑑賞

平
成
（1
年
改
訂
版

目標 書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を
愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、
書写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的
な能力を伸ばし、書の伝統と文化について理
解を深める。

内容 Ａ表現 （１）漢字仮名交じりの書
       （２）漢字の書
       （３）仮名の書
   Ｂ鑑賞

平
成
（0
年
改
訂
版

目標 書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・
考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、
書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

内容 Ａ表現 （１）漢字仮名交じりの書
       （２）漢字の書
       （３）仮名の書
   Ｂ鑑賞

  1

  2

  3

漢字仮名交じり書 漢字の書 仮名の書＋ ＋

漢字仮名交じり書 漢字の書＋

漢字仮名交じり書 仮名の書＋

【表６】　学習指導要領（平成元年改訂〜平成 30 年改訂）に
　　　　おける書道Ⅰの目標と内容　＊傍線部は筆者

【図 12】　学習指導要領（平成11年改訂）おける書道Ⅰ選択　　
　　　　 の例

面
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書

が
実
質
的
に
漢
字
の
書
や
仮
名
の
書
よ

り
も
重
要
な
分
野
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
当
時
は
【
図
1（
】
の
よ
う
に
学
習

す
る
分
野
の
選
択
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
従
来
の
技
術
中
心

主
義
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
ま
た
、
小

中
学
校
の
国
語
科
書
写
と
の
系
統
性
を

踏
ま
え
、
生
活
に
生
か
す
態
度
の
育
成

を
図
る
た
め（

11
（

」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、

「
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て

『
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
』を
い
つ
取
り

扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
特
性
や
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学
校
の
実
態
等
を
考
慮
し
て
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切（

11
（

」 

と
述
べ
ら
れ
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
書
写
と
書
道
の
連
携
を

担
う
分
野
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
加
藤
は
【
図
1（
】
の
よ
う
な
年
間
学
習
指
導
計

画
例
を
提
示
し
、
導
入
期
に
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
①
」
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
に
よ
る
成
果
や
課
題
を
次
の
よ
う
に
報

告
し
て
い
る（

11
（

。

○
自
分
の
言
葉
、
ま
た
は
詩
や
歌
の
フ
レ
ー
ズ
を
技
巧
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
自
由
に
表
現
す
る
。
あ
る
い
は
毛
筆
の
表
現
力

の
幅
広
さ
を
知
り
、
自
分
な
り
の
表
現
を
追
究
し
、
書
が
「
芸
術
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
中
学
校
国
語
科
書
写
に
お
け
る
「
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
」
の
「
概
念
崩
し
」
的
な
方
向
性
に
傾
い
て
い
る

こ
と
も
否
め
な
い
。

　

成
果
と
し
て
、
導
入
期
に
扱
う
こ
と
で
中
学
校
国
語
科
書
写
か
ら
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
へ
の
系
統
的
な
指
導
が
で
き
、

書
道
の
芸
術
性
を
実
感
で
き
る
点
を
挙
げ
つ
つ
、
一
方
で
は
課
題
と
し
て
、
小
中
学
校
で
身
に
付
け
た
書
写
力
の
概
念
が
崩

れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
す
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
年
間
学
習
指
導
計
画
に
お
け
る
導
入
期
に
漢

表現領域
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
①

書写から書道へ
用具・用材
 漢字と仮名の調和   字形
            文字の調和
             
            全体の構成

（名筆を生かした表現）

漢
字
の
書

用具・用材
          〈古典の学習〉
点画          字形
線質            

用筆・運筆       全体の構成
〈創作活動〉
表現の構想と工夫
           ○立体への視点
           （例 篆書→篆刻）

仮
名
の
書

用具・用材
          〈古典の学習〉
点画          単体
線質          連綿
              

用筆・運筆       全体の構成
〈創作活動〉
表現の構想と工夫

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
②

表現の変化へ
 名筆を生かした表現
 漢字と仮名の調和
 字形 文字の大きさ
 全体の構成
　目的や用途に即した形式
　意図に基づく表現

字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校

国
語
科
書
写
に
お
い
て
学
習
し
た
「
文
字
を
正
し
く

整
え
て
書
く
こ
と
」
は
理
解
さ
せ
つ
つ
も
、
生
徒
が

芸
術
科
書
道
と
い
う
芸
術
性
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
学
習
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、【
図
1（
】
に
お
け
る
「
漢
字
仮
名
交
じ

り
の
書
②
」
は
、
漢
字
の
書
と
仮
名
の
書
の
基
本
的

な
表
現
技
法
を
学
ん
だ
後
に
一
層
高
度
な
表
現
を
目

指
す
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
漢
字
仮
名

交
じ
り
の
書
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
、
加
藤
は
「
制

作
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
名
筆

を
生
か
し
た
り
、
既
習
の
漢
字
の
書
や
仮
名
を
踏
ま

【図 13】　年間学習指導計画「表現領域」の流れの例
             （加藤）
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え
た
表
現
の
深
化
が
求
め
ら
れ
る（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。「
名
筆
」
と
は
、
古
典
・
古
筆
か
ら
近
現
代
ま
で
の
優
れ
た
書
を
指

し
、
平
成
二
一
年
改
訂
版
に
は
「
名
筆
を
生
か
し
た
表
現
を
理
解
し
工
夫
す
る
こ
と
」、
平
成
三
〇
年
改
訂
版
に
は
「
名
筆

を
生
か
し
た
表
現
や
現
代
に
生
き
る
表
現
」
や
「
名
筆
や
現
代
の
書
の
表
現
と
用
筆
・
運
筆
と
の
関
わ
り
」
の
よ
う
に
、
漢

字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
の
新
た
な
指
導
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る【
表
７
】。
加
藤
は
こ
の
名
筆
を
生
か
し

た
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
年
間
学
習
指
導
計
画
に
つ
い
て
、「
発
想
の
転
換
を
図
り
、『
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
』
を
例
え

ば
「
書
道
Ⅰ
」
に
お
い
て
一
番
先
に
指
導
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
古
典
に
依
拠
し
な
い
生
徒
の
文
字
は
実
に
頼
り
な

い
も
の
と
映
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
よ
り
良
い
作
品
に
す
る
た
め
に
、
個
々
の
生
徒
が
好
き
な
古
典
を
選
択
し
、
学
習
す

平
成
元
年
改
訂
版

（（）漢字仮名交じりの書
ア 主な用具・用材とその扱い方
イ 漢字と仮名の調和に適した線質、字形、文字の大きさ及び全

体の構成
ウ 目的や用途に即した形式と表し方
エ 意図に基づく表現の構想とその達成

平
成
11
年
改
訂
版

（1）漢字仮名交じりの書
ア 表現と用具・用材との基本的な関係
イ 漢字と仮名の調和した線質の表し方
ウ 字形、文字の大きさと全体構成
エ 目的や用途に即した形式と表し方
オ 意図に基づく表現の構想と工夫

平
成
（1
年
改
訂
版

（（）漢字仮名交じりの書
ア 用具・用材の特徴を理解し、適切に扱うこと
イ 漢字と仮名の調和した線質の表し方を習得すること
ウ 字形、文字の大きさと全体の構成を工夫すること
エ 名筆を生かした表現を理解し、工夫すること
オ 目的や用途に即した形式、意図に基づく表現を工夫すること

平
成
（0
年
改
訂
版

（1）漢字仮名交じりの書漢字仮名交じりの書に関する次の事項を
身に付けることができるよう指導する

ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の（ア）から（ウ）
までについて構想し工夫すること

 （ア）漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成
 （イ）目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表現
 （ウ）名筆を生かした表現や現代に生きる表現
イ 次の（ア）及び（イ）について理解すること
 （ア）用具・用材の特徴と表現効果との関わり
 （イ）名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり
ウ 次の（ア）及び（イ）の技能を身に付けること
 （ア）目的や用途に即した効果的な表現
 （イ）漢字と仮名の調和した線質による表現

る
。
そ
の
結
果
を
最
初
の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
、
学
習
を
進
め

て
い
く（

11
（

」 

と
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
や
当
時
の
見
解
を
踏
ま
え
る

と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
は
そ
の
学
習
の
目
的
に
よ
っ
て
、
漢

字
の
書
や
仮
名
の
書
よ
り
も
前
に
扱
う
か
後
に
扱
う
か
の
学
習
時

期
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。【
図
1（
】に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り

の
書
①
は
書
写
と
書
道
の
違
い
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
②
は
漢
字
の

書
や
仮
名
の
書
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
学
び
と
し
て
完
結
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
既
習
内
容
の
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆

等
を
生
か
し
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
表
現
を
深
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
縦
断
的
な
学
習
の
深
ま
り
を
考

え
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
①
、
②
の
学
習
に
お
い
て
表
現

す
る
言
葉
は
変
え
ず
に
表
現
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
作
品
比
較
に
よ
っ

て
、
表
現
に
質
的
な
深
ま
り
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
調
和
的
書

【表 7 】　学習指導要領（平成元年改訂〜平成30年改訂）における書道Ⅰ
            （漢字仮名交じりの書）の指導事項　＊傍線部は筆者
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字
方
略
を
使
用
し
、
表
現
方
法
の
練
度
が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
学
習
指
導
方
法
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
縦
断

的
か
つ
効
果
的
な
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
が
自
己
調
整
学
習
の
各
段
階
に
お
い
て
調

再生 手掛かりを使わずに思い出すこと。

再認 以前に憶えたことや物、またリストが再度現れたと
きに思い出すこと。

再統合 リストを実際には覚えていなくとも、以前と同じ順
序に並び替えることができること。

再学習の節約
リストをすっかり忘れてしまっても、まったく新し
いリストを憶えるのに比べてより短時間で、同じリ
ストを再び憶えること。

【表８】　エビングハウスによる想起の４分類

中央実行系

音韻ループ エピソードバッファ 視空間スケッチパッド

音韻的情報
（言語知識） エピソード記憶 視覚的・空間的情報

（視空間的知識）

ワーキングメモリ

長期記憶

感覚記憶
視覚的
聴覚的
触覚的

短期記憶
一時的な記憶 長期記憶

永続的な記憶刺激の入力 コントロール過程
リハーサル
コード化

記憶の
固定化

記憶の
呼び出し

【図 14】　ワーキングメモリのモデル

【図 15】　二重貯蔵庫モデル（Atkinson&Shiffrin,1968 をもとに作成）

和
的
書
字
方
略
を
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
既
習
の
学
習

内
容
を
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
選
択
、
統
合
で
き
る
よ
う
な

学
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
書
を
年
間

学
習
指
導
計
画
に
適
切
に
位
置
付
け
る
た
め
に
は
、
中
学
校
国

語
科
書
写
に
お
い
て
獲
得
し
た
調
和
的
書
字
方
略
を
指
導
者
が

理
解
す
る
こ
と
に
加
え
、
漢
字
の
書
や
仮
名
の
書
と
の
系
統
性

を
意
識
し
た
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
既
習
の
漢
字
の
書
や
仮
名

の
書
を
生
か
し
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
を
設
定
す
る

場
合
、
古
典
の
臨
書
学
習
を
生
か
し
た
創
作
活
動
を
展
開
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で

習
得
し
た
知
識
・
技
術
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
生
徒
に

と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
時
間
が
経
過
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
学
習
の
記
憶
は
薄
れ
、
学
習
当
時
の
記
憶
を
辿
っ
て

知
識
・
技
能
を
想
起
す
る
必
要
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

記
憶
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
す
る
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
よ

れ
ば
、
想
起
に
は
【
表
８
】
に
示
し
た
四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
想
起
後
に
そ
の
知
識
・
技
能
を
活
用

し
て
い
く
に
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
を
適
切
に
稼
働
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
は
一
九
七
四
年
に

Baddeley

とH
itch

に
よ
っ
て
提
言
さ
れ
た
モ
デ
ル
【
図
14
】
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で
あ
り
、
嶋
田
は
「
言
葉
な
ど
の
情
報
の
保
持
、
操
作
を
行
う
音
韻
ル
ー
プ
と
視
覚
イ
メ
ー
ジ
情
報
の
保
持
、
操
作
を
行
う

視
空
間
ス
ケ
ッ
チ
パ
ッ
ド
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
中
央
実
行
系
の
三
つ
か
ら
な
る（

1（
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、Atkinson

とShiffrin

が
提
唱
す
る
二
重
貯
蔵
庫
【
図
（5
】 

を
例
に
す
る
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
は
短
期
記
憶

に
該
当
し
、「
即
時
情
報
が
目
的
に
合
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
関
連
性
を
中
央
実
行
系
が
決
め
る（

11
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
書
道
の
学
習
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
。
例
え
ば
、
漢
字
の
書
に
お
い
て
「
牛
橛
造
像
記
」
の
臨
書
学
習
を

し
、
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
の
知
識
・
技
能
が
習
得
で
き
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
使
用
頻

度
が
少
な
け
れ
ば
長
期
記
憶
へ
転
送
さ
ず
に
忘
却
し
て
い
く
。
た
と
え
効
果
的
な
学
習
に
よ
っ
て
記
憶
が
強
化
さ
れ
、
短
期

記
憶
か
ら
長
期
記
憶
に
情
報
が
転
送
で
き
た
と
し
て
も
、
同
じ
く
使
用
頻
度
が
少
な
け
れ
ば
再
生
で
き
ず
、
再
認
し
づ
ら
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
制
作
前
段
階
に
お
い
て
、
古
典
の
臨
書
学
習
の
記
憶
を

定
着
さ
せ
る
工
夫
や
臨
書
学
習
を
想
起
で
き
る
よ
う
な
学
習
指
導
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
記

憶
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、
既
習
の
臨
書
学
習
の
内
容
を
繰
り
返
し
意
識
さ
せ
、
想
起
で
き
る
よ
う
な
場
面
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
を
系
統
的
な
学
び
に
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
長
期
的
な
見
通
し
を
も
っ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
が
可
能（

11
（

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
学
習
が
有
効
に
働
く
と
考
え
、
試
験
的
に
学
習
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　

Ⅱ 

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
学
習
の
試
験
的
な
導
入

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
（
学
習
）
は
、
教
育
現
場
で
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
を
は
じ
め
多
く
の
教
科
学
習
で
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
教
育
分
野
以
外
で
も
看
護
分
野
な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
西
岡
は
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
定

義
を
「
子
ど
も
の
作
品
、
自
己
評
価
の
記
録
、
教
師
の
評
価
の
記
録
な
ど
を
、
系
統
的
に
蓄
積
し
て
い
く
も
の
」
と
し
、「
子

供
は
自
分
に
と
っ
て
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
、的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

」
こ
と
を
効
果
と
し
て
挙
げ
、

結
果
的
に
は
「
自
律
的
に
学
習
を
進
め
る
力
」
が
身
に
付
く
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
は
、「
学

習
者
の
自
己
評
価
能
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る
も
の
で
あ
る（

11
（

」
と
述
べ
た
り
、
下
は
「
①
学
習
者
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が
学
習
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
一
定
の
期
間
に
迫
る
継
続
的
な
評
価
が
行
え
る
。
③
学
習
者
独
自
の
も
の

が
作
成
で
き
、
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

」
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
え
方
は
自
己
調
整
学
習
に
近
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
古
典
の
臨
書
学
習
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
に
系
統
性
を
持
た
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
学
習
を
メ
タ
認
知
的
活
動
に
よ
っ

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
つ
ま
ず
き
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
西
岡
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く

り
に
お
い
て
、「
目
的
や
目
標
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
意
図
的
・
系
統
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

を
古
典
の
臨
書
学
習
に
基
づ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
活
用
時
に
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
と
の
系
統
性
を
持
た
せ
た

り
、
書
に
関
す
る
見
方
や
考
え
方
を
働
か
せ
た
活
動
に
し
た
り
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
形
式
が
適
切
で
あ
る
の
か
熟
慮

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
典
の
臨
書
学
習
に
お
い
て
継
続
的
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古

典
別
の
書
を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
の
特
徴
を
生
徒
自
身
が
気
付
き
、
表
現
方
法
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
西
岡
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
日
常
的
に
資
料
を
た
め
て
お
く
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
か
ら
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
資
料
を
取
捨
選
択
し
た
り
並
べ
替
え
た
り
し
て
作
る
永
久
保
存
版
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
へ
と
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
再
構
成
す
る
活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
自
身
が
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
納
得
し
、
よ
り
学
習
に
主
体
的
に
な
れ
る
と

述
べ
て
い
る（

11
（

【
図
16
】。
こ
の
こ
と
は
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
ま
ず
、
臨
書
学
習
に
お
い
て
新
た
な
古
典
作
品
を
扱
う
度
に
、
特
徴
や
要
点
等
を
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ワ
ー

キ
ン
グ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
綴
っ
て
お
く
。次
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
の
制
作
過
程
に
お
い
て
、

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
蓄
積
し
た
学
習
の
記
録
（
書
体
や
書
風
に
即
し
た
用
筆
・
運
筆
、
字

形
、
全
体
構
成
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
か
ら
意
図
に
基
づ
い
た
表
現
に
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
新
た

に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
再
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
資
料
を
目
的
に
応
じ
て
再
構
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
制
作
過
程
に
お
い
て
古
典
の
臨
書
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
に
つ
い
て
、加
藤
は
「
学
習
者
が
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン(

自
分
の
認
知
過
程
を
省
察
す
る)

、

★ ★　● ★　●　▲

☆　☆　★ ○　●　○ △　△　△　▲

パーマネント・
ポートフォリオ 1

パーマネント・
ポートフォリオ 2

パーマネント・
ポートフォリオ３

ワーキング・
ポートフォリオ 1

ワーキング・
ポートフォリオ 2

ワーキング・
ポートフォリオ３

【図 16】　西岡が考えるワーキングポートフォリオからパーマネントポートフォリオへの再構成
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
効
果
的
に
学
習
を
進
め
て
い
く
活
動（

11
（

」 

と
述
べ
て
い
る
。
古
典
の
臨
書
学
習
と
の
系
統
性
を
も
た

せ
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
す
る
た
め
必
然
的
に
学
習
者
が
古
典
の
臨
書
学
習
を

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、平
成
二
一
年
改
訂
版
の
学
習
指
導
要
領
以
降
、

学
習
者
が
学
習
の
見
通
し
を
立
て
た
り
学
習
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
を
計
画
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

教
育
過
程
実
施
上
の
配
慮
事
項
に
追
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
和
栗
は
「
体
験
を
一
過
性
の
刺
激
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
体
験
を
紐
解
き
、
整
理
し
、

次
の
行
動
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
作
業
」
と
述
べ
て
お
り
、
学
習
者
は
「
し
た
こ
と
・
起
こ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
に
対
す
る
自
身
や
他
者
の
反
応
と
そ
れ
ら
が
与
え
る
影
響
等
」
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
熊

谷
は
「
事
実
や
経
験
に
対
す
る
自
分
の
判
断
や
意
見
を
、『
意
見
』『
経
験
』『
感
情
』『
価
値
観
』
に
切
り
分
け
て
可
視
化
し

な
が
ら
、
自
ら
の
行
動
を
振
り
返
り
、
結
果
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
次
に
取
る
べ
き
行
動
が
見
え
て
く
る
」
と
し
、「
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
メ
タ
認
知
力
を
高
め
る
メ
ソ
ッ
ド
」
に
な
る
と
述
べ
て
い
る（

1（
（

。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
リ
フ

③漢字仮名交じりの書の制作

②「仮名調和表」の作成

①古典の臨書学習
（ポートフォリオづくり）

リフレクション

調 和 的
書字方略

強化作用

【図 17】　仮名調和表を起点としたときの学習活　　
　　　　 動のイメージ図

レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
徒
の
メ
タ
認
知
力
が
高
ま
り
、
学
習
に
対
す
る
新
た
な
課
題
の
発
見
や
異
な
る

視
点
へ
の
気
付
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
古
典
の
臨
書
学
習
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
生
か

す
と
い
う
一
方
向
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
古
典
の
臨
書
学
習
に
生
か
す
と

い
う
双
方
向
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
典
の
臨
書
学
習
の
価
値
を
再
び
捉
え
直
す
契

機
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、熊
谷
は
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
認
知
」
が
深
く
関
わ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
認
知
」
の
定
義
を

「
過
去
の
経
験
よ
り
形
成
さ
れ
た
『
も
の
の
見
方
』
を
通
し
て
行
わ
れ
る
」
と
し
、認
知
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

「
知
覚
し
た
事
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
（
判
断
）
は
、
過
去
の
経
験
や
知
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

も
の
の
見
方
に
依
存
し
ま
す
。
新
た
な
事
実
に
対
す
る
知
覚
と
判
断
を
行
う
と
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
新

た
な
も
の
の
見
方
が
再
形
成
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
典

の
臨
書
学
習
後
す
ぐ
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
古
典
に
基
づ
い
て
平

仮
名
の
調
和
を
図
る
活
動
を
間
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
視
点
で
書
体
や
書
風
に
即
し
た
書
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を
構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。  

　

そ
こ
で
、
新
た
な
気
付
き
を
生
む
学
習
と
し
て
、
倣
書
に
近
い
性
質
が
あ
り
、
古
典
の
臨
書
学
習
を
次
の
漢
字
仮
名
交
じ

り
の
書
に
体
系
的
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
「
仮
名
調
和
表
」
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
仮
名
調
和
表
の
説
明
は

第
５
章
に
譲
る
が
、仮
名
調
和
表
の
作
成
は
学
習
の
流
れ
に
お
い
て
二
つ
の
学
習
結
果
を
生
み
出
す
と
考
え
る
【
図
17
】。
一

つ
目
は
、
次
に
学
習
す
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
の
拠
り
所
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
過
去
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
の
臨
書
学
習
を

再
構
成
す
る
と
い
う
強
化
作
用
を
生
じ
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仮
名
調
和
表
の
作
成
を
学
習
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
学
習
に
系
統
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
　

第
５
章
　「
仮
名
調
和
表
」
作
成
時
の
生
徒
の
意
識
と
平
仮
名
の
表
現
方
法

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
や
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
書
道
選
択
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
六
つ
の
楷
書

の
臨
書
学
習
を
す
る
と
き
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
学
習
を
試
み
た（

11
（

。
そ
の
学
習
に
お
い
て
は
【
資
料
４
】
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
試

験
的
に
導
入
し
、
臨
書
学
習
に
お
け
る
学
び
を
蓄
積
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
ワ
―
ク
シ
ー
ト
は
「
観
察
→
分
析
（
課
題
発
見
）

→
試
行
・
意
見
交
換
→
実
践
」
と
い
う
流
れ
を
意
識
し
て
作
成
し
た
。
ま
た
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
思
考
に
基
づ
い
て
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
様
式
を
揃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
古
典
に
お
い
て
も
観
点
を
比
較
し
や
す
く
し
た
り
、
記
述
す
る
と
き
の
迷

い
を
軽
減
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
古
典
の
臨
書
学
習
後
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
学
習
の
前
段
階
と
し
て
、

生
徒
に
六
つ
の
楷
書
か
ら
一
つ
を
選
択
さ
せ
、
既
習
内
容
を
生
か
し
な
が
ら
仮
名
調
和
表
を
作
成
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　

Ⅰ
　
仮
名
調
和
表
の
概
要

　
「
仮
名
調
和
表
」
と
は
、
生
徒
が
選
択
し
た
一
つ
の
楷
書
に
調
和
す
る
よ
う
な
平
仮
名
を
表
現
し
た
も
の
が
載
っ
て
お
り
、

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
制
作
し
て
い
く
と
き
の
参
考
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
仮
名
調
和
表
に
は
、
平
仮
名
九
文
字
を

載
せ
、
そ
れ
ら
の
平
仮
名
を
表
現
す
る
と
き
の
注
意
点
を
記
述
す
る
欄
を
設
け
た
【
資
料
５
】。
平
仮
名
九
字
は
「
こ
、
せ
、
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基本データ

年 組 番 氏名

①初見の印象を書こう

②１枚目を自己評価しよう（数字に○をつけよう）

字形 ０ １ ２ ３ ４ ５

大小 ０ １ ２ ３ ４ ５

配列 ０ １ ２ ３ ４ ５

③用筆・運筆の特徴を知ろう

気づいたことを書こう 対象の書 知ったことを書こう

④２枚目を相互評価しよう（⑦の観点を見て、できている部分・できていない部分を指摘しあおう）

指摘してくれた人

⑤改善するためにどう直すか考えよう（何何 どどここ をどどううすするるか（ ）、その結果どのように印象が変わる（ ）だろうか）。自己評価の観点を参考に複数書こう。

⑥清書しよう

⑦清書を自己評価しよう（数字に○をつけよう） ⑨清書を振り返って良い点・悪い点をまとめよう

字 形 ０ １ ２ ３ ４ ５

構 成 ０ １ ２ ３ ４ ５

用筆・運筆

（線 質）

⑧再度教科書左ページを鑑賞して印象の変化を書こう

⑩学んだこと・感想、どのような創作に生かせると思うか、気づいたこと・考えたことを書こう

字形

配列大小

②グラフ

できている できていない

⑦グラフ

作品名

時代

作者

０ １ ２ ３ ４ ５

字形

構成用筆・運筆

【資料４】　楷書の臨書学習で扱ったワークシート
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【資料５】　仮名調和表（ワークシート）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（　　　　　　　　））枚枚目目

                                     

のの ぷぷ ここ

よよ つつ せせ

ひひ とと いい

①横⽅向
（こ）

②縦⽅向
（せ）

③斜め⽅向
（い）

④点や句点
（ぷ）

⑤右回り
（つ）

⑥左回り
（と）

⑦⼤回り
（の）

⑧結び
（よ）

⑨折れ
（ひ）

仮名調和表の
出来栄え
↓◎○△×で
４段階評価

★この楷書に調和する平仮名を書くときに意識したことをできるだけ挙げてみましょう。

★次の項⽬について、調和させるときに気を付けたことを書こう

★⾃分の仮名調和表の出来栄えについて評価し、今後「漢字仮名交じりの書」を表現していくときに⽣かせることについて書いてみよう。

（                     ）に調和する仮名調和表を作ろう                   （  ）枚⽬

組   番  名前（             ）
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い
、
ぷ
、
つ
、
と
、
の
、
よ
、
ひ
」
で
あ
り
、
三
浦
・
川
瀬
の
二
名
が
『
明
解　

書
写
教
育（

11
（

』 

に

示
さ
れ
た
「
用
筆
別
に
見
た
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
の
線
（
横
方
向
、
縦
方
向
、
斜
め
方
向
、
点
、

右
回
り
、
左
回
り
、
大
回
り
、
結
び
、
折
れ
）」【
図
1（
】
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
選
定
し
た
。
ま
た
、
表

現
す
る
と
こ
ろ
の
注
意
点
を
自
由
記
述
さ
せ
る
と
き
に
は
、「
用
筆
別
に
見
た
楷
書
に
調
和
す
る
平

仮
名
の
線
」
に
限
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
生
徒
が
対
象
の
平
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

を
考
察
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

用
筆

例

単一方向
横
方
向

縦
方
向

斜
め
方
向

点
回り

右
回
り

左
回
り

大
回
り

結
び

折
れ

あ

こ

に

け

き

あ

わ

は

せ

け

い

か

さ

た

み

え

な

ふ

お

ぺ

ち
つ
ろ

う
か

や

ふ

え
せ

し
れ

と
を

ひ

の
め
あ
ぬ

ゆ
お

ぬ
は
よ

な
ね
ほ
ま

（
浅
い
折
れ
）

（
深
い
折
れ
）

え
ぬ
れ
わ
る
ろ

そ
る
ろ

そ
て
ひ

え
ぬ
れ
わ
を
ん
ゆ

　

三
浦
は
、
自
己
調
整
学
習
の
視
座
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
捉
え
た
と
き
に
、
生
徒
が
言

葉
の
選
定
、
草
稿
づ
く
り
、
創
作
・
鑑
賞
活
動
の
各
段
階
に
お
い
て
適
切
な
学
習
方
略
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
つ
ま
ず
き
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
は
漢
字
と
仮
名
の

調
和
に
お
け
る
平
仮
名
表
現
も
同
様
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
調
和
的
書
字
方
略
の
一
つ

と
し
て
仮
名
調
和
表
の
活
用
に
よ
り
、
つ
ま
ず
き
を
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま

た
仮
名
調
和
表
は
、
第
３
章
で
述
べ
た
国
語
科
書
写
と
芸
術
科
書
道
の
縦
断
的
な
接
続
や
、
第
４

章
で
述
べ
た
年
間
学
習
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
各
分
野
の
学
習
に
系
統
性
を
も
た
せ
る
と
い
う
課

題
に
対
し
て
も
有
効
に
働
く
の
で
は
な
い
か
。
縦
断
的
な
接
続
を
見
据
え
た
視
点
で
考
え
る
と
、

生
徒
が
書
写
で
学
習
し
た
「
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
」
平
仮
名
と
、
古
典
を
意
識
し
て
調
和
を

図
っ
た
平
仮
名
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
写
と
書
道
の
違
い
を
明
確
に
し
、
そ
こ
か
ら
平
仮

名
本
来
の
表
現
方
法
に
目
を
向
け
た
り
、調
和
の
本
質
に
迫
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

年
間
学
習
指
導
計
画
に
お
け
る
学
習
の
系
統
性
の
視
点
で
考
え
る
と
、
仮
名
調
和
表
が
漢
字
仮
名

交
じ
り
の
書
の
制
作
に
お
け
る
依
り
所
（
参
考
資
料
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
既
習
の
書
を

構
成
す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
等
を
想
起
さ
せ
や
す
く
し
、
漢
字
と
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ

【図 18】　用筆別に見た楷書に調和する平仮名の線

　
　
　
　
　

Ⅱ
　
仮
名
調
和
表
作
成
に
至
っ
た
経
緯
と
調
和
を
図
る
と
き
に
前
提
と
す
る
考

                      

え
方
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せ
れ
ば
よ
い
か
考
え
や
す
く
さ
せ
る
と
考
え
た
。

　

た
だ
仮
名
調
和
表
作
成
の
前
提
と
し
て
、
平
仮
名
を
漢
字
に
歩
み
寄
ら
せ
て
調
和
を
図
る
と
き
に
生
徒
に
認
識
さ
せ
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
的
に
私
た
ち
が
扱
う
平
仮
名
は
す
で
に
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
楷

書
と
平
仮
名
の
調
和
に
つ
い
て
は
、「
平
仮
名
は
、
漢
字
の
草
書
体
を
簡
略
化
し
て
で
き
た
た
め
に
、
そ
の
筆
使
い
は
楷
書
の

筆
使
い
と
は
本
来
的
に
調
和
す
る
も
の
で
は
な
い
。
平
仮
名
が
曲
線
的
で
あ
り
、
楷
書
が
直
線
的
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
字

形
に
お
い
て
も
、
平
仮
名
が
流
動
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
楷
書
は
構
築
的
で
あ
り
、
や
は
り
調
和
し
に
く
い
要
素
を
も
っ

て
い
る（

11
（

」 

や
「
楷
書
は
、
点
画
を
連
続
さ
せ
ず
、
直
線
的
に
書
く
書
体
で
あ
る
た
め
、
平
仮
名
が
本
来
持
っ
て
い
る
特
徴
と

は
調
和
し
に
く
い
側
面
が
あ
る（

11
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、実
際
に
は
平
仮
名
が
楷
書
に
歩
み
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
特
徴
の
差
異
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
工
夫
に
よ
り
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
工
夫
と
は
「
①
平
仮
名
本
来
の
曲
線

を
控
え
、
直
線
的
に
す
る
。
②
連
続
的
な
筆
使
い
を
弱
め
る
。
③
流
動
的
な
字
形
を
避
け
、
構
築
性
を
高
め
る
。
④
一
点
一

画
と
し
て
、
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る（

11
（

」
な
ど
で
あ
る
。
学
校
教
育
で
学
ぶ
平
仮
名
は
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
調
和
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
た
上
で
、
力
強
い
楷
書
や
穏
や
か
な
楷
書
な
ど
意
図
に
基
づ
い
た
調
和
を
図
る
こ
と

を
目
指
さ
せ
、
調
和
の
図
り
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
仮
名
調
和
表
の
作
成
は
意
義
あ
る
活
動
と

し
て
、
学
習
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

Ⅲ
　
仮
名
調
和
表
作
成
の
学
習
活
動
の
流
れ

　

本
実
践
は
、
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
一
年
生
の
書
道
選
択
者
（
四
〇
名
）
を
対
象
と
し
て
、
単
元
名

「
仮
名
調
和
表
を
作
ろ
う
」（
全
二
時
間
）
に
お
い
て
、【
図
19
】
に
示
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
た
。
①
で
は
六
つ
の
楷
書
（
孔

子
廟
堂
碑
、
九
成
宮
醴
泉
銘
、
雁
塔
聖
教
序
、
顔
氏
家
廟
碑
、
牛
橛
造
像
記
、
鄭
羲
下
碑
）
か
ら
調
和
を
図
る
古
典
を
一
つ
選
択

し
た
。
②
で
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
九
つ
の
平
仮
名
を
半
紙
に
表
現
し
た
。
③
で
は
②
で
表
現
し
た
平

仮
名
の
中
か
ら
最
も
完
成
度
の
高
い
も
の
を
選
択
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
所
定
の
位
置
に
貼
り
付
け
た
。
④
で
は
平
仮
名
九

つ
を
表
現
し
た
と
き
に
気
を
付
け
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
述
し
た
。⑤
で
は
単
元
全
体
の
ま
と
め
と
し
て
、

選
択
し
た
古
典
に
調
和
さ
せ
る
た
め
に
意
識
し
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
表
現
す
る
と
き
に
生
か
せ

①古典の選択 ②平仮名の練習 ③平仮名の選定

④仮名調和表の作成 ⑤まとめ、振り返り

【図 19】　仮名調和表作成時の学習活動の流れ
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る
こ
と
を
記
述
し
た
。

　
　
　
　
　

Ⅳ
　
仮
名
調
和
表
作
成
時
に
お
け
る
生
徒
の
意
識

　

こ
こ
か
ら
は
生
徒
が
作
成
し
た
仮
名
調
和
表
を
分
析
し
、
生
徒
が
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
の
意
識
を
調
査
し
て
い
く
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
生
徒
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
述
し
た
内
容
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
り
整
理
・
分
類
し
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。【
グ
ラ
フ
９
】
は
仮
名
調
和
表
作
成
時

に
生
徒
が
選
択
し
た
古
典
の
内
訳
で
あ
る
。
九
成
宮
醴
泉
銘
は
三
四
％
、
顔
氏
家
廟
碑
は
一
九
％
、
鄭
羲
下
碑
、
孔
子
廟
堂

碑
、
雁
塔
聖
教
序
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
％
、
牛
橛
造
像
記
は
八
％
と
い
う
内
訳
で
あ
り
、
生
徒
の
三
分
の
一
が
九
成
宮
醴
泉
銘

を
選
択
し
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
牛
橛
造
像
記
を
選
択
し
た
生
徒
は
わ
ず
か
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
ア　
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
分
析

　
【
図
（0
】
は
、【
資
料
５
】
の
「
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
和
さ
せ
た
と
き
に
気
を
付
け
た
こ
と
を
書
こ
う
」
か
ら
得
ら
れ
た
回

答
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
自
由
記
述
の
回
答
総
数
は
四
二
四
件
で
あ
り
、
頻
出
回
数
上
位
五
〇
件
の
抽

出
語
句
間
の
共
起
性
を
図
示
し
た
。
生
徒
の
意
識
の
傾
向
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
三
点
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
点
目
は
、
線
を
意
識
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
線
に
関
す
る
語
に
着
目
す
る
と
、「
太
い
」
も
し

く
は
「
細
い
」
線
で
書
く
こ
と
、「
抑
揚
」
や
「
強
弱
」
の
あ
る
線
で
「
変
化
」
を
「
出
す
」
こ
と
、「
横
」
の
線
を
意
識
し

て
書
く
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
曲
線
」
を
「
複
数
」
の
「
直
線
」
に
「
分
け
る
」
や
「
上
」
に
「
上
が
る
」、

「
下
」
に
「
払
う
」、「
蔵
鋒
」
を
用
い
て
「
入
る
」、「
始
筆
」
の
「
角
度
」
に
「
注
意
」
す
る
な
ど
用
筆
・
運
筆
に
関
わ
る
筆

使
い
を
意
識
し
て
線
質
を
工
夫
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
生
徒
が
古
典
に
調
和
す
る
平
仮
名

を
作
成
す
る
と
き
に
、
多
角
的
な
観
点
で
線
を
意
識
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

二
点
目
は
、
空
間
を
意
識
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
空
間
に
関
す
る
語
に
着
目
す
る
と
、「
広
い
」

「
ス
ペ
ー
ス
」
を
空
け
、「
大
き
い
」
空
間
を
「
作
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
右
側
」
に
「
大
き
め
」

九成宮醴泉銘
（4%

顔氏家廟碑
19%

鄭羲下碑
1（%

孔子廟堂碑
1（%

雁塔聖教序
1（%

牛橛造像記
（%

【グラフ 9】　「仮名調和表」作成時に生徒が選択した古典
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に
「
回
る
」
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
定
の
平
仮
名
を
表

現
す
る
と
き
に
空
間
に
つ
い
て
の
意
識
が
強
く
働
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

三
点
目
は
、
字
形
を
意
識
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
字
形
に
関
す
る
語
に
着
目
す
る
と
、「
縦
長
」
に
「
見
え
る
」
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、「
背
勢
」
に
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
縦

長
」
や
「
背
勢
」
は
、特
定
の
古
典
（
九
成
宮
醴
泉
銘
）
に
調
和
さ
せ
よ
う

と
し
た
と
き
の
意
識
で
あ
る
と
推
測
で
き
、選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
は
、

字
形
を
強
く
意
識
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
選
択
し
た
古
典
や
対
象
と
な
る

平
仮
名
に
よ
っ
て
、
ど
の
調
和
方
法
で
表
現
す
る
の
か
は
異
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
調
和
を
図
る
と
き
に
書
を
構
成
す
る
要
素
の
ど
こ
に

意
識
を
向
け
て
い
る
か
、
古
典
別
に
そ
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
イ　
対
応
分
析
に
よ
る
分
析

　
【
図
（1
】
は
平
仮
名
を
表
現
し
た
と
き
の
生
徒
の
意
識
（
平
仮
名
一
文
字

ご
と
に
は
限
定
し
な
い
）
に
外
部
変
数
を
「
古
典
名
」
と
し
て
ク
ロ
ス
集
計

し
、
相
関
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
語
に
つ
き
、
記
載
回
数
が
二
〇

未
満
の
頻
度
の
少
な
い
も
の
は
除
い
た
）。
対
応
分
析
と
は
、二
つ
の
項
目
間

あ
る
い
は
変
数
を
一
緒
に
集
計
し
そ
の
関
係
を
視
覚
的
に
表
す
分
析
方
法

で
あ
る
。
抽
出
さ
れ
た
語
の
う
ち
、
偏
り
の
小
さ
い
項
目
は
原
点
の
近
く

に
、
偏
り
の
大
き
い
項
目
は
原
点
か
ら
遠
く
配
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
互
い

に
関
連
の
強
い
項
目
同
士
は
、原
点
か
ら
み
て
同
一
方
向
に
配
置
さ
れ
る
。

　
【
図
（1
】
に
お
い
て
雁
塔
聖
教
序
、
孔
子
廟
堂
碑
、
牛
橛
造
像
記
、
九

【図 20】　共起ネットワーク（各平仮名を表現したときの生徒の意識）
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成
宮
醴
泉
銘
の
位
置
を
そ
れ
ぞ
れ
点
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
と

す
る
（
鄭
羲
下
碑
は
孔
子
廟
堂
碑
に
近
い
た
め
同
一
の
点
Ｂ

と
み
な
す
）。
四
点
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
結
ぶ
と
四
角
形
と

な
り
、
対
角
線
Ａ
Ｃ
と
Ｂ
Ｄ
を
結
ん
だ
交
点
が
原
点
近
く

に
き
て
お
り
、
そ
こ
に
顔
氏
家
廟
碑
が
位
置
し
て
い
る
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
他
と
は
異
な
っ
た
書
を
構
成

す
る
要
素
や
用
筆
・
運
筆
が
あ
る
と
生
徒
が
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
原
点
付
近
に
あ
る
「
丸

い
」、「
向
勢
」、「
曲
が
る
」、「
丸
」
な
ど
の
要
素
は
、
ど

の
よ
う
な
書
風
で
表
現
す
る
と
き
も
生
徒
は
重
要
だ
と
認

識
し
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
は
平
仮
名
の
特
徴
を
生
徒
が
理
解
し
、
調
和
を
図
る
と

き
の
指
標
と
し
て
、
既
習
の
平
仮
名
表
現
に
歩
み
寄
ら
せ

よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

結
果
か
ら
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

　

① 

字
形
や
空
間
よ
り
「
線
質
」
に
重
点
を
置
い
て

       

調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ 

　

② 

線
質
よ
り
「
字
形
や
空
間
」
に
重
点
を
置
い
て

       

調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ 

　

③ 「
線
質
」
と
「
字
形
や
空
間
」
に
同
程
度
の
重

      

点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ 
【図 21】　対応分析（古典別）
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ま
ず
、
分
類
①
に
つ
い
て
は
点
Ａ
、
Ｃ
を
結
ぶ
直
線
及
び
そ
の
付
近
か
ら
次
の
よ
う
な
傾
向
が
窺
え
る
。
点
Ｃ
の
周
辺
に

は
、「
直
線
」、「
カ
ー
ブ
」、「
斜
め
」、「
曲
線
」、「
複
数
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
直
線
的
に
書
く
よ
う
に
す

る
」「
終
筆
を
斜
め
上
に
上
げ
る
よ
う
に
線
を
引
く
」
等
が
あ
っ
た
。
曲
線
と
直
線
は
対
極
に
あ
る
言
葉
だ
が
、
こ
れ
は
多

く
の
生
徒
が
「
曲
線
を
複
数
の
直
線
に
分
け
て
書
い
た
」
な
ど
と
記
載
し
た
も
の
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
曲
線
を
直
線
的
に

表
現
す
る
と
い
う
発
想
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
点
Ａ
の
周
辺
に
は
、「
蔵
鋒
」、「
変
化
」、「
抑
揚
」、「
強

弱
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
線
の
太
さ
に
抑
揚
を
付
け
て
」、「
変
化
を
つ
け
て
書
く
」
等
が
あ
っ
た
。
生
徒
は

「
力
」
を
「
抜
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
抑
揚
、
変
化
、
強
弱
の
あ
る
線
を
表
現
し
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
牛
橛
造
像
記
や
雁
塔
聖
教
序
に
平
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
に
は
、
主
に
線
質
に
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う

と
す
る
生
徒
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
分
類
②
に
つ
い
て
は
点
Ｂ
、
Ｄ
を
結
ぶ
直
線
及
び
そ
の
付
近
か
ら
次
の
よ
う
な
傾
向
が
窺
え
る
。
点
Ｄ
の
周
辺
に

は
「
縦
長
」、「
縦
」、「
長
い
」、「
字
形
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
縦
長
に
見
え
る
よ
う
に
書
い
た
」、「『
ひ
』

の
２
画
目
の
と
こ
ろ
を
縦
に
長
く
し
」
等
が
あ
っ
た
。
字
形
は
原
点
か
ら
遠
く
離
れ
て
偏
り
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
九
成
宮

醴
泉
銘
に
つ
い
て
は
多
く
の
生
徒
が
字
形
を
縦
に
長
く
し
、
縦
長
の
形
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
点

Ｂ
の
周
辺
に
は
、「
横
長
」、「
上
が
り
」、「
大
き
め
」、「
丸
み
」、「
右
」
等
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
「
硬
く
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
丸
み
を
持
た
せ
た
」、「
空
間
が
広
く
取
れ
る
よ
う
に
少
し
大
き
め
に
書
い
た
」
等
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
抽
出
語
か
ら
考
え
る
と
、
鄭
羲
下
碑
を
選
択
し
た
生
徒
は
主
に
字
形
に
、
孔
子
廟
堂
碑
を
選
択
し
た
生
徒
は
主
に
空
間

に
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

最
後
に
、
分
類
③
に
つ
い
て
は
原
点
に
位
置
す
る
顔
氏
家
廟
碑
が
該
当
し
、
生
徒
は
線
質
に
も
字
形
や
空
間
に
も
同
程
度

重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
と
言
え
る
。
生
徒
が
線
質
、
空
間
、
字
形
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
に
お
い
て
顔
氏
家
廟
碑

の
書
風
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
と
し
て
選
択
、
統
合
で
き
る
要
素
が
最
も
多
い
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
、
生
徒
が
着
目
す
る
要
素
が
古
典
ご
と
に
異
な
り
、
そ
の
要
素
の
捉
え
方
が
調
和
を
図
る
と
き

の
意
識
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
挙
げ
た
分
類
方
法
で
一
概
に
全
て
の
平
仮
名
の
調
和
を
図
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る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
九
成
宮
醴
泉
銘
の
書
風
に
調
和
す
る
平
仮
名
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
、
縦
長
の
字
形
に
重
点
を
置
い
て
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
と
す
る
。
そ
の
際
、
全
て
の
平
仮
名
の
字
形
を
縦
長
の
字

形
に
す
れ
ば
、
九
成
宮
醴
泉
銘
に
調
和
し
た
平
仮
名
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
習
活
動
⑤
お
け
る
単
元
の
ま
と
め

で
は
「
特
徴
を
捉
え
や
す
い
字
も
あ
れ
ば
、
ど
こ
を
特
徴
と
し
て
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
字
も
あ
っ
た
」、「
全
て

の
字
を
意
識
し
て
も
、
や
り
す
ぎ
て
見
え
て
し
ま
う
と
思
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
調
整
が
難
し
い
」
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く

生
徒
も
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
方
法
が
平
仮
名
に
よ
っ
て
は
適
さ
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
仮
名
に
お
い
て
、
生
徒
は
調
和
さ
せ
る
と
き
に
ど
の
よ
う
な
意
識
を
働
か
せ
て
表
現
す
る
の
か
、
そ
の
傾
向
や
工
夫
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　

Ⅴ
　
平
仮
名
の
表
現
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
実
際
の
生
徒
の
作
品
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
調
和
を
図
る
と
き
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
検

証
す
る
。【
図
（（
】
は
「
平
仮
名
」
を
、【
図
（（
】
は
「
古
典
名
」
を
そ
れ
ぞ
れ
外
部
変
数
と
し
て
ク
ロ
ス
集
計
し
、相
関
関
係

を
示
し
た
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
双
方
か
ら
生
徒
の
意
識
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
ア
、
イ
の
よ
う
な
傾
向

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
選
択
し
た
古
典
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
表
現
に
生
徒
の
意
識
が
顕
著
に
表
れ
て

い
る
も
の
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
と
合
わ
せ
て
具
体
的
に
提
示
し
た
。

　
ア
「
回
り
」
に
着
目
し
た
調
和
例

　
（
ⅰ
）
孔
子
廟
堂
碑
に
調
和
さ
せ
る
場
合

　
【
図
（4
】
を
表
現
し
た
生
徒
Ａ
は
、「
特
に
右
側
の
空
間
を
大
き
く
作
っ
て
、
左
寄
り
に
構
え
る
」
と
書
き
、
ま
た
【
図
（5
】

を
表
現
し
た
生
徒
Ｂ
は
、「
右
側
を
大
き
め
に
す
る
。
最
後
の
と
こ
ろ
を
長
め
に
、
目
立
つ
よ
う
に
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
回
り
」
は
ど
ち
ら
も
右
側
の
空
間
を
広
く
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

生
徒
Ｂ
は
「
ひ
」
の
最
後
の
止
め
を
長
く
表
現
し
、
伸
び
や
か
な
右
払
い
や
横
画
が
特
徴
的
で
あ
る
孔
子
廟
堂
碑
と
調
和
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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【図 22】　共起ネットワーク（平仮名別）

【図 23】　共起ネットワーク（古典別）
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（
ⅱ
）
牛
橛
像
造
記
に
調
和
さ
せ
る
場
合

　
【
図
（6
】
を
表
現
し
た
生
徒
Ｃ
は
、「
カ
ー
ブ
し
な
い
よ
う
に
全
部
直
線
で
書
い
た
。
一
回
で
書
か
ず
に
四
回
に
分
け
て
書

い
た
」
と
書
き
、【
図
（7
】
を
表
現
し
た
生
徒
Ｄ
は
、「
四
角
の
字
に
な
る
よ
う
に
斜
め
も
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
し
た
」
と
書

い
て
い
る
。
生
徒
Ｃ
は
牛
橛
造
像
記
の
特
徴
を
直
線
的
で
あ
る
と
捉
え
、
曲
線
を
複
数
の
直
線
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
調

和
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
Ｄ
は
「
回
り
」
が
字
形
を
決
定
づ
け
る
大
切
な
要
素
で
あ
る
と
捉
え
、「
と
」
を
方
形
に

す
る
た
め
に
、
左
へ
膨
ら
む
表
現
を
避
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
回
り
を
縦
方
向
の
線
へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
牛

橛
造
像
記
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
方
形
へ
と
歩
み
寄
ら
せ
て
い
る
。

イ
「
横
方
向
」「
縦
方
向
」「
斜
め
方
向
」
に
着
目
し
た
調
和
例

　
（
ⅰ
）
牛
橛
造
像
記
に
調
和
さ
せ
る
場
合

　
【
図
（（
】を
表
現
し
た
生
徒
Ｅ
は
、「
牛
橛
造
像
記
の
特
徴
を
意
識
し
て
線
を
カ
ー
ブ
さ
せ
ず
に
ま
っ
す
ぐ
書
い
た
。
収
筆
を

斜
め
上
に
二
つ
と
も
上
げ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
本
来
、「
こ
」
の
横
線
は
丸
み
を
帯
び
た
線
で
膨
ら
み
が
見
ら
れ
る
が
、
生

徒
Ｅ
の
表
現
は
膨
ら
み
を
排
除
し
、
直
線
的
に
す
る
こ
と
や
収
筆
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
和
を
図
っ
て
い
る
。「
こ
」

の
一
画
に
対
し
て
、
曲
線
を
直
線
に
し
、
収
筆
を
上
に
す
る
な
ど
の
古
典
の
特
徴
を
複
合
的
に
捉
え
、
選
択
、
統
合
し
て
調

和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
ⅱ
）
顔
氏
家
廟
碑
に
調
和
さ
せ
る
場
合

　
【
図
（9
】
を
表
現
し
た
生
徒
Ｆ
は
、「
向
勢
と
な
る
よ
う
に
丸
っ
こ
く
書
い
た
。
そ
し
て
縦
長
の
形
と
な
る
よ
う
に
書
い
た
」

と
書
い
て
い
る
。
形
を
縦
長
の
字
形
に
な
る
よ
う
に
意
識
し
、向
か
い
合
う
線
は
丸
さ
を
意
識
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

こ
の
生
徒
Ｆ
は
別
の
平
仮
名
を
書
く
と
き
の
注
意
点
と
し
て
蔵
鋒
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
の
「
い
」
の
起
筆
に
も
そ
の
意
識
が

窺
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
察
は
、
平
仮
名
表
現
の
分
析
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
生
徒
が
古
典
に
調
和
す
る
平
仮
名
を
表
現
す
る

と
き
、
生
徒
が
臨
書
学
習
で
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
調
和
的
書
字
方
略
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
に
は
異
質
な
表
現
で
あ
っ
た
り
、
調
和
の
図
り
方
と
し
て
適
切
で
は
な
い
表
現
が
見
ら
れ
た
り
し
た
。
仮
名
調

【図 24】　生徒 A の表現

【図 25】　生徒 B の表現

【図 26】　生徒 C の表現

【図 27】　生徒 D の表現

【図 28】　生徒 E の表現

【図 29】　生徒 F の表現
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和
表
の
作
成
に
よ
り
、
調
和
を
図
る
た
め
の
観
点
は
生
ま
れ
や
す
く
な
る
も
の
の
、
生
徒
Ａ
～
Ｆ
の
表
現
か
ら
調
和
の
図
り

方
の
是
非
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
調
和
の
構
造
を
整
理
し
た
上
で
、
生
徒
が
小
中
学
校
に
お
い
て
調
和
的
書
字
方
略
を
獲
得
す
る
際
の
認
知

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
高
校
生
の
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
関
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
教
科

書
の
調
査
か
ら
物
理
的
な
調
和
書
字
方
略
と
し
て
は
、「
要
素
意
識
」、「
比
較
・
選
択
」、「
他
者
意
識
」、「
効
率
・
連
続
」
の

四
つ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
高
等
学
校
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
調
和
の
学
習
は
、
書
写
と
書

道
の
縦
断
的
な
接
続
を
図
る
こ
と
や
、
古
典
の
臨
書
学
習
に
系
統
性
を
も
た
せ
る
こ
と
、
年
間
学
習
指
導
計
画
に
お
い
て
目

的
に
合
わ
せ
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
づ
く
り
は
、生
徒
が
メ
タ
認
知
力
を
高
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
学
習
を
振
り
返
る
活
動
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
も
活

用
し
や
す
く
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
能
と
の
関
連
付
け
を
行
う
こ
と
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
を
働
か
せ
る
と
き
に
、

長
期
記
憶
へ
と
移
行
さ
せ
や
す
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仮
名
調
和
表
の
分
析
結
果
よ
り
、
生
徒
は
調
和
さ
せ
よ
う

と
す
る
古
典
に
よ
っ
て
線
質
、
空
間
、
字
形
な
ど
重
点
を
置
く
要
素
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の

平
仮
名
に
お
い
て
も
そ
の
調
和
的
書
字
方
略
（
要
素
意
識
）
は
適
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
要
素
に
よ
っ
て
は
特
定
の
平

仮
名
に
は
適
さ
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　

漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
た
め
の
今
後
の
展
望
と
し
て
、
次
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　

一
点
目
は
、
作
成
し
た
平
仮
名
が
調
和
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。【
表
９
】
は
、
生

徒
が
単
元
の
ま
と
め
に
、
調
和
に
対
す
る
自
己
評
価
を
◎
、
〇
、
△
、
×
で
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
顕
著
で
あ
っ
た
の
は

雁
塔
聖
教
序
を
選
択
し
た
生
徒
五
人
全
員
が
△
を
選
択
し
て
お
り
、
平
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
牛
橛
像
造
記
や
孔
子
廟
堂
碑
、
鄭
羲
下
碑
は
自
己
評
価
が
高
く
、
調
和
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
多
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
者
が
調
和
を
判
断
す
る
と
き
に
、
ど
の
よ
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う
な
視
点
で
評
価
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
研
究
で
は
考
察
し
き
れ
て
い
な
い
。
第
三
者
が
評
価
可
能
で
あ
る
物
理

的
な
調
和
に
つ
い
て
、
書
字
者
の
意
識
で
は
な
く
、
鑑
賞
者
の
意
識
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
和
の
捉
え
方

に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

　

二
点
目
は
、調
和
を
図
る
と
き
の
「
線
質
」
に
お
い
て
汎
用
性
と
い
う
切
り
口
で
生
徒
の
意
識
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
５
章
Ⅳ
ア
に
お
い
て
分
析
し
た
【
図
（0
】
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、線
質
に
関
す
る
語
と
し
て
「
太
い
（
線
の
太
細
）」

の
バ
ブ
ル
ス
ロ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
古
典
の
臨
書
学
習
に
お
い
て
学
習
し
た
線
の
「
質
」
そ
の
も
の
に
意
識
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
た
生
徒
は
少
数
で
あ
っ
た
。
今
回
の
条
件
で
は
「
線
質
」
の
語
の
抽
出
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、「
質
」
に
言
及
し
た
語

は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
調
和
的
書
字
方
略
は
汎
用
性
の
高
低
に
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

た
。
漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
図
る
と
き
に
、
仮
に
も
要
素
の
優
位
性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
古
典
の
臨
書
学
習
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
活
動
に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
追

究
し
て
い
き
た
い
。

　

三
点
目
は
、
実
際
に
作
成
し
た
仮
名
調
和
表
を
活
用
し
て
創
作
し
た
作
品
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生

徒
の
仮
名
調
和
表
の
使
用
状
況
や
、
平
仮
名
表
現
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
し
、
仮
名
調
和
表
作
り
に
お
け
る
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

選択した古典 選択人数（全体） ◎ ○ △ ×
九成宮醴泉銘 1（ 人 1 （ 4 0
顔氏家廟碑 7 人 0 5 （ 0
鄭羲下碑 5 人 1 （ 1 0

孔子廟堂碑 5 人 0 4 1 0
雁塔聖教序 5 人 0 0 5 0
牛橛造像記 （ 人 0 （ 0 0

【表９】　調和に対する自己評価

〈
注
〉

（
１
）
デ
ィ
オ
・
ロ
ド
ル
フ
（
二
〇
〇
六
）、「
い
わ
ゆ
る
『漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
路
線
』
を
総
決
算
す
る
―
明
く
る
指
導
要
領
改
訂
を
見
据
え
て

―
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
第
二
巻
、
一
五
頁
―
二
五
頁

（
２
）
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
（
二
〇
〇
九
）、『
明
解
書
写
教
育
』、
萱
原
書
房
、
七
〇
頁

（
３
）
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
解
説
芸
術
編
、
七
頁

（
４
）
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）
解
説
芸
術
編
、
一
一
一
頁

（
５
）
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）
解
説
芸
術
編
、
一
一
二
頁

（
６
）
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
（
二
〇
一
六
）、「
芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
取
り
ま
と
め
（
案
）」、『
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
第
五
十

七
回
全
国
大
会
（
埼
玉
）
紀
要
』、
八
一
頁
―
八
四
頁

（
７
） 

三
浦
拓
眞
（
二
〇
二
〇
）、「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
指
導
方
法
の
研
究
―
生
徒
の
学
習
方
略
獲
得
を
目
指
し
て
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―
」、
書
写
書
道
教
育
研
究
第
三
十
五
号
、
四
一
頁
―
五
一
頁

（
８
）
押
木
秀
樹
（
二
〇
〇
〇
）、「
汎
用
性
と
合
理
性
と
い
う
視
点
か
ら
み
た
書
写
教
育
の
基
礎
に
つ
い
て
の
試
論
」、書
写
書
道
教
育
研
究
第
十
四
号
、

三
一
頁
―
四
四
頁

（
９
）
前
掲
書
（

（
10
）
前
掲
書
（

（
11
）
Ｋ
Ｊ
法
は
ア
イ
デ
ア
等
を
整
理
、
分
類
し
、
図
解
す
る
手
法
で
あ
る
。
分
類
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
回
答
を
カ
ー
ド
化
し
、
回
答
の
中
に
複
数

の
要
素
を
含
む
場
合
は
、
要
素
の
数
に
合
わ
せ
て
分
割
し
た
。

（
1（
）
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
一
）、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版 

第
九
巻
』、
小
学
館

（
1（
）
中
野
北
溟
・
種
村
山
童
（
一
九
八
六
）、『
書
作
品
の
ま
と
め
方
８　

調
和
体
』、
二
玄
社
、
六
頁

（
14
）
前
掲
書
１

（
15
）
広
瀬
裕
之(

二
〇
〇
〇)

、「
教
員
養
成
に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
導
入
期
の
指
導
法
に
関
す
る
研
究
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
第
一
四

号
』、
一
〇
六
頁
―
一
一
五
頁

（
16
）
広
瀬
裕
之(

二
〇
〇
一)

、「
教
員
養
成
に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
応
用
発
展
期
の
指
導
法
に
関
す
る
研
究
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
第
一

五
号
』、
六
一
頁
―
七
〇
頁

（
17
）
駒
井
鵞
静
（
一
九
八
二
）、『
近
代
詩
文
書
基
礎
講
座　

第
１
巻　

漢
字
・
か
な
』、
教
育
出
版
、
一
二
頁

（
1（
）
久
米
公
（
一
九
九
八
）、「
高
校
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
特
立
の
背
景
、
意
義
、
授
業
の
工
夫
」、
墨
一
三
三
号
芸
術
新
聞
社
、
六
二
頁

（
19
）
大
森
ア
ユ
ミ
（
二
〇
〇
四
）、「
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
『生
徒
の
心
に
響
く
素
材
』
に
関
す
る
研
究
」、
書
写
書
道
教
育
研
究
第
一
八

号
、
六
一
頁
―
七
二
頁

（
（0
）
前
掲
書
１

（
（1
）
前
掲
書
１

（
（（
）
達
富
悠
介
・
青
山
浩
之
（
二
〇
一
八
）、「
日
常
的
な
書
字
活
動
に
お
け
る
メ
タ
認
知
書
字
方
略
に
関
す
る
研
究
―
メ
タ
認
知
書
字
方
略
の
実
態

を
踏
ま
え
た
書
写
指
導
の
課
題
―
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
三
十
三
号
』、
三
一
頁
―
四
一
頁

（
（（
）
三
宮
真
智
子
（
二
〇
〇
八
）、「
メ
タ
認
知
研
究
の
背
景
と
意
義
」
三
宮
真
智
子
編
、『
メ
タ
認
知　

学
習
を
支
え
る
高
次
認
知
機
能
』、
北
大
路

書
房

（
（4
）
達
富
悠
介
・
青
山
浩
之
（
二
〇
一
九
）、「
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
メ
タ
認
知
書
字
方
略
に
関
す
る
研
究
」、『
書
写
書
道
教
育
研
究
三
十
四
号
』、

二
一
頁
―
三
〇
頁

（
（5
）
古
賀
洋
一
（
二
〇
一
五
）、「
説
明
的
文
章
の
読
解
方
略
指
導
に
お
け
る
条
件
的
知
識
の
学
習
過
程
―
自
己
調
整
理
論
を
枠
組
み
と
し
て
―
」、

『
国
語
科
教
育
第
七
十
八
集
』、
二
九
頁
―
三
六
頁

（
（6
）
前
掲
書
（5

（
（7
）
前
掲
書
（5

（
（（
）Zim

m
erm

an

・Shank

他
（
二
〇
〇
六
）、『
自
己
調
整
学
習
の
理
論
』、
北
大
路
書
房
、
五
頁

（
（9
）
伊
藤
崇
達
（
二
〇
〇
九
）、『
自
己
調
整
学
習
の
成
立
過
程
』、
北
大
路
書
房
、
二
頁
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（
（0
）Zim

m
erm

an

・Shank

他
（
二
〇
〇
六
）、『
自
己
調
整
学
習
の
理
論
』、
北
大
路
書
房
、
六
頁

（
（1
）
河
野
智
文
（
二
〇
一
八
）、「
教
科
書
の
歴
史
」
田
近
洵
一
・
井
上
尚
美
編
、『
国
語
教
育
指
導
用
語
辞
典　

第
四
訂
』、
教
育
出
版
、
三
三
八
頁

―
三
四
一
頁

（
（（
）
小
学
校
「
書
写
」
の
教
科
書
（
教
育
出
版
、
光
村
図
書
、
東
京
書
籍
）
を
参
照
と
し
た
。

（
（（
）
中
学
校
「
書
写
」
の
教
科
書
（
教
育
出
版
、
光
村
図
書
、
東
京
書
籍
）
を
参
照
と
し
た
。

（
（4
）
達
富
悠
介
・
青
山
浩
之
（
二
〇
二
〇
）、
言
語
活
動
に
機
能
す
る
書
写
教
科
書
の
分
析
」『
書
写
書
道
教
育
研
究
三
十
五
号
』、
三
一
頁
―
四
一
頁

（
（5
）
加
藤
泰
弘
（
二
〇
〇
七
）、「
書
道
教
育
の
課
題
と
展
望
（
１
）」、『
中
等
教
育
資
料
８
月
号
』、
六
二
頁
・
六
三
頁

（
（6
）
前
掲
書
（5
、
六
二
頁-

六
三
頁 

（
（7
）
加
藤
泰
弘
（
二
〇
〇
七
）、
書
道
教
育
の
課
題
と
展
望
（
１
）、『
中
等
教
育
資
料
８
月
号
』、
六
二
頁
・
六
三
頁

（
（（
）
加
藤
泰
弘
（
二
〇
一
一
）、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
芸
術
科
書
道
の
授
業
の
改
善
と
工
夫
（
１
）、『
中
等
教
育
資
料
５
月
号
』、
六
九
頁
・
七

〇
頁

（
（9
）
加
藤
祐
司
（
一
九
九
九
）、「
学
習
指
導
の
工
夫
と
改
善
（
８
）
―
生
徒
が
楽
し
く
関
わ
る
た
め
に
ー
」、『
中
等
教
育
資
料
５
月
号
』、
六
二
頁

（
40
）
ニ
ッ
キ
ー
・
ヘ
イ
ズ
、
サ
ラ
・
ト
ム
リ
ー
（
二
〇
二
一
）、『
図
解 

教
養
事
典　

心
理
学
』、
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
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